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			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			プロローグ　とある洞(どう)窟(くつ)での出来事

			　

			　人間なんてのは屑(くず)ばっかりだ。

			　洞(どう)窟(くつ)の奥で身を縮め、絶え間ない苦痛に苛(さいな)まれながら、おれは呪(じゆ)詛(そ)の言葉を吐き続けていた。

			　そうすることしかできなかった。

			　まともに休息を取っていない体には、疲れ切ってしまってうまく意思が伝わらない。

			　胃(い)酸(さん)が胃を焼くくらいにお腹がすいていて、眩暈(めまい)が脳味噌を揺らしている。

			　呼吸は熱っぽく不安定で、もしも病気にでもなっているのだとしたら、ますますおれには先がなかった。

			　おれは自分自身が、絶体絶命の危機にあることを認めざるを得なかった。

			　……畜(ちく)生(しよう)っ。畜(ちく)生(しよう)！　どことも知れないこんな場所で、ひとり寂しく死んでいくなんて。

			　こんな目に遭(あ)わなければいけない、どんな罪をおれが犯したというのだろうか。

			　いいや、違う。

			　おれはなにもしちゃいない。やったのは連中のほうだ。おれはあくまで被害者に過ぎない。

			　だから、おれは呪(じゆ)詛(そ)の言葉を吐き続ける。

			　そうすることで、いまにも掻(か)き消えそうになる意識を保とうとする。

			　多分、この憎しみが消えるその瞬間こそが、おれという存在がなくなってしまうそのときなのだろうと思うから。

			　しかし、そんなおれの努力をあざ笑うかのように、洞(どう)窟(くつ)の入り口のほうから物音が聞こえてくる。なにかを引き摺(ず)るような音。魂(たましい)を削(けず)り取るような不吉な擦(さつ)過(か)音だ。

			　……来るな。来るな来るな来るなっ！

			　おれは心のなかで叫ぶが、音はどんどん近づいてくる。

			　もう駄目だ。逃げられない。

			　絶望的な気持ちでうずくまったまま、おれは視線を物音のするほうへと向けた。

			　

			　そこに、半液体状の体組織を持つ、２メートル超の化け物がいた。

			　

			「……ぁあ」

			　モンスター。それは、おれたちがそう呼んでいる、人間にとっての天敵だった。

			　おれたちが便(べん)宜(ぎ)上(じよう)『スライム』と呼んでいるその化け物は、目玉のひとつもないくせにおれのことを見付けたらしい。見た目からは思いもよらない俊(しゆん)敏(びん)さで近づいてきた。

			　逃げようもない。そもそも、おれにはここから立ち上がる体力すら残っていなかった。

			「畜(ちく)生(しよう)め」

			　投げ出されたおれの手が、まず強烈な消化液によって喰(く)われていく。肌(はだ)が侵される痛みは疲れ果てた脳(のう)髄(ずい)に届くことなく、痺(しび)れと喪(そう)失(しつ)感というかたちで伝わった。ああ。どうやらおれの人生はここで終わりらしい。

			　嫌(いや)だ、嫌(いや)だ、嫌(いや)だ。それだけは嫌(いや)だ。

			「……誰か、おれを助けてくれ」

			　そんな情けない言葉を最後に、おれは意識を手放した。

			　それはおれが人間というものに絶望して、３日後の朝のことだった。

		

	
		
			01　異世界転移した学生たち

			　

			　おれこと真(ま)島(じま)孝(たか)弘(ひろ)の通う○○県立第一高等学校の生徒、および教員が異世界に転移したのは、１ヶ月ほど前のことだった。

			　授業中、突然の酩(めい)酊(てい)感に襲(おそ)われたと思ったら、おれたちは知らない景色のなかにいた。うっそうとした森。じめじめとした空気。そこは明らかに現代日本ではないどこかだった。

			　見ず知らずの場所に突然放り出されたおれは、状況を把(は)握(あく)しかねてただ立ち尽(つ)くしていた。

			　やがて騒(そう)然(ぜん)とする学生たちを教師たちや数人の学生が取りまとめ始めた。

			　しばらくすると教師のひとりが、あたりの様子を確かめてくると言って森のなかに姿を消した。英雄的な行動だった。きっと責任感のある、いい先生だったのだろう。あいにく、担当の学年ではなかったおれは、彼の名前を知らなかったが。

			　名も知らぬ彼の断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴が聞こえてきたのは、それからすぐのことだった。

			　血も凍(こお)るような恐怖に身をすくませたおれたちの前に現れたのは、体長５メートルを越える直立歩行するトカゲの化け物――ゲームの世界から抜け出してきたようなドラゴンだった。

			　大きくたくましい口(こう)蓋(がい)には、偵(てい)察(さつ)にいった教師の死体が咥(くわ)えられていた。

			　ぶらんと垂(た)れ下がった腕(うで)。滴(したた)る鮮(せん)血(けつ)。生徒たちはパニックに陥(おちい)った。

			　そんななか、おれは誰かに突き飛ばされて地面に転がった。何度か踏(ふ)まれて、潰(つぶ)れた蛙(かえる)みたいな悲鳴をあげた。あれで大怪(け)我(が)をしなかったのは、本当に幸運だったと思う。

			　現れたドラゴンから離れた場所にいたのも幸運だった。おれと違って運の悪かった生徒たちは次々とドラゴンに喰(く)われていった。

			　３人目、だったと思う。尻(しり)餅(もち)をついた男子生徒がひとり、ドラゴンに追い詰められているのが見えた。おれは転んでいて逃げ出すこともできなかったから、その光景を最後まで見届ける羽(は)目(め)になったのだ。

			　腰(こし)を抜(ぬ)かした彼の上半身が鋭い牙(きば)に噛み裂かれようとする、その寸前。

			「ひっ、ひゃあああああああああっ！」

			　多分、なにを考えたわけでもなかったはずだ。

			　男子生徒は彼にできる精一杯の抵抗として、両手を大きく振り回した。

			　目にもとまらぬ速さで、想像も及びもつかない重さをもって。

			　次の瞬間、ドラゴンの巨大な顔面が肉片となって吹き飛ばされた。

			　冗談のような光景だった。実際、一番驚いていたのは竜殺しの生徒本人だっただろう。

			　こうしておれたちは最初の脅(きよう)威(い)をやり過ごした。

			　おれたちに与えられた力――チート能力によって。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　異世界転移の物語を読んだことがあるだろうか。

			　残念ながら、おれはその手の書物を手に取ったことがない。

			　おれと仲のいいオタク気質の友人が語るところによると、現代日本に住む学生がファンタジー世界に飛ばされるというのは、最近一部の若者に人気のテーマであるらしい。しかし、どうしてそんなジャンルの物語が人気なのか、最初聞いたとき、おれには理解できなかった。

			　だって、そうだろう？　平和ボケした現代日本で生まれ育ったおれたちは、なんの力もない学生でしかない。剣と魔法の異世界では、おれたちなんてただ喰(く)われるだけの存在でしかないのだ。せいぜいこそこそと隠れ住むのが関の山。それでは物語が成立しない。

			　そうしたおれの疑(ぎ)問(もん)に答えたのが、チート能力という概(がい)念(ねん)だった。

			　チートというのは、本来『ズル』を意味する言葉だが、日本ではネットゲームなんかのコンピュータ・ゲーム用語として、改造ツールを使って本来はありえない操作を行うことをいう。

			　異世界に行った人間が非常識なほどに強力な力を手に入れるというのは、異世界転生・転移の物語において一種のテンプレであるという。こうして得られた力のこともチートというのだそうだ。なるほど、うまいことをいうとおれは感心したものだった。

			　だからといってその友人のように、「この世界に来ておれたちがチート能力を授(さず)かることは当然だ」と言ってしまう精神までは理解できそうになかったが。

			　ともあれ、この異世界にやってきたおれたち学生が不可思議な力を手に入れたのは紛れもない事実だった。ある者は素(す)手(で)で地面を砕き、またある者は魔法としか思えない力を振るった。不思議なことに、使い方は自然とわかるらしく、彼らは呼吸をするように力を操った。

			　それを、おれたちはなんの捻(ひね)りもなく『チート能力』と名付けたのだった。

			　チート能力によって、本来ならモンスターに蹂(じゆう)躙(りん)されるばかりだったおれたちの異世界遭(そう)難(なん)生活は格段に生きやすいものとなった。おれたちは仮の住処(すみか)を作り、モンスターを撃退して脅(きよう)威(い)を排(はい)除(じよ)し、それどころか食料として利用することで当面を食い繋(つな)ぐことさえできた。

			　とはいえ、誰もがチート能力の恩(おん)恵(けい)にあずかれたわけではない。チート能力を持っていたのは３００名ほど。全体のたった３割に過ぎなかった。狩りを行い、住居を守る彼らは自然と集団を形成し始め、森の探(たん)索(さく)を主に行っていたことから『探(たん)索(さく)隊』と呼称された。

			　チート能力を持たない者たちは探(たん)索(さく)隊に守られながら仮の住居を造り上げた。彼らは『探(たん)索(さく)隊』に対して『残留組』と呼ばれた。そうしてできあがった集落を、おれたちは『コロニー』と名付けた。ちなみに、おれはチート能力を持っていない残留組だった。チート能力についておれに教えてくれたオタクの友人も同じだった。持つ者と持たざる者。そこにはなにか理由があるのかもしれないが、あいにく、おれには想像もつかないことだった。

			　より正確に言うのなら、残り７００名の学生のなかには、多少なり体力などが向上した者もいたようだった。しかし、それはチート能力とは呼べないくらいに些(さ)細(さい)なものに過ぎなかった。かくいうおれ自身も、ほんの少し体に違(い)和(わ)感(かん)を覚えたりしたものだが、それはストレスによる錯(さつ)覚(かく)と区別のつかない程(てい)度(ど)のものでしかなかった。

			　それから１週間。さらに何人かの犠(ぎ)牲(せい)を払いながらも、異世界転移した学生たちは安定した生活を確立し始めた。その頃には一部の学生たちによる統治機構のようなものも機能し始めていた。１０００人近い人間がいるのだから、それを統括する存在は絶対に必要だったのだ。

			　生活の安全は確保された。

			　そうすると気になってくるのは、この世界がなんなのかということだった。

			　いまさら、ここがもといた世界だとは誰も思っていなかった。チート能力として魔法を扱(あつか)える者に頼めば、おれたちは魔法を習得することさえできたのだ。……とはいえ、魔法を習得する機会を得られたのは、同じチート能力者だけだった。木々を切り倒して仮設住宅を造るだけのおれたち残留組とは違って、彼らは生活のために戦う必要があったからだ。

			　ともあれ、おれたちはこの世界の知識を求めていた。

			　この世界に他に人間はいるのか。いるとするなら、どうすれば彼らに出会えるのか。

			　こうして第一次遠征隊が結成された。彼らの目的はこの森を抜け、あるかもしれない人間社会への接触を図ることだった。いまから考えれば、その名称には皮(ひ)肉(にく)めいたものを感じずにはいられない。なぜなら２度目の遠征隊が派遣されることは永遠になかったのだから。

			　おれたちの仮の住居であるコロニーは、遠征隊が出ていった１週間後に壊(かい)滅(めつ)した。

			　チート能力者の一部がクーデターを起こしたのだ。

			　法律の存在しない異世界の森のなかに放り出された学生たちがモラルを保ち続けるのは難しいことだった。ましてや、チート能力なんてものを持っていたのだからなおさらだった。

			　力は人を狂わせ、若さは道を誤らせた。志の高い者が集まった第一次遠征隊の留守を狙(ねら)って反乱グループはクーデターを企て、治安を守ろうとする学生との間で激しい戦闘が起こった。

			　チート能力というのは、ドラゴンをも簡単に殺す力だ。そんなものを持つ者同士がぶつかったのだから、チート能力を持たない生徒たちは逃げ惑(まど)うしかなかった。

			　逃げ惑(まど)うだけならまだ良かった。理性を失っていたのは一部のチート能力者だけではなかったのだ。能力を持たない学生たちの一部もまた、凶(きよう)行(こう)に身を委ねた。

			　混乱のなか、おれは同じ残留組の生徒たちから暴行を受けた。なにが悪かったのかと言えば、運が悪かったのだろう。他にもそうした人間は何人もいて、彼らは騒(そう)乱(らん)の生(いけ)贄(にえ)だった。

			　痛めつけられるおれのことを、誰も助けてはくれなかった。みんなそれどころではなかったのだ。誰もが生き残るために必死だった。

			　それは理性では理解できることだった。けれど感情は別だった。

			　何人もの生徒が、暴行を受けるおれのことを横目に、見て見ぬ振りをして逃げていった。彼らの無関心はおれの心をずたずたに引き裂いた。

			　そこでおれが死なずに済んだのは、単に運が良かったからだ。ちょうど、近くでチート能力者同士の戦いが始まり、おれたちのもとに流れ弾が飛んできたのだ。おれに暴行を加えていた学生たちはみんな黒い灰になってしまい、地面に倒れていたおれだけが助かった。

			　傷ついた体を抱えてコロニーを脱出したおれは、数日の間、森のなかを彷徨(さまよ)った。

			　そして今(け)朝(さ)になってようやく安全そうな洞(どう)窟(くつ)を見付けて、そのなかに逃げ込んだのだった。

			　しかし、そこから先はもうどうしようもなかった。なにしろ洞(どう)窟(くつ)の外は、どこにモンスターがうろついているかわかったものではない異世界の森なのだ。チート能力を備えておらず、戦う手段のひとつも持ってないおれは、洞(どう)窟(くつ)から動くことができなくなってしまった。

			　本当に生き残りたいのなら、おれはコロニーから逃げ出す前に、リスクを冒(おか)してでもまず信頼のおける人間を探すべきだったのかもしれない。けれど、あの混乱のなかでそんなことはできなかった。いや、たとえあのような一分先のことさえわからない状況でなかったとしても、いまのおれではそうした選択肢を採ることは不可能だっただろう。

			　おれはもう人間を信じることができなくなってしまっていた。

			　人間なんて屑(くず)ばかりだ。

			　その確信は、おれがこの異世界に迷い込んで唯(ゆい)一(いつ)得たものだったかもしれなかった。

			　あるいは、おれは人として大切なものを失ったのか。

			　どちらにしても、もう死んでいくばかりのおれにとってはどうでもいいことだった。

		

	
		
			02　初めての眷(けん)属(ぞく)

			　

			「……そうだ、人間なんて屑(くず)ばかりだ」

			　自分の声で目が覚めた。

			　おれは暗い場所にいた。小さな洞(どう)窟(くつ)のようだった。

			　眠りに落ちる前のことが思い出せない。おれはいったいなにをしていたんだろうか？

			　重い頭を押さえて身を起こす。そうして初めて、おれはおれ以外の存在に気がついた。

			「うっ、うわぁあっ!?」

			　おれたちがスライムと呼んでいるモンスターが、すぐ傍(かたわ)らにいたのだ。

			「……。ああっ!?」

			　途(と)端(たん)、おれはすべてを思い出した。ひぃっと情けない悲鳴をあげて、頭を庇(かば)って座り込む。

			　こんな反射的な行動になんの意味もないことは言うまでもない。おれはぎゅっと目を閉じて、訪れるだろう破(は)滅(めつ)を待つほかなかった。そして、数秒。

			「……？」

			　おれはふと目をあけた。いつになってもスライムが襲(おそ)ってこなかったからだ。

			　なぜかスライムはその場にとどまっていた。おれのことに気がついていないわけではないだろうに、いっこうに襲(おそ)いかかってくる気配がない。

		

	
		
			[image: p_13.jpg]
		

	
		
			「どうして……」

			　と、言いながら頭から手をおろしたところで、もうひとつ重要なことに気がついた。

			「……腕(うで)がついている？」

			　おれの記憶が正しければ、気を失う前のおれは片(かた)腕(うで)を目の前のスライムに消化されつつあったはずだ。よくて大怪(け)我(が)、悪ければ腕(うで)一本を失っていてもおかしくはなかった。

			　しかし、腕(うで)はついている。意思に従ってきちんと五指が動く。傷ひとつなかった。

			　そう。傷ひとつなかったのだ。

			　森を掻(か)き分けて歩いているうちについた小さな傷さえなくなっている。

			　それは腕(うで)だけでなく、鈍(どん)痛(つう)を訴(うつた)えかけていた体中の傷が癒(い)えていた。

			「どうして……」

			　まるでおれが口にしたその疑(ぎ)問(もん)に答えるように、スライムがこちらに近づいてきた。

			　敵意がないことは、なぜか、なんとなくわかった。

			　……本当にどうしてだろうか。おれは確信さえしていたのだ。

			　そもそも目の前のスライムにそのつもりがあるのなら、おれが意識を失っているうちに全身を溶かしてしまえたはずだ――という理(り)屈(くつ)は理(り)屈(くつ)で思いついたのだが、それは目の前のスライムに敵意がないと判断した根本的な理由ではなかった。

			　もっと本能的な部分でおれは、これは敵ではないと確信していた。

			「ん？」

			　おれが自分のなかの不可解な確信に戸(と)惑(まど)っているうちに、スライムは数本の触(しよく)手(しゆ)をこちらに伸ばしていた。

			　触(しよく)手(しゆ)がおれの膝(ひざ)に触れた。思ったよりもすべすべとした感触があり、わずかな痛みが走った。さっき慌てて頭を抱えて丸くなったときに、膝(ひざ)をすりむいてしまったらしい。

			　おれの膝(ひざ)を撫(な)でる触(しよく)手(しゆ)の先に、小さな白い光が生まれた。

			「っ!?」

			　白い光は複雑な幾(き)何(か)学(がく)模(も)様(よう)を描いた。それが『魔法陣』と呼ばれるものであることは、この１ヶ月の異世界生活で知っていた。チート能力者たちが使っていたのを見たことがあったのだ。

			　魔法陣の色は属性を表す。白は光の属性、退(たい)魔(ま)と治(ち)癒(ゆ)を得意とする。触(しよく)手(しゆ)が離れたときには、おれの怪(け)我(が)はすっかり治っていた。こうなれば、おれにも事情は読めてくる。

			「ひょっとして……お前がおれを助けてくれたのか？」

			　返答はない。当たり前だ。相手はモンスターなのだから。

			　しかし、どう考えてもこいつはおれの味方だった。味方なのだと、また根(こん)拠(きよ)のない確信があった。理(り)屈(くつ)ではなく、わかるのだ。こいつが敵意を持っていないということが。

			　ここまでヒントを出してもらってようやく、おれの理性は目の前の事態を把(は)握(あく)した。

			「……ああ、そうか」

			　吐(と)息(いき)のように、独(ひと)り言が漏(も)れた。

			「これが、おれのチート能力か」

			　異世界転移した１０００名のうち、チート能力に目覚めたものが３００名。持つ者と持たざる者がおり、その違いはなにかと考えていた。まったく的(まと)外(はず)れな思考だったといまなら思える。

			　残り７００人の学生たちは、自分の力に気付いていなかっただけなのだ。たとえば『モンスターを眷(けん)族(ぞく)にする能力』なんて、安全な場所に引っ込んでいて気付けるはずがない。

			「……最高じゃないか」

			　この世界で生き抜くためには力が必要だ。おれだけの力が。

			　他人は信用できない。できるはずがない。奴らは裏切る。机を並べていた級友でさえ、おれのあばらをへし折って嘲(あざけ)り笑っていたのだ。おれはそれを忘れない。

			　ひとりで生き抜く。おれが自覚したこの能力は、そのための力だった。

			　不思議なことだが、人間は信じられないくせに、モンスターの眷(けん)族(ぞく)なら特に嫌(けん)悪(お)感(かん)もなく受け入れることができていた。そうしても大丈夫なのだと本能が教えてくれていた。

			　奇妙な話だ。だが、いまのおれにとってはそれが自然なことだった。

			「ありがとうな、怪(け)我(が)を治してくれて」

			　おれはスライムの体を撫(な)でた。つるつるとした表面が心地良かった。

			「……一緒に行動するなら名前が必要だな」

			　呼びかけることもできないのは不便だった。

			　おれはスライムの体を眺(なが)めた。ゼリーのような見た目だ。即(そつ)興(きよう)で名前を思いついた。

			「よし。お前はリリィだ」

			　女性の名前を付けたのは、本当になんとなくだ。普通に考えたら、性別があるのかどうかもわからないこんな生き物に女性を思わせる名前をつけるなんて、おかしな話だ。

			　ひょっとすると、こいつは本当にメスで、おれのチート能力が彼女の性別を察して、そう名付けさせたのかもしれない。

			「これからよろしくな。おれが生き残るために、どうか力を貸してくれ」

			　人間が信用できないくせに、モンスターにこんなことを言うおれは、どこか人として致(ち)命(めい)的(てき)な部分が壊れてしまっているのかもしれない。

			　だが、それでかまわない。生き残れるのなら、なんだってかまわないのだ。

			　

			　こうして、おれは力を手に入れた。

		

	
		
			03　洞(どう)窟(くつ)の外へ

			　

			　おれは力を手に入れた――のはいいのだが、それでも現状が非常に厳しいものであることは認識しておかなければならない。

			　すでに３日、おれはろくな食べ物を口にしていない。怪(け)我(が)が治ったのは喜ばしいが、このままではじわじわと真(ま)綿(わた)で首を絞(し)められるように死んでいくのは目に見えていた。

			「おい、リリィ。おれは水と食料を確保しなくちゃいけないんだが、どうにかならないか」

			　このおれの問い掛けに、リリィからは『是』との意思が返って来た。

			　……なるほど、これは便利だ。一種の思念なのだろうか。おれたちの間には精神的な繋(つな)がり――『パス』とでも言うべきものが構築されているらしい。

			　ともあれ、水や食料の問題はどうにかなるようだ。ほとんど丸投げの質問だっただけに、『無理』と返されたところで仕方ないと思っていた。これは嬉(うれ)しい誤算だった。

			「それじゃあ、至急、用意してもらえるか」

			　嬉(き)々(き)としておれが要(よう)請(せい)すると、今度は『諾』の意思表示。

			　１本差し出された触(しよく)手(しゆ)の先に水色の光が輝(かがや)いた。

			「へ？」

			　そして、水属性の魔法が発動し、おれの頭のうえで大量の水が生まれた。

			「……」

			　ばしゃんと水が地面を叩く音。洞(どう)窟(くつ)のなかにいるというのに、まるで雨に降られたみたいに全身びしょびしょ、前髪からぽたぽた水滴を垂(た)らして、おれは立ちつくす羽(は)目(め)になった。

			　リリィは半液体状の体を揺らしている。その姿はどことなく誇(ほこ)らしげだった。

			「オーケイ。お前は優秀だよ、リリィ」

			　優秀なのは間違いのないことだった。

			　ただ、もう少しおれたちにはわかり合うための時間が必要なようだ。

			　まずは、人間が頭から水を摂(せつ)取(しゆ)できないと教えることから、始めようか……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「っくしゅっ」

			　おれは焚(た)き火で体を温めつつ、丸ごと１匹串に通したトカゲの丸焼きを頬(ほお)張(ば)っていた。

			　薪(まき)となる枯れ木を集め、数匹のトカゲを狩ってきた優秀な相(あい)棒(ぼう)は傍(かたわ)らで護(ご)衛(えい)をしてくれている。

			　水に濡れた制服のブレザーは乾きつつある。腹は膨(ふく)れた。水はいつでも頭から浴びるほど用意してもらうことができる。となれば次は、これからのことを考えなければいけない。

			「まずはなにをするべきかな」

			　と口にして、最初に思いつくのは身の安全を確保することだった。

			　この場合、仮想敵はモンスターおよび、おれと一緒にこの異世界にやってきた学生たちだ。

			　リリィはとても優秀だ。魔法が使えるというのは大きい。得意魔法は水と風らしいが、スライムが魔法を使えるというのがまず規格外だ。これまでそんな話は聞いたことがなかった。

			　しかし、いくつかの問答の結果、残念ながらリリィはあまり強力なモンスターではないことが判明した。戦闘能力だけを見るのなら、この森のなかで彼女は下位の存在らしい。

			　とはいえ、それはリリィが単なる雑(ざ)魚(こ)モンスターであることを意味するわけではない。

			　パスによって把(は)握(あく)した彼女――面倒なので、もう彼女と言い切ってしまうが――の性質からすると、リリィは『ミミック・スライム』とでもいうべき存在だった。

			　特(とく)異(い)なのは、その擬(ぎ)態(たい)能力だ。

			　端的にいえば、リリィは食べたものに変身することができるのである。

			　お前になにができるのかと尋(たず)ねたときにトカゲに姿を変えたのには、驚いたものだった。

			　そうした特殊な能力を持つ反面、戦闘能力自体はあまり高くないということらしい。

			　リリィは十分に優秀だ。ただし、運用には工夫が必要とされる。

			　戦闘能力の高いモンスターを喰(く)えば、彼女はそれに擬(ぎ)態(たい)して強くなることができる。だが、そのためには強大なモンスターを倒すための強さがまず必要となる。ジレンマだった。

			　とはいえ、それはおれの眷(けん)族(ぞく)になる前の話。いまなら、やりようはいくらでもある。

			「よし、リリィ。これからおれは眷(けん)族(ぞく)を集める。力を貸してくれ」

			　眷(けん)族(ぞく)を増やして戦力を充実させる。当面はこの方向でいこうと思う。

			　リリィ１匹だけではおれを守りながら戦わなければならないが、他にも眷(けん)族(ぞく)がいれば、どちらかを護(ご)衛(えい)にしておくことができる。単純に戦力が増えるのはメリットだし、なにより、力を合わせて格上のモンスターを倒し捕(ほ)食(しよく)することができれば、それがそのままリリィの強化に繋(つな)がるのは大きい。それに、あとあとのことを考えても、眷(けん)族(ぞく)を増やすことには意味があった。

			　というのも、おれの『モンスターを眷(けん)族(ぞく)にする力』――言うなれば、『モンスター・テイム』は、こと戦闘面において他のチート持ちに劣(おと)っていると考えられるのだ。

			　コロニーにいた探(たん)索(さく)隊のチート能力者は、この森のモンスターを軽く蹴(け)散(ち)らしていた。おれの戦闘能力があくまで従えたモンスターに依存する以上、他のチート能力者たちとの戦いは不利なものになるだろう。質は数で補うしかない。そういう意味で眷(けん)族(ぞく)収集は必須だった。

			　本当に『テイム』がうまくいくのか。不安がないわけではない。だが、やるしかないのだ。

			「……心配するな。きっとうまくいくはずだ」

			　おれの胸中の不安を読みとったのか、リリィがその２メートルを越える巨体を近づけてきたので、おれはつるつるとした表面を撫(な)でてやった。

			　どうやらおれたちの間を繋(つな)いでいるパスによって、おれの感情はある程(てい)度(ど)彼女に伝わるし、それに対して心配してくれている彼女の感情もまた、おれに伝わってくるものらしい。

			　おれの眷(けん)族(ぞく)となったリリィは、おれのことを真(しん)摯(し)に考えてくれているようだ。たとえそれがチート能力によって造られた意識だとしても、おれにとっては嬉(うれ)しいものだった。

			　温かな気持ちが胸に満ちた。おれはひとりではないのだと思えた。

			　人間と一緒では、こうはいかない。

			　奴らは究極のところで、なにを考えているのかわからないから。

			「しばらくは雌(し)伏(ふく)のときだな」

			　ぽよぽよしたリリィの弾力を愉(たの)しみつつ、おれはつぶやいた。

			　いまは逃げ回っていてもいいから、とにかく力を蓄(たくわ)えるのだ。

			「ただひとつ問題は……モンスターを相手にしたときに、おれのチート能力が必ず発動してくれるのかどうか、いまいち確信を持てないってことか」

			　探(たん)索(さく)隊所属のチート持ちは、自身のチート能力がどのようなものなのか、誰もが自然と理解していた。そのあたりはおれも同じで、リリィのことについて不安を感じることはない。

			　そんなおれが、これから遭(そう)遇(ぐう)するモンスターをテイムできるかどうか確信を持てないということは、それはつまりうまくいくかどうか本当に誰にもわからないということだ。

			「とはいえ、ここで穴熊を決め込んでいても先がない」

			　ある程(てい)度(ど)、積極的に動く必要があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リリィを連れて洞(どう)窟(くつ)を出ると、むっと濃い木々と土の匂いが鼻(び)腔(こう)をついた。

			　ここ１ヶ月で嗅(か)ぎ慣れた香りであり、ここ数日は忘れていたものでもあった。暴行を受けた際に流れて固まった鼻血でおれの鼻は塞(ふさ)がって、駄目になってしまっていたからだ。

			　おれたちは周囲の探(たん)索(さく)を始めた。これまでおれがいたのは小高い丘の山腹に開いた小さな洞(どう)窟(くつ)だった。周囲には木々が繁(はん)茂(も)しており、見晴らしが悪い。逆に言えば、見つかりづらい場所だということでもある。しばらくはあの場所を拠(きよ)点(てん)にしてもいいかもしれない。

			「……いた」

			　探(たん)索(さく)を始めて１時間くらい経っただろうか。おれたちはモンスターに遭(そう)遇(ぐう)した。

			　木製の等身大人形が、森をうろうろしていた。『マジカル・パペット』とおれたちが呼んでいたモンスターだ。この森のなかではもっとも一般的なモンスターである。

			　ミミック・スライムのリリィと同じく、マジカル・パペットにもモンスターとしての特性がある。それは『魔法道具作製能力』とでも呼ぶべきものだ。彼らは木製の武具・防具を装備しているのだが、それらはすべて魔法によって強化されており、驚いたことに鉄より頑(がん)丈(じよう)なのだ。

			　実はこの武具類は、探(たん)索(さく)隊所属のチート能力者たちの主用武器でもあった。

			　森を探(たん)索(さく)しモンスターと戦う彼らが困っていたのが、武具の入手先だった。いつまでも素(す)手(で)でモンスターと戦っていたくはないが、武具を手に入れるルートがない、というわけである。

			　これがテレビゲームなら、モンスターを倒してレア・ドロップで武器を手に入れることだってできただろう。しかしあいにく、ここは現実だ。そのような都合のいいことは起こらない。

			　だが、マジカル・パペットは例外だ。うまく倒せば彼らが使っていた武器を強(ごう)奪(だつ)することができる。結果、コロニー周辺のマジカル・パペットを狩り尽(つ)くす勢いで武具の収集が行われることになった。目の前にいるのは、その生き残りだろう。

			「幸先がいいな」

			　おれは隣(となり)にいるリリィの体をぽよんと叩いた。

			「武器が手に入るぞ」

			　マジカル・パペットは槍(やり)と丸盾(たて)を装備していた。リリィに武器が使えるかどうかは置いておくとしても、道具の類は持っていて損になるものではない。

			　あとは首尾よく眷(けん)族(ぞく)になってくれるかどうかだが、これはやってみないとわからない。とりあえずは念のため、戦闘になることを念頭に動くことにしよう。

			　おれたちはマジカル・パペットの進行方向へと回り込んだ。こちらから相手を先に見付けられたのは運が良かった。これでアレがおれの眷(けん)族(ぞく)になってくれなかったとしても、不意打ちを喰(く)らうことだけは防ぐことができる。

			　戦いになるかもしれないのなら、おれたちはもっと綿(めん)密(みつ)に計画を練(ね)ってから行動に移るべきだったかもしれない。しかし、おれにはそんなスキルはなかった。それに、幸か不幸か、持っている手札があまりに少なくて、なんらかの計画を立てるだけの余(よ)地(ち)さえなかった。できることといえば、もう覚悟を決めることくらいのものだった。

			　奥歯を強く噛み締めて、恐怖心を抑(おさ)えつける。

			　作戦開始だ。

			「おい、そこのお前！　こっちを見ろ！」

			　隠れていた場所から飛び出し、大声をあげて注意をひく。

			　マジカル・パペットがこちらを向いた。

			「――ッ」

			　その瞬間、おれは悟った。――これは駄目だと。おれの感覚は『アレは従えられない』と告げていた。つまり、アレはおれたちの敵なのだ。

			　マジカル・パペットがこちらに向かって、猛(もう)然(ぜん)と駆(か)け出した。

			「……ぐっ」

			　これは、きつい。戦えば絶対に敵(かな)わない相手が、肉(にく)薄(はく)してくる恐怖……。

			　おれは怯(おび)えをぐっと奥歯で噛みつぶす。そのための力を、きっと人は信頼と呼ぶのだ。

			「やれ、リリィ！」

			　疾(しつ)走(そう)するマジカル・パペットを、横合いから飛んできた水の弾丸が打ち抜(ぬ)いた。

			　砕け散る木片。人形の片(かた)腕(うで)が宙を飛ぶ。

			　水弾が飛び出してきた灌(かん)木(ぼく)から、身を潜(ひそ)めていたリリィの巨体が現れた。

			　リリィはあまり動きの速くないスライム系統のモンスターではあるが、不意打ちを喰(く)らって動きのとまった相手を襲(おそ)うことはそう難しくない。半液体状の体がマジカル・パペットにのしかかり、ぎしぎしと傷ついた木製の体を軋(きし)ませた。

			「よし、とった！」

			　快(かい)哉(さい)をあげたおれだったが、しかし、そう簡単にいくものでもなかった。

			　攻撃を受けても手放さなかった槍(やり)を、マジカル・パペットがリリィの体に突き立てたのだ。

			「あぁあっ!?」

			　ずぶり、と。穂(ほ)先(さき)が透明な肉体に刺さり、体液がびゅっと飛び出した。パスを通じて伝わってきたリリィの苦痛が、おれの意識を引っ掻(か)いて不快な感覚を残した。

			「リリィ！」

			　２度、３度。さらに穂(ほ)先(さき)がリリィの体を抉(えぐ)った。敵の体を押さえつけながらでは魔法を行使することができないらしく、リリィは何度も攻撃を受けた。そのたびに彼女の体からは体液が噴(ふ)き出して地面を濡らした。

			　やはりリリィは戦闘向きのモンスターではないのだ。触(しよく)手(しゆ)を人形の腕(うで)に巻き付けて攻撃を妨害しようとしているようだが、穂(ほ)先(さき)の動きをとめるまでには至っていない。

			　マジカル・パペットの木製の体は消化液に侵され、初撃で入ったひび割れは巨体の重量によって広がっていっている。しかし、このままではリリィのほうがもたないかもしれない。

			　これをただ見ていられるはずがなかった。

			「この野郎！　さっさとくたばれ！」

			　おれは怒(ど)声(せい)をあげて、もつれあう２体のモンスターへと突進した。

			　リリィはおれにとって唯(ゆい)一(いつ)の戦力であり、頼みの綱だ。これを失ってはここから先が立ちゆかない――と、それだけのことではない。彼女を戦力として見なした場合の理性的な判断とはまた別に、おれのなかには彼女という存在を失うことに対する純粋な恐怖が存在していた。

			　独(ひと)りぼっちはもう嫌(いや)だ。

			　孤独には堪(た)えられない。

			　リリィは絶望とともに幕を下ろすはずだったおれの人生に与えられた、最後の希望なのだ。

			　たとえこの身を危険に晒(さら)してでも、失うわけにはいかなかった。

			「うぉおおっ！」

			　リリィを傷つける槍(やり)に、おれは力の限り組みついた。

			　リリィの力と、微(び)力(りよく)ながらおれの腕(わん)力(りよく)。ふたつが合わさって、ようやく槍(やり)の動きがとまる。

			　先制攻撃で片(かた)腕(うで)を吹き飛ばしていなければ、ここで終わっていたかもしれない。

			　まだ運は尽(つ)きていない。この運をこれから先の未来に繋(つな)げることができるかどうかは、おれたち次第だった。

			「このっ、このっ……死ね、死ね、死ねぇえ！」

			　がんがんとマジカル・パペットの頭を蹴(け)りつける。しかし、まるでダメージを受けている様子がない。畜(ちく)生(しよう)。おれにできるのは妨害の手伝い程(てい)度(ど)が関の山ということらしい。

			　リリィの攻撃は有効だから、このままの均(きん)衡(こう)を保つことさえできれば、おれたちの勝利となるはずだ。しかし、果たしてこの均(きん)衡(こう)を保ち続けることができるだろうか。

			　弱気な考えが浮かんでくるのを、おれは必死に掻(か)き消した。大丈夫だ、絶対に勝てる。思った以上にリリィの腕(わん)力(りよく)が弱かったことは誤算だったが、それでも、まだこちらが有利だ。

			　ここが正(しよう)念(ねん)場(ば)なのだ。力を合わせて目の前の敵を倒して、そして……。

			「……あ」

			　おれの思考が、ぴしりと音をたてて凍(こお)りついた。

			　立ち並ぶ木々の向こうに、新たなマジカル・パペットの姿があったのだ。

			　斧(おの)と盾(たて)という戦士風の装備をしている新手のマジカル・パペットは、目鼻のついていないのっぺらぼうな木製の顔を、もつれあうおれたちのほうへと向けていた。

			「嘘(うそ)だろ……」

			　一瞬で喉(のど)が干(ひ)上(あ)がった。なんてタイミングの悪さだ。おれも大(たい)概(がい)、運がないと思っていたが、それにしたって、これは酷(ひど)い。おれたちには新手に対応するだけの余裕なんてなかった。

			　リリィはいま相手をしているマジカル・パペットにかかりきりだ。だからといって、おれが槍(やり)を手放して新手の相手をしたところで、時間稼ぎにもならないだろう。

			　だったら逃げるか？　しかし、それも難しい。リリィは足が遅いし、おれだって五十歩百歩だ。モンスター相手に逃げ切れるわけがない。

			　どうする？　どうすればいい……？

			　答えを出せないでいるうちに、新手のマジカル・パペットが駆(か)け出した。おれたちが押さえている奴よりも速い。10メートル以上あった距離が瞬(またた)く間に縮まっていく。

			「リリィ！　迎え討て！」

			　おれの指示に従い、リリィが触(しよく)手(しゆ)の何割かを新手へと差し向ける。

			　結果的に言えば、これは悪手だった。

			「う、うおぉっ!?」

			　これまで押さえつけていたマジカル・パペットが、ゆるんだ力をこれ幸いと触(しよく)手(しゆ)を振りほどき、リリィの体に刺さっていた槍(やり)を引き抜(ぬ)いたのだ。結果、槍(やり)を掴(つか)んだままだったおれはそれを手放すこともできずに引きずられて、地面に仰(あお)向(む)けに倒れ込む羽(は)目(め)になった。

			「……っ！」

			　思わず閉じていたまぶたを持ちあげると、木製の槍(やり)の穂(ほ)先(さき)が向けられていた。

			　のしかかってくるのっぺりとしたマジカル・パペットの顔が、おれを見下ろしていた。

			　穂(ほ)先(さき)が落ちる。

			　柄にリリィが触(しよく)手(しゆ)をからめて妨害を試みる。しかし、これは……間に合わな……っ!?

			　

			　――どがんと音がして、頭部が木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に粉(ふん)砕(さい)された。

			　

			　断片が地面に散らばり、１個の命が失われる。

			　戦いの喧(けん)騒(そう)が消え、森に静けさが戻ってくる。

			「……な、なに、が？」

			　顔の数センチ右側の地面に突き刺さった穂(ほ)先(さき)に冷や汗を流しながら、おれは空回り気味の脳味噌で『いま見た光景』を理解しようと試みた。『槍(やり)を片手にしておれにのしかかってくるマジカル・パペットの頭部が、木(こ)っ端(ぱ)微(み)塵(じん)に粉(ふん)砕(さい)される』という衝撃の光景を。

			　なにかが飛んできたらしい、というのはわかった。

			　だが、そこまでしかわからなかった。

			　めりめりとなにかがひしゃげる音が聞こえた。

			　音のした方向を見てみると、生い茂る木々の一本に突き刺さった巨大な戦斧があった。

			　半ばまで切り取られた木が、腹に響(ひび)く音をたてて倒れた。

			「……」

			　おれは湿った地面に手をついて上半身を起こした。すぐに白い光が体を包み込み、転んだときについた小さな傷を癒(いや)していった。リリィの回復魔法だった。どう考えてもおれより先に自分自身を回復させるべきだと思うが、そのあたりを言い聞かせるのはあとでいい。

			　おれは視線を巡(めぐ)らせる。

			　傍(そば)には、リリィの他にモンスターがもう１体。片(かた)膝(ひざ)をついてかしこまった『斧(おの)と盾(たて)を持つ新手のマジカル・パペット』の姿があった。いやまあ、いまは斧(おの)を持っていないのだが。

			「……驚かせるなよ」

			　おれがぼやくと、困(こん)惑(わく)したような気配がマジカル・パペットから伝わってくる。

			　それは、リリィとの間に感じたのと同じ類の繋(つな)がりだった。

			　これが眷(けん)族(ぞく)に共通した現象なのだとしたら、どうやら眷(けん)族(ぞく)になってくれるモンスターというのは、一目見ただけでわかるものらしい。ただし、ちゃんと落ち着いてさえいれば、という条件付きだが。

			　この情報も大きな収穫と言える。もちろん、今回の一番大きな成果はそれではなかったが。

			　緊(きん)張(ちよう)がゆるんでしまって、おれはばったりとその場に倒れ込んだ。

			　どうやらおれは、最初の修(しゆ)羅(ら)場(ば)をくぐり抜(ぬ)けることができたらしい。

			　そして、それだけでなく心強い仲間をも手に入れることができたらしかった。

		

	
		
			04　惨(さん)劇(げき)の山小屋

			　

			　さて、いつまでもこんなところに寝転がってはいられない。

			　戦いの喧(けん)騒(そう)はそれなりに遠くまで響(ひび)いただろうし、おれたちの存在に気付くモンスターや学生たちがいるかもしれない。速やかにこの場を離れる必要があった。

			　疲れた体を引きずって、おれは洞(どう)窟(くつ)へと帰(き)還(かん)した。戦利品は魔法のかかった木製の槍(やり)。モンスター・テイムについてのささやかな情報。そして、新たな仲間の存在だった。

			「それじゃあ、お前のことはローズって呼ぶことにする。これからよろしくな」

			　かしこまるマジカル・パペットこと、ローズ。リリィが英語で百合だから、２番目の仲間も花の名前をつけることにしたのだった。

			　ローズもまたリリィと同じく、木製人形という無性的なタイプのモンスターだ。それに女の名前をつけるのはどうかと思ったのは、リリィのときと同じだった。……まあ、呼ぶのはおれだけだし、本人も文句はないようだから問題はないだろう。

			　さすがに１日のうちに２度も命のやり取りをする気持ちにはなれなかったので、おれは残りの時間を洞(どう)窟(くつ)で過ごすことにした。戦闘で傷ついたリリィはおれと一緒に洞(どう)窟(くつ)に残り、食料の調達はローズに行ってもらうことにした。

			　リリィの巨体をソファ代わりにして横たわり、うとうとしているうちにローズが帰ってくる。彼女はリリィよりも俊(しゆん)敏(びん)だ。代わりに魔法は使えないが。

			　鼠(ねずみ)、トカゲ、リス。

			　戦斧という武器の性質上、ローズの狩ってきた小動物は、どれもまっぷたつになってひしゃげていたが、おれとしては腹に入れられればなんでもいい。全部、焚(た)き火で焼き肉にした。

			　正直、あまり味はよくないが、腹が膨(ふく)れるだけでも文句は言えない。

			　どうせならお腹いっぱい食べたいものだが、どうやら大型の動物はこの近くにはいないらしい。この森にはモンスターがいるので、みんな食べられてしまうのかもしれなかった。

			　これはコロニーにいた頃に聞きかじった話だが、モンスターと普通の動物の違いというのは『魔力の有無』であるそうだ。おれには『魔力の有無』というのが感覚的にわからないのだが、魔法を使えるようになると多かれ少なかれわかるものらしい。

			　魔力を持つかどうかという差(さ)異(い)は絶対的なものであり、『体長５センチの鼠(ねずみ)のモンスターに、体長３メートルを越えるただの熊が戦って勝つことは絶対にできない』のだそうだ。

			　そうすると、図体が大きいだけの動物というのは生きづらい環境なのかもしれなかった。

			　ちなみに、この魔力というものは魂(たましい)に宿っているのだという。

			　モンスターを倒すと、魔力をわずかだが奪うことができるらしい。大きな魔力を持つモンスターは強いが、その分だけ得られる魔力も多くなる。事実、探(たん)索(さく)隊のチート能力者たちはどんどんモンスターを狩って強くなっていった。いずれは、チート能力者以外の者たちも彼らの補助を受けてモンスターを狩ることで強くなって、自分の身を自分で守れるようにしようという話があったくらいだった。それが実現する前にコロニーはなくなってしまったが。

			　なにが言いたいかというと、森に出てモンスターを探すのは、眷(けん)族(ぞく)を増やすだけでなく、たとえ戦闘になったところで戦力増強に役立つということだ。もちろん、殺されてしまっては意味がないので、できる限り安全を確保する必要はある。今日みたいな綱(つな)渡(わた)りはごめんだった。

			「よし。それじゃあ、そろそろ寝ようか」

			　お腹が膨(ふく)れれば、今度は眠気がやってくる。張り詰めていた精神が休息を求めていた。少し早いが、眠ることにしよう。仲間の存在があれば、安心して眠ることができる……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから数日が経過した。おれたちは洞(どう)窟(くつ)に逗(とう)留(りゆう)している。

			　生活は安定している。命の危機を覚えることはないし、食料についてもきちんと確保できている。干し肉にすることで備(び)蓄(ちく)さえできるのだから、状況は数日前と雲(うん)泥(でい)の違いだった。

			　洞(どう)窟(くつ)のなかにリリィの姿はない。彼女には周辺地域の調査に向かってもらっていた。

			　ローズを残したのは、彼女にはやってもらうことがあったからだ。

			「うん。いい出来だ」

			　うやうやしくローズが掲(かか)げ持った木の盾(たて)を受け取って、おれはひとつ頷(うなず)いた。

			　大盾(たて)はローズが装備しているものより大きく、おれの体を半分覆(おお)い隠すことができるほどだった。木製のうえ薄く作らせたために、おれの力でも無理なく持ちあげられるようになっている。それでいて鉄以上の強度を持つのだから、魔法というのは反則だとつくづく思った。

			　大きさのせいで取り回しは少し難しいだろうが、どうせおれの戦闘センスでは戦いになった時点でオシマイだ。身を守る壁(かべ)のように使えれば、それで十分だった。

			　これは新しくローズに作製してもらった、おれのための防具だった。

			　マジカル・パペットには『魔法道具作製能力』があるのだが、当然、おれの眷(けん)族(ぞく)になったローズもこの力を持っていて、彼女が作った道具はすべて魔法がかかっている。彼女は戦斧で豪快に木々を切り倒すと、工作用の魔法のナイフで実に器用に武具を仕立ててみせた。

			　すでに胸あてと下半身を守るプロテクターは作製済みだ。ブレザーの上にコレは正直どうかと思うのだが、ファッションに気を使うだけの余裕はいまのおれにはない。

			「ありがとう。引き続き、防具の作製を行ってくれ」

			　おれの礼の言葉に、ローズは嬉(うれ)しげな思念を返して頭(こうべ)を垂(た)れた。

			　そんな彼女は斧(おの)と盾(たて)以外に武具を装備していない。これから作ってもらう防具類は、おれの防具のスペアであると同時に、ローズに装備させるつもりだった。

			　しばらくするとリリィが戻ってきた。といっても、その姿は以前とは大きく異なっている。

			「おかえり、リリィ」

			　振り返ったおれの視界に入ったリリィは、いまはローズと同じマジカル・パペットの姿をしていた。実は先日倒したマジカル・パペットの残(ざん)骸(がい)を、リリィに食べさせておいたのだ。

			　結果、リリィはミミック･スライムとしての擬(ぎ)態(たい)能力で、マジカル・パペットの姿になることができるようになった。この姿のままでも魔法は使えるので、戦力は大幅アップだ。武具も扱(あつか)えるようになったので、倒したマジカル・パペットから手に入れた槍(やり)を渡してあった。

			　ただ、残念ながら武具・防具の作製能力はオリジナルに劣(おと)るようだ。まあ、あえてローズの仕事を奪うこともない。そこで、リリィには偵(てい)察(さつ)に向かってもらっていたのだった。

			「ん。どうした、リリィ？」

			　おれは首を傾(かし)げた。パスを通じて、なにか言いたげな雰囲気が伝わってきたからだ。

			「ひょっとして、なにか見つけたのか？」

			　肯(こう)定(てい)の意思が返ってくる。周囲を探っているうちに、リリィはなにか発見したらしかった。

			　ただ、それがなんなのかまではわからない。パスを通じた思念のやり取りは、お互いに感情を伝えたり、意図するところが漠(ばく)然(ぜん)と伝わるが、会話ほどの情報量を交換することは難しい。

			「わかった、行こう。ローズ、準備をしてくれ」

			　おれたちはいまできる完全装備で洞(どう)窟(くつ)を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数日ぶりに洞(どう)窟(くつ)の外に出たおれは、リリィによってその場所へと案内された。

			　そこにはおれと同じ学校の制服を着た、異世界からやってきた学生の姿があった。

			　学生の姿を見かけたら最優先で報告するように、おれはリリィに言っておいたのだ。

			　リリィはきちんと務めを果たしてくれた。結果としておれは、数日前のコロニー崩(ほう)壊(かい)の日以降、初めておれ以外の学生の姿を目にすることになった。

			　それは、すでに事切れた死体であったけれど。

			「……水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)、だったか」

			　一応は知り合いといえる女子が、森でひとり寂しく死んでいた。

			　知り合いが死んでいるという事実をどう呑(の)み込んだらいいものかわからない。気付けばおれは、下唇を強く噛み締めていた。

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)は10人いれば10人ともが美人と認めるような、整った容(よう)貌(ぼう)の少女だった。おれと同じ２年生で、吹(すい)奏(そう)楽(がく)部に所属していた。肩に掛かるくらいの亜(あ)麻(ま)色に染めた髪が、明るい性格の彼女にとてもよく似合っていた。

			　彼女の死体がこうしてモンスターに喰(く)われずに残っているということは、死んでからあまり時間が経っておらず、また、その死亡理由はモンスターによる殺害ではない、ということだ。

			　魅(み)力(りよく)的(てき)な少女。モラルの欠(か)けた学生たち。なにが起こったのかは、あえて言葉にするまでもないだろう。絶望した彼女は隠し持っていた刃物で喉(のど)を突いた。力を込め過ぎてぎちぎちに固まった手には、いまも彼女自身の血(ち)に濡れたナイフが握(にぎ)りしめられていた。

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の整った顔には、はっきりと絶望が張り付いていた。

			　

			　――ありがと、真(ま)島(じま)くん。力仕事だとやっぱり男の子は頼りになるね。

			　――悪いな。おれみたいなのと一緒に仕事をしていても、水(みず)島(しま)さんはつまらないだろう。

			　――ううん。　別にわたしは、そうは思わないけど。つまらないんじゃなくて、真(ま)面(じ)目(め)なんだよ、真(ま)島(じま)くんは。だからこうして助かっちゃうし、わたしはいいことだと思うな。

			　

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)はコロニー残留組のひとりだった。こちらの世界に来てから一度だけ、おれはコロニー建設の作業中に彼女と会話をする機会があった。おれのような地味な男子生徒の名前を覚えていたことに驚かされた記憶がある。

			　明るい笑顔を見せてくれた。彼女は数日前まで、確かに笑っていたのだった。

			「リリィ」

			　おれは無感動な声で命じた。

			「こいつを喰(く)らえ」

			　リリィはただちに命令に従った。

			　擬(ぎ)態(たい)していたマジカル・パペットの姿から本来のスライムの巨体に戻ると、半液体状の体が少女の遺体に覆(おお)いかぶさった。リリィの透明な体のなかで、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)という存在が無残に溶けていく。その過(か)程(てい)をおれはじっと見詰めていた。

			　眼球の白も、内臓の赤も、脂肪の黄色も、骨の白も、その他のグロテスクな諸(もろ)々(もろ)も含めてすべて、おれが覚えておかなければならないものだった。

			　多少の時間はかかったが、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の体は完全に消化された。

			　気付けば日が傾いていた。この深い森のなかでは夕日は見えない。徐々に空が赤く染まっていき、黒と赤の混じり合った不気味な色合いにすべての景色が染まっていくだけだ。

			　そんな黄昏(たそがれ)の光景に、真っ白な少女の裸体は浮かび上がって見えた。

			　美しい肢体だった。そこには生前につけられた穢(けが)れはひとつとしてない。

			　新生という単語が頭に浮かんだ。

			　かぶりを振っておれはその単語を脳(のう)裏(り)から掻(か)き消した。これはそんなものではない。

			　そんなものではないのだ。

			「取り込みは完了したよ、ご主人様」

			　初めて聞いたリリィの声は、当たり前のことだが、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のものと同一だった。

			　喋(しやべ)り方も水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と一緒で、記憶にあるものと酷(こく)似(じ)していた。違いといったらそれこそ、おれのことをご主人様と呼ぶことだけだった。しかし、その違いこそが大きかった。彼女は水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)ではない。その皮をかぶっただけのモンスターなのだ。

			　そして、おれもまた人間の皮をかぶったモンスターなのだろう。そうでなければ、こんな残(ざん)酷(こく)なことを躊(ちゆう)躇(ちよ)なく行えるはずがなかった。

			　……そう。おれは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の死体を利用することにしたのだった。

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)はおれと同じ異世界転移者だ。イコールでチート持ちということになる。

			　数日前までのおれと同じく自分の力に無自覚なだけで、彼女だってその体に常識外れの力を備えているはずだ。おれはそれをリリィに擬(ぎ)態(たい)させようと思ったのだ。

			　醜(しゆう)悪(あく)な行いであり、許されざる所(しよ)業(ぎよう)だった。

			　しかし、この世界で生き抜くと決めた時点でおれは、そのためにならなんでもしてやろうと覚悟していた。それが付き従ってくれているリリィたちに対して果たすべき責任でもあった。

			　そのために行う最善が、人間として最悪の行いだった。これはただそれだけのことだった。

			　吐き気さえ感じるが、それを呑(の)みこむ度量がいまのおれには必要とされていた。

			「その体のスペックは把(は)握(あく)したか？」

			「スペック？」

			「その体には、特別な力があるはずだ」

			　おれの言葉にリリィは首を傾(かし)げた。まあ、本人だってわからなかった秘められた力だ。借り物では把(は)握(あく)に時間がかかるのも無理はない。

			「わからないならそれでいい」

			　最悪、おれの推測が間違っている可能性もある。だとしても、それはそれでかまわない。人間の姿をしていることは、それだけでも便利なものだ。

			　戦闘能力についても問題は生じない。リリィの擬(ぎ)態(たい)能力は、あるモノの姿をしているときに、また別のモノの力を発揮することだって可能だからだ。たとえば、リリィはマジカル・パペットの姿を擬(ぎ)態(たい)しながら、彼女本来の力である魔法を使える。それはもちろん、戦う力を持たない水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の姿かたちを擬(ぎ)態(たい)しているときでも変わらない。

			　もっとも、姿かたちに依存する能力については、その限りではない。口(こう)腔(こう)を持たないマジカル・パペットの姿で、スライムとしての本来の捕(ほ)食(しよく)能力を使うことはできないように。

			「そこにある服を着ておけ」

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の遺体を消化する際に、彼女の着ていた衣服は別により分けられていた。流れた血でブレザーは汚れていたが、いまはそれしかないので我慢してもらうことにする。

			　おれの指示に従いリリィは服に腕(うで)を通した。無防備なその姿から、おれは視線を逸(そ)らした。

		

	
		
			[image: p_41.jpg]
		

	
		
			「終わったよ、ご主人様」

			「よし、それじゃあ撤(てつ)収(しゆう)だ」

			　あまりこの場所には長居したくない。おれはすぐにその場を離れようとした。

			「あ。ご主人様。もうひとつ伝えなくちゃいけないことがあるんだけど」

			　踵(きびす)を返したところで背中からリリィが声をかけてきて、おれは足をとめた。

			「近くに他にも人間がいるの。この子を殺した……この子が死ぬ原因になった人たちが」

			　ぴくりと眉(まゆ)が跳(は)ね上がるのが自覚できた。おれは体半分だけ振り返る。

			「どうしてそんなことがわかる？」

			「わかるよ。だってわたし、この子の記憶があるもの」

			　あっさりと告げられた言葉に、おれは気が遠くなった。

			「……本当か、それは」

			「うん。ああいや。厳密には違うかも。これは、そう、記録っていうほうが正しいのかな。覚えているっていう意味では同じだけど」

			「いまお前が水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と同じ口調で喋(しやべ)れているのも、そのあたりが理由というわけか」

			　道具作製能力についてローズに及ばなかったように、ある程(てい)度(ど)の劣(れつ)化(か)や欠(けつ)損(そん)はあるのだろうが、リリィはかなりの部分を水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)から受け継いでいるようだ。

			　リリィの擬(ぎ)態(たい)能力は、考えようによっては恐ろしい力かもしれない。完全な擬(ぎ)態(たい)は、ほとんどその存在の剥(はく)奪(だつ)に等しかった。

			　おれが眩暈(めまい)を感じてしまったのも、仕方のないことだと思う。ひょっとしておれは、考えていた以上に残(ざん)酷(こく)な行いを水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)に対して行ってしまったのではないか……。

			「それで、どうするの、ご主人様」

			「……そうだな」

			　改めてリリィが尋(たず)ねてくる。おれは思考を切り替えた。聞かされた事実は事実として重要ではあるのだが、いまはそれについて思い悩むよりも先にやるべきことがあった。

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)を死に追いやった最低最悪の卑(ひ)劣(れつ)者たち。彼らが生きていることは、おれが彼女にやってしまった諸(もろ)々(もろ)すべてをひっくるめてなお、許されざることであるように思える。

			　おれは少しだけ考える。目に映るすべてのものの輪(りん)郭(かく)が曖(あい)昧(まい)に溶けた赤く黒い景色のなか、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の姿をしたリリィがおれの返答を待っている。おれは口をひらいた。

			「……責任は取らなくちゃいけない」

			　それが、おれの答えだった。

			　仇(あだ)討(う)ちだとか、そういった意識はない。もともと、彼女とは顔見知り程(てい)度(ど)、親しい間柄というわけでもなかった。哀(あわ)れだとは思うし、加害者に対しては腹立たしさや気分の悪さを感じはするが、感情はそこまででとまっている。

			　だから、そう。これはあくまで責任を取らせるだけのこと。仇(あだ)討(う)ちなどでは決してない。

			　そんなこと言えるはずがない。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のことを穢(けが)したのは、おれだって同じなのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目指す場所は、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の遺体を発見した場所から、そう離れていないところにあった。

			「……どういうことだ？」

			　おれは困(こん)惑(わく)に眉(まゆ)を寄せた。

			　魔物の跋(ばつ)扈(こ)する危険な森のなかに、ぽつんと山小屋が建っていたのだ。

			　あからさまに怪しい。どうしてこんなところに山小屋があって、モンスターに破壊されていないのか。そもそも建築途中で邪魔が入りそうなものだが……。

			　怪(け)訝(げん)に思いつつもおれは山小屋へと向かっていく。

			　おれの前を歩いていたリリィとローズが、なぜか突然立ち止まった。

			「どうした？」

			「これ以上、近づけない」

			　リリィから詳(くわ)しい話を聞いてみると、あの小屋に近づくとなにか嫌(いや)な感じがするのだという。こんなところに小屋があるなんて変だと思ったが、どうもモンスターを寄せつけない仕掛けがあるらしい。

			　それなら仕方ない。おれはひとりで小屋へと向かうことにした。リリィやローズが近づけない以上、他のモンスターもいないはずだから、おれひとりでも特に問題はない。

			　近づいていくと、小屋のなかから、へらへら笑う男の声と女の悲鳴が聞こえた。どちらの声も年若い。おれと同じ異世界から転移してきた学生たちだろう。

			「……水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)だけじゃなかったってことか」

			　不思議なくらい、おれの心は動かなかった。

			　ちょうど、それは犬が盛っているのを見ている気分に似ていた。

			　なるほど。つまりおれは、彼らを同じ人間とは思っていないらしい。まあ、それもそうか。おれは人を人とも思わないモンスターかもしれないが、奴らは人間以下の畜(ちく)生(しよう)なのだから。

			　ちょっとだけ安心した。これで、殺すことを躊(ちゆう)躇(ちよ)しないで済む。

			　おれはリリィにあらかじめ聞いておいた『一番嫌(いや)な感じがする場所』を調べた。

			　おれたちの間にはパスがあるし、それはそれで便利なものなのだが、やはり会話できるというのは大きい。情報の確度が段違いだ。そう時間をかけることなく、おれは小屋の近くの地面に埋まっている綺(き)麗(れい)な透明の石を見付けた。石にはなにやら精(せい)緻(ち)な文字が刻まれていた。

			　察するに、これは魔法的な品物ではないだろうか。こんなものを作れるという話はコロニーで聞いたことがないが、これがこの小屋の本来の持ち主のものだと考えれば納得がいく。

			　これは地味だが重要な事実を示(し)唆(さ)している。

			　この世界には、おれたち転移者以外の人間が、きちんと存在するということだ。

			　考えてみれば、こうした『人間の痕(こん)跡(せき)』を見付けたからこそ、第一次遠征隊の連中も森を抜けて人間の住む土地を見付けようという思い切った行動に移れたのかもしれない。

			　この世界の人間たちはおれたちの知らない原理でもって、モンスターを退(しりぞ)ける仕掛けを作ることができるらしい。素晴らしいことなのだろう。残念ながら、おれにはその素晴らしさを理解するだけの素(そ)養(よう)がないから、その価値がわからないけれど。

			　わからないからこそ、なんの躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく、それを砕くこともできた。

			　ひょっとしたら高価な品物なのかもしれないが、おれにとっては邪魔なものでしかない。安全地帯は魅(み)力(りよく)的(てき)だが、これから先もモンスターと一緒にいる以上、おれはこれを使えない。使い方もわからない。壊したところでさほど惜(お)しくもなかった。

			　さて、これで山小屋のなかにいる人間たちの命運は定まった。

			　彼らはモンスターの跋(ばつ)扈(こ)するこの世界で、引きこもっていられる場所を失った。数日と経たずに殺されてしまうに違いない。あえてここでおれが手を下す必要はない。

			　しかし、たとえ必要がないにしても、ここで結末を放り出すのは無責任だ。

			「襲(おそ)われている人間以外、皆殺しにしろ」

			　やってきたリリィとローズにそう命じることに、おれはなんの痛(つう)痒(よう)も感じなかった。

			　本当なら小屋のなかで魔法を炸(さく)裂(れつ)させたいくらいだったが、襲(おそ)われている人間がいるようなので、それはできなかった。おれは人間が嫌(きら)いだが、なにも悪いことをしていない被害者の少女を殺すような真(ま)似(ね)をするつもりはなかった。

			「ああ、待て」

			　正面から山小屋へと突入する寸前で、おれは仲間たちを呼びとめた。

			「せいぜい痛めつけてやれ。あと、とどめはリリィが刺せ。余裕があればでかまわないから」

			「うん？　……うん。わかった」

			　こんなことになんの意味もないかもしれない。

			　死んでしまった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)が、それを望むかどうかもわからない。

			　だが、こうしてやることだけが、死んでしまった彼女におれができる唯(ゆい)一(いつ)のことだった。

			「よし、行け！」

			　号令に従い、２体のモンスターが扉を押し開けた。

			　なかにいた男子生徒は３人。揃(そろ)ってこちらに驚(きよう)愕(がく)の目を向けてくる。

			「やれ」

			　猛(もう)然(ぜん)とローズが駆(か)け出した。少女に覆(おお)いかぶさっていた少年が振り返ったところを蹴(け)り飛ばす。狙(ねら)ったわけでもないだろうが、股(こ)間(かん)のものを潰(つぶ)された彼は奇(き)怪(かい)な悲鳴をあげた。一方、他の少年たちは硬(こう)直(ちよく)している。まさかモンスターが現れるとは思っていなかったのだろう。

			　ここは彼らの楽園だった。いまとなっては、処(しよ)刑(けい)場だ。

			「いくよ」

			　突っ込んだリリィが、手にした槍(やり)を振り回した。

			「ひぎゃあ、ぁああ!?」

			　少年たちはろくな反抗さえできず、両手両足をへし折られ、切り裂かれ、引き千切られて悲鳴をあげる。真っ赤な血液が間(かん)欠(けつ)泉(せん)のように噴(ふ)き上がり、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)が生まれた。

			　おれはそんな血(ち)飛沫(しぶき)舞い散る小屋に足を踏(ふ)み入れた。

			　ブレザーの上着を脱いで、襲(おそ)われていた少女の体にかけてやる。

			「あなたは……」

			　少女は年下のようだった。綺(き)麗(れい)な顔をしていたが、いまはいろいろなもので汚れている。

			「安心しろ。おれにはお前を傷つけるつもりはない」

			　少女はおれのことを見上げていた。奇妙な色が、その双(そう)眸(ぼう)に宿ったように見えた。

			　だが、おれがその意味を読みとるより早く少女はがくりと意識を失った。小(こ)柄(がら)な体がおれの胸に倒れ込んできた。体も心も限界だったのだろう。

			　後ろ手に縛(しば)られていた彼女の腕(うで)をおれが解放してやっている間に、リリィは手足を砕いた少年たちにとどめを刺していった。

			「痛ぇ、痛ぇよぉ。なんで……どうして、お前が生きてるんだよぉ！　あああああ……っ！」

			　最後に残った男子生徒が喚(わめ)き立てた。リリィはかまわず槍(やり)を振り上げた。

			「待て、リリィ。そいつには聞きたいことがある」

			　リリィが手をとめて振り返った。

			　おれは彼女から槍(やり)を受け取ると、男子生徒の前髪を掴(つか)んで顔をあげさせた。

			「痛ぇ。助けて。頼むよぉ。ああ。痛ぇ。痛ぇえええ」

			「助けてほしければ答えろ」

			　痛々しい有り様だったが、感じるものはなかった。自分でも驚くほど酷(こく)薄(はく)な声が出る。

			「お前たちは３人きりか？　他に仲間はいないのか？」

			「いねえよぉ。おれたちだけだよぉ。……あああっ、痛ぇ。痛ぇええ！」

			　仲間はいないらしい。それなら良かった。最悪のケースとして、チート持ちの仲間がいる可能性も考えていたのだが、どうやらおれの取り越し苦労だったらしい。

			「こ、答えただろ。助けてくれよぉ！」

			「ん？　ああ。そうだったな」

			　そういえば、そんな約束になっていたか。

			　懇(こん)願(がん)する少年に視線を合わせておれは頷(うなず)いて――槍(やり)の穂(ほ)先(さき)を男子生徒の喉(のど)に突き入れた。

			　ぐべ、とか、げぎゃ、とか聞こえる悲鳴があがった。

			「まあ、せいぜい苦しんでくれ」

			　信じられないとでもいうように少年は目を見開いていた。おれはしばらく絶望の表情を見詰めてから、穂(ほ)先(さき)を抉(えぐ)るように動かした。少年の目から光が失われていった。

			　リリィに『殺せ』と命令をしておいて、まさかおれだけ手を汚さないわけにはいかない。最初からひとりはおれがやるつもりだったのだ。

			　これがおれの初めての殺人だった。

			　異世界で生き抜くと決めてから、いつかはこの日がくるのではないかと思っていた。

			　やってしまえば呆(あつ)気(け)ないものだった。だが、何事も終わってからのほうが大変なのだ。

			　おれは溜(た)め息(いき)をついた。

			「リリィはこいつらの死体を片付けろ。適当に森のなかに放っておけばそれでいい」

			「食べないでいいの？」

			　リリィが首を傾(かし)げる。おれはかぶりを振った。

			「こいつらの残(ざん)滓(し)がお前に残るのも気分が悪い。やめておけ」

			　こいつらだってチート能力者だ。最期のときまで自覚のなかった力は、相(そう)応(おう)に強力なものだろう。リリィが彼らの死体を取り込めば、その力を手に入れることができるかもしれない。

			　とはいえ、それは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)に対する裏切りだ。彼女だってリリィのなかで彼らと一緒になるのは嫌(いや)だろう。……おれだって嫌(いや)だ。リリィが穢(けが)れる気がする。

			　付け加えるのなら、彼らの要素を取り込んだことで、リリィが変質してしまう懸(け)念(ねん)もあった。『記録』という単語を使っていたことを考えると、彼らの思いや人格というものは切り離されたかたちで保存されるのだろうが、それでも不安は残る。不安要素は排(はい)除(じよ)すべきだった。

			「ローズはこの子のことを頼む。綺(き)麗(れい)にしてやってから、ベッドで寝かせてやってくれ」

			　おれの指示にローズが片(かた)膝(ひざ)をついて頭を下げる。

			「ご主人様はどうするの？」

			　早速、『作業』に取り掛かりながら、リリィがおれに尋(たず)ねてきた。

			「おれは……この惨状をどうにかしないとな」

			　床どころか壁(かべ)や天井に至るまで血(ち)塗(まみ)れだ。名前も知らない女子生徒のことを考えるのなら、これは綺(き)麗(れい)にしておくべきだろう。おれ自身、こんな状態で寝るのは嫌(いや)だった。

			　こんな血(ち)腥(なまぐさ)い、惨(さん)劇(げき)のあった場所では。

			「……」

			　不意に鈍(にぶ)い頭痛がして、おれは頭を押さえた。

			　事切れた男子生徒と目が合った。虚(うつ)ろな目がおれのことをじっと見詰めている……。

			　もちろん、こんなのは錯(さつ)覚(かく)だ。おれの弱った心が見せる幻(まぼろし)でしかない。

			　いや待て。待て。おれは弱っているのか？

			「大丈夫、ご主人様？」

			「……大丈夫だ」

			　そうだ、大丈夫だ。おれは自分に言い聞かせる。おれはこんなところで潰(つぶ)れるわけにはいかないのだ。それこそが、リリィとローズを従え、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の遺体を利用し、ここで男子生徒たちを虐(ぎやく)殺(さつ)したおれの負った責任というものだ。

			　それができないのなら、おれなんてあの洞(どう)窟(くつ)で果ててしまえば良かったのだ。

			「大丈夫だ」

			　おれは血(ち)染(ぞ)めの小屋を綺(き)麗(れい)にする作業に没頭した。

			　まるでなにかから逃げるようだと、自分でも気がついていた。

		

	
		
			05　静かな夜のまじわり

			　

			　夜の静寂(しじま)が山小屋を包み込んでいた。

			　小屋にはベッドはひとつしかない。そこではいま、名前も知らない女子生徒が眠りについていた。彼女は深い眠りで心と体に負った傷を癒(いや)している。

			　結果、おれは洞(どう)窟(くつ)でそうしていたように、リリィのスライムの体を寝(しん)台(だい)代わりに寝ていた。

			　ローズはこの場にはいない。彼女は小屋の外で見張りをしてくれていた。

			　静かな夜だった。

			　暗く沈(しず)みこむように見える小屋の壁(かべ)を、おれはぼんやりと眺(なが)めていた。

			　なにを考えるでもなく、ぼうっとしていた。そうしてどれだけの時間が経っただろうか。

			「眠れないの？」

			　声は背後から聞こえた。

			　それと前後して、背もたれにしていたリリィの体の感触が変化する。

			　スライムのリリィの体は、半液体のゲルが詰まったゴム製品、とでもいった感触だ。

			　それが、確かな芯のある、それでいて柔らかな存在へと変化したのだ。

			「……器用なことを」

			　おれの尻(しり)の下にはリリィのスライムの体があり、床の硬さと冷たさを遮(しや)断(だん)してくれている。それなのに、女の子の華(きや)奢(しや)な腕(うで)が首の後ろから胸へと回されていた。つまり、リリィは体の一部だけを少女のものに変えているということになる。

			　器用なことだと思うと同時に、なぜそんな無駄なことをと思いもする。疑(ぎ)問(もん)を抱きつつ首だけで振り返れば、頬(ほお)が触れ合う距離に水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の……違う。リリィの顔があった。

			　その再現性は本物そのもので、産(うぶ)毛(げ)の感触さえ感じ取れた。

			　ぞくりと背筋に快感が走る。瞬間、まずいと思った。

			　触れ合いというものは快楽だ。樹海を彷徨(さまよ)い歩いたあの３日間の孤独と絶望とを経験することで、おれはそれを思い知った。相手がスライムの体であってさえ、与えられる安心感と心地よさは泣きたくなるほどだったのだ。

			　それが女の子の体になれば、到底我慢ができるものではない。

			　いやらしい意味ではない。縋(すが)りつきたいと思ってしまうのだ。

			　おそらくだが、おれはいま追い詰められている。

			　きっかけはやはり、夕方に初めて人殺しを経験したことだろう。

			　ただ、それはあくまでも単なるきっかけに過ぎない。

			　この異世界にやってきてから１ヶ月の間に変わってしまったありとあらゆる要素が、未(み)熟(じゆく)でちっぽけなガキでしかないおれの精神を追い詰めているのだ。誰かに縋(すが)りついてしまいたいという願望の勢いといったら、まるで濁流のようだった。おれの理性なんて木っ端よりも簡単に押し流されてしまって、なんの役にも立ちやしない。

			「やめろ」

			　だから、おれがリリィの抱(ほう)擁(よう)を拒(きよ)絶(ぜつ)することができたのは、理性よりもむしろ感情が働いてくれたおかげだった。

			　リリィの体は死んだ水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のものだ。

			　犯されて死を選んだ彼女の体を模(も)している。

			　そんな彼女をおれが穢(けが)すわけにはいかない。それは許されないことだろう。

			「どうして？」

			　背後の感触が消えた。

			　背もたれにしていた体積がなくなったことで、おれはその場に背中から倒れ込む。衝撃を予想して強(こわ)張(ば)った体は、しかし、リリィの弾力性のあるスライムの体によって受け止められた。

			「ご主人様……」

			　仰(あお)向(む)けに倒れ込んだおれの両足の間から、少女の裸体が生えてきた。

			　リリィは四つん這いでおれの胸の上を進んできた。

			　重力に引かれて、少女の豊かな二つの膨(ふく)らみが目の前で揺れていた。

			　思わずくらりときてしまったおれのことを責める者はいないはずだ……ああいや。違う。責められるべきだ。なにを欲求に突き動かされそうになっているんだ。馬鹿かおれは。

			「わたしはご主人様を癒(いや)したい。ねえ、ご主人様」

			「やめろ、と言った」

			　快楽に流されそうになる体とは裏(うら)腹(はら)に、おれの心には不快感が生じていた。それが強(こわ)張(ば)った声にも表れていた。

			「おれはその体を『使う』つもりはない」

			　本来ならこうして裸体を視界に入れること自体、あってはいけないことだ。

			　そう思う。

			「やめろ」

			　おれは静かにまぶたを下ろした。

			　明確な拒(きよ)絶(ぜつ)を示して、命令を下した。眷(けん)族(ぞく)であるリリィは、これで引き下がるはずだ。

			　そのはずだったのだ。

			　擬(ぎ)態(たい)したモンスターの……興奮した少女の少し乱れた息遣いが耳に届いた。

			「自分を責めてるの、ご主人様？」

			　顔の前面が、柔らかな感触に包まれた。

			　リリィがおれの頭を豊かな胸元に抱きこんだのだ。

			「わたしはご主人様を助けたい。守りたい。だからわかるよ。ご主人様は傷ついてる。『この子』のために……『わたし』のために、傷ついてくれている」

			「……リリィ？」

			　なにかがおかしい。

			　そう気付いたおれに、リリィは言葉を重ねた。

			「大切な人にわたし自身を捧(ささ)げたい。それが女の子として自然に持っていた、わたしのささやかな望み『だった』。わたしは『今度こそ』そうしたいの。そのうえ、それが大切な人を癒(いや)す助けになるというのなら、ああ、それこそがわたしにとっての幸福だよ。そして、『いまのわたし』にとって一番大事なのは、ご主人様、あなたなの。だって、わたしはあなたの眷(けん)族(ぞく)だもの」

			　熱に浮かされたように、リリィは支(し)離(り)滅(めつ)裂(れつ)とも取れる言葉を口走っている。

			　おれは思わず目を開けてしまった。

			「……ご主人様」

			　胸に抱いたおれのことを愛おしげに見詰める少女の眼(まな)差(ざ)しがあった。

			　ここにいるのはリリィだ。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)ではない。

			　しかし、彼女が抱いていた願いが、果たされなかった無念が、確かに目の前にいるリリィのなかにあることを、パスで彼女と繋(つな)がっているおれは感じ取ることができてしまった。

			　しかし、どうして？

			　死んだ彼女が抱いていた感情は、リリィに影響を与えないはずだ。リリィが取り込んだ記憶や思い出というものは、いまや単なる記録に過ぎない。そうするように、リリィは取(しゆ)捨(しや)選(せん)択(たく)をしているはずなのだ。それなのに、それがこうしてここに発現しているということは……。

			　……ああくそ、そうか。そういうことか。

			　なんてことはない。これはおれのせいなのだ。

			　意識したことではなかったが、おそらくおれは、死んでしまった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の無念を晴らしてやりたいと考えていたのだろう。そうしたおれの願いはパスを通してリリィに伝わり、当然、眷(けん)族(ぞく)であるリリィはそれを叶(かな)えようとした。それが、このようなかたちで発(はつ)露(ろ)したのである。

			　リリィはリリィのままで、しかし、その願いは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のものだ。

			　いいや。それも違う。すでにそのふたつは分かちがたく結合している。

			　それらすべてを含めて、ここにいるリリィという存在は成立しているのだ。

			「愛しています、ご主人様。どうか、わたしをもらってください」

			　リリィが告げる。愛おしくも熱っぽく、少女らしい熱情を込めて。

			「……」

			　おれはどうするべきなのだろうか。

			　おれは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)に対して責任を負っている。

			　眷(けん)族(ぞく)であるリリィに対しても、責任を負っている。

			　だから彼女を抱くべきなのか。

			　しかし、そうした責任感で彼女たちの想いに応えることは、むしろ不誠実ではないのか。

			　……ああいや、違う。そうじゃない。

			　目の前を見ろ。

			「ご主人様……」

			　切なげに睫(まつ)毛(げ)を震わせる女の子が、不安そうにおれの答えを待っている。

			　儚(はかな)いほどに美しい肢体は腿(もも)から下がスライムの体に繋(つな)がっており、おれがベッドにしているスライム自体が彼女自身だという非常識極まりない状況だが……彼女は確かに女の子だ。

			　誰が否定しようと関係ない。他の誰でもない、このおれ自身がそう感じているのだから。

			「……」

			　これは間違った選択なのかもしれない。許されないことなのかもしれない。

			　それ以前に、モンスター相手になんて異常で狂ったことかもしれない。

			　だとしても、やるべきことはある。

			　応えなければいけない想いがある。

			　なによりも、おれの心がそうしたいと告げている。

			「……大事にするから」

			　ほとんど無意識に口にした誓いの言葉は、のしかかってきた少女の唇に呑(の)みこまれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目が覚めたときに目の前に愛しい女の子の顔があるというのは、なんと幸せなことだろうか。

			　もちろん、リリィのことだ。

			　彼女は優しげな微(ほほ)笑(え)みを浮かべて、おれの目覚めを待っていた。その顔を正面から眺(なが)めて、おれはもうそれが水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のものだとは思わなかった。

			　パスを通じて、リリィのなかから水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)がいなくなっていることが感じ取れた。それは悲しいことだったが、おそらく、そのほうがいいのだろうと思った。

			　目の前にいるのはリリィだ。それでいいのだ。

			「おはよう、リリィ」

			　いまさら取り繕(つくろ)っても仕方がない。おれは彼女を抱きよせてキスをした。相変わらず、彼女は彼女自身の本体であるスライムから『生えていた』が、そんなことは気にならなかった。

			「おはよ、ご主人様」

			「おはよう、リリィ。……ローズも、その、おはよう」

			　おれがぎこちなく挨(あい)拶(さつ)をすると、いつの間にか小屋に戻ってきていたローズは、のっぺらぼうの顔をこちらに向けて一礼した。

			　いまのおれは全裸だ。そして、リリィの人間部分も裸だった。

			　抱き合ってキスをして、その体勢のままローズの存在に気がついたのだ。

			　かなり気まずい。

			　母親に同(どう)衾(きん)を目撃された息子の気持ちというのは、ひょっとするとこんな感じなのかもしれない。そのおかげで盛り上がりかけていた気持ちが萎(な)えたのは、良かったが。

			　さすがに朝から盛るわけにもいかない。

			　おれは濡れた布で軽く体を拭(ふ)いたあとで、制服を着て小屋の外に出た。扉は開きっぱなしにしておいた。空気の入れ替えだ。臭いとか諸(もろ)々(もろ)残っているのも気まずかった。

			　おれの腕(うで)を豊かな胸元に抱きこんで満足そうに寄り添うリリィは、昨晩のうちに洗っておいたブレザーの制服に身を包んでいる。

			　こんな深い森のなかを移動すれば、着ているものはすぐに汚れてしまう。このような状況なのだから贅(ぜい)沢(たく)は言えないが、最低限、病気にならない程(てい)度(ど)の清(せい)潔(けつ)さは保ちたいところだった。その点、昨日『処理』した男子生徒たちからジャージ等を押(おう)収(しゆう)できたのは幸いだった。

			　しばらくしておれたちは小屋に戻ったが、女子生徒はまだ目を覚ましていなかった。

			　さて、これからどうしたものだろうか。いつのまにかローズが用意していた丸太をぶった切って造った椅子に腰(こし)をおろして、おれはこれからのことを考えることにした。

			　方針に関して変更はない。この森のなかに潜(せん)伏(ぷく)しつつ、どんどん眷(けん)族(ぞく)を増やして戦力を充実させ、この世界で生き抜く力を手に入れる。

			　おれの力が眷(けん)族(ぞく)の力に依存する以上、モンスターを従えることは必須事項といっていい。

			　おれ自身の感覚を信じるなら、おれのモンスター・テイムで眷(けん)族(ぞく)を従えるためには、おれ自身がその場にいなければならない。これまでもリリィやローズに周辺地域の探(たん)索(さく)をしてもらっていたが、それでは安全を確保することはできても眷(けん)族(ぞく)を増やすことはできないのだ。

			　眷(けん)族(ぞく)を増やすためには、おれ自身が積極的に外に出なければならない。

			　問題はこの小屋で保護した女子生徒だ。

			　この場に女子生徒がいる以上、彼女にも護(ご)衛(えい)の手を割かなければならない。

			　おれの手持ちの戦力はリリィとローズの２体だけだ。おれ自身が足(あし)手(で)纏(まと)いである以上、戦力の分散はダイレクトに安全性の低下に繋(つな)がってくる。実際、ローズを眷(けん)族(ぞく)にしたときの戦闘では、まだリリィとふたりきりだったため、おれたちは命の綱(つな)渡(わた)りをする羽(は)目(め)にもなったのだ。

			　襲(おそ)われていた女子生徒を助けたのは成り行きだ。おれにはあの場で彼女を見捨てる選択肢はなかった。ある意味、彼女はあのコロニー崩(ほう)壊(かい)の日に虐(しいた)げられたおれ自身だったからだ。

			　それに、一度は助けておいて手に余るからと見捨てるのは、彼女を襲(おそ)った男子生徒たちにも劣る卑(ひ)劣(れつ)だった。そうした瞬間におれは、おれのことを痛めつけたあいつらと同じところまで堕ちてしまうことだろう。それだけは嫌(いや)だった。

			　となると、やはり戦力分散の愚(ぐ)は承知のうえで動くしかないのか……。

			「うぅん」

			　女子生徒が目を覚ましたのは、おれがそんなことをつらつらと考えていたときだった。

			　刺(し)激(げき)するのもどうかと思い、声をかけずに見守る。少女はゆっくり身を起こした。

			「……わたし、は」

			「目が覚めたか」

			「あなた、は……わたしを助けてくれた人、ですか？」

			　身を起こしたことでわかったことだが、女子生徒はずいぶんと小(こ)柄(がら)だった。顔立ちは幼(おさな)い。おれよりも年下の、おそらく１年生だろう。肩くらいまでの髪をおさげにしており、それがさらに見た目の印象を押し下げていた。同年代と比べてもなお幼(おさな)い顔立ちは、愛らしく整っている。

			　ただし表情は暗く、目許に落ちた陰りが少女らしい愛らしさを台無しにしていた。

			　それも仕方のないことではある。最悪、男であるおれの顔を見た途(と)端(たん)、悲鳴をあげて怯(おび)えられる可能性も考えていた。彼女の態度は落ち着いている。おれのことも覚えているようだし、記憶の混乱などもなさそうだった。

			　おれが自己紹(しよう)介(かい)をすると、少女は『加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)』と名乗った。

			　予想通り、おれよりひとつ年下の１年生だということだった。

			　自己紹(しよう)介(かい)が済むと、彼女はぺこりと頭を下げた。暗い声でぼそぼそと言う。

			「あの……ありがとう、ございます。わたしを……助けて、くださって」

			「気にするな」

			　実際、おれには彼女を助けた実感はあまりない。

			　昨晩のおれは、亡くなった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)に対して義理を果たしただけだ。おれが加(か)藤(とう)さんのことを助けたわけではなくて、結果的に彼女が助かっただけのことなのだ。

			　彼女は運が良かった――とは、さすがに彼女の気持ちを考えると言えないが。

			「そこのタライに水を用意してある。体を洗うといい。その間、おれは外出するから」

			「……どこに行かれるんですか？」

			　相変わらず陰(いん)鬱(うつ)な声で加(か)藤(とう)さんは尋(たず)ねてきた。

			「おれにモンスターを従える力があることは、そこにいるローズを見てもらえばわかると思う。実は――……」

			　おれは現状を語った。

			　戦力を揃(そろ)えようと思っていること。そのためには、おれ自身が森を探(たん)索(さく)しなければならないこと。そして、加(か)藤(とう)さんをここに置いていく際には、ローズを護(ご)衛(えい)として置いておくから心配する必要はないということ。

			　語らなかったのは、リリィがモンスターだということくらいだ。

			　これについては、まあ、念のためだ。

			　おれは加(か)藤(とう)さんを保護したが、別に彼女を信用しているというわけではない。伏せておける情報は、伏せておいたほうがいい。

			　べったりとおれにはりついて、おれのことを「ご主人様」と呼ぶリリィに関して、加(か)藤(とう)さんのほうからなにか尋(たず)ねてくることがあるかもしれないと思ったが、意外なことに、それについて彼女が触れることはなかった。

			　加(か)藤(とう)さんが尋(たず)ねたのは、また別のことだった。

			「わたしのために、ローズさんを置いていく……わたしはお荷物、ということですか？」

			「言い方は悪いが、まあそういうことになる。ただ、心配はしなくていい。最低限、安全なところまで連れていくつもりだ。足(あし)手(で)纏(まと)いだからといって見捨てたりはしない」

			　安心させてやるつもりでおれは言ったのだが、加(か)藤(とう)さんはおれの言葉に首を横に振った。

			「お気持ちは嬉(うれ)しいです……けど、わたしからも、お願いがあります」

			「お願い？」

			「あなたが森に行くときには……わたしも、連れていってもらえませんか？」

			　驚いたおれはぶしつけにも、加(か)藤(とう)さんの顔を見詰めてしまった。

			「……駄目、でしょうか？」

			　死んだ魚のような目が見返してきた。

			　彼女が自分からなにかを言い出すような精神状態ではないのは明らかだった。

			　いったいなにを考えているのか。咄(とつ)嗟(さ)にそう疑(うたが)ってしまうくらいには不自然な発言だった。

			　とはいえ、なにかをしようという気力もないということは、よからぬ考えを巡(めぐ)らせるだけの余裕もないということだ。

			　それに、彼女の申し出自体はおれにとって好都合なものだ。おれだってなにも好き好んでローズと別行動を取りたいわけではない。

			「お願いします」

			　加(か)藤(とう)さんが頭を下げる。

			　おれは少し考えて、結局、首を縦に振った。

			「わかった。ただ、森を歩くことになる。ついてくるのはいいが、無理はするな」

			「ありがとうございます」

			　加(か)藤(とう)さんはもう一度、深々と頭を下げた。

			　ゆっくりとあげられた顔は、ほんの少しだけ微(ほほ)笑(え)んでいるように見えた。

		

	
		
			06　狼との遭(そう)遇(ぐう)

			　

			　加(か)藤(とう)さんが体を清めている間に、おれは一足先に外に出た。

			　体の弱った加(か)藤(とう)さんの手伝いとして、小屋にはローズを残してある。姿かたちが人とは違うローズのほうが、加(か)藤(とう)さんも体を晒(さら)しやすいだろうという判断だった。手伝いは必要ないと加(か)藤(とう)さん本人は断ったのだが、何度か勧めるとおれの提案を受け入れた。

			　これが正しい判断なのかどうかは、男のおれにはわからない。

			　ましてや、ローズを加(か)藤(とう)さんにつけた理由の半分は、彼女を監(かん)視(し)させるためであることを考えれば、これが彼女のための提案だなんて口が裂けても言えなかった。

			「……ご主人様。本当に、あの子を連れていくの？」

			「いきなりそれか」

			　小屋を出た途(と)端(たん)、リリィが抑(おさ)えた声で尋(たず)ねてきたので、おれはつい苦笑してしまった。

			「笑わないでよ、もう」

			「悪い」

			　リリィは拗(す)ねたように桜色の唇を尖(とが)らせている。

			　そうすると、彼女はひどく幼(おさな)く見えた。

			「おれの判断が不満か？」

			「ご主人様の決定なら反対なんてしないよ」

			「それはおれの質問に対する返答になっていないな」

			　おれが決定したことだから従うが、かといって納得したわけでもない、ということらしい。ふたりきりになったときを見計らって尋(たず)ねてきたのも、我慢ができなかったからだろう。

			　おれはそれを不快には感じなかった。おれの判断に不満を抱いたその理由というのが、おれの身が危険に晒(さら)されることに対する危(き)惧(ぐ)であることは、わかりきったことだったからだ。

			「別に『身を挺(てい)してでも守ってやれ』なんてことを言っているわけじゃない。余裕があればでかまわない。自分の身を最優先に考えて、次におれを、３番目に加(か)藤(とう)さんを気にしてやっていればそれでいい。ほら。優先順位は単純だろう？　間違えることはない」

			「いきなり順番の１番目と２番目を間違ってるけど？」

			「……とにかく、彼女自身に戦う力はないからな」

			　この話はおそらく平行線だろうと判断して、おれは話を先に進める。

			「彼女自身はおれたちにとって危険な存在じゃない。彼女が同行することで、小さな不都合がいくつか出るだろうが、こちらも許(きよ)容(よう)範(はん)囲(い)だと思う」

			「逆に言うと、多少なりとも不都合が出るのに、加(か)藤(とう)さんを守ってあげようってことだよね？　ほら、わたしの正体を隠したりだとか」

			「窮(きゆう)屈(くつ)ならバラしてもかまわないぞ。それほど意味のあることじゃない。あくまで念のためだからな」

			「話が逸(そ)れてるよ、ご主人様。誤(ご)魔(ま)化(か)されてなんてあげないんだから」

			　リリィは不満というよりも、むしろ不安そうな顔をしていた。

			「そんなにあの子のことが大事なの？」

			「……そういうわけじゃない」

			　おれはリリィの綺(き)麗(れい)な亜(あ)麻(ま)色の髪を撫(な)でた。

			　さて。なんと言えば伝わるだろうか。考えながら、おれは口をひらいた。

			「きっとおれが守りたいのは、おれのなかにあるかたちも定かじゃない『なにか』なんだと思う」

			「なにか？」

			「おれは昨日、加(か)藤(とう)さんを保護した。勢いだろうが、成り行きだろうが、なんだろうが、彼女を保護したという事実は変わらない。拾(ひろ)った猫をもう一度捨てるのは無責任だ、なんて喩(たと)えると陳(ちん)腐(ぷ)だけどな。おれには責任があるし、その責任は果たさなければいけない」

			　そう思う。……思ってしまう、というほうが正確かもしれない。ここで加(か)藤(とう)さんを見捨てるほうが楽だとわかっていても、おれはその選択肢を選ぼうとは思えなかった。

			　道徳心や倫(りん)理(り)観(かん)がそうさせるわけではないだろう。なにせ、おれはすでに３人もの人間を殺す禁(きん)忌(き)を犯している。しかし、それではなぜ、加(か)藤(とう)さんを見捨ててはならないと思うのか。

			　そう問われても、おれにはおれの心がわからない。

			　だから『なにか』としか言いようがないのだ。

			「ご主人様は――」

			　リリィは大きな瞳(ひとみ)におれを映し出してなにかを言いかけて、言葉が見つからなかったのか、少し困ったように笑った。

			「ご主人様は、真(ま)面(じ)目(め)だね」

			「つまらないとは、よく言われる」

			「それは違うよ」

			　それはどこか懐かしい感触を覚える会話だった。

			「ご主人様は、そうじゃない」

			　リリィは亜(あ)麻(ま)色の髪をおれの二の腕(うで)に押しつけるようにした。

			「だから、うん。そんなご主人様のためなら、わたしもあの子を守ってあげてもいい」

			「そうか」

			　おれは頬(ほお)を彼女の亜(あ)麻(ま)色の髪に擦(す)り寄せた。

			「ありがとう」

			　不思議だった。こんな危険な森のなかにいるというのに、このときのおれが感じていたのは幸せと呼ばれるものに他ならなかったのだ。

			　おそらくだが、おれが失いたくないと思う『なにか』を取りこぼしたとき、こうした時間はなくなってしまうのではないだろうか。

			　そんなことを、ただ漠(ばく)然(ぜん)と考えた。

			　そして、ふと気がついた。

			　それが正しいとするのなら、おれが本当に守りたいものは、この掛け替えのない幸福のひとかけらなのかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　加(か)藤(とう)さんが体を清めるのを待って、おれたちは小屋をあとにすることにした。

			「忘れ物はないか。さっき言った通りこれから森での探(たん)索(さく)を行うが、そのあともこの場所に戻ってくるつもりはないから、必要なものがあれば全部持ってきてくれよ」

			「……はい」

			　ハンドバッグを手にした加(か)藤(とう)さんが頷(うなず)く。

			「あれ？　戻ってくるつもりはないってことは、この小屋は放(ほう)棄(き)するつもりなの？」

			　今(け)朝(さ)からずっとおれの腕(うで)を抱え込んだままのリリィが、斜め下からおれのことを見上げて尋(たず)ねてくる。そんなリリィへと、加(か)藤(とう)さんが暗い視線をちらりと向けた。

			　だが、なにも言わない。

			　彼女はなにも尋(たず)ねない。

			　日本から異世界へと転移してきた学生にしか見えないリリィが、同じ学生であるはずのおれのことをご主人様呼ばわりしていることに、不(ふ)審(しん)を抱かないはずがない。

			　それなのに、これまでなにも尋(たず)ねてこないのは、どういった意図があってのことだろうか。

			　考えてみるが、答えは出ない。

			　直接理由を加(か)藤(とう)さんに尋(たず)ねてみればいいのだろうが、藪(やぶ)蛇(へび)という言葉もある。また、それが良からぬことであるのなら素直に答えるはずがない。訊(き)いたところで意味はないだろう。

			　なんというか、歯がゆい。

			　リリィにせよ、ローズにせよ、パスで繋(つな)がっているので意(い)思(し)疎(そ)通(つう)ができているし、なによりおれは彼女たちを信頼している。

			　そうではない加(か)藤(とう)さんの存在は、おれにとってストレスになっていた。

			　とはいえ、人間を同行させることが、こういう結果を招くことはわかりきっていたことだ。

			　ここは我慢するしかない。

			「ご主人様？」

			「ん。ああ。えっと、そうだな」

			　益体もない考えを切り上げて、おれはリリィに顔を向けた。

			「この小屋にはモンスターを遠ざける結界みたいなものが張られていた。だが、いまはそれもなくなっている。だったら、わざわざ拠(きよ)点(てん)をこんな目立つものにする理由はないだろ」

			　おれが警(けい)戒(かい)しているのは、モンスターだけではない。人間もまた、おれにとっては仮想敵なのだ。その点、あまりにもこの山小屋は悪目立ちし過ぎていた。加(か)藤(とう)さんが動けるのなら、ここに戻ってくる必要はない。

			　ただ、加(か)藤(とう)さんの身(み)柄(がら)を保護してもらうためにも、いずれ一度は人間と接触する必要があることだけは、念頭に置いておかねばならないだろう。

			　ベストなのは、こちらから人間の集団を発見し、彼らが規律を保っているかどうかを確認したうえで、おれたち自身は接触することなしに加(か)藤(とう)さんだけを送り出す、という流れだ。

			　まあ、そううまくはいかないだろうが。

			「じゃあ、そろそろ行くか」

			「うんっ」

			「……はい」

			　元気の良いリリィと、対照的にダウナーな加(か)藤(とう)さんが応えて、おれは小屋をあとにした。

			　前(ぜん)衛(えい)であるローズを先頭に、遠距離攻撃手段を持つリリィが後(こう)衛(えい)兼(けん)、おれと加(か)藤(とう)さんのふたりの護(ご)衛(えい)を務めるかたちで、深い森を進んでいく。

			「加(か)藤(とう)さん。森のなかを歩くのは体に負担がかかる。疲れたときは早めに言ってくれ」

			「いえ。大丈夫、です」

			「ご主人様こそ疲れてない？」

			「ああ、おれは大丈夫だ」

			　さすがのリリィもいまはおれの腕(うで)を離している。離れていくぬくもりを名(な)残(ごり)惜(お)しいと感じてしまったことは、多分、パスを通じて彼女に気付かれてしまったことだろう。こういうときだけそれを不便だと感じてしまうのは、おれも少し勝手が過ぎるかもしれない。
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			　おれたちがその異(い)変(へん)に気付いたのは、休(きゆう)憩(けい)を挟(はさ)みつつ数時間ほど歩いた頃のことだった。

			「……腐(ふ)臭(しゆう)？」

			　おれは思わず鼻筋に皺(しわ)を寄せてつぶやいた。なにかが腐(くさ)ったような強烈な臭いがしていた。

			「どうするの、ご主人様？」

			「そうだな……」

			　この一行のリーダーはおれだ。

			　満足に自分の身を守ることさえできない情けないリーダーではあるが、決断だけはおれが下さなければならない。こればっかりはリリィやローズを頼るわけにはいかなかった。

			　異(い)変(へん)を察知できたのはいい。しかし、これからどうしたものだろうか。

			　近づくのは危険かもしれない。だが、この森のなかで危険でない場所などない。すべての危険を避(さ)けることなどできないのだ。ここで異(い)変(へん)を見逃して、あとあとそれが祟(たた)ってくることもあるかもしれない。異常がわかりやすいかたちでそこにあるのだから、こっそりと様子をうかがうことが可能なだけ、むしろ危険は少ないとも考えられる。

			「行こう」

			　おれが考えていたのは数秒のことだった。

			「加(か)藤(とう)さんもそれでいいな？」

			「……はい」

			　おれたちは鼻が曲がりそうな臭いのもとへと向かっていった。

			　あれだけ濃かった森の臭いが、徐々に押しのけられていく。ほどなくして、おれたちは５人ほどの学生のものと思われる死体が散らばっているのを発見した。

			　５人『ほど』なんて曖(あい)昧(まい)な言い方となってしまった原因は、『散らばっていた』という本来使うべきではない単語にも表れている。

			「これは、酷(ひど)いな」

			　ばらばらに食い散らかされた肉片として、彼らの死体は存在したのだった。

			　少し離れた場所から様子をうかがったあとで、もはや脅(きよう)威(い)は去っていると判断したおれたちは、現場に足を踏(ふ)み入れた。

			「ぱっと見た感じだけど、大型の獣(けもの)に喰(く)い殺された、みたいな？」

			　おれにはわからなかった彼らの死(し)因(いん)を、リリィが推測する。

			「モンスターにやられたってことか」

			「多分ね」

			「詳(くわ)しく調べれば、ひょっとしてもう少しなにかわかるかもしれないな」

			　そう言って死体に近づこうとしたおれは、ふと足をとめた。

			　以前の水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の遺体とは違って、死後時間が経過した死体は腐(ふ)敗(はい)が進んでおり、無数の蠅(はえ)がたかっていた。すでに殺人を経験してしまった身でもあるし、いまさら死体を恐れたりはしないが、こういうことはまた少し勝手が違っているものらしい。

			　だが、これはやらなければいけないことだ。

			　この惨(さん)劇(げき)は十中八九モンスターによるものだろう。ひょっとするとそれは、コロニーでおれが聞いたことのないモンスターかもしれない。

			　ここでヒントを得なかったことで死ぬ羽(は)目(め)になってから、後(こう)悔(かい)しても遅いのだ。なにか得られる可能性が１パーセントでもあるなら、労を惜(お)しむべきではなかった。

			「よし。それじゃあ、調べるぞ。……って、なんだ、ローズ？」

			　気を取り直して踏(ふ)み込もうとしたおれの目の前に、木製の手が突き出された。

			　ローズがおれの前に出た。おれは目を丸くする。

			「ひょっとして、お前がやるっていうのか？」

			　パスを伝って肯(こう)定(てい)の意思が返ってきた。

			「お、おい。ローズ……」

			　珍しくおれの承(しよう)諾(だく)を得る前にローズは動き出し、死体の検分を始めてしまった。

			「ローズは護(ご)衛(えい)に回ってもらって、わたしが調べたほうがいいんじゃないかな。あとでご主人様に報告もしやすいし」

			　リリィが提案するが、それもローズは手で制する。その背中からは、『これは自分がやらなければいけない』という一種の義務感さえ感じ取れた。

			　ローズは散らばった死体を掻(か)き集めて検(あらた)め、次に手早く遺(い)留(りゆう)品(ひん)を並べて確認していく。

			　おれたちは、それを少し離れた場所で見ていることになった。

			　そうしている間、おれは目の前の死体に完全に意識を取られていた。

			　あとから考えれば、それは致(ち)命(めい)的(てき)な隙(すき)だったに違いない。

			　危うく命さえ失ってしまいかねないほどに。

			「ご主人様！」

			　不意にリリィが、鋭く警(けい)戒(かい)の声をあげた。

			　注意をよそに逸(そ)らしていたとはいえ、最低限の警(けい)戒(かい)心だけは働いていた。おれの体は辛(かろ)うじて警告に反応する。

			「なっ!?」

			　振り返る視界に、茂みから飛び出すなにかが映る。

			　そのときにはもう、隣(となり)にいたリリィはそのなにかに突進していた。

			「させない――ッ！」

			　文字通りの体当たりだ。魔法を使う暇(ひま)はなかった。手にした槍(やり)を使わなかったのは、それではおれへと直進する襲(しゆう)撃(げき)者の突進を確実にとめることはできないと判断したからか。

			「ぐるぅぁうぁお！」

			「きゃっ!?」

			　リリィの体が弾き飛ばされるが、襲(しゆう)撃(げき)者もまた進路を逸(そ)らされていた。

			　おれを狙(ねら)っていた『牙(きば)』が、50センチ離れた場所でがちんと音をたてて噛みあわされる。

			　襲(しゆう)撃(げき)者が着地して体勢を整える。

			　それまでの間に、おれは辛(かろ)うじて大盾(たて)を構えることに成功していた。

			　飛びかかってくる何者か――それを、灰色の毛並みを持つ狼と認識したときには、すでに狼はおれに向けて飛びかかってきていた。

			　おれは盾(たて)をそちらに向けたまま、衝撃に備えて身構えた。そして、激突。

			「ぐっ、ぅおおっ!?」

			　均(きん)衡(こう)がとれたのは、ほんの一瞬。おれは押し倒されて仰(あお)向(む)けに地面に倒れた。

			　これはまずい。焦(あせ)ったそのとき、ぶおんと空気の唸(うな)る音がした。

			　不意におれの体を押さえつけていた力がなくなる。おれは慌てて立ちあがった。

			　狼が少し距離を取って着地する。それに対して身構えるのは、少し離れたところにいたはずのローズだった。襲(おそ)われるおれを見て、彼女はおれのもとに駆(か)けつけてきてくれたのだった。

			「助かった、ローズ」

			　彼女の手には持っていたはずの斧(おの)がなかった。どうやらおれの窮(きゆう)地(ち)を見て、咄(とつ)嗟(さ)に彼女は斧(おの)を狼に投げつけたらしい。助けられたが、結果としていまのローズの装備は丸盾(たて)だけだ。

			「ぐるるるるる……」

			　唸(うな)り声をあげる体長２メートルを超える灰色狼。こいつは確かコロニーで『ファイア・ファング』と呼ばれていたモンスターのはずだ。その特性は名前の通り……。

			「気を付けろ。ローズ、炎がくる！」

			　おれが叫ぶのとほぼ同時、狼がぱっくりと口を広げた。

			「がぁぁあぉおあぁっ！」

			　火炎放射のように吐き出される赤い炎。

			　臆(おく)すことなくローズが前に出て、炎を盾(たて)で受け止める。

			　一瞬だけ炎が遮(さえぎ)られるが、もとより不定形の炎はローズの守りを突破する。

			　おれの目前に赤い炎が広がり――

			「うわっ、……ぁああああっ!?」

			　――炎に呑(の)みこまれる直前、おれの体は横からかっさらわれた。

			「ご主人様！　無事!?」

			「リリィか!?」

			　おれのことを助けてくれたのは、甘く整った容(よう)貌(ぼう)をいまは厳しく引き締めたリリィだった。

			　先程、体を張っておれのことを不意打ちから助けてくれたあと、すぐに体勢を立て直した彼女は、迫りくる炎からおれのことを救ってくれたのだ。

			　リリィはおれと、その後ろにいた加(か)藤(とう)さんを抱えて森を駆(か)ける。サイズ的に冗談のような光景だが、モンスターとしての彼女の膂(りよ)力(りよく)がそれを可能にしていた。

			「ローズはもう少しの間、足止めを！」

			　リリィが鋭く指示を出す。

			　ローズはその場で足をとめ、盾(たて)でファイア・ファングの吐き出す炎を受け止める。どっしりと構えてファイア・ファングの進路を塞(ふさ)ぎ、おれたちを追うことを許さない。

			　ローズ自身が作った愛用の盾(たて)は、木製であるにもかかわらず、魔法の効果のためか燃え上がることなく炎の大半を防いでいる。

			　おれたちが射(しや)程(てい)から退(たい)避(ひ)したのを確認して、ローズは防御から回(かい)避(ひ)に移った。

			　ファイア・ファングの炎が彼女を追うが、たくみに距離をとりかわしている。

			　マジカル・パペットは木製人形の見た目から想像されるより防御力が高い。炎は少なからずローズを焙(あぶ)っていたはずだが、いまの回(かい)避(ひ)行動を見る限りダメージは少なそうだ。

			　おれはほっと胸を撫(な)で下ろした。

			「ご主人様！　あいつ、倒しちゃってもいいよね!?」

			　おれたちを地面に下ろしたリリィが、掌(てのひら)に魔法陣を浮かび上がらせる。

			「ああ、かまわない。あれは眷(けん)族(ぞく)にはできない。遠(えん)慮(りよ)なく倒せ！」

			「了解！」

			　リリィの掌(てのひら)の魔法陣が鮮(あざ)やかな青色に輝(かがや)いた。

			　おれが知る限り、魔法には魔法陣の存在が必要不可欠だ。

			　魔法陣の色は魔法の属性を、大きさは魔法の威力を、描かれた図形は魔法の性質を決定する。

			　こういったモノにはやたらこだわる人間というのがいるもので、たった１ヶ月程(てい)度(ど)の異世界生活の間に、戦闘用の魔法については大体の分類が終わっていた。たとえば、直径30センチ程(てい)度(ど)の魔法陣なら第一階(かい)梯(てい)、小型拳(けん)銃(じゆう)程(てい)度(ど)の殺(さつ)傷(しよう)能力……といったように。

			　数秒のうちに作り上げたリリィの魔法は、第二階(かい)梯(てい)の水魔法。

			　狩猟用大型拳(けん)銃(じゆう)に匹敵する殺(さつ)傷(しよう)能力を持ち、剣の性質を与えられていた。

			　３本の水の剣が空中に現れ、隼(はやぶさ)の如く飛(ひ)翔(しよう)する。

			「ぐるぅあぁあぁ！」

			　おれにしてみれば目にもとまらぬ速度での射出だったが、ファイア・ファングは炎を吐き出すのをやめると、身を翻(ひるがえ)してそれを避(よ)けてしまった。

			　しかし、そこまで含めてリリィの予想通りの行動だったに違いない。

			「ぎゃんっ!?」

			　ローズの投げ飛ばした盾(たて)が、したたかにファイア・ファングの鼻づらを打ちつけていた。

			　空中で体勢を崩(くず)したファイア・ファングに、ローズが襲(おそ)いかかる。

			　武具をすべて手放したローズだったが、ファイア･ファングも空中で満足に体勢が整わないうちに組みつかれ、自慢の速力を発揮できない。

			　ローズが狼の首を脇(わき)に挟(はさ)むように締めつけ、地面に押さえつけた。

			　ぎゃんぎゃんと悲鳴があがった。

			　コロニーでは、ファイア・ファングはマジカル・パペットより危険なモンスターとされていた。なので素(す)手(で)で飛びかかるローズを見て、おれは一瞬ひやりとしたのだが、どうやらこれなら大丈夫そうだ。

			　ファイア・ファングの本当の恐ろしさは群れを作ることだ。しかし、今回襲(おそ)いかかってきたのは１匹だけだった。そのあたりの事情が、ローズに勝利をもたらしたのかもしれない。

			　最後はリリィが風魔法で首を刈って、ファイア・ファングは息絶えた。

			「……終わった、か」

			　最後まで見届けて、ようやくおれは詰めていた息を吐き出した。

			　心臓がどくどくと嫌(いや)な感じに跳(は)ねている。表情が強(こわ)張(ば)っているのが自分でもわかった。

			「ちょっとひやっとさせられたな。加(か)藤(とう)さんは大丈夫か？」

			「……はい」

			　加(か)藤(とう)さんはこくりと頷(うなず)く。やや表情が蒼(あお)褪(ざ)めていた。これはおれも似たり寄ったりだろう。

			「足(あし)手(で)纏(まと)いになってしまい申し訳ありませんでした」

			「いや。それはおれも同じだから」

			　おれは表情を苦いものにした。

			　以前のマジカル・パペットとの戦闘はこちらから先手を打つことができたが、当然、こちらが敵の襲(しゆう)撃(げき)を受ける可能性もあるのだ。おれたちが足を引っ張るのはわかっていたが、ここまでとは誤算だった。

			　切り抜けられたのは運が良かった。もちろん、リリィとローズの献(けん)身(しん)あってのことだが。

			　そして、今回ファイア・ファングを狩ることができたのも幸運だった。これでリリィの擬(ぎ)態(たい)能力によって狼の嗅(きゆう)覚(かく)を得られるかもしれない。索(さく)敵(てき)能力の向上が期待できた。

			　その後、改めて学生たちの死体を調べた。残念ながら、目ぼしい情報は得られなかった。とはいえ、こちらは最初からあまり期待していなかったのでかまわない。ひょっとしたら、彼らはさっきのファイア・ファングにやられたのかもしれない。

			　以前よりいっそう周囲への警(けい)戒(かい)を強めて森を進んだが、その日はもうモンスターと遭(そう)遇(ぐう)することはなく、おれたちは洞(どう)窟(くつ)に帰(き)還(かん)した。

		

	
		
			07　人形の献(けん)身(しん)

			　

			　日が落ちる前に、おれたちは以前にねぐらにしていた洞(どう)窟(くつ)へと帰ってきた。

			　おれたち一行の戦闘担当であるリリィとローズは夜目も利く。というか、ローズにいたっては眼球に類する感覚器官さえ持たない。しかし、おれたち人間はそうはいかない。

			　日が暮れて暗くなれば、ただでさえ見通しの悪い森を進む危険性は、さらに跳(は)ね上がる。リスクを恐れ過ぎて動けなくなるのは困りものだが、避(さ)けられる危険なら避(さ)けるべきだろう。

			　こうした理由で洞(どう)窟(くつ)に帰ってきたおれたちは、すぐに食事の準備を始めた。

			　今日のディナーはちょっと豪華だ。

			　なにせ、体長２メートルを越える狼の肉が丸ごと１匹手に入ったのだ。血(ち)抜(ぬ)きから始まる一連の処理は殺してすぐにローズに任せておいたので、あとは切り分けてよく焼くだけだ。

			　洞(どう)窟(くつ)のなかには肉の焼ける匂いが満ちる。おれは思わず唾(つば)を呑(の)みこんだ。

			　そして、その結果なのだが。

			「あー……」

			　裏切られた。

			　というのが、おれの正直な感想だった。

			　正直、期待していたのだが。

			　これがもうゴムみたいに硬くてまずいのだ。喰(く)えたものじゃない。

			　肉食動物の肉はまずいとどこかで聞いたことがあるが、これはそういうレベルでさえないように思える。処理を間違っているのではないかと疑(うたが)うレベルだった。

			　といっても、なにが間違っているのかはわからないのだが。

			　おれは血(ち)抜(ぬ)きの工程さえ知らなかったので、当然、これをどうすれば味がよくなるのかなんてわからない。狩った獲(え)物(もの)の処理に関する知識は全部、本かなにかで読んだらしい水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の記憶をリリィが掘り出してきたものだった。

			　現代日本の精肉会社は優秀だということがよくわかった。

			　というわけで、味の面では残念な結果に終わった本日の夕食だったが、それでもこれだけたくさんのタンパク源を得られたのは大きかった。

			　実に久々になる満(まん)腹(ぷく)感を、おれは大いに味わった。

			　リリィはそもそもまずいと感じていないのか、嬉(き)々(き)として肉を頬(ほお)張(ば)っていた。

			　加(か)藤(とう)さんも硬くまずい肉に文句を言うことなく、喉(のど)の奥に突っ込むように食事をしていた。

			「すみません。……お先に失礼します」

			　加(か)藤(とう)さんは食事を終えるとすぐに寝てしまった。よほど疲れていたらしい。

			　洞(どう)窟(くつ)の入り口寄りにあるくぼみに身を預けて、あの山小屋にあったベッドから剥(は)いだシーツにくるまって眠っている。かすかな寝息が聞こえてきた。

			　戦闘で緊(きん)張(ちよう)したせいか、おれも少なからず疲れを感じていた。今日は早いうちに眠ったほうがいいかもしれない。

			　そう考えたおれは、なんとなくいつも眠っている定位置へと移動しようとした。

			「リリィ？」

			　ぱっと腕(うで)を離したリリィが、小走りにおれの前に先回りした。

			　彼女は振り返ると、下半身だけスライムの姿に戻って両手を差しのべてくる。

			「どうぞ、ご主人様」

			　相変わらずシュールな光景だった。

			　だが、これがいまのおれの日常でもある。

			「おいおい、リリィ。加(か)藤(とう)さんがいるのを忘れてないか」

			「大丈夫だよ。よく寝てるし」

			　リリィの言う通りで、加(か)藤(とう)さんはすーすーと心地よさそうに寝入っている。

			　これなら大丈夫そうか。

			　リリィの正体はなにがなんでも隠し通さなければいけない秘密というわけでもない。

			　あくまでも念のため。いざというときのための保険に過ぎないのだ。

			　そして、いまとなっては、そんなものは必要ないこともわかっている。

			　今日一日加(か)藤(とう)さんと一緒に行動したことで、彼女の状態はだいたい把(は)握(あく)できていた。やはり彼女には、なにかをするような気力はない。ただ言われるがまま黙(もく)々(もく)とおれたちについてきて、足を動かすだけのロボットを見ているようだった。

			　ヌケガラとは言わないが、それに近い状態であるように思える。

			　それに……えぇっと。

			　なんだったか。他にも理由があったはずなのだが、おれの頭はうまく働いてくれなかった。

			　とにかく眠くて仕方ない。満(まん)腹(ぷく)になるということがこれほどに満たされた感覚を与えてくれるものだとは知らなかった。

			「まあ、いいか」

			　おれは反論をやめて、リリィが生えている隣(となり)に腰(こし)かけた。これまでも寝(しん)台(だい)代わりにしてきたやわらかなスライムの体組織に、おれの体が沈(しず)み込む。疲れがじわじわと背中あたりから大気に抜けていくような感覚があった。思わず、ふわ、と気の抜けたあくびが漏(も)れる。

			「眠そうだね」

			「……ああ」

			　生返事をして、おれはリリィの華(きや)奢(しや)な体に寄りかかる。こちらもやわらかい。

			「ご主人様って、意外と眠いの苦手だよねえ。今(け)朝(さ)も何度か起こしたんだよ？」

			「うん。ああ、そうか」

			「……なんか、ご主人様、可愛(かわい)い」

			　やけに嬉(うれ)しそうな声で言って、リリィが横から抱きついてきた。

			　ちなみに、今日の戦闘でまたブレザーが汚れてしまったので、リリィの上半身は寝(ね)間(ま)着(き)代わりにジャージを着ている。下着も洗ってしまったらしく、幸せな弾力が二の腕(うで)に押し付けられていた。

			　おれに限らず男なら、これを嫌(いや)がることはないだろう。

			　頭の悪い話だが、疲れがとれるような気さえした。

			　ソファでふたり、恋人同士寄り添うような気持ちで、ゆるやかな時間の流れに身を任せる。

			「……ん？」

			　今日はこのまま寝てしまおうかとぼんやり考えていたおれは、ふとローズの手元に気を取られた。

			「ローズ？　それは何を作ってるんだ？」

			　彼女は今日も今日とてリリィと同じく寝ずの番を務めながら、焚(た)き火の近くで木材を削(けず)っていた。

			　武器と防具の作製は、おれが彼女に頼んでいる仕事だった。

			　今日あった戦闘だって、彼女に作ってもらった大盾(たて)がなければ、おれは大怪(け)我(が)をしているか、最悪、死に至っていたかもしれない。地味だが彼女の果たす役割は大きい。

			　おれが気を引かれたのは、そんなローズが切り倒した木材からいま削(けず)り出しているものが、どうも武器や防具とは少し違ったもののように見えたからだ。

			　尋(たず)ねられたローズは、なにか逡(しゆん)巡(じゆん)している様子だった。

			　表情もなにもあったものではないのっぺらぼうなのでわかりづらいが、確かに彼女は動きをとめておれの質問に答えるのを躊躇(ためら)っていた。

			　しかし、眷(けん)族(ぞく)である彼女にはおれの求めに応えないという選択肢はない。

			　ローズはおれのもとへとやってくると、地面に片(かた)膝(ひざ)をつき、先程から削(けず)っていたものをうやうやしく差し出してきた。

			「作業の邪魔をしたなら悪いな。それでこれは……ええっと？」

			　一度引っ繰り返してみて、全体を確認してから、おれは首を傾(かし)げた。

			「腕(うで)か？」

			　それは明らかに人間の腕(うで)の特徴を備えた人体パーツだった。まだ粗(あら)削(けず)りではあるが、それは製造途中だからだろう。しかし、どうしてこんなものをローズが作っているのだろうか。

			　おれが首を傾(かし)げていると、ローズが自分の腕(うで)を差し出した。

			　おれは何気なく差し出された腕(うで)に目をやった。

			　焚(た)き火がゆらめく赤色でもって、彼女の少し光沢のある木の腕(うで)を照らし出している。

			　おれは硬(こう)直(ちよく)した。

			「そ、それ……っ！」

			　木製の腕(うで)の先、ローズの指の１本が炭化していたのだ。

			「今日のファイア・ファングとの戦いのときか!?」

			　眠気なんて一気に吹き飛んでしまっていた。

			「ああ、くそっ。ぜんぜん気がつかなかった」

			　自分の抜(ぬ)けっぷりが腹立たしい。おれは片手で額を押さえた。

			「……というか、ローズ。お前、ひょっとして隠していたな？」

			　気まずげな意識がパスを通って伝わってくる。

			　図星らしかった。

			「まったく」

			　おれは胸の中の空気を、怒りとともに大きく一息に吐き出した。

			　仕方のない奴だと思いはするが、彼女のことを頭ごなしに叱るわけにもいかない。ローズはおれのことを気遣えばこそ、黙(だま)っていたのだろうからだ。ましてや、おれがいま感じている憤(いきどお)りは、半分以上が不(ふ)甲(が)斐(い)ない自分自身に向けられたものだ。

			　八つ当たりはいけない。

			　あとあとのことを考えれば、彼女に注意をしておく必要くらいはあるかもしれない。だが、それよりもいまはまず他に確認しなければいけないことがあるだろう。

			「リリィの魔法じゃどうにかならないのか？」

			「ごめん、ご主人様。わたしの回復魔法は第三階(かい)梯(てい)が限界だから」

			「……そういえば部位欠(けつ)損(そん)の回復は、確か第五階(かい)梯(てい)の回復魔法でも特殊な部類だったか」

			　おれにチート能力について熱く語ってくれた例のオタクな友人は、やけに魔法について詳(くわ)しかった。なので、おれも自然と魔法には詳(くわ)しくなっていた。

			　……これまで思い出すこともなかったが、あいつは元気にやっているだろうか。たとえ会ったとしても、以前のように馬鹿話をすることは難しいだろうが。

			「そうか。それでローズは義(ぎ)手(しゆ)を作っていたんだな」

			　それなら納得がいく。

			　と考えたのだが、このおれの台詞(せりふ)にローズは首を横に振って否定を示した。

			「どういうことだ？」

			　埒(らち)が明かないと思ったのか、ローズはおれから腕(うで)を受け取った。

			　彼女は受け取った腕(うで)を一度地面に置くと、先端の一部が黒く焦(こ)げた自分の腕(うで)を肘(ひじ)の部分から取り外した。

			　その代わりにローズは作りかけの腕(うで)をくっつける。かちりと部品同士が嵌(はま)まる音が洞(どう)窟(くつ)に響(ひび)いた。そして、おれが見詰める先で、まだ製造途中で不(ぶ)格(かつ)好(こう)な造形の指先が、ぴくりと動いた。

			「……は!?」

			　付け替えたばかりだからか、それとも、まだ腕(うで)が製造途中のものだったからか、動きはややぎこちない。だが、確かに動いている。適当にぐーぱーをしてみせてから、ローズはもともとの腕(うで)へと付け替えた。もちろん、こちらも元の通りに滑(なめ)らかに動いた。

			「ひょっとして交換できるのか？　腕(うで)とか、足を？」

			　ローズは頷(うなず)く。これは驚いた。

			　便利だとは思っていたが、まさかこんなことまでできるなんて。

			　単純そうな構造なのに、いったいどうなっているのだろうか。

			　……いや、違うか。むしろ単純だからこそ、なのかもしれない。

			　ローズの体は木製の人形のもので、それだけでは本来動くはずがないものだ。

			　動かないはずのものを動かしているのは、おそらくはモンスターの持つ不思議な力、すなわち魔力だろう。元の腕(うで)も新しく作った腕(うで)も木製の造り物であることは変わらない。付け替えてしまえば、それを元の腕(うで)と同様に動かすくらいのことはやってのけてもおかしくなかった。

			　しかし、これは驚いてばかりもいられない。

			「ローズ。これからお前にひとつ命令を下す」

			　かしこまるローズにおれは言った。

			「これからは武具以外に、自分の手足のスペアも作っておけ。……いや、そちらを優先しろ。なるべくなら、常にスペアを携帯しておくほうが望ましい」

			　おれの命令をローズが拒否したことはない。すぐに了解の意思がパスを伝わってきた。

			　だが、同時に彼女のなかにわずかな疑(ぎ)念(ねん)が芽(め)生(ば)えていることも、おれたちの間の精神的な繋(つな)がりは教えてくれていた。

			「自分の腕(うで)や足を作っておけと言われたことが、そんなに不思議か？」

			　おれの問いに、ローズは頷(うなず)いた。

			　本当にわからないらしい。おれは溜(た)め息(いき)をつきそうになった。

			　彼女がもしも本当におれの意図を理解できないのだとしたら、それはなんというか、痛ましいことだ。悲しいことだと思うし、ある種の責任すら感じる。

			　そうしたおれの感情が伝わったらしく、ローズのなかに動(どう)揺(よう)した気配が感じ取れた。

			「言っておくが、『戦闘中に手足を失ったときに、素早くリカバリがきくから』なんて理由じゃないからな。それもないとは言わないが」

			　ますますわからなくなったのか、ローズは完全にフリーズしてしまっている。

			　困ったものだった。どう言ったら伝わるものだろうか。健(けな)気(げ)におれに尽(つ)くしてくれる、この可愛(かわい)い眷(けん)属(ぞく)に。

			　おれは少し考えてから、言葉を選ぶよりもっと簡単な方法があることに気付いた。

			「なあ、ローズ」

			　おれはローズの木製の手を取って、焦(こ)げた指を撫(な)でた。

			　それは彼女がおれのために失ってしまったものだ。

			　たとえ元の通りに戻るのだとしても、彼女が支払ったものの価値が変わるわけではない。

			「覚えていてくれ。おれはお前のことも、リリィに劣(おと)らず大切な仲間だと思っている」

			　おれにとって信頼できる相手は、この世界にリリィとローズしかいない。

			　眷(けん)属(ぞく)はこれから増えていくかもしれないが、だからといって、おれにとっての彼女たちの価値が変わるわけではない。

			「なるべくなら自分の体を労(いたわ)わってくれ。これは命令じゃない。おれからのお願いだ」

			　生き残るために戦うことを求めていながらこんなことを口にするのは、単なる欺(ぎ)瞞(まん)でしかないかもしれない。だが、これがいまのおれの本音だった。

			　ローズはただの人形に戻ってしまったように動きをとめていた。

			　かと思うと、数秒で硬(こう)直(ちよく)から立ち戻り、その場に跪(ひざまず)いて深く頭(こうべ)を垂(た)れた。

			　指先は離れてしまい、ただおれのなかに木製特有の温かみのある独特の感触だけが残った。

			「頭をあげてくれ、ローズ。わかってくれたなら、それでいいんだ」

			　薄(うす)々(うす)感じていたことではあるが、リリィとローズでは、同じ眷(けん)族(ぞく)ではあっても、おれに対するスタンスが少し違っている。

			　リリィはかなりフランクだ。口調もそうだが、態度もだいぶくだけている。

			　これはきっと、おれが心を休める居場所を求めていたからだろう。現におれはそんな彼女の存在に癒(いや)されている。

			　明確にリリィがその役割を得たのは多分、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の遺体を捕(ほ)食(しよく)して、人間に擬(ぎ)態(たい)する力を得たあの時点だ。

			　では、ローズはどうなのかと言えば、これがまたリリィとはかなり違っているように思えるのだった。

			　すなわち、実直でいて謹(きん)厳(げん)。

			　黙(もく)々(もく)と己の職分を果たす武人タイプ、とでもいったところだろうか。

			　たとえば、今日だってそうだ。

			　あの学生たちの死体を前にして、誰もが嫌(いや)がる陰(いん)鬱(うつ)な仕事を率先してやってくれた。

			　また、腐(ふ)敗(はい)の進んだ死体に不用意に触れれば、タチの悪い病気に感染する危険性があった。おれをとめたのはそのためで、リリィに手を出させなかったのだって、彼女がおれに接触する機会が多いからだと考えられる。

			　結果、彼女は汚れ役をひとりで務めることになった。

			　考えてもみれば、今日だってひとりだけ、指を１本失う怪(け)我(が)を負っている。

			　自己犠(ぎ)牲(せい)の忠誠心。ローズの本質は、きっとそれだ。

			　リリィがおれの心の癒(いや)しであるのなら、ローズはもっと具体的に命の危険からおれの身を守るためにここにいてくれている。言い換えるなら、『この過(か)酷(こく)な世界で安心を得たい』というおれの願いにローズは応えてくれているのではないだろうか。

			　彼女のことを見ていると、おれにはそう思えてならないのだ。

			　それが正しいのだとしたら……いいや、そうではないとしてもだ。自己主張しないため影は薄くなりがちだが、おれは彼女の献(けん)身(しん)を忘れてはいけない。

			　彼女の献(けん)身(しん)に報(むく)いなければならない。

			　いいや。おれ自身が彼女に報(むく)いたいと、そう思うのだ。

			「お前と話ができれば良かったのにな」

			　なにをしてほしいのか、なにをおれに望むのか、それをその口から聞いてみたい。

			「それをご主人様が望むのなら、わたしたちはきっと、それをいつか叶(かな)えるよ」

			　口のきけないローズの代わりにおれのつぶやきに答えたのは、おれの腕(うで)を抱き締めて寄り添うリリィだった。

			「だって、それがわたしたち眷(けん)族(ぞく)がここにいる意味だもの」

			「リリィ……」

			　それをリリィが本気で言っていることは、パスによって感じ取れた。

			　いつだって感じ取れている。

			　おれのためにいてくれる眷(けん)族(ぞく)である彼女たち。おれは彼女たちになにを返せるのだろうか。

			「いいですね」

			　そのときだった。

			　シーツに包まれて眠っていたように見えた加(か)藤(とう)さんが、不意に口をひらいたのだ。

			「羨(うらや)ましいです」

			「起きてたのか」

			　薄汚れたシーツにその身を包んだ加(か)藤(とう)さんは、直前までと体勢は同じまま、目だけをあけておれのことを見詰めていた。

			「……やっぱり、リリィさんもモンスターだったんですね」

			「聞いていたのか」

			「最後の部分を……ちょっとだけ。それに……リリィさんはいま、そんな姿ですし」

			　加(か)藤(とう)さんは下半身がスライムになっているリリィを目で示した。

			　なるほど。これは誤(ご)魔(ま)化(か)しようがない。

			「さっき、不意に目が覚めまして。……すみません」

			「いや。それはおれが騒(さわ)いでいたせいだろう。謝らなくてもいい」

			　ローズの件で取り乱したおれの大声で起きてしまったなら、加(か)藤(とう)さんは悪くない。

			「それに、『やっぱり』ってことは、もともと勘付いてはいたんだろう？」

			「……はい。その、すみません」

			「だから、謝る必要はない。黙(だま)っていたのはこちらのほうだからな。一応、参考のために訊(き)いておきたいんだが、どこで気付いた？」

			「そう……ですね。ファイア・ファング相手に、リリィさん、一歩もひかなかったですし」

			「確かにそうだ。しかし、チート持ちだとは思わなかったのか？」

			「ご主人様、って呼んでましたし」

			　まあバレるか。おれが納得していると、加(か)藤(とう)さんはやや言いづらそうに下を向いてから、改めてこちらに目を向けた。

			「それに、なにより……水(みず)島(しま)先輩の姿、していましたから」

			「水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と知り合いだったのか」

			「はい」

			　ほんの一瞬、加(か)藤(とう)さんは視線を落とした。

			　ひょっとすると、亡くなった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のことを思い出しているのかもしれない。

			「……黙(だま)っていてすみません」

			　加(か)藤(とう)さんはおさげの頭を下げた。

			「わたしは昨日まで……水(みず)島(しま)先輩と一緒に行動していたんです」

			「そうか」

			「驚かないん、ですか？」

			　隠していた事情を打ち明けた加(か)藤(とう)さんは、おれの態度を少し疑(ぎ)問(もん)に思ったようだ。

			「そういう可能性もあるだろう、と思ってはいたからな」

			　水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)。ふたりにはあの男子生徒たちに襲(おそ)われたという共通点があった。

			　亡くなった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の記憶を引き継いだリリィは、あの山小屋と、そこにいた男子生徒たちの存在を知っていた。このことから、もともと水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)はあの山小屋にいたと考えるのが自然だった。だとすれば、加(か)藤(とう)さんと知り合いであった可能性は低くない。

			　おれがこれまでそれをリリィに確認しなかったのは、極力、亡くなった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のプライバシーに配(はい)慮(りよ)した結果だった。

			　故人の思い出を好きに暴(あば)く権利は、おれにはない。

			　ただでさえ、おれは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)に負い目があるのだ。身に差し迫った危険でもない限り、彼女の『知識』はともかく『思い出』にまで触れるつもりはなかった。

			「加(か)藤(とう)さんはコロニーから、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と一緒に逃げ出したのか？」

			「はい。わたしがこれまで生きていられたのは……水(みず)島(しま)先輩と知り合いだったおかげ、でした……」

			　相変わらずぼそぼそと暗い声ではあったが、おれの疑(ぎ)問(もん)に答えて故人を語る加(か)藤(とう)さんの声には、どこか優しい響(ひび)きがあった。

			　加(か)藤(とう)さんの語ったところによると、コロニー崩(ほう)壊(かい)の日、彼女は暴(ぼう)徒(と)と化した学生たちが暴れるなかを、女子生徒の集団のひとりとして逃げ回っていたそうだ。

			　その集団のなかに水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)がいた。異世界に転移したいまとなっては意味のない繋(つな)がりではあるが、彼女たちは部活の先輩後輩として仲が良かったそうだ。

			　あの日のおれと同じくコロニーを逃げ惑(まど)っていた彼女たちは、おれとは違って幸運なことに、コロニーの治安部隊として働いていた探(たん)索(さく)隊所属のチート持ちに保護された。

			　しかし、その後の反乱勢力側の生徒との衝(しよう)突(とつ)により集団はちりぢりになり、加(か)藤(とう)さんと水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)は治安部隊のひとりである少年に護(まも)られて、あの山小屋まで逃げ落ちることになる。

			　どういう理(り)屈(くつ)かわからないが、あの山小屋にあった不可思議な石にはモンスターを避(さ)ける力があった。それを知っていた治安部隊の少年はふたりを山小屋に導(みちび)くと、物資を残して森に入った。第一次遠征隊として遠い地を進んでいるはずの仲間たちに救(きゆう)援(えん)を求めるためだった。

			　あの山小屋にいればモンスターによる襲(しゆう)撃(げき)については考えなくてもいい。山小屋に置いていった少女たちは安全だと判断したのだろう。彼は一部の生徒たちの反乱によってコロニーが崩(ほう)壊(かい)したことを知っていたにもかかわらず、人の悪意と欲望とを計算に入れ忘れていたのだ。

			　結果として水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)は、運悪く小屋にやってきた男子生徒たちに襲(おそ)われることになった。

			　ただ、ふたりを山小屋に残して第一次遠征隊を追う決断をした彼のことを責めるのは、少し酷(こく)というものだろう。必ずしもそれは間違った判断とも言い切れないからだ。

			　もともとコロニーで起きた反乱を押さえ切れなかったのは、森を抜(ぬ)けてこの異世界の人間たちに接触を図ることを目的とした第一次遠征隊に、探(たん)索(さく)隊内の意識の高い精(せい)鋭(えい)たちが引き抜かれていたからだった。

			　一口にチート能力者といっても、その戦力はまちまちだ。

			　たとえば、おれのモンスター・テイムなんかはかなり弱い部類に入る。

			　しかし同時に、おれのような『固有の能力』持ちというのは、実は珍しいものでもある。

			　確かにチート能力者というのは大抵、身体能力や魔力といった戦闘に有用な力を保有している。だが、ただそれだけという者が大半なのだ。

			　高い身体能力と魔力を持つ彼らは『ウォーリア』と呼ばれ、森での探(たん)索(さく)やコロニー防(ぼう)衛(えい)の主戦力だった。自分の力に自覚的になったいまから考えてみると、そうした『わかりやすいかたちで能力を発(はつ)露(ろ)した者たち』だけが、『自身の能力に自覚的だった』のかもしれない。

			　話が逸(そ)れた。とにかくおれが言いたいのは、チート能力者のもつ戦闘能力は総じて高いレベルにあるが、そのなかでも格(かく)差(さ)がないわけではない、ということだ。

			　固有能力持ちで、さらに身体能力もずばぬけているというタイプは、実は数が多くない。総勢３００名の探(たん)索(さく)隊メンバーのなかでも、せいぜい10人かそこらだったはずだ。

			　そのなかでも有名だったのは、もとの世界では生徒会長であり、異世界でも遭(そう)難(なん)した生徒たちを率いていた３年生の『光の剣』の中(なか)嶋(じま)小(こ)次(じ)郎(ろう)とか、おれと同じ２年生では『闇(やみ)の獣(けもの)』の轟(とどろき)美(み)弥(や)あたりだろう。あとは『韋(い)駄(だ)天(てん)』の飯(いい)野(の)優(ゆう)奈(な)、『絶対切断』の日(ひ)比(び)谷(や)浩(こう)二(じ)、『竜人』の神(じん)宮(ぐう)司(じ)智(とも)也(や)なんかも有名だった。

			　能力の詳(しよう)細(さい)にまでは触れないが、彼らは数十のモンスターを相手にしても歯(し)牙(が)にもかけない真の意味でのチートだったと聞いている。

			　逆に言えば、そうではない生徒がひとりでモンスターの群れを相手にするのは、たとえチート持ちであったとしても難しかったということだ。

			「高(たか)屋(や)くん、は……典型的なウォーリア、でしたから……」

			　この山小屋まで少女ふたりを連れてきた治安部隊の少年は、名前を高(たか)屋(や)純(じゆん)といったそうだ。

			　彼は自分だけでふたりの女子生徒を守り切って森を進むのは危険だと判断した。不可能ではなかったはずだが、自分の責任で他人の命を危険に晒(さら)すとなれば、躊(ちゆう)躇(ちよ)するのも無理はない。

			　かといって、小屋で籠(ろう)城(じよう)を決め込んでも先がない。そうした状況判断から、彼はふたりを山小屋に残して、ひとり遠征隊を追ったのだ。結果はあまりにも悲(ひ)惨(さん)なことになったが、彼が決断を下したその時点では、神ならざる身に正解がわかるはずもない。

			「……ちょっと待てよ？」

			　加(か)藤(とう)さんの話に耳を傾けていたおれは、ふと面倒なことに気付いた。

			「ってことは、第一次遠征隊がここまで戻ってくるかもしれないということか？」

			「はい。高(たか)屋(や)くん次第……ですけど」

			「それも、あの山小屋にやってくる可能性があると」

			「はい。……あの、先輩？　それって……なにかまずい、ですか？」

			「まずいってわけじゃないんだが……」

			　おれは言葉を濁(にご)した。それが加(か)藤(とう)さんには言いづらい理由だったからだ。

			　――おれは人間を信用していない。

			　さらに言うなら、人間の集団というものは信用ならないと思っている。

			　それは、コロニー崩(ほう)壊(かい)の日に経験したあの屈(くつ)辱(じよく)と絶望に満ちた暴力の時間が、おれに唯(ゆい)一(いつ)残してくれた教訓だった。

			　なるべくなら人間の集団には関わり合いになりたくない。ましてや集団に属するそのひとりひとりがおれなんかには抵抗できない力を持っているとなればなおさらだ。

			　これまでおれたちがこの広い森のなか、他のチート持ちに遭(そう)遇(ぐう)する可能性は、あまり高くなかった。しかし、あの山小屋にいる限り、ほぼゼロに近いはずのその確率は、かなり現実味を帯(お)びた値に変化することになる。

			　そう考えると、山小屋を放(ほう)棄(き)した選択は、結果的には正解だったと言える。

			　しかし面倒事はそれで終わりではない、あの山小屋に女子ふたりがいないことを知った高(たか)屋(や)純(じゆん)や、彼が連れてくる人間たちが山小屋の周辺を捜(そう)索(さく)する可能性があった。

			　おれたちがねぐらにしているこの洞(どう)窟(くつ)は、あの山小屋からあまり離れていない。下手を打つと、この場所が見つかってしまう可能性があった。とすると、もっと離れた場所に拠(きよ)点(てん)を移すべきかもしれない。これは真剣に検討しなければいけない問題だった。

			「あの……先輩？」

			「ん？　ああ、悪い。どうした？」

			　思考に没頭していたおれは、加(か)藤(とう)さんの呼びかけで現実に戻った。

			　真剣な顔をした加(か)藤(とう)さんが、おれのことをじっと見詰めていた。

			「聞きたいことが、あるんです」

			「なんだ？」

			「その子は……水(みず)島(しま)先輩じゃない、ですよね？　……彼女は、どうなったんでしょうか」

			　その問いに、おれは一瞬返答を躊躇(ためら)った。

			「彼女は死んだよ」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すことをしなかったのは、尋(たず)ねてきた加(か)藤(とう)さんの表情に覚悟の色を見つけたからだ。

			「死体はおれが処理した。その結果が、リリィのこの姿だと思ってくれてかまわない」

			「そうですか」

			　薄(うす)々(うす)と勘付いてはいたらしく、加(か)藤(とう)さんは驚いたりはしなかった。

			　ただ、その両目からは、ぽろぽろと涙がこぼれ出した。

			「水(みず)島(しま)先輩が……」

			　仲が良かった知人の死を悼(いた)み、彼女はしばらく静かに泣き続けていた。

			　おれは彼女が泣きやむのを黙(だま)って待つことしかできなかった。

			「……すみません。お話の最中に」

			「いや」

			　やがて泣きやんだ加(か)藤(とう)さんの言葉に、おれは首を横に振った。おれは人間不信のうえに人間嫌いだが、知人の死を知って悲しむ年下の女の子を責めるような鬼(き)畜(ちく)ではないつもりだった。

			「気にするな。そんなことより、これからのことなんだが」

			「はい」

			「高(たか)屋(や)って奴が探(たん)索(さく)隊の連中を引き連れて戻ってくるなら、ちょうどいい。そいつらに加(か)藤(とう)さんのことを保護してもらおうと思う」

			　加(か)藤(とう)さんが泣きやむまでの数分間に、おれは考えを改めていた。

			　さっきは面倒だと思ったが、どうせ加(か)藤(とう)さんを保護してもらうためには、一度人間と接触する必要がある。きちんとモラルを保った集団であれば別に相手が探(たん)索(さく)隊である必要はないが、当面は他の人間と接触できる見込みはないのだ。機会を悪戯(いたずら)に逃すべきではないだろう。

			　以前にも考えた通り、こちらが先に相手を見付けておいて様子をうかがい、相手が規律を保っていることを確認できたら、おれ自身はなるべく彼らと接触せずに加(か)藤(とう)さんだけを送り出す。これでいこう。

			「それでいいか」

			「はい。わたしは、それで……ですけど、あの、真(ま)島(じま)先輩」

			「なんだ」

			「そういう先輩は……どうするつもり、ですか？」

			　両手で足を抱えて座り込んだ加(か)藤(とう)さんは、上目遣いでおれのことを見上げた。

			「わたしを保護してもらう、って……先輩は、どうするんです、か？」

			「おれは探(たん)索(さく)隊とは一緒に行かない」

			　きっぱりと告げた。

			　加(か)藤(とう)さんがいなければ、おれはすぐにでもこの場所を引き払って逃げ出していただろう。

			　おれが探(たん)索(さく)隊と接触するとしたら、それはあくまで加(か)藤(とう)さんを保護してもらうためだけだ。

			「どうして、ですか？　そういえば、さっきも……いい顔をしてませんでした、けど」

			　基本的に従(じゆう)順(じゆん)な加(か)藤(とう)さんにしては、やけに喰(く)いついてくる。

			　単に調子が戻りつつあるだけなのか、それともなにか理由があるのか。いずれにしても、この件についておれには特に嘘(うそ)をつく必要がない。問われれば、素直に答えるだけだった。

			「単に信用ができないだけだ」

			「信用が……探(たん)索(さく)隊のことが、ですか？」

			「特別に彼らが、という話じゃない」

			　おれは首を横に振った。我ながら人間の小さいことだと自(じ)嘲(ちよう)するが、結論は変わらない。

			「信じられないのは、どこの誰でも同じことだ。コロニー崩(ほう)壊(かい)のあの日からな」

			「……ぁ」

			　おれの言葉を聞いて、加(か)藤(とう)さんにもだいたいのところは察しがついたらしかった。

			　彼女もあの一日を経験している。人間の愚(おろ)かで醜(みにく)い部分を、彼女だってあの日、目の当たりにしたはずなのだった。

			　おれと彼女との違いは、あるとしたらひとつだけだ。

			　コロニーでおれは人間の醜(みにく)い部分だけを嫌(いや)というほど見せつけられた。結局、おれを救ってくれたのは、モンスターであるリリィだった。しかし加(か)藤(とう)さんはあの場で助けられている。だから彼女はきっと、人間の美しい部分も同時に目にしているはずなのだ。

			　……ああ、でも。

			　加(か)藤(とう)さんはそのあとで、ある意味でおれよりも酷(ひど)い体験をしたんだったか。

			　――もう一度だけ他人を信じてみようよ、とか。

			　――世の中は悪い人だけじゃないんだよ、とか。

			　おれに対して加(か)藤(とう)さんが、この場面で知ったようなことを言うことがなかったのは、おれには想像することさえできない地(じ)獄(ごく)の体験が、同じようにコロニーで酷(ひど)い目に遭(あ)ったおれの境(きよう)遇(ぐう)に対するシンパシーを生んだからかもしれなかった。

			「先輩も……あの日、酷(ひど)い目に遭(あ)ったん、ですね」

			　実際、加(か)藤(とう)さんはおれに同情的な態度を示していた。

			「……でも先輩は、モンスターを従える力を持ってる、のに」

			「おれがこの力を自覚したのは、コロニー崩(ほう)壊(かい)のあとだ。死にかけていたところを、ここにいるリリィに救われてな。リリィに出会えなければ、今頃おれはここにいなかった」

			　リリィがおれの腕(うで)を抱く力を強めて、身をすり寄せてくる。痛みが声に表れないように気をつけたつもりだったが、パスで繋(つな)がっているリリィには隠しきれなかったらしい。

			　おれは感謝を込めて彼女の頭を撫(な)でると、壁(へき)面(めん)に座る加(か)藤(とう)さんへと視線を戻した。

			「おれは教室で机を並べていたクラスメイトに殺されかけた。想像できるか。クラスで隣(となり)の席に座っていたやつが、地面に惨(みじ)めに転がった自分のことを蹴(け)りつけて、せせら笑うんだよ。そんな経験をしておいて、無邪気に他人を信じて行動をともにできるほど、あいにく、おれの頭はお花畑じゃない」

			「……それでは、わたしのことも？」

			　おずおずと尋(たず)ねてくる加(か)藤(とう)さんに、おれはつい苦笑を漏(も)らしてしまった。

			「答えづらいことを聞いてくれるな？」

			「す、すみません」

			　恐縮した様子で加(か)藤(とう)さんが頭を下げる。

			「で、ですけど……」

			　顔をあげた加(か)藤(とう)さんは、おれに寄り添うリリィと、少し離れた場所に座るローズへと視線を走らせた。

			「ですけど先輩は、リリィさんやローズさんを連れています、よね？」

			　なるほど。加(か)藤(とう)さんは他人を信用しないと言い切ったおれが、リリィやローズを信頼し切った態度を取っていることが不思議らしい。

			　まあ、傍(はた)から見れば、不思議とも思えるか。

			　おれにしてみれば、少しだけその認識は不(ふ)愉(ゆ)快(かい)でもあるが。

			「彼女たちはおれの眷(けん)族(ぞく)だ。仲間だ。信用しているし、信頼もしている」

			　人間なんかと一緒にするな。

			　とまでは、人間である加(か)藤(とう)さん相手に言うわけにはいかないが。

			　だが、それこそがおれの偽(いつわ)らざる本音だった。

			「そう、ですか」

			　ぼそりと加(か)藤(とう)さんはつぶやいた。

			「……やっぱり、羨(うらや)ましい」

			　おれは彼女に返す言葉を持たなかった。

			　戦う力を持たなかったために酷(ひど)い目に遭(あ)った加(か)藤(とう)さんにとって、おれが手に入れたこの力は心の底から羨(うらや)ましいものに違いない。

			　そんなことを思いながら、おれは洞(どう)窟(くつ)の薄(うす)闇(やみ)のなかの加(か)藤(とう)さんに目をやった。

			　どきりとした。

			　ふたつの目が、どこか偏(へん)執(しつ)的な輝(かがや)きを帯(お)びて、おれのことを見詰めていた。

			　それをどこかで見た気がして、おれはふと思い当たるものがあった。初めて逢(あ)ったときに彼女があの山小屋で見せた奇妙な瞳(ひとみ)の色と、それはまったく同一のものだったのだ。

			「真(ま)島(じま)先輩」

			　加(か)藤(とう)さんが口をひらいた。完全に気圧されてしまっていたおれは、それで我に返った。

			　そのときには、ほんの一瞬だけひらめいた感情の炎は加(か)藤(とう)さんの双(そう)眸(ぼう)から消え失せて、その代わりにいつもの無気力で虚(うつ)ろな無表情があった。

			「高(たか)屋(や)くんのことについて、なんですが……」

			「あ、ああ」

			　いったいなにが理由で、なにを考えて、あんな目をしていたのか。あまりにも普(ふ)段(だん)と態度が違い過ぎて、おれは完全に問いただすタイミングを失ってしまっていた。

			　尋(たず)ねたところで正直に話すとも限らないから、別にかまわないといえばかまわないのだが。

			　リリィにも言った通り、おれは加(か)藤(とう)さんのことを保護することに決めたものの、彼女のことを信用しているというわけではなかった。リリィの正体を伏せたのもそのあたりが理由だったわけだが、この分だと、これからも引き続き油(ゆ)断(だん)せずに警(けい)戒(かい)したほうがよさそうだ。

			　心のなかでそう決めたあとで、おれは加(か)藤(とう)さんの話に耳を傾けることにした。

			「高(たか)屋(や)とやらが、どうかしたのか？」

			「もしも探(たん)索(さく)隊に接触する、なら……真(ま)島(じま)先輩が高(たか)屋(や)くんと顔を合わせるのは……少し、問題がある……かも、しれません」

			「というと？」

			「その……高(たか)屋(や)くんは、水(みず)島(しま)先輩の幼(おさな)馴染(なじみ)、だったので……」

			　ここで加(か)藤(とう)さんは、リリィのことをちらりと見た。

			「いまのリリィさんの姿を見て、彼がどう思うか……」

			「ひょっとしてふたりは恋人同士だったのか？」

			「あ、いえ。そういうわけではなかったんですが……その、彼は、水(みず)島(しま)先輩のことを……」

			　言いづらそうにしているのは、それが他人のプライバシーに関わる問題だからか。それでもここまで言われれば、そういうことに特に敏(さと)いわけでもないおれでも察することは簡単だった。

			「なるほど。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)は美人だったからな。そのうえ性格だって良かった。彼女に惚(ほ)れている男なんて、それこそ両手で足りないくらいだっただろう。それが幼(おさな)馴染(なじみ)なら、ベタ惚(ぼ)れだとしてもなにもおかしなことはないか」

			　高(たか)屋(や)純(じゆん)が水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)と加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)のふたりをコロニーの混乱から守り抜き、あの山小屋まで連れていったのは、義務感や親切心だけが理由ではなかったということだ。もちろん、それを下心あってのことだとまで言ってしまうのは、いささか悪意が過ぎる解(かい)釈(しやく)だろうが。

			「高(たか)屋(や)にとって、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)は命をかけてでも守りたい人だった。好きだった女の子の姿を借りているリリィを見たら、怒り狂って襲(おそ)いかかってくるかもしれない。加(か)藤(とう)さんが言いたいのは、そういうことだな？」

			「はい……」

			　しかし、探(たん)索(さく)隊に接触しようと覚悟を決めた途(と)端(たん)に面倒な。

			　いいや。よそう。もう決めたことなのだ。それに、面倒ではあるが大したことではない。

			「わかった。なるべくなら、リリィのことは伏せる方向でいこう。そいつの前でだけ擬(ぎ)態(たい)を解いていればいいだけのことだからな」

			「それがいいと思います」

			「危険について警告してくれたことには感謝する」

			「いいえ。わたしにできることは、これくらい、ですから……」

			　考えようによっては、これは加(か)藤(とう)さんを保護していたからこそ得られた情報だった。

			　加(か)藤(とう)さんを保護していようがいまいが、高(たか)屋(や)との接触に危険が伴(ともな)うことは変わらない。昨晩、加(か)藤(とう)さんに出会うことがなかったら、おれはしばらくこの洞(どう)窟(くつ)を拠(きよ)点(てん)にしていただろう。探(たん)索(さく)隊があの山小屋を目印に帰ってくる可能性について知ることもなく、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の姿をしたリリィと高(たか)屋(や)がばったり出くわしてしまう可能性はゼロではなかった。

			　不発弾をそうと知らないまま抱えているより、知っていて対策を取れるほうがまだマシというものだ。少なくとも、おれはそう考える。

			「情報には感謝する。そのお礼というわけではないが、きちんと探(たん)索(さく)隊に保護してもらうか、あるいは、どこか安全な人里に辿(たど)り着くまでは面倒をみると改めて約束しよう」

			「……。ありがとう、ございます」

			　加(か)藤(とう)さんは頭を下げた。

			　前髪で表情の隠れたその口元が、かすかに動いた。

			「でも、お礼というのなら……」

			「なんだ？」

			　よく聞き取れなかったので尋(たず)ねると、加(か)藤(とう)さんは首を横に振った。

			　あの、どこか偏(へん)執(しつ)的な視線の片(へん)鱗(りん)を垣(かい)間(ま)見せて。

			「いえ。なんでもありません」

		

	
		
			08　森のなかの遭(そう)遇(ぐう)

			　

			　さらに１週間ほどが経過した。

			　これまで利用してきた洞(どう)窟(くつ)で、いまでもおれたちは暮らしている。

			　夜は洞(どう)窟(くつ)で過ごし、昼になると森のなかを探(たん)索(さく)する。そんな生活サイクルが確立していた。

			　何度かモンスターとも遭(そう)遇(ぐう)した。どうにか今日まで生きてこられたのは、そのことごとくをリリィとローズが退(しりぞ)けてきたからだ。

			　それ自体はまったく結構なことだ。しかし、モンスターを倒し続けているということは、遭(そう)遇(ぐう)するたびに戦闘になっているということでもある。つまり、探(たん)索(さく)に出ている主目的であるところの『眷(けん)族(ぞく)の増員』はうまくいっていなかった。

			　気長に探すしかないことはわかっているが、少なからず焦(あせ)りはあった。

			　やはり一番の問題は、おれのモンスター・テイムの発動条件がイマイチよくわからないことだろう。

			　モンスターを見たときに、『これは駄目だ』というのは感覚的にわかるのだ。以前にローズと出会ったときにはわからなかったが、あれはあくまで慌てていたせいで、きちんと冷静でいられたなら、相手を見れば眷(けん)族(ぞく)になってくれるかどうかは判断できた。

			　だが、その条件がわからない。

			　それさえわかれば、危険な戦闘を繰り返す必要はなくなるのだが。

			　最近では、ひょっとしたらその条件というものは、おれ自身では判別がつかないところにあるのかもしれないとさえ思えてきた。そんなことはないと思いたいところだが……。

			「ただいまー」

			「帰ったか」

			　洞(どう)窟(くつ)にリリィが戻ってきたのを見て、おれは木剣を振るっていた腕(うで)をとめた。

			「あ、訓練してたんだ」

			　とととっ、と軽やかに走り寄ってくるリリィに、おれは苦笑を返した。

			「その言い方はやめてくれ」

			「ん、どうして？」

			「むずがゆくなる。こんなのただの暇(ひま)つぶしだよ」

			　最近、おれは暇(ひま)な時間に日課として素振りをすることにしていた。

			　剣道は高校での選択授業で受けていたので、素振りくらいならやり方は知っている。

			　きちんとできているかどうかはおいておいて、真(ま)似(ね)事(ごと)くらいならやってできなくはない。

			　こんなことをして意味があるのかどうかは、正直なところ、わからない。普(ふ)段(だん)から体を動かしておけば、いざというときにもっと動けるようになるかもしれない。そうだったらいいな、くらいの考えだった。

			　おれはこういった方面で、おれ自身にさほど期待していないのだ。

			　じゃあいったい、お前に他になにができるのかと問われれば、黙(だま)りこむしかないのだが……。

			　ひょっとすると、なにもできないからこそ、暇(ひま)な時間に堪(た)えかねて体を鍛(きた)えることにしたというのが、本当のところなのかもしれなかった。

			　ちなみに、適当にそのへんに落ちている木切れを振っていても良かったのだが、どうせならカタチから入ろうかと、おれはローズに素振り用の木剣の作製を依頼していた。

			　もう数日前のことになる。

			　おれたち人間と違って睡(すい)眠(みん)を摂(と)る必要がないため、ローズは夜の時間をまるまる使うことができる。とはいえ、おれの指示に従ってさまざまな物品を作り続けている彼女は常時忙しい。

			　だからおれは「片(かた)手(て)間(ま)で適当に作ってくれればかまわない」「なんなら刃なんてついていなくてもいい」「最悪、握(にぎ)りがしっかりしていて、ある程(てい)度(ど)の長さと重さが確保されていればそれで十分だ」くらいのニュアンスで依頼をしたのだった。

			　しかし、どうやら彼女はおれの武具を作るということに発(はつ)奮(ぷん)してしまったらしい。

			　１日経って、依頼した品を渡されたおれは、目を見張る羽(は)目(め)になった。

			　――木製なのに、刀(とう)身(しん)部分が灰色っぽい光沢を放っている。

			　――握(にぎ)りは黒っぽく変質していて、掌(てのひら)に吸いつくような感触がする。

			　――振ってみれば見た目より軽く、それでいて重心がうまくとれているためか頼りない感じはない。

			　――非常に丈夫で、切れ味も半(はん)端(ぱ)なものではない。

			　――木製であることの残(ざん)滓(し)として表面には木目模(も)様(よう)が残っているのだが、それさえも重厚なまでの実用性の表れとしておれの目に映った。

			　……おかしい。

			　おれはちゃんと素振り用だと断っておいたはずなのだが。

			　明らかにオーバースペックだった。ただの素人でしかないおれが、一目見ただけで、ローズの職人としての魂(たましい)さえ感じとれたのだ。いい仕事しすぎである。

			　リリィなんかは、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の知識を参照して、「『ダマスカス鋼』みたいだ」と言っていた。おれはそれがなんなのか知らないが、とても有名な金属らしい。

			　おれが手にするにはもったいない、紛れもない名剣だった。

			　だったらこれをリリィに回せばいいのでは、という考えも思い浮かばないでもなかった。

			　しかし、である。期待いっぱいの態度でおれに剣を献(けん)上(じよう)するローズを目の前にして、おれはその提案を口にすることができなかった。

			　その代わりというわけでもないのだが、現在、自分の手足のストックを作製中のローズには、その仕事が終わり次第、全装備の換(かん)装(そう)を頼んである。製作を重ねるごとにローズが技術力を伸ばしているのは確かなので、アップグレードは適(てき)宜(ぎ)行っていくべきだろう。

			　おれのこの剣を越える業物は、さすがにそうそう作り出せないだろうが。

			　ローズにセットで作ってもらった鞘(さや)に剣をおさめて、おれは素振りを切り上げる。

			　そうして、こちらに駆(か)け寄ってくるリリィを迎えた。

			「悪いな、リリィ。ひとりで行ってもらって」

			「んーん」

			　おれが声をかけると、そこが自分の定位置だと言わんばかりにおれの片(かた)腕(うで)に抱きついてきたリリィは、まるで人懐っこい犬のように亜(あ)麻(ま)色の髪を二の腕(うで)に押し付けてきた。

			　本日の探(たん)索(さく)はしばらく前に終わっている。おれたちが拠(きよ)点(てん)で休(きゆう)憩(けい)している間、リリィには食料調達がてらに山小屋の様子を見に行ってもらっていた。

			　もちろん、これは探(たん)索(さく)隊が戻ってきていないか確認するためだ。彼女ひとりだけなら、おれたちを連れていくより何倍も早く行って戻ってくることができる。

			　これはリリィにしか頼めない仕事だ。なぜなら、万が一にもおれがいないときに探(たん)索(さく)隊に出くわしたなら、外見からではただのモンスターと区別できないローズでは、彼らに討伐されてしまう危険性があるからだ。

			　その点、人間の姿をしたリリィなら、出会い頭に攻撃を受ける可能性は低い。

			　加えて、ファイア・ファングの肉を喰(く)ったことで、リリィは狼の嗅(きゆう)覚(かく)を手に入れていた。

			　本家本元のそれには及ばないものの、彼女の索(さく)敵(てき)能力は飛(ひ)躍(やく)的(てき)に向上している。下手を打ちさえしなければ、探(たん)索(さく)隊を発見したときに彼らに勘(かん)付(づ)かれることなく帰(き)還(かん)することだってできるだろうと期待できた。

			　問題があるとしたら、高(たか)屋(や)に見つかった場合くらいのものだが、その場合でも、すぐに状況が露(ろ)見(けん)する可能性は低い。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)として振る舞っていれば、おれたちと合流するまで擬(ぎ)態(たい)に関して勘(かん)付(づ)かれることなく時間を稼ぐことは十分可能なはずだった。

			　もうひとりの眷(けん)属(ぞく)であるローズには、他にいろいろと仕事があることもあって、おれたち人間がいると邪魔でしかない食料調達などの洞(どう)窟(くつ)外での単独行動は、最近はもっぱらリリィに頼りきりになっていた。

			「なにか変わったことはあったか？」

			　腕(うで)にしがみついてきて満足げなリリィの前髪を指先で弄(もてあそ)びつつ、ここ数日というもの繰り返してきた質問をした。

			　実際に動いてもらっている彼女には悪いのだが、正直、成果についてはあまり期待していなかった。

			　仮に探(たん)索(さく)隊が戻ってくるにせよ、それはまだまだあとのことだと推測していたからだ。

			　加(か)藤(とう)さんの話によると、第一次遠征隊の進路について高(たか)屋(や)は知っていたらしい。なので、探(たん)索(さく)隊に追いつくだけの算段は立っていたことを前提にして推測を立てたのだ。

			　第一次遠征隊が出発して６日後に、コロニーでは反乱が起きた。

			　それから１日以内に、おれや加(か)藤(とう)さんはコロニーから落ちのびた。

			　おれはこの洞(どう)窟(くつ)に着くまでに３日かかった。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)や加(か)藤(とう)さんに歩調を合わせていたので、チート持ちとして桁(けた)違(ちが)いの体力を持つ高(たか)屋(や)も、数日かけてあの山小屋に辿(たど)り着いている。

			　それからすぐに高(たか)屋(や)は探(たん)索(さく)隊を追って山小屋を出たというが、どんなに急いだとしても、10日以上前に出発した相手にすぐに追いつけるはずがない。

			　そのうえ、追っている間にもどんどん相手は遠ざかっていくのだ。いくら急いでいるとはいっても、１００名を超える精(せい)鋭(えい)揃(ぞろ)いで順調に旅を続ける第一次遠征隊と、たったひとりきりの高(たか)屋(や)では森を踏(とう)破(は)する難易度も違っている。詰められる距離には限界があるはずだった。そして、追いついたにしてもそこから探(たん)索(さく)隊はＵターンしてここまで戻ってこなければならない。

			　以上の理由から、あと１週間程(てい)度(ど)は彼らが戻ってこないものとおれは予想していた。

			　たかをくくっていたといってもいい。

			「あの山小屋……というか、山小屋『跡』だけど、あそこで人影を見付けたよ」

			　それだけに、リリィから返ってきた言葉におれは驚かされることになった。

			「遠征から戻ってきた探(たん)索(さく)隊か？」

			「どうだろ。わからない。ご主人様の言いつけ通り、わたしはすぐに戻ってきたから」

			「そうか。いや、それでいい。……にしても、おかしいな。いくらなんでも早過ぎる」

			「ひょっとしたら、探(たん)索(さく)隊じゃないのかも。たったひとりだったし」

			　リリィが他の可能性を示した。

			「ひとりだけだったのか？」

			「うん。遠征隊に組み込まれていた探(たん)索(さく)隊の生徒なら、集団でいなくちゃおかしいでしょ。ご主人様だってコロニーからこの洞(どう)窟(くつ)までひとりでやってきたわけだし、同じようにコロニーから落ちのびてきた生徒なんじゃないかなって思ったんだけど」

			「確かに、その可能性はあるな」

			　この森には危険なモンスターが跋(ばつ)扈(こ)しているが、実は遭(そう)遇(ぐう)する頻(ひん)度(ど)自体はさほど高いものではない。せいぜい１日に一度遭(あ)うか遭(あ)わないかというくらいだろうか。

			　たとえば索(さく)敵(てき)能力が非常に高いファイア・ファングだとアウトだが、そうでないのならこちらが先にモンスターを発見することで遭(そう)遇(ぐう)自体回(かい)避(ひ)することも可能だった。もちろん、向こうに見付けられたらそれでおしまいなので、そのあたりは完全に運頼りになるが、特別な力を持たない人間でも、運が良ければ森をうろつくことは可能なのだ。

			　こうした状況は異世界に転移してきてからの１ヶ月で探(たん)索(さく)隊が作り出したものだった。

			　おれは残留組だったために詳(くわ)しいことは知らないのだが、かつてコロニーが存在したとき、この周辺までが探(たん)索(さく)隊の行動半径にあったことはほぼ間違いないことだと言っていい。

			　なぜなら探(たん)索(さく)隊の一員である高(たか)屋(や)があの山小屋の存在を知っていたからだ。

			　探(たん)索(さく)隊はコロニーの安全を確保するために、モンスターの排(はい)除(じよ)を第一目的としていた。そのため彼らの行動範囲内では、大部分のモンスターが排(はい)除(じよ)されている。この洞(どう)窟(くつ)周辺もそうで、モンスターの生息数が激(げき)減(げん)状態にあるのだった。

			　いまから考えてみると、そうして狩られてしまったモンスターのなかにおれが従えられるものがいた可能性は高い。実に惜(お)しいことだ。いまさら言っても仕方のないことではあるが。

			　リリィが探(たん)索(さく)隊に狩られなかったことは、おれにとって最大の幸運だった。彼女に出会えたことで、おれの命運はこうして繋(つな)がったのだから。

			「もちろん、探(たん)索(さく)隊のチート持ちって可能性もあるけど。そのあたりは、やっぱ確認してみないとわからないね」

			「そうだな。山小屋にいたっていうその生徒が何者なのか、確認する必要があるか」

			　リリィの言葉に頷(うなず)き、おれはこれからの予定を立てた。

			「そいつが遠征隊の一員だった探(たん)索(さく)隊の生徒や、コロニーに残っていた探(たん)索(さく)隊の生き残りなら、加(か)藤(とう)さんの身(み)柄(がら)を預けるに足りる相手かどうかを確かめる必要がある」

			「……それはいいんですけど、真(ま)島(じま)先輩。ひとつ確認したいんですが」

			　近くに来た加(か)藤(とう)さんが口を挟(はさ)んできた。

			　最近、彼女は少し元気になってきているように見える。

			　まだ表情は暗いが、ぼそぼそとした聴き取りづらい喋(しやべ)り方ではなくなった。こうしておれたちの行動方針について確認を取るようにもなっている。

			　いい傾向だった。……こうして回復していくことで、加(か)藤(とう)さんに向けているおれのなかの警(けい)戒(かい)心がまたひとつレベルをあげてしまったという事情を別に勘(かん)定(じよう)すれば、だが。

			「相手がチート持ちではなかったときは、どうするつもりですか？」

			「その場合でも方針は変わらない。観察、あるいは直接の接触によって情報を集める」

			「……どうしてですか？　正直、あまりその必要があるとは思えませんけど」

			「そうだな。確かに。相手がチート能力者でないのなら、おれたちがあえて様子を見たり、接触を試みる必要はない。そうすることで得られるメリットがないからな」

			　おれは加(か)藤(とう)さんの言い分について認め、しかし、首を横に振った。

			「ただ、ひょっとしたらリリィが気付かなかっただけで、コロニーに残った探(たん)索(さく)隊メンバーがそいつに随伴している可能性もある」

			「ああ。それはありえるかも。わたし、すぐに帰ってきちゃったし」

			　リリィもこの意見には賛同した。

			「それに、おれたちが逃げ出したあとのコロニーの状況について、そいつがなにか知っている可能性もある。あのあと反乱グループなんかがどうなったのか情報を得られるとしたら、接触することにも意味はあるだろう」

			「……わかりました。答えてくださってありがとうございます」

			　加(か)藤(とう)さんが頭を下げる。

			　それ以上の質問や反論はなく、おれたちはそのあとすぐに洞(どう)窟(くつ)を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれたちは森を移動していく。１週間前はモンスターの奇(き)襲(しゆう)に怯(おび)えていたものだが、いまのおれたちにはファイア・ファングの嗅(きゆう)覚(かく)を模(も)倣(ほう)できるリリィがいる。同じ森を進むにしても、安心感が違っていた。とはいえ、それでも風向きによっては不利な遭(そう)遇(ぐう)をすることはあるので油(ゆ)断(だん)はできない。おれたちは慎重に歩を進めていった。

			　幸いなことに、目的地に辿(たど)り着くまでモンスターと行き遭(あ)うことはなかった。

			　辿(たど)り着いた山小屋には、すでに１週間前の面影はなかった。

			　おれがあの不思議な石を砕いた次の日に訪れたときには、山小屋はモンスターによって破壊されていた。それから数日が経ち、すでにそこは『山小屋跡』というべき残(ざん)骸(がい)に成り果てていた。いまでもたまにモンスターが荒らしているようなので、そう遠くないうちにもともとここにどんな建物があったのかさえわからなくなってしまうに違いなかった。

			　そんな残(ざん)骸(がい)のなかをうろついている少年の姿があった。

			　おれよりも少し背が高く、少しだけ筋肉質な体型。着(き)崩(くず)したブレザー。軽薄そうな雰囲気が特徴といえば特徴だが、まず一般的な日本の男子高校生のいでたちといっていい。

			　少年は山小屋跡を踏(ふ)み荒らすようにして動き回って残(ざん)骸(がい)を物色し、きょろきょろと怯(おび)えた様子で挙(きよ)動(どう)不(ふ)審(しん)にあたりを見回しては、時(とき)折(おり)、罵(ば)声(せい)らしきものを発していた。

			　なにを考えているんだ。

			　というのが、おれが最初に思ったことだった。

			　山小屋がモンスターに崩(くず)されたのだと推測できれば、誰だってそんな場所に長く留まろうとは思わない。おれはてっきり、リリィが見たという男子生徒はすでに他の場所に移動してしまっているだろうと思っていたし、その場合はリリィに狼の嗅(きゆう)覚(かく)を擬(ぎ)態(たい)してもらって追(つい)跡(せき)を任せる予定でいたのだが、その必要はなくなった。

			「彼は探(たん)索(さく)隊、でしょうか？」

			　同じことを考えたのか、思案げに加(か)藤(とう)さんがつぶやいた。

			　確かに探(たん)索(さく)隊であるのなら、モンスターの脅(きよう)威(い)など考(こう)慮(りよ)に入れずに動くことができる。

			　モンスターの脅(きよう)威(い)に気付いていないかのような彼の振る舞いは、見ようによっては、強者の無(む)頓(とん)着(ちやく)さと取れないこともない、が……。

			「いや、違う」

			　おれはその意見を否定した。

			　あれは単に、危険を危険と気付いていないだけだと断言できたからだった。

			「あいつはコロニー残留組のひとりだ」

			「ひょっとして、お知り合いですか？」

			　加(か)藤(とう)さんの問いかけにおれは、いまだに山小屋跡をうろつきまわっては残(ざん)骸(がい)を苛(いら)立(だ)たしげに蹴(け)りつける男子生徒の姿を眺(なが)めながら頷(うなず)いた。

			「クラスメイトだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれたちは短い打ち合わせのあとで、ふた手に分かれることにした。

			　なぜかといえば、まあ、念のためだとだけ言っておく。

			　おれはリリィだけを伴(ともな)って、山小屋へと向かった。近づくにつれて、ぶつぶつとつぶやく少年の声が耳に届いた。口汚い罵(ののし)り文句だ。この世界と自分の境(きよう)遇(ぐう)を罵(ば)倒(とう)している。

			　これ以上聞いていても有用な情報は得られそうにないと判断し、おれは声をかけた。

			「おい、加(か)賀(が)」

			「ひっ」

			　うしろからおれが声をかけると、その少年――加(か)賀(が)は、びくりと身をすくめた。

			「……おい、逃げるなって」

			　モンスターにでも見つかったと思ったらしい。反射的に逃げ出そうとした加(か)賀(が)の足が、おれの呼びかけを聞いてとまった。

			　この時点でおれは、こいつが残留組にいたときのまま、なんの力もない学生だということを確信していた。チート持ちであればこれほど怯(おび)え切った反応は返すまい。

			「お前ら……」

			　振り返っておれたちを認めた加(か)賀(が)の顔が、安(あん)堵(ど)でゆるんだ。

			「真(ま)島(じま)と、それに……おおっ、水(みず)島(しま)さんじゃねえか！」

			　明らかに後半のほうが、テンションが高かった。

			　そういう奴なのだった。

			　といっても、おれもこいつのことは、それほど詳(くわ)しいわけではないが。

			　おれにとっての加(か)賀(が)は、あくまでただのクラスメイトであって、さして仲がよい相手というわけではなかった。教室でも顔を合わせれば挨(あい)拶(さつ)くらいはしたが、それだけの間柄だった。

			　あまり好ましいタイプではなかったのだ。きっと、お互いに。

			「良かった、無事だったんだなっ」

			「加(か)賀(が)こそ。あの混乱のなか、よく無事だったな」

			　事前の言いつけ通り愛(あい)敬(きよう)を振りまくリリィへ、手でも握(にぎ)りかねない勢いで近づいてきた加(か)賀(が)の進路を塞(ふさ)ぐかたちで、おれは一歩前に出た。

			　こういうことになるだろうと思っていた。そして、案の定、加(か)賀(が)は予想通りに動いた。

			　やっぱり、こいつのことは好きになれそうにない。

			「真(ま)島(じま)か。……ああ。おれはなんとか無事だったよ」

			　加(か)賀(が)がやや憮(ぶ)然(ぜん)とした表情をして、割って入ったおれに視線を向けた。

			「真(ま)島(じま)はこれまで水(みず)島(しま)さんと一緒に行動してたのか？」

			　話をしながらも、加(か)賀(が)の目線はちらちらリリィに向けられている。

			　多少不快だが、おれは自分の感情をぐっと呑(の)みこんで平静を保った。これは仕方のないことでもある。なにせリリィは美人だから。愛想よくしているいまは３割増しに輝(かがや)いて見える。

			　おれの前では基本的にニコニコしているから、いつも通りとも言えるが。

			「水(みず)島(しま)さんとは、幸いなことにコロニーの混乱から一緒に抜け出すことができてな」

			　なにげない日常会話のトーンを意識して、おれは言葉を口にした。

			「それから今日まで、彼女と一緒に行動してる」

			　……うまくできているだろうか？

			　おれはこの世界にやってくる前、教室でいったいどんなふうに喋(しやべ)っていただろうか？

			　それを思い出すのは酷(ひど)く難しいことだった。たった１ヶ月ちょっと前のことでしかないのに、かつての平(へい)穏(おん)な日々は遥(はる)かに遠い昔のことに感じられた。

			「そっか。それは運が良かったな」

			　幸いなことに、加(か)賀(が)がおれの態度を不(ふ)審(しん)に思ったような様子はなかった。これはおれに腹芸の才能があるからというよりも、加(か)賀(が)がおれに対してあまり注意を払っていないことが原因だろう。彼はずっと水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)だけを気にしていた。

			「加(か)賀(が)もうまいことコロニーを抜け出せたんだな」

			「ああ。一時はどうなることかと思ったけどな」

			「お互い運が良かったな」

			「本当にな。また生きて会えて嬉(うれ)しいぜ」

			「そうだな」

			　加(か)賀(が)のこの台詞(せりふ)には嘘(うそ)がなさそうだったので、おれは特に含むところもなく相(あい)槌(づち)を打つことができた。

			　顔を知っている人間が生きていた事実を知って、おれもどことなくほっとしていた。

			　死ぬよりは生きているほうがいい。そんなの当たり前のことだ。

			　そんな当たり前の感覚は、まだおれのなかで生き残ってくれていた。

			　おれは別に『人間なんてみんな死んでしまえ』とか、どこかのゲームのラスボスみたいな終末思想をしているわけではないのだ。

			　人間不信の人間嫌いであるのは確かだから、主人公にだってなれないだろうが。

			「おれは今日ここに辿(たど)り着いたばっかりなんだが、真(ま)島(じま)と水(みず)島(しま)さんは、ひょっとしてこの山小屋を拠(きよ)点(てん)にしてたのか？」

			「そんなわけないだろ」

			　的(まと)外(はず)れな加(か)賀(が)の問いかけに、今度こそおれは呆(あき)れを隠すことができなかった。

			「おれたちはもっと目立たないところにある洞(どう)窟(くつ)に隠れてるよ」

			「へえ、洞(どう)窟(くつ)ね。原始的だな」

			「原始的でもここよりマシだ。というか、お前、よくこんな廃(はい)墟(きよ)をうろうろしていられたな。気付いてないのか？　これをやったのは、モンスターだぞ」

			「なにぃ!?　マジかよ!?」

			　目を飛び出させんばかりに驚く加(か)賀(が)に、おれは小さく溜(た)め息(いき)をついた。

			「なんでおれたち人間が、過ごしやすい山小屋を壊さなくっちゃならないんだよ。自然に朽ちたって感じでもないのは少し見たらわかるだろう」

			　それ以外にも、破壊の痕(こん)跡(せき)などを見れば、他にもいくらだって手掛かりはあったはずだ。

			　長い時間をかけて、加(か)賀(が)はいったいなにを調べていたのだろうか。

			　……いや。もうなにも言うまい。

			「じゃ、じゃあ、さっさとここを離れようぜ」

			「そうだな」

			　いまさら慌てた様子で加(か)賀(が)が促(うなが)すので、おれたちは山小屋を離れた。

			「それにしても、お前たちはよく無事だったな。ふたりとも残留組だったはずだろ？　ひょっとしてチート持ち連中でも一緒にいたりするのか？」

			　しきりに背後を気にしながらも加(か)賀(が)が尋(たず)ねてきた。声にはどこか期待がこもっていた。

			「そういうお前はどうなんだ？」

			　おれはこちらから尋(たず)ね返した。加(か)賀(が)は渋面で首を横に振る。

			「そんな奴がいるなら、そいつにひっついて離れねえよ。おれは運が良かっただけだ」

			「そうか。おれたちも同じだ。必死に逃げ回っていたら、気付けばこんなとこまで来ていた。こんなものも拾(ひろ)ったんだけど、役立つような場面はなかったな」

			　おれは腰(こし)にさげていた木製の剣をぽんと叩いた。

			「ああ。マジカル・パペットから手に入れられる木剣か。って、あれ？」

			　加(か)賀(が)が変な顔をした。

			「……なんかこれ、違くね？」

			「……。さあ。おれはなにも知らない。落ちてたのを拾(ひろ)っただけだからな」

			　おれは視線を逸(そ)らしてすっとぼけた。もちろん、加(か)賀(が)が引っ掛かったのは『疑(ぎ)似(じ)ダマスカス鋼の剣』に関してだ。眷(けん)族(ぞく)の可愛(かわい)いうっかりが原因で危うく妙な疑(うたが)いを持たれてしまうところだったが、加(か)賀(が)は興味なさげに「ふぅん」と顔をあげただけだった。こいつのおれに対する関心が薄くて助かった。

			「まあ、おれが使ってもモンスター相手には当たらないから、こんなの、あくまで護身用だけどな。……あー、食用に小動物を狩るときには使えるけど、それくらいだ」

			「おれはコロニーから食糧持ち出してきてるぜ」

			　加(か)賀(が)は背負っているバックパックを指さして得意げに笑う。

			「抜(ぬ)け目(め)のない奴だな」

			　決して頭は良くない部類のはずだが、こういうところがあるから、加(か)賀(が)はこれまで生き延びてこられたのだろう。

			　あとは、悪運の強さか。これはおれが言えたことではないが。

			　こうして加(か)賀(が)と言葉を交わしながらも、おれは茂みを掻(か)き分けて歩いていく。

			　最近はこういった作業は先頭を歩くローズがやってくれていたから、久しぶりの重労働に息があがった。

			　……というか、加(か)賀(が)。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)はともかく、お前は手伝えよ。

			「それにしても、真(ま)島(じま)が水(みず)島(しま)さんと一緒にいるなんてな」

			「たまたまだけどな」

			「その洞(どう)窟(くつ)っていうのは、近いのか？」

			「それなりに。周りに気をつけながら進むから１時間くらいはかかる」

			「お前たちしかいないんだよな？」

			「そうだ」

			　道中、加(か)賀(が)は根掘り葉掘りこちらのことについて尋(たず)ねてきた。

			　気になるのも無理はない。これまでこの森でひとりだったなら会話に飢(う)えてもいるだろう。

			　と、解(かい)釈(しやく)しておく。

			　いまは余計なことは考えない。道を作って歩くことだけに集中する。

			「それじゃあ、お前らがあの廃(はい)墟(きよ)にいたのは、探(たん)索(さく)隊が来るかもしれないからってことか!?」

			「ああ。まだ時間はかかるだろうけどな。確実に来てくれるとも限らないし」

			「それでも十分だ！　やったじゃねえか、これでおれたちは生き残れる！」

			「そうだな」

			　適当に受け答えしつつ、おれは洞(どう)窟(くつ)への道程を消費していく。だんだんと互いに質問することがなくなっていき、やがて会話は世間話に近いものへと移り変わっていった。

			「そういえば、この近くでモンスターに喰(く)い殺されてる奴らを見かけたぜ？」

			「バラバラ死体か？」

			　おれたちが１週間前に見付けた学生たちのことを言っているのだろう。おれたちはこの近辺の探(たん)索(さく)を続けているが、これまであれ以外に学生の死体は見付けていない。

			「まだ残ってたんだな。それがどうかしたのか？」

			「いや。あのひとりって探(たん)索(さく)隊の奴だったよなって」

			「……なに？　それは本当か？」

			　これは知らない情報だった。おれは思わず手をとめて加(か)賀(が)を振り返る。

			「ああ。第一次遠征隊のほうには編入されずに、コロニー防(ぼう)衛(えい)のために残されたチート持ちのひとりだったはずだぜ」

			「それは……気付かなかったな」

			「仕方ねえって。あいつは単なる兵隊だったし。ウォーリアのなかでもミソっかすみたいな奴だったからな。だから、遠征隊にも連れてってもらえなかったわけだし」

			「……そうか」

			　死者を小馬鹿にするような加(か)賀(が)の発言には引っ掛かるものを感じたものの、それはとりあえず置いておく。注意したところで聞くような奴ではないし、おれが注意してやる義理もない。それに、そんなどうでもいいことにこだわっている場合でもなかった。

			　加(か)賀(が)の言っていることが本当だとしたら、少しまずいことになる。この周辺にはチート能力者さえ殺せるような強力なモンスターがいる、ということになるからだ。

			　あるいは、モンスターの群れでも相手にしていて、足(あし)手(で)纏(まと)いでしかないその他の学生たちを守るために立ち回るうちに下手を打った、という可能性もないではないが、何事も最悪を想定しておくに越したことはないだろう。

			　近いうちに拠(きよ)点(てん)を移すべきか。それとも、これまで無事暮らせていたということは、もうその危険なモンスターはこの近辺を離れたと考えるべきか。

			　いや、それは少し楽観的過ぎるというものだろう。やはり移動を考えておくべきだ。最低でも、この件については、あとで検討しておく必要がありそうだった。

			　そうしておれが考えを巡(めぐ)らせている間、背後では加(か)賀(が)がしきりにリリィに話しかけていた。

			　リリィには、にこにこと愛想よく相(あい)槌(づち)を打つように事前に言い聞かせてある。下手に会話をすると、化けの皮が剥(は)がれる可能性もあるからだ。幸いなことに、加(か)賀(が)はひたすら自分をアピールすることにしか興味がないようで、正体がばれる心配はなさそうだった。

			　それにしても、さっきからこいつは状況がわかっているのだろうか。

			　女を口説いている場合か、と言ってやりたい。あるいは、状況の厳しさがわかっているからこそ、そうしているのかもしれないが。どうせ死んでしまうならやりたいことをやってしまえという思考は、好きではないが理解はできなくもない。

			「着いたぞ」

			「へえ。ここがそうなのか」

			　おれたちは特に問題もなく洞(どう)窟(くつ)に辿(たど)り着いた。

			　加(か)賀(が)は興味深そうに洞(どう)窟(くつ)を眺(なが)めている。おれはあがってしまった息を整えつつ、抗議の意味も込めて軽く加(か)賀(が)を睨(にら)みつけた。

			「これからはお前にもいろいろと手伝ってもらうからな。食料の確保とか、他にもいろいろやるべきことは多いんだ。人手はいくらあったって足りない」

			「んなことわかってるって」

			　うるさそうに加(か)賀(が)は手を振った。

			「おいおい、よしてくれよ。もうリーダー気どりか？」

			「そんなつもりはないが。そもそも、たったの３人でリーダーもなにもないだろ」

			「違いないな」

			　へへっと加(か)賀(が)は笑うと、ふとなにかに気付いたかのように指を鳴らした。

			「そういえば、話しておかなくちゃいけないことがあったんだった」

			「話しておかなければいけないこと？　なんだ、それは」

			「ええっとだな」

			　もったいぶったように、加(か)賀(が)は思案する様子を見せた。

			「その前に……水(みず)島(しま)さんは洞(どう)窟(くつ)に戻っててもらえないか？」

			「どうして？」

			「男同士の秘密の会話ってやつだよ。わかるだろ？」

			　……なにを言ってるんだ、こいつは。

			　そう思ったおれに、加(か)賀(が)は少し距離をつめて声を潜(ひそ)めた。

			「話っていうのは、遠征隊についてのことだよ」

			「遠征隊の？」

			　おれも合わせて声を抑(おさ)える。

			「ああ。あいつらがいつ戻ってくるのか……っていうか、そもそも戻ってこられるのかって話さ。お前も聞きたいだろ？」

			　それが本当なら、耳を傾けざるを得ない。

			　それがどうして水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の同席を断る理由になるのかはわからないが。

			　しかし、加(か)賀(が)の態度を見る限り、どうやらここで譲るつもりはないらしい。

			　これはもう仕方ないかと判断して、おれは『水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)』に水を向けた。

			「わかったよ。『水(みず)島(しま)さん』もそれでいいか。すぐに追いかけるから、先に戻っててくれ」

			「ん。わかった」

			　リリィは聞きわけよく頷(うなず)いて踵(きびす)を返した。

			　洞(どう)窟(くつ)のなかに消える少女の姿を見送ってから、おれは改めて加(か)賀(が)に向き直った。

			「それで？　遠征隊についての話っていうのは……」

			「馬鹿。まだ水(みず)島(しま)さんに聞こえるかもしれないだろ」

			　加(か)賀(が)はおれの言葉を遮(さえぎ)った。

			「刺(し)激(げき)の強い話だからな。水(みず)島(しま)さんに聞かれたらまずい。少し離れようぜ」

			　おれの返事も待たずに、加(か)賀(が)は先に立って歩いていく。

			　有無を言わせぬ彼の行動に重い溜(た)め息(いき)をついて、おれはそのあとをついていった。

		

	
		
			09　森のなかの決着

			　

			　先を進む加(か)賀(が)について、おれは森を歩いていく。

			　リリィやローズに出会ってからは、常に彼女たちのどちらかと行動をともにしていた。自分ひとりだけで行動するのは、なんだか変な気分だった。

			　母親離れできない子供じゃあるまいし……とは思うのだが、なんだか少し落ち着かない。

			「しかし、お前が生き延びていてくれて助かったぜ。もちろん、水(みず)島(しま)さんもな」

			　そんなことを考えていると、不意に加(か)賀(が)が口をひらいた。

			　こちらに背を向けた彼の表情をうかがうことはできない。

			「そうだな。おれも加(か)賀(が)が生き残っててくれて助かった」

			　学生服の背中に、おれは言葉を返した。

			「これからは生き残るために協力していこう」

			「当ったり前だろ。こんな状況なんだ。力を合わせていかないとな」

			「加(か)賀(が)にそう言ってもらえるとありがたい」

			「こっちこそ。これから頼むぜ、真(ま)島(じま)」

			「ああ。ところで、加(か)賀(が)。さっき言っていた話っていうのは……」

			「うん？　おお、そろそろいいかね」

			　少し森がひらけた場所に出た。

			　それをいい機会だと捉(とら)えたのか、加(か)賀(が)が足をとめて振り返った。

			　変わり映えのしない景色が続いているせいでわかりづらいが、洞(どう)窟(くつ)からはまだそれほど離れていない。何日もあの洞(どう)窟(くつ)で寝泊りしていてこのあたりの地理に詳(くわ)しいおれでなくとも、ひとりで洞(どう)窟(くつ)に戻ることが可能なくらいの距離だった。

			　たとえば加(か)賀(が)ひとりでも、ここから洞(どう)窟(くつ)に帰ることは簡単だろう。

			　そんなことを頭の片(かた)隅(すみ)で考えつつ、おれは話を切り出した。

			「さっき加(か)賀(が)は『遠征隊についての話』って言ったよな」

			「ああ。言ったな」

			「まず聞かせてくれ。どうしてお前が遠征隊の事情について知っているんだ？」

			「そりゃ、おれが探(たん)索(さく)隊のなかでも上層部の先輩と、仲が良かったからだよ」

			「先輩……先輩、ね」

			　おれは舌の上でその単語を転がした。残留組だったおれは、探(たん)索(さく)隊のメンバーはほとんど把(は)握(あく)できていない。それが上級生のことならなおさらだった。

			「おう。先輩だ。部活のな」

			「確か加(か)賀(が)はテニス部だったか」

			「そうそう」

			　加(か)賀(が)は調子よく笑いながら頷(うなず)いた。

			「だからさ、おれは遠征隊の立てた計画の詳(しよう)細(さい)を知ってるんだよ。これは共有しとかなくちゃいけない情報だろ」

			「確かにそうだな」

			　加(か)賀(が)の意見におれは頷(うなず)いた。

			　それが本当なら、情報を最優先で共有するべきだという加(か)賀(が)の主張は正しい。

			　おれの同意を得られたことが嬉(うれ)しかったのか、はたまた別の理由か、加(か)賀(が)は機(き)嫌(げん)よく笑っている。おれはさらに一歩、加(か)賀(が)との会話に踏(ふ)み込むことにした。

			「それでいったい、そいつはどういった内容なんだ？」

			「そうだなぁ」

			　真剣に話に耳を傾けるおれのことを見て、加(か)賀(が)は突然ニヤリと笑った。

			「それに答える前に質問があるんだがな。真(ま)島(じま)はもう水(みず)島(しま)さんとはヤったのか？」

			「は？」

			「とぼけんなよ。これまでずっとふたりきりだったんだろ。あんな美人と一緒にいたんだ。いくら真(ま)面(じ)目(め)ちゃんのお前だって、なにも考えなかったとは言わせねえぜ」

			「……それがいま、なんの関係があるんだ？」

			「あるだろ」

			　やや低い声で返すおれに、当たり前のことを語る口調で加(か)賀(が)は言った。

			「これから先、行動をともにするってんなら、隠し事はナシでいこうぜ。そうじゃないと、おれはお前に協力できない。話せることだって、話せない」

			「それがどうして水(みず)島(しま)さんと、その……特別な関係になっているかどうかって話になる？」

			「それが大事なことだからだよ。考えてもみろ。おれたちは男がふたりに女がひとりだ。水(みず)島(しま)さんが誰のものなのかってのは、きっちり白黒つけておかないと火種になりかねない」

			「水(みず)島(しま)さんは誰のものでもないだろ」

			「あーあー。そういうのはいいんだって」

			　うざったそうに加(か)賀(が)は手を振った。

			「くだらない建(たて)前(まえ)は捨てて、本音でいこうぜ。本音で。なあ、真(ま)島(じま)よ。ただでさえ余裕のないおれたちが女をめぐって無駄な争いをする。それはちょっとうまくないだろうよ」

			「そもそも、この状況で色恋にうつつを抜かそうってこと自体、無駄じゃないのか」

			「ってことは、真(ま)島(じま)は水(みず)島(しま)さんに手ぇ出してないってわけだ。馬鹿だなあ、真(ま)島(じま)。こんな状況なんだ。地味で真(ま)面(じ)目(め)なお前みたいな奴でも、案外、押し倒しちまえば、状況に流されてイケるトコまでイケっかもしんねえぜ？」

			「そんなことできるか」

			「はっ、意気地のないこった」

			「うるさいな」

			　眉(み)間(けん)にしわを寄せて、おれはそっぽを向いた。

			「お前には関係ないだろ」

			「関係？」

			　視界の外から届いた加(か)賀(が)のへらへらした笑い声には、おれを馬鹿にした響(ひび)きがあった。

			「関係なら……あるね！」

			　不意に、声色がはっきりとした嘲(あざけ)りを含む。

			　地面を蹴(け)る音。おれは振り返るが、その反応は少しだけ遅かった。

			「うぐっ」

			　頬(ほお)に衝撃が走る。拳(こぶし)の一番硬い部分が、頬(ほお)骨(ぼね)をしたたかに打った。

			　おれは堪らず、地面に転がった。

			「あぐっ」

			　さらに一撃。顎(あご)を蹴(け)りあげられる。

			　奥歯を喰(く)いしばっていなかったら、舌を噛み切っていたかもしれない。

			　それくらいに容赦のない攻撃であり、喧(けん)嘩(か)慣れを感じさせる一連の手順でもあった。

			「馬ッ鹿じゃねえの！」

			　耳障りな加(か)賀(が)の嘲(ちよう)笑(しよう)が耳に届いた。

			「この状況で隙(すき)見せるとか、甘過ぎるにもほどがあんだろ！」

			「がっ!?」

			　加えて、腹に一撃。地面を転がるおれの腰(こし)から重さが消える。

			　剣を奪われたのだ。

			「……どういうつもりだ」

			　おれは無様に尻(しり)餅(もち)をついたまま、剣を持って勝ち誇(ほこ)った顔の加(か)賀(が)を見上げた。

			「おい、加(か)賀(が)。お前、自分がなにをしているのかわかっているのか？」

			「お前こそ自分の立場がわかってんのかよ？」

			　異常な興奮のせいか血走った加(か)賀(が)の目は、油(ゆ)断(だん)なくおれの動きを観察していた。

			　おれが少しでも抵抗のそぶりを見せれば、ためらいなく剣を振り下ろすだろう。それが確信できるだけに、おれは迂(う)闊(かつ)には動けない。

			「安心しろよ。水(みず)島(しま)さんとは、おれがよろしくやっといてやるからよ」

			「よろしく……できると思っているのか？　水(みず)島(しま)さんにはどう説明するつもりだ」

			「お前、ほんっと馬鹿だな。異世界の、この危ねえ森のなかだぜ？　そんなの、モンスターにやられたとでもなんとでも言いようはあるだろうが」

			「あれだけ強引におれのことを誘(さそ)っておいて、そんな言い分、彼女に信じてもらえるとでも思っているのか？」

			「信じてもらえなければ、それならそれでかまやしねえよ。洞(どう)窟(くつ)にはお前たちだけしかいないんだろ？　お前さえいなくなれば、水(みず)島(しま)さんはひとりだ。どうとでもなるさ」

			「なるほど」

			　おれは深く息を吐いて、醜(みにく)く歪(ゆが)んだ笑みを浮かべる加(か)賀(が)へと吐き捨てた。

			「下(げ)種(す)野郎が」

			「なんとでも言え」

			　冷笑を浮かべた加(か)賀(が)が剣を振り上げた。

			「お前みたいな間抜けが負け犬の遠吠えでなにを言おうが、そんなの関係ねえよ」

			「そうだな」

			　おれは無表情で加(か)賀(が)を見上げた。

			「……？」

			　剣を振り上げたまま、加(か)賀(が)が一瞬だけ怪(け)訝(げん)そうな顔をした。こいつはきっと、おれが無様に泣き喚(わめ)き、言葉を尽(つ)くして命乞(ご)いをし、どうにかして逃げ出そうとする様を想像していたのだろう。自分の想像通りにならないことに、不(ふ)審(しん)と不満を抱いている。

			　しかし、加(か)賀(が)はその理由まで考えようとはしない。

			　そういった奴なのだ。おれはそれを知っていた。

			　最初から知っていたのだ。

			「死ねよ！」

			　切れ味鋭い剣の切っ先が、おれに向かって振り下ろされた。

			　おれは尻(しり)餅(もち)をついたままだ。このままでは、おれは為す術もなく殺される。

			　だが、おれはなにひとつ心配なんてしていなかった。

			「危ない！」

			　おれと加(か)賀(が)との間に人影が割って入った。

			「ああっ!?」

			　加(か)賀(が)が驚いた声をあげたが、勢いの乗った剣先はとまらない。

			　おれの身代わりになった少女の顔面に、剣の切っ先が深々と埋まった。

			「ぁ、う……」

			　意味を為さないあえぎ声が、致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けた少女の喉(のど)から漏(も)れた。

			「あ、あぁ……あああっ！」

			　呻(うめ)き声をあげて、加(か)賀(が)は剣の切っ先を引き抜(ぬ)いた。

			　支えを失った少女の体が地面に崩(くず)れ落ちる。

			　亜(あ)麻(ま)色の髪を地面に広げて、おれの身代わりになった『水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)』がうつ伏せに倒れた。

			「ああっ、くそ！　なんでこんなことに！」

			　状況を把(は)握(あく)した加(か)賀(が)が悲(ひ)嘆(たん)の声をあげた。

			　さすがの彼もなんの罪もない人間を実際に手にかけたことで、罪の意識を感じたのだろうか？

			　……そんなわけなかった。

			「もったいねえ！　おれには死体とよろしくやる趣味なんてないっつーのによぉ！」

			　加(か)賀(が)は悪態をついた。そこに人を殺してしまったという後(こう)悔(かい)はなかった。

			「……加(か)賀(が)、お前」

			「おれは悪くない。悪くないからな！　大人しくお前が死んどけば良かったんだよ！」

			　身勝手な怒りに震える加(か)賀(が)が、再び剣を振り上げた。

			　彼の歪(ゆが)んだ顔面には、獣(じゆう)性(せい)を満足させられなかった男の苛(いら)立(だ)ちだけが浮かんでいた。

			　おれは世界で一番醜(しゆう)悪(あく)なその表情を眺(なが)めて――

			「もう十分だな」

			　――ぽつりと、つぶやいた。

			「あん？」

			　おれの言葉に、加(か)賀(が)が片(かた)眉(まゆ)をあげた。

			　しかし、わざわざこいつの抱いた疑(ぎ)問(もん)に答えてやる義務は、おれにはない。

			　おれは十分に我慢した。チャンスさえ与えてやった。それをフイにしたのはこいつだ。

			「もういいぞ、リリィ」

			　だから、おれは静かに命令を下したのだった。

			「てめえ、真(ま)島(じま)。なにを血迷って……ひぃっ!?」

			　馬鹿にしたように言いかけた加(か)賀(が)が、悲鳴をあげてあとずさる。

			「がぁ……ぎぃ、あァ」

			　顔面を潰(つぶ)された少女が、むくりと身を起こしていた。

			　見開かれた加(か)賀(が)の目は、立ち上がったリリィの顔に釘付けになっていた。

			　うしろにいるおれからはリリィの後頭部しか見えないのでよくわからないのだが、どうやら現在彼女の顔面は少々グロテスクなことになっているらしい。

			「うぉ、ぁ……ぁ、あ、あー。うぅう」

			　リリィは頭を何度か振った。

			　とろりとした透明の液体が顎(あご)先から足元に落ちて、ふるふると震えると、リリィの足元へとにじり寄って足先から吸収されていった。

			「うー、うー」

			　不鮮(せん)明(めい)だった声が、ちょっとずつ鮮(せん)明(めい)になっていった。

			「うー、あー。……うーん。これで大丈夫かな？」

			　こちらを向いたときには、すでに頭を割ったリリィの傷は消えていた。

			「……ちょっとびっくりしちゃった」

			　何事もなかったかのような、あっけらかんとした調子でリリィが言った。

			「どうした？」

			「あのね。頭を潰(つぶ)されたせいで一瞬意識が飛んだの。これは擬(ぎ)態(たい)の問題点だねえ」

			　ミミック・スライムのリリィには、本来思考するための器官はない。しかし、擬(ぎ)態(たい)によって思考中(ちゆう)枢(すう)となる脳を作ったために、そこにダメージを受けた際に思考がストップし、結果としてリカバリに多少の時間がかかってしまったらしい。

			「あと、ローズの剣、凄(すご)すぎ。なにあれ。ほとんど抵抗なく刺さっちゃったんだけど」

			「痛い思いをさせて悪かったな」

			「あ。ううん。別にそれはかまわないよ。こんなのかすり傷みたいなものだし。ご主人様こそあれだけ殴られたんだから痛かったでしょ」

			「こんなの、それこそかすり傷だろ」

			「うそ。やせ我慢しちゃって。……あ、やだ。血が出てる。もう」

			　白い魔法陣を掌(てのひら)のうえに輝(かがや)かせて近づいてきたリリィが、おれの頬(ほお)を愛おしげに撫(な)でた。

			　これまで接してきて初めて見せる恨(うら)めしげな上目遣いで、彼女はおれをちろりと睨(にら)む。

			「指示があれば、すぐに魔法で援護できたんだからね」

			　事前の打ち合わせでは、おれが加(か)賀(が)に見切りをつけた時点で、リリィにはおれからの合図に合わせて魔法攻撃を加えてもらう算段になっていた。おれの判断が遅れたせいで、彼女は加(か)賀(が)に手を出すことを躊躇(ためら)い、結果として痛い思いをする羽(は)目(め)になったのだ。

			「……悪かったな」

			「わたしのことはどうだっていいの」

			「リリィ……」

			「あんまり無茶しないで」

			　リリィの指の腹が顎(あご)の輪(りん)郭(かく)を辿(たど)り、顎(あご)先から雨水が滴(したた)るように離れる。

			　そのときには、おれの負った小さな怪(け)我(が)は痛みひとつ残さずに完治していた。

			「な、なんだよ、これ」

			　状況においてきぼりを喰(く)らっていた加(か)賀(が)が、酸(さん)欠(けつ)に陥(おちい)ったように大きく喘(あえ)いだ。

			「こ、こいつ……み、水(みず)島(しま)さん、じゃ、ねえ……のか？」

			　振り返ったリリィを映す加(か)賀(が)の目は、得体のしれない化け物を見るそれだった。

			　リリィと目が合ってしまうと、加(か)賀(が)は怯(おび)えたように大きく震えて視線を逃がした。

			　その先にいたおれのことを、縋(すが)るような目で加(か)賀(が)は見詰めてきた。

			「こ……これは、ど、どういうこと、だ？　どういうことだよ!?　なんで、なんで、水(みず)島(しま)さんは……お前は……おれは……」

			　おれは肩をすくめた。

			「おれが隙(すき)だらけだと思ったか？」

			「あぁ……？」

			「だとしたら、甘過ぎるぞ、お前」

			　先程の意(い)趣(しゆ)返(がえ)しとしておれが投げつけた台詞(せりふ)を聞いて、加(か)賀(が)は数秒呆(ほう)けた。

			　ひょっとすると、この森のなかで再会してから初めて、加(か)賀(が)はまともにモノを考えたのかもしれない。見開かれた目のなかに無数の思考が交(こう)錯(さく)するのが見て取れた。

			　その終点に、ようやく加(か)賀(が)はおれの意図するところに辿(たど)り着いたらしい。

			「お、前……そうか。そういうことかよ！」

			　ようやく事情を呑(の)み込んだ加(か)賀(が)の血走った目が、おれを憎(にく)々(にく)しげに睨(にら)みつけた。

			「てめえ、真(ま)島(じま)ぁ！　おれをハメやがったなぁ!?」

			「馬鹿言え。勝手に嵌(はま)ったのはお前のほうだろうが」

			　責任転(てん)嫁(か)も甚だしい。

			　おれが隠し事をしていたことは確かだ。騙(だま)したという謗(そし)りだって甘んじて受け入れよう。

			　だが、この結果を選びとったのは、あくまで加(か)賀(が)本人だ。あえておれが晒(さら)した隙(すき)を、隙(すき)だと思ってしまえる時点で、こいつの人間性は腐(くさ)りきっている。ましてや、おれを殺すためだけに森に誘(さそ)い出しさえしたのだ。文句を言われる筋はない。

			「やれ、リリィ」

			　怒りと恐怖に顔面を引き攣(つ)らせる加(か)賀(が)から聞き出せる情報は、もうないだろう。

			　チート能力者と同行している可能性も考(こう)慮(りよ)していたのだが、それもなかった。

			　こいつは単に運が良いだけの馬鹿でしかなかった。

			　いいや。それ以下の下(げ)種(す)だったのだ。もはや言葉を聞く価値もなかった。

			「畜(ちく)生(しよお)ぉお！　真(ま)島(じま)ぁああ！」

			　やぶれかぶれになって怒(ど)声(せい)をあげる加(か)賀(が)が、剣を振りかぶって襲(おそ)いかかってきた。

			　リリィは素(す)手(で)でこれを返り討ちにした。

			　首の骨が折れる鈍(にぶ)い音が森に響(ひび)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……終わりました？」

			「ああ」

			　ローズに連れられて現れた加(か)藤(とう)さんに、おれは短く答えた。

			「お疲れ様です」

			「別に。疲れたってほどじゃない」

			　おれは首を横に振った。実際、疲れるほどのことではなかった。最初から最後まで、ほとんど想定の範囲内だったからだ。

			　――山小屋で加(か)賀(が)の姿を見付けたあのとき。

			　おれたちはふた手に分かれて、加(か)賀(が)に接触を図ることに決めた。

			　本当なら加(か)賀(が)のことをしばらく観察してから動いても良かった。しかし、あのまま山小屋跡でうろついている加(か)賀(が)を放っておいたら、情報収集もなにもなくモンスターに殺されてしまいかねなかった。そのため、早急に接触を図らざるを得なかったのだ。

			　ローズと加(か)藤(とう)さんには、ふた手に分かれたあと、おれたちの行動を見守ってもらっていた。

			　彼女たちの存在は加(か)賀(が)の人間性を測るのに都合が悪かったためだ。隠れていてもらう必要があったのだが、かといって、リリィとふたりきりのときにモンスターに襲(おそ)われる危険性は無視できない。そこで彼女たちには、なるべくつかず離れず行動してもらっていたのだった。

			　おれと一緒に行動することになったリリィには、護(ご)衛(えい)としての役割の他に、加(か)賀(が)の人間性を図るための『餌(えさ)』として働いてもらうことになった。

			　たとえ加(か)賀(が)の誘(さそ)いがなかったとしても、おれは最初から一度は隙(すき)を見せて、彼の人間性を試すつもりだった。少々想定していた展開とは違っていたものの、起きた出来事はすべて、当初から考えていた対策で対応可能な範囲内だった。

			　もちろん、仮に加(か)賀(が)が本気でおれたちに協力しようという態度を見せたなら、おれは彼を保護するつもりだった。

			　結果は、見ての御(お)察(さつ)しというやつだが。

			「……これ、死んでるんですか？」

			「ああ」

			　尋(たず)ねてきた加(か)藤(とう)さんに、おれは小さく頷(うなず)いて答えた。

			「おれが、殺した」

			　加(か)藤(とう)さんには、この光景はどのように見えているのだろうか。

			　ここで死体を晒(さら)している加(か)賀(が)は、あったかもしれない加(か)藤(とう)さんの『イフ』だ。

			　加(か)藤(とう)さんと、加(か)賀(が)。そのどちらにも、おれはリリィの存在を偽(いつわ)っていた。状況はだいぶ異なるが、下手なことをしたときには加(か)藤(とう)さんもこうなっていたということは変わらない。実際はそうはならなかったにしても、おれが加(か)藤(とう)さんを殺す状況を想定していたのは事実なのだ。

			　普通に考えれば、彼女はこれを不(ふ)愉(ゆ)快(かい)に思うだろう。

			　もっと進んで、恐怖を覚える可能性も多いにありうる。

			　そして、恐怖は容(よう)易(い)に人間を歪(ゆが)めてしまう。

			　コロニーでパニックに陥(おちい)った生徒たちがそうだったように。

			　暴力を受けたおれがこうなったように。

			　あるいは、加(か)賀(が)だってそうだったのかもしれない。彼は長い間ひとりで森を彷徨(さまよ)っていた。精神の均(きん)衡(こう)は崩(くず)れ、良心の箍(たが)が外れてしまった。これは、その結果なのかもしれない。

			　加(か)藤(とう)さんだけがその例外であるということはないだろう。

			　ここで目の当たりにすることになった加(か)賀(が)の死が、加(か)藤(とう)さんのなかでのおれの立ち位置を変えてしまいかねない出来事であることは間違いない。

			　おれはそっと加(か)藤(とう)さんの横顔をうかがった。

			「……」

			　加(か)藤(とう)さんは感情のない目で加(か)賀(が)の死体を見ていた。

			　かと思うと、おれのほうにすっと目をやった。不思議なことに、その視線からはおれに対する敵意や害(がい)意(い)、不信感というものはなにひとつ感じられなかった。

			「先輩の気持ち、わかりました」

			　それどころか、おれの予想のすべてを裏切って、そんな台詞(せりふ)さえ吐いた。

			「……人間は、信用ならない」

			　加(か)藤(とう)さんがつぶやいた。

			「信用できるのは……」

			　加(か)藤(とう)さんはおれをじっと見詰めている。また、あの目をしていた。

			　彼女がなにを考えているのか、やっぱりおれにはわからない。

			　思えば、最初から一度だって、彼女の考えは読めなかった。

			　彼女はいったいなにを考えているのだろうか。

			「加(か)藤(とう)さんは……え？　あ、あれ？」

			　言いかけたおれは、不意に眩暈(めまい)を感じてふらついた。

			「ご、ご主人様!?」

			　傍(そば)にいたリリィが咄(とつ)嗟(さ)に腕(うで)をとって体を支えてくれた。

			　そのおかげで無様にへたりこむことだけは避(さ)けられた。しかし、まだ視界はぐらついている。頭が揺れる。おれは額を押さえて呻(うめ)き声をあげた。

			「だ、大丈夫？」

			「……あ、ああ。少し疲れた、かな？」

			　おかしいな。

			　最初から最後まで想定通り。疲れるようなことなんてほとんどないはずなのに。

			　奇妙なくらいに肩が重い。

			「とりあえず、洞(どう)窟(くつ)に戻るか」

			「う、うん。そうしよっ。すぐに休めるように準備するから」

			　慌てたリリィに引きずられるようにして、おれは洞(どう)窟(くつ)に戻った。

		

	
		
			10　人形の抱(ほう)擁(よう)

			　

			　おれは深いところに沈(しず)んでいる。

			　深い深いところに沈(しず)んでしまって、息苦しくて仕方がないのに浮きあがれない。

			　そうして何度も何度も突きつけられる。

			　見たくもない聞きたくもない嗅(か)ぎたくもない触れたくもないものを。

			　何度も。そう、何度も。

			　泣いても叫んでも助けてなんてもらえない。

			　ここには他に誰もいないから。

			　おれは、独(ひと)りだ。

			　独(ひと)りで沈(しず)み込んでいる。

			「……、……」

			　そのとき、なにかが聞こえてきた。

			　これは……遠くで、誰かが叫んでいる？

			　耳をすませば、それが呼びかけらしいことがわかった。

			　呼びかけ。呼びかけ……誰のことを、呼んでいる？

			「……！　……ぁ！」

			　おれの周囲の暗(くら)闇(やみ)が震える。

			　呼びかけは続いている。

			　そのたびに、おれという存在が揺らされている。

			　意識が揺れて……体が揺らされる。

			　呼びかけられているのが自分自身であることに、おれはようやく気がついた。

			「――様！」

			　意識だけで暗い泥(でい)濘(ねい)を泳いでいたおれは、自分がいま夢のなかにいることに気付く。

			　そこまでいけば、暗(くら)闇(やみ)の底から浮上することはそう難しいことではなかった。

			「ご主人様！」

			　がばりとおれは身を起こした。

			「はっ……はっ、はっ」

			　呼吸が荒い。吐(と)息(いき)が嫌(いや)な熱を帯(お)びている。

			　眩暈(めまい)をこらえつつ瞬(まばた)きをすれば、焚(た)き火の灯りが目に映った。

			　どうやらおれは眠っていたようだった。

			　確か加(か)賀(が)の一件があって……そう、あのあとすぐに、おれたちは洞(どう)窟(くつ)に戻ったのだ。

			　食事の時間になるまで少し体を休めるだけのつもりが、どうやらうっかり眠りこんでしまったらしい。

			　時(とき)折(おり)咳き込みつつもしばらく乱れた呼吸を整えることに集中していたおれは、最後にひとつ大きく深呼吸をした。

			　酷(ひど)く悪い夢を見ていた……ような、気がした。

			　内容は覚えていなかった。

			　思い出したくもなかった。

			「大丈夫ですか、ご主人様。うなされておいででしたが」

			　視界の端から、すっとタオルが差し出された。

			　どうやらおれが落ち着くのを、ずっと待っていてくれたらしい。

			「あ、ああ。……悪いな」

			　おれは差し出されたタオルを受け取って両手で顔に押し付けた。

			　ずいぶんと寝(ね)汗(あせ)をかいていた。頭が重い。睡(すい)眠(みん)の途中で起こされたためか、脳味噌の一部を悪夢のなかに置き去りにしてきたような錯(さつ)覚(かく)があった。

			　悪夢。

			　暗(くら)闇(やみ)の底を泳ぐ夢。

			　ぶるりと全身が震えた。

			　寒さのせいか、それともこれは、なにか別の要因のせいだろうか。

			「ずいぶんと汗をかいていらっしゃいます。そのままでは気持ちが悪いでしょうし、一度、体を拭(ふ)かれてはいかがでしょうか」

			　震えているのを体が冷えたためだと解(かい)釈(しやく)したらしく、傍(かたわ)らから気遣いに満ちた提案があった。

			「服をお脱ぎください。洗(せん)濯(たく)いたしますから」

			「わかった」

			　まるで子供のように、おれは素直に頷(うなず)いていた。

			　悪夢を見たせいだろうか。心配してくれる人がいることが、ひどく心強く思えた。

			　子供みたいだと自分でも笑ってしまいそうになる。

			　それもまた、笑えるだけの余裕が戻ってきたということでもあり。

			　だから……だから。

			「ん？」

			　ようやく人心地つけたおれは、ふとタオル生地に顔を埋めたまま違(い)和(わ)感(かん)を覚えた。

			　それはすなわち、『さっきからおれはいったい、誰と話をしているのだろうか』という、いまさら過ぎる疑(ぎ)問(もん)だった。

			「どうなさいましたか、ご主人様？」

			　聞き覚えのない声だった。

			　聞き慣れない丁(てい)寧(ねい)な口調だった。

			　リリィならもっとフランクだし、加(か)藤(とう)さんならおれのことをご主人様呼ばわりしない。

			　そもそもリリィは中断した食料調達のために外に出ているし、もともと体力のない加(か)藤(とう)さんは、外に出た日は疲れてしまうのか洞(どう)窟(くつ)でうとうとしていることが多い。

			　だから、おれに話しかけるような者はいないはずなのだ。

			　ああいや、もちろん。あともうひとり、この洞(どう)窟(くつ)にはおれの仲間がいることを覚えていないわけではない。

			　だが、彼女は話せないはずだ。

			　そのはずなのだ。

			　おれはタオルに沈(しず)めていた顔をあげた。

			「どうかなさいましたか、ご主人様？」

			　ローズが、なんか喋(しやべ)ってた。

			「ローズ……？」

			「はい。わたしはローズです。ご主人様にそう名付けられましたから」

			　現実を受け入れるのに10秒ほどの時間が必要だった。

			　だって、これが動(どう)揺(よう)せずにいられるだろうか。

			「ローズ？　本当に、お前が話をしているのか？」

			「はい。ようやくご主人様とお話しすることが叶(かな)いました。光栄に思います」

			　どうやらなにかの間違いではないらしい。

			　本気で一瞬、腹(ふく)話(わ)術(じゆつ)の類ではないかと疑(うたが)ったのだが。

			　だが、どう見てもこれはその手の悪ふざけではないし、そもそもローズの性格を考えると、おれを相手にした悪戯(いたずら)に手を貸すとも思えない。

			「まさか本当に喋(しやべ)れるようになるとは」

			　ようやく現実を受け入れてもなお、信じがたいことだった。

			　確かにそんな話を以前にした記憶はある。しかし、こんなに簡単に話ができるようになるとは思わなかった。

			　相当に難しいことだろうに。

			　……いや、それとも、そうでもないのだろうか？

			　考えてみればあのリリィだって、人間のかたちを取ることで即座におれと会話をすることが可能になった。

			　ローズとパスで繋(つな)がっているおれは、彼女が相(そう)応(おう)の知性を持っていることを知っている。加えて、口頭でのおれの指示にきちんと従っていることからも、おれの使っている言語を彼女が理解していることがわかる。

			　つまり、おれの眷(けん)族(ぞく)である彼女たちが話すことができないのは、会話するだけの知性がないことが問題なのではなく、単純に発声機能が備わっていないことが原因なのだ。

			　モンスターとして備わっている能力をうまく使って声を出すことさえできれば、おれと言葉を交わすことはいつだって可能だったのだ。

			　そしてローズの能力というのは、いまさら確認するまでもなく魔法道具の作製に他ならない。

			　おれは以前に彼女が自分の腕(うで)を自作するところを見ている。

			　そこまで知っているなら、答えはおのずと導(みちび)き出せるというものだった。

			「体を作り変えたのか」

			「ご賢(けん)察(さつ)です」

			　確かに最近、なにか作っているなとは思っていた。

			　てっきり手足の予備パーツでも作っているのかと思っていたのだが、発声器官を開発していたらしい。

			　もっとも、発声器官そのものは人間のそれとはまったく違うものなのだろう。ローズの顔面は相変わらずのっぺりとした卵型の球形でしかなく、口に該当するような器官はない。

			　よくみれば、ローズの喉(のど)のあたりはほんの少しだが太くなっている。どうやらあそこに発声器官が埋め込まれているようだ。

			「本当に喋(しやべ)れるようになるとは思わなかった。すごいな、ローズは」

			「大したことではございません」

			　おれがつけたローズという名前に合わせたのか、彼女の声は女性らしいものだった。

			　女性としてはやや低い落ち着いた声質は、ローズのイメージにぴったりだった。

			「体を作り変えたとはいっても、リリィ姉様とは比べ物にならないほど稚(ち)拙(せつ)なものですから」

			「そんなことはないと思うが」

			　おれの言葉は本心からのものだが、ローズはかぶりを振った。

			　どうにも彼女は自己評価が低いらしい。

			　あと、さりげなくローズがリリィのことを姉様と慕(した)っていることが発覚した。

			　確かにリリィのほうが先に眷(けん)属(ぞく)になったので、間違ってはいない。間違いではないが、少しだけ違(い)和(わ)感(かん)があった。まあ、そのうち慣れるだろうが。

			「ご主人様」

			　おれが益体もないことを考えていると、ローズが呼びかけてきた。

			「なんだ」

			「お召し物をお替えください。ついでに体を清められてはいかがですか。リリィ姉様に頼んで、そのための水は用意しておりますから」

			「ああ。そうだったな」

			　ローズが話しかけてきたという驚きで、すっかり忘れてしまっていた。

			　促(うなが)されて、おれは寝(ね)汗(あせ)を吸って湿った服を脱いだ。

			「替えの服も用意しております」

			「相変わらず、用意がいいな」

			「恐れ入ります」

			「ここで返事があるのは新(しん)鮮(せん)だ」

			　水が満たされたタライは、木切れと蔦(つた)とを使ってローズが自作したものだ。

			　ローズには本当に世話になっている。返せるものがないのが、本当に心苦しいくらいに。

			　おれは水でタオルを湿らせると、ごしごし体を拭(ふ)いて垢(あか)を落とし、残った水を頭から少しずつかぶって髪を洗った。

			　それだけでかなり気分がすっきりする。とはいえ残念ながら、こちらの世界にやってくる以前の世界で風呂に入ったときほどのさっぱり感は望めない。

			　たまに石(せつ)鹸(けん)やシャンプーが恋しくなる。どうやって作ればいいのかわからないから、ローズに製作を頼むことができないのが残念でならない。

			　さすがのローズも、原料も製法もわからないのでは製作不可能だろう。

			　……不可能だよな？

			　ローズならできてしまいそうで怖い。おれのなかで魔法万能説が確立しつつあった。

			　今度、駄目もとで頼んでみようか。

			　そんなことを考えながら、おれはもう１枚渡されていた大きめのタオルで体を拭(ふ)いて、用意されていたジャージに袖を通した。ちなみに、このタオル類などは山小屋の男子生徒たちや加(か)賀(が)から押(おう)収(しゆう)したものである。

			　そうしている間に、ローズはおれの着ていた学生服を洗い終えた。

			　彼女は入り口付近に置いてある物干しに、洗った服をかけにいく。

			　少し冷えた体を焚(た)き火であたためていると、ローズがおれの隣(となり)に片(かた)膝(ひざ)をついた。

			　彼女がこちらを気にしているような気配があった。おれは苦笑を漏(も)らした。

			「なにか言いたいことがありそうだな」

			　こちらから水を向けてやると、ローズは胸に手をあててかしこまった。

			「ご明(めい)察(さつ)です、ご主人様」

			「なんだ、言ってみろ」

			「ご主人様がなにかお悩みのことがおありのように見えましたので」

			「率(そつ)直(ちよく)だな」

			　おれの苦笑が深まる。ローズはもう一度頭をさげた。

			「申し訳ありません」

			「いや。別に不(ふ)愉(ゆ)快(かい)だったわけじゃない」

			　実直な性格の彼女らしい態度に、おれは微(ほほ)笑(え)ましさを感じた。

			「念のために訊(き)くが、どうしてそう思う？」

			「ご主人様が悪夢にうなされておいででしたのは、わたしが知る限りこれが初めてのことになります。それが、かつてのご学友とあのようなことがあったこのタイミングなのです。そこに因(いん)果(が)関係を疑(うたが)うのは、ごくごく自然なことではないでしょうか」

			「それもそうだな」

			　存外おれも単純だ。これでは加(か)賀(が)のことを笑えない。

			「踏(ふ)み込んだ質問をする許可をいただけますか」

			「おれはお前たちに隠し事をするつもりはないよ」

			　わざわざ確認を取るローズの律(りち)儀(ぎ)さに、おれは口元をほころばせた。

			「ご主人様はご学友をその手にかけたことを、後(こう)悔(かい)していらっしゃるのですか？」

			　ローズはひどく真剣な声で尋(たず)ねてきた。

			「それはないな」

			　ローズのストレートな問いかけに、おれもきっぱりとした口調で答えた。

			　加(か)賀(が)をこの手にかけたことを、おれは後(こう)悔(かい)していない。

			「おれにはリリィやローズがいる。保護すると約束した加(か)藤(とう)さんだっている。あんな誘(ゆう)惑(わく)に弱い人間を仲間に引き込むわけにはいかない。それに、殺そうとしてきたのは向こうが先なんだ。それを見逃してやるほど、おれはお人(ひと)好(よ)しじゃないよ」

			　おれは聖人ではない。どこにでもいる17歳の学生でしかないのだ。そんな善行を行うことはできないし、もっというなら、そんなの単なる愚(ぐ)行だとしか思えない。

			　加(か)賀(が)が仮にこの窮(きゆう)地(ち)を生き延びてしまった場合、あいつは水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)や加(か)藤(とう)さんのような被害者を生みだしかねなかった。そういう意味では、むしろおれがやったことは善行でさえある。

			　というのは、さすがに自(じ)己(こ)弁(べん)護(ご)が過ぎる図々しい主張だが。

			　しかし、実際にそういった一面があることは事実だった。

			「それでは、ご主人様はなにを思い悩んでおられるのでしょうか」

			　ローズはおれが加(か)賀(が)を殺したことを後(こう)悔(かい)しているのだと思い込んでいたらしい。不思議そうな感情がパスを通じて伝わってきた。

			「思い悩む、というほど大(たい)層(そう)なことじゃないんだけどな」

			　ローズはいちいち大袈裟だ。それだけ真(ま)面(じ)目(め)におれのことを考えてくれているということだから、おれには彼女の傾ける感情の大きさがくすぐったくもあった。

			「理由をお聞かせ願えませんか。もちろん、ご主人様がご不快でないのなら、ですが」

			「不快じゃないよ」

			　これだけ真剣におれのことを考えてくれている彼女には、むしろ知っていてもらいたい。

			　素直にそう思えたから、おれは自然と口をひらいていた。

			「おれは人間を信じられない。それがどんな相手であったとしても。これは異常なことだ」

			「そのようなことは……」

			「いや。否定しなくていい。自分の人間性が歪(ゆが)んでいることについて、おれは自覚しているんだから。それでいいとも思っている。少なくとも、そうである限りおれが騙(だま)されることはないだろう。騙(だま)されないということは、仲間を不用意な危険に晒(さら)さずに済むということだ」

			「ご立派なことです」

			「それはどうかな。これに関しては、単に臆(おく)病(びよう)になっているっていうだけのことなんだが」

			　そこまで含めての自覚であり、自虐だった。

			　おれは虐(しいた)げられて、それでも誰かを信じられると笑えるような強い人間ではなかったのだ。

			「今日、おれは加(か)賀(が)のことを排(はい)除(じよ)した。結果として、杞(き)憂(ゆう)だったとはいえ、加(か)賀(が)がチート能力者と一緒にいる可能性は否定された。コロニーに関する情報収集だって行えた。まあ、こちらは空振りに終わったけどな。ただ、その代わりにおれたちがこれまで想定していなかった危険に関しての情報が得られた」

			「例のバラバラ死体の件ですね」

			　すでにローズたちにもおれが知った情報については伝えている。ローズは察し良くおれの言いたいことを理解してくれた。

			「加(か)賀(が)は単純な男だった。あいつの行動はなにからなにまで想定の範囲内でしかなかった。『なにがあっても対応できるように対策が打てていた』というだけのことではなく」

			「とおっしゃいますと？」

			「おれはあいつが裏切ることを、ほとんど確信していたということだ」

			　だから今日の一件については、最初からすべてなるようになっただけだ。

			　危(あや)うげなことなどひとつもない。

			　でも……いいや、だからこそか。おれは思い知らされていた。

			「おれはやるべきことをやった。だから後(こう)悔(かい)なんてしていない。……だけどな、なにも感じていないのかといえば、そういうわけでもないんだよ」

			　おれは人間が嫌(きら)いだ。

			　――だけど、かつて机を並べた級友が生きていてくれれば安(あん)堵(ど)くらいはする。

			　おれは人間を信じていない。

			　――だけど、たとえ信じていない相手からでも、悪意をぶつけられれば傷つく程(てい)度(ど)の感性は残っている。

			　おれはおれ自身と仲間の安全を守るために躊躇(ためら)いはしない。

			　――だけど、それは迷いを覚悟で切り捨てているだけのことでしかない。

			　一度覚悟を決めたのなら、それを躊(ちゆう)躇(ちよ)なく行い、それに関してはなにも感じない――というのが、理想の在り方ではあるのだろう。

			　おれには辛(かろ)うじて前者の責任は果たすことができていた。

			　だが、後者については不可能だった。

			　たとえ相手が女を手に入れるためにおれを殺そうとした身勝手な下(げ)種(す)であろうとも、かつてのクラスメイトを手にかけることになにも感じないというわけにはいかなかったのだ。

			　それができるのは多分、『英雄』と呼ばれる存在か。

			　それとも、それこそ『怪物』だけだとおれは思う。

			　リリィとローズを率いる『モンスターのご主人様』として、本来ならおれはそうあるべきなのかもしれない。

			　だが、おれは英雄でもなければ、怪物でもなかった。

			　おれにはどうしてもそこまで強固であることができなかった。

			　思い知らされたとはそういうことだ。チート能力に目覚めたところで、おれはただの17歳のガキでしかなかったのだ。

			「……わかりません」

			　話を聞いてくれたローズがぽつりとつぶやいた。

			「そうか」

			　おれは落(らく)胆(たん)したりはしなかった。

			　ただ、仕方がないなと思っただけだ。

			「ご主人様は間違っておられません」

			　ローズの口調にはどことなく、かたくなな部分があった。

			「少なくとも、そうするしかなかったことをご主人様はわかっておられるはずです」

			「そうだな。おれはおれ自身に恥じることはしていないつもりだ」

			「……それでも、駄目なのですか？」

			　おれは静かに首を横に振った。

			　人の心をすべて捨て去ってしまわない限り、なにも感じないことなんてできやしない。

			　人を信じられないおれは、本来なら人の心をなくすのが自然だったのかもしれない。

			　そうして怪物になってしまうべきだったのかもしれない。

			　そうであるのなら、それほど楽なこともなかっただろう。

			　そうならなかったのは、皮(ひ)肉(にく)なことに怪物(モンスター)であるリリィに会えたからだ。

			　彼女に逢(あ)って、救われたからだ。

			　ある一面から言うのなら、おれはリリィに救われたときに人の心を捨て損ねたのだ。

			　……こんなおれのことを、ローズはどう思うだろう。

			　眷(けん)属(ぞく)として、主人としてのおれの有様をどう感じるだろうか。

			　呆(あき)れられてしまったかもしれない。失望されてしまうかもしれない。

			　見捨てられることはさすがにないと思うが……というか、そんなことは考えたくもないが、苦言のひとつくらいは受けることを覚悟しておいたほうがよさそうだ。

			　……なんて、そんなふうに考えていたおれは、まだまだ彼女たち眷(けん)族(ぞく)の献(けん)身(しん)というものを甘く見ていたのかもしれない。

			「申し訳ありません、ご主人様」

			　それは突然の出来事だった。

			　唐(とう)突(とつ)過ぎて、おれは一瞬ぽかんとしてしまったくらいだった。

			　謝罪の言葉とともに、ローズが地面に両手をついて頭を下げていた。

			「……どうしてローズが謝る？」

			　ここはおれが自分の情けない部分を晒(さら)した場面なのだ。主人として付き従ってくれる眷(けん)属(ぞく)に謝るのはおれで、ローズはそれを許すかどうかを決める側だ。

			　なのに、実際にはローズが頭を下げている。本当にわけがわからなかった。

			「わたしにはご主人様の……人間の感情の機(き)微(び)というものが理解できません。そんなわたしでは、ご主人様の心をお救いすることはできません」

			　ローズの声色は平静を保っていたが、静かな無力感が漂っていた。

			「わたしはご主人様をお守りするために存在します。そのためになら、この体など木(き)屑(くず)になってしまってもかまいません」

			　その台詞(せりふ)を本気でローズが言っていることは、いちいちパスを介さずとも、真(しん)摯(し)に紡(つむ)がれるその言葉を聞くだけでわかった。

			　眷(けん)族(ぞく)モンスター。おれの願いを受けとめて、それを叶(かな)えるためにいてくれる存在。

			　彼女の忠誠心は本物だ。

			　だからこそ、その忠義はときに彼女の心に無力感を与えてしまうのかもしれない。

			「わたしにできるのは、あくまでご主人様の身をお守りすることだけです。わたしでは、ご主人様のお心を守ることは叶(かな)いません。もとよりそうした役割はリリィ姉様の領分とはいえ、わたしはわたし自身が情けない。この場にいるのがリリィ姉様だったら、ご主人様を慰(なぐさ)めることだってできたでしょうに……」

			「な、なにを言っているんだ、ローズ！」

			　慌てておれは立ち上がった。

			　ローズがとんでもない勘違いをしていたからだ。

			「ローズがおれの心を救ってくれていないなんて、誤解もいいところだ！」

			　おれはかつてリリィに救われたことで人の心を捨て損なった。

			　確かに人の心を捨て去ってしまえていれば、今回の加(か)賀(が)の裏切りとその後の顛(てん)末(まつ)にも、なにひとつ感じることはなかったかもしれない。

			　あんな悪夢だって見なかったかもしれない。

			　だが、おれはそうした自分の在り方を後(こう)悔(かい)したことは一度たりともないのだ。

			　これからもおれは決断を躊躇(ためら)うことだけはないだろう。たとえかつて笑い合った相手だとしても、一度敵に回ったのなら戦う覚悟はできている。

			　平凡な学生でしかないおれがそんなふうに思えるのは、リリィやローズがおれのために尽(つ)くしてくれているからなのだ。

			　言葉で慰(なぐさ)められないことなんてなんでもない。

			　彼女はその行動でもって、おれのことを常に支えてくれている。

			　だからこそ、ローズが抱いている誤解は、この場で絶対に解いておかなければいけないものだった。そうでなければ、おれはおれ自身を許せなかった。

			「ローズ」

			　うなだれたローズが地面に置いた手を、おれは握(にぎ)りしめた。

			「ご主人様？」

			「こっちにこい、ローズ」

			　ぐっと手をひく。

			　ほんのわずかな反射的な抵抗のあとは、ローズは素直におれに引き寄せられるまま身を任せた。おれよりほんの少しだけ背(せ)丈(たけ)の低い体を、おれは胸のなかに両手で抱きとめた。

			　シンプルな球形の頭部を抱き寄せる。

			　硬いが温かみのある、木のやさしい感触を腕(うで)に抱く。

			　ローズの存在をなによりも近くに感じた。
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			「ご主人様……？」

			　彼女の胸に生まれた戸(と)惑(まど)いが、パスを伝わっておれに流れ込んでくる。

			　だったら、こうして彼女と抱き合うことで生まれたおれのなかにあるこの安(あん)堵(ど)も、同じくらいに強く伝わってくれているはずだった。

			「ローズは十分におれに尽(つ)くしてくれている」

			「ですが、わたしは……」

			「慰(なぐさ)めてなんてくれなくていい。ただ傍(そば)にいてくれるだけでいいんだ」

			　それが偽(いつわ)りないおれの真情であることは、あまさず伝わってくれたものと信じたい。

			　彼女たちにはいつだって、いくら感謝したって足りないと思っているのだから。

			　……結局、なんだかんだ言ってこうして彼女の存在に縋(すが)ってしまっている現状には、苦笑せずにはいられないところだったが。

			「悪いが、少しだけこうしていさせてくれるか」

			　このままでは説得するためにこうしているのか、安心したいためにこうしているのかわかったものじゃない。

			　そんなことを思いつつも、おれは彼女から手を離すつもりにはならなかった。

			「それとも、こうされるのは嫌(いや)か？」

			「まさか。嫌(いや)などとは。そんなことは、決して」

			　木製の腕(うで)がおずおずとおれの背中に伸ばされた。

			　あくまで遠(えん)慮(りよ)がちにローズはおれを抱き返した。

			「……むしろ、幸せ過ぎて怖くなります」

			「そうか」

			　おれはローズに寄りかかるようにして目を閉じた。

			　しばらくそうしていると、ふっと意識がぼやけ始めた。

			　眠気が急速におれの心と体とを絡めとっていく。安心して眠くなるなんて子供みたいだが……いまさら、ローズの前で取り繕(つくろ)ったって仕方がない。

			　おれは意識を手放した。

			　今度は、悪夢を見ることはなさそうだった。

		

	
		
			11　怪物

			　

			　明けて、翌日。

			「おはよ。ご主人様っ」

			「……おはよう」

			　昨日は結局、あのまま眠ってしまったらしい。おれはローズを胸に抱きかかえたまま、妙に嬉(うれ)しそうなリリィの笑顔に迎えられて目覚めた。

			　どうやら彼女は、妹分であるローズがおれと仲良くしているのが嬉(うれ)しかったらしい。昨日、『リリィ姉様』という呼称を聞いたときにはどうかと思ったが、意外といいお姉さんをしているのかもしれなかった。

			「拠(きよ)点(てん)を変える？　どうして？」

			　朝食を済ませ、おれが話を切り出すと、そこが自分の居場所なのだと言わんばかりにぎゅっとおれの腕(うで)に抱きつくリリィは、黒目がちな目を瞬(またた)かせた。

			「昨日の……あの先輩から聞いた話ですか？」

			　リリィとは違って、すぐに加(か)藤(とう)さんはぴんときたようだ。ローズは話こそ聞いているようだが会話に加わる様子はなく、今日も今日とて木材を削(けず)っている。

			　おれは加(か)藤(とう)さんに頷(うなず)くと、リリィのほうを向いた。

			「昨日加(か)賀(が)から聞いた話が正しいのなら、この周辺にはチート能力者でさえ殺されてしまうような強力なモンスターがいる可能性がある。このままここに留まるのは危険だ」

			「あ、そっか。例のバラバラ死体５人のなかに、探(たん)索(さく)隊のメンバーがいたっていう話だっけ。……でも、それって本当なの？　いまいち信用ならないんだけど」

			「おれだって別に信用なんてしてないよ」

			　おれは肩をすくめた。

			「ただ、あえてリスクを取ることもないってだけだ」

			　証(しよう)拠(こ)があるわけではないためにリリィにはこう答えたものの、この件についておれは、加(か)賀(が)が真実を語っていたものと判断していた。

			　たとえば加(か)賀(が)が話していた別の事柄、『遠征隊の遠征計画について詳(しよう)細(さい)を知っている』というのは嘘(うそ)だろう。あれはおれの興味をひくための虚(きよ)言(げん)だった。

			　それに対して、『５人組のバラバラ死体を見付けた。そのうちひとりがチート能力者だった』という話には、嘘(うそ)をつくことで加(か)賀(が)が得られる利益がない。

			　加(か)賀(が)は自分の欲望に忠実な馬鹿だったが、なんの意味もない嘘(うそ)をつくホラ吹きではなかった。まず間違いなく、あの５人組のひとりは探(たん)索(さく)隊のチート持ちだったと考えていい。

			　ごくごく一般的なウォーリアとはいえ、その力はこの森にいる大半のモンスターなど容(よう)易(い)に蹴(け)散(ち)らせるレベルにあるはずだ。

			　それを殺したモンスターがどれだけ強大な力を持っているのか、考えるだに寒気が走る。

			　そんな危険なモンスターからは、なるべく早く離れたい。

			「それにしても、チート能力者を殺せるようなモンスターがいるなんてな」

			　おれとしては信じられないことではあるが、事実は事実だ。

			　複数のモンスターに囲まれたのかもしれないとも考えたが、あの場に他のモンスターの死(し)骸(がい)はなかった。あれはたった１匹のモンスターによる虐(ぎやく)殺(さつ)だと考えるのが妥(だ)当(とう)だろう。

			「そんなに不思議？」

			「リリィは不思議じゃないか？　この世界にやってきたチート能力者は、ドラゴンさえ素(す)手(で)で倒せるんだ。そいつを殺すようなモンスターなんて、ちょっとおれには考えられない」

			「って言っても、モンスターにも格があるからねえ」

			「格？」

			「うん」

			　リリィは頬(ほお)をおれの腕(うで)にこすりつけるようにして頷(うなず)いた。

			「どういうことだ」

			「うーんとね」

			　リリィは少し考える素振りを見せてから口をひらいた。

			「こっちの世界に転移してきた学生たちがモンスターって呼んでいる存在が、魔力を持つ生き物だっていうのは知ってるよね？」

			「ああ」

			「基本的にモンスターはより多くの魔力を持つほうが、より強い力を持っているの」

			　これはわかる。『魔力を持っていない大熊は、魔力を持つ鼠(ねずみ)に絶対に勝てない』という喩(たと)え話は、その極端なケースだと考えればいいのだろう。

			「で、モンスターの平均的な強さっていうのは、その土地の魔力量に比例するの」

			「ちょっと待て。土地の魔力量ってなんだ」

			「ん？　あ。そっか、ご主人様は魔力が感知できないんだっけ」

			　リリィはおどけたようにちろっと赤い舌を出した。

			「魔力っていうのは、もともとは土地に依存するものなの。大気の流れとともに移動し、雨とともに地面に染み込み、土地に根付く。それが魔力なんだよね。そして、そういう土地が持つ魔力を吸収して、体内で濃(のう)縮(しゆく)したのがモンスター。わたしたちみたいな生き物なの」

			「えーっと。わかりやすくいうと、工場廃(はい)液(えき)として垂れ流された有害重金属みたいなイメージでいいのか？」

			「……正しいけど、すごく否定したいなぁ、それ。正しいんだけど」

			　あまりにイメージが悪過ぎたせいか、リリィは嫌(いや)そうな顔をした。

			　まあ、確かにイメージは最悪だが、現象としてはわかりやすいと思う。

			　重金属が水中に溶け、それをプランクトンが吸収し、小魚がそれを食べ、さらに大きな魚が小魚を捕(ほ)食(しよく)する過(か)程(てい)でどんどん蓄(ちく)積(せき)していく。そして、人間に害を及ぼすのだ。

			「この森にすむ小動物や植物には、ごくごく微(び)量(りよう)だけれど魔力が含まれているの。もちろん、空気中にもね。それがモンスターに蓄(ちく)積(せき)していくの。だから正確には、モンスターというのは『魔力を蓄(ちく)積(せき)する生き物』と定義するべきなのかもしれない。魔力っていうのは土地から吸収するものだから、当然、生きている場所が魔力に溢れた土地であるのなら、モンスターはそれだけ多くの魔力を持つことになるの」

			「詳(くわ)しいんだな」

			「それはまあ。わたしたち自身の生態にも関わることだからね」

			「生態？」

			「うん」

			　リリィはこくりと頷(うなず)いた。

			「魔力を一定以上に蓄(ちく)積(せき)させた……というか、蓄(ちく)積(せき)するだけの魔力容量がある一部の個体は、長い年月を生きると、定期的に生(せい)殖(しよく)活動を行うようになるの。わかりやすくいうと、子供を産むのね」

			「……そうか」

			　なんだろうか、これ。

			　リリィのような可憐な女の子が『生(せい)殖(しよく)活動』とか言っているのを聞くと、微妙な気持ちになる。真(ま)面(じ)目(め)な話だということは、わかっているのだが。

			「無性生(せい)殖(しよく)になるのかな。あ、でも。そうして生まれたはずのモンスターには、魔力容量に若干だけど差があるから、なにか違うのかな？　ごめんね、そこはわからない。とにかく、わたしみたいなスライムとか、ローズみたいなマジカル・パペットは、このタイプのはずだよ。ファイア・ファングとかの動物っぽいモンスターがどうなのかは知らないけど」

			「ということは……土地の保持する魔力量に対して、魔力容量があまりに大き過ぎるモンスターは繁(はん)殖(しよく)しない？」

			「そう。だから、モンスターの強さは土地の魔力量に依存するの。ただし、これはあくまで普通のモンスターについての話だけれど」

			「普通の？」

			　ということは、普通ではないモンスターもいるということか。

			「わかりやすくするために、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のなかにあるゲームの知識を流用するけど……通常のモンスターにたいして、たとえば、さっき言った生(せい)殖(しよく)活動を行うようになったモンスターは、クイーン・モンスターって感じかな？」

			「当然、通常のモンスターより強いんだよな」

			「かなりね。ただ、生(せい)殖(しよく)活動を行うたびに魔力が落ちるから、強さは一定しないけど。で、次にわたしみたいなのは、そうだね、ユニーク・モンスターって言うべきかな」

			「ユニークってことは、リリィ１体だけしかいないのか」

			「そうそう。無性生(せい)殖(しよく)のなかで生まれたイレギュラー……いわゆる突然変(へん)異(い)ね。まあ、物珍しいものだと思っておけばいいと思うよ。別に、ユニーク・モンスターだから強いってわけじゃないし。わたしは特に、スライム程(てい)度(ど)のユニーク・モンスターだしね」

			　確かにリリィの素の戦闘能力はお世辞にも高いものとは言えない。

			　ただ、その擬(ぎ)態(たい)能力は唯(ゆい)一(いつ)無(む)二(に)のものだ。そういう意味では、ユニーク・モンスターという名称は、まさに彼女に相応(ふさわ)しい。

			「それで、ローズはレア・モンスターって感じかな」

			「なに？　ローズも普通のモンスターじゃなかったのか」

			　おれは驚いて、思わずローズのほうを振り向いた。

			　彼女はあくまで慎(つつ)ましく頭を下げた。

			「ローズは普通のマジカル・パペットよりちょっと強いもの。心当たりはない？」

			「……言われてみれば。優秀だなと感心したことはあった」

			「リリィ姉様の優秀さに比べれば、誤(ご)差(さ)のようなものですが」

			　ローズが口を挟(はさ)むが、そんなことはないとおれは思う。

			　リリィも少し困ったように妹分を眺(なが)めて笑ってから話を続けた。

			「そして、レア・モンスターより上には……そうね。ハイ・モンスターとでも呼ぶべきモンスターがいるの」

			「それは、レア・モンスターとはなにが違うんだ？」

			「なにもかもが」

			　リリィはきっぱりとした口調で言い切った。

			「ローズには悪いけど、レア・モンスターってわたしが呼んだのは『同じ種類でくくったときに、他よりも優秀』ってだけのことでしかないの。それだって十分に『レア』って冠(かんむり)に恥じない、１０００に１つの個性なのよ？　たとえば、いずれはクイーンになれるくらいにね。……ただ、ハイ・モンスターはそもそも存在の格が違っているの」

			　リリィは怖いくらいに真剣な顔をしていた。

			「あれは生態系の外にいる。言いかえると、クイーン・モンスターみたいに生(せい)殖(しよく)活動を行わなかった個体なのね。多分、魔力を蓄(ちく)積(せき)できる限界値が振り切れているんじゃないかな」

			「保持している魔力量が、モンスターの強さを決めるんだったか」

			「うん。だから絶対にわたしたちじゃ敵(かな)わない。戦っちゃ駄目。争えば確実に殺される。逃げられるかどうかも運次第。たとえば、わたしが以前に見た個体は、１００匹近いファイア・ファングの群れを全滅させていた。まさにあれは『怪物』だった」

			「ハイ・モンスター。モンスターのなかのモンスターか……」

			　そんな奴と戦うなんて冗談ではない。見つけたら即座に逃げ出すのは当然として、やはり拠(きよ)点(てん)を移動することで、遭(そう)遇(ぐう)しないようにするのが無(ぶ)難(なん)だろう。

			　今後の方針が決まったところで、おれはふとひとつ気になったことを尋(たず)ねてみた。

			「なあ、リリィ」

			「なぁに？」

			「ハイ・モンスターって言ったか。そいつならチート能力者を殺しうるのか？」

			　話が少し逸(そ)れてしまったが、そもそもおれたちはバラバラ死体に紛れていたチート持ちを殺したモンスターについて話をしていたのだ。

			「……ううーん。そこなんだよねえ」

			　なんとも煮え切らない答えが返ってきた。

			「シチュエーションにもよるけど……正面から戦うなら難しいと思うよ」

			「難しいのか」

			「うん」

			　リリィの返答に、おれはもうなにを言うこともできずに溜(た)め息(いき)をついた。

			　チート能力というのは、どれだけ規格外なのだ。やはり恐るべきは人間だということか。

			「ただ、わたしが知らないような強力なモンスターもいるかもしれない。わたしはスライムでしかないし、あまり行動範囲が広くはなかったからね。ローズなら他にも知っているかもしれないけど」

			「いえ。わたしも、わたし自身を含めて、姉様のいうところのユニーク・モンスターと、せいぜいレア・モンスター以外は見たことがありません」

			　ふたりの話を聞く限り、ハイ・モンスターとやらに出遭う確率はかなり低いようだ。しかし、やはりここは慎重策を取るのが無(ぶ)難(なん)だろう。死んでから地(じ)獄(ごく)で後(こう)悔(かい)しても遅いのだ。

			「とにかく、そんなモンスターがいるかもしれない場所からは、早々に離れるべきだろう。加(か)藤(とう)さんには悪いけどな」

			　おれは話をまとめると、最後に加(か)藤(とう)さんに視線をやった。

			　ここで待っていれば、探(たん)索(さく)隊がやってきてくれる可能性が高かった。しかし、ここから移動すると、状況は振り出しに戻ってしまう。

			　おれが水を向けると、加(か)藤(とう)さんは静かに目を伏せて、肩にかかるおさげを指先で撫(な)でた。

			　あまり落(らく)胆(たん)したような様子はない。というか、相変わらず感情が見えない。

			　だいぶ復調したように見えるが、まだまだ本調子にはほど遠いし、そもそも完全に精神が持ち直すのかどうかも微妙と言ったところか。なにかきっかけがあればいいのかもしれないが、おれにはそれを提供することはできそうになかった。

			「別に……かまいません。わたしはそれで。身の安全を第一にしてください」

			「そう言ってもらえるとありがたい。なら、急いでこの場を離れるとしようか」

			　そうと決まれば話は早い。おれたちは手早く荷物をまとめた。

			　ローズがこれまで作製した武具――剣、槍(やり)、斧(おの)、盾(たて)や鎧(よろい)、プロテクターなどを配布する。

			　リリィには以前にも使わせた槍(やり)を渡しておく。

			　ローズは戦斧を片手に持ち、予備の斧(おの)を背負っている。

			　おれ自身は例の剣を腰(こし)にさげ、大盾(たて)を手に持って身を守ることに集中することにした。

			　胸当は全員に配布し、大盾(たて)を持っているおれ以外には、戦闘に邪魔にならないような小さめの丸盾(たて)を渡しておいた。本当ならおれと同じく戦力外の加(か)藤(とう)さんには、壁(かべ)代わりになる大盾(たて)を渡したいところだったが、いくら木製で軽いといっても女の子の腕(わん)力(りよく)で運用できるものではなかったので、これについては諦(あきら)める。

			　こうした武具類以外にも、これまでにローズにはいろいろと生活に便利な物品を作ってもらっていたのだが、それらは持ち運びが大変なので捨てていくことにした。必要になったときには、また作ってもらえばいいだろうという判断だ。ローズには手間をかけさせることになるが、彼女は特に気にした様子もなく了承してくれた。

			　衣服は加(か)賀(が)から奪ったバックパックと加(か)藤(とう)さんのハンドバッグに仕舞い込み、燻(くん)製(せい)にした肉などの食料品はファイア・ファングの皮を剥(は)いでなめして作った革袋に詰めた。ローズのスペアパーツや予備の武具類も同様に、革でくるんでまとめておく。

			「忘れ物はないな？　よし、出発しよう」

			　こうしておれたちは、暮らし慣れた洞(どう)窟(くつ)をあとにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　木の枝がしなり、勢いよく地面に叩きつけられる。

			　鞭(むち)のように鋭いその一撃は、地面を大きく抉(えぐ)るだけの威力を備えていた。乗用車くらいなら、これ一発でおしゃかだろう。おれが喰(く)らえば地面の赤い染みになってしまうこと請け合いだった。

			　そんな血の気がひくような破壊力を誇(ほこ)る攻撃を、ぎりぎりのところで回(かい)避(ひ)してみせたのは、森を駆(か)ける１体の木製人形――ローズだった。

			「シィィ――ッ！」

			　着地するや否や、ローズが鋭い気合とともに飛びかかる先には『トレント』と呼ばれる大型モンスターの威容がある。

			　その姿は、一言で表すのなら『歩く木』だ。

			　スライム形態時のリリィもかなり大きかったが、トレントの大きさはゆうに４メートルを超えている。周囲の木々をときに薙(な)ぎ倒して向かってくるその姿は、一軒家がそのまま倒れこんでくるような迫力があった。

			　だが、ローズはそんな巨大な相手にも臆(おく)することなく向かっていく。

			　左右から迫る木の枝の一方を斧(おの)で切断し、もう一方は大きくスウェーして回(かい)避(ひ)――

			「ッ!?」

			　――したところを、蛇のように枝が追いすがってくる。

			「シィイィィ――ッ！」

			　あわやというところで、ローズは左腕(うで)に持った丸盾(たて)でそれを弾いた。

			　防御には成功したものの、彼女の体勢は大きく崩(くず)れてしまう。そこにトレントが追(つい)撃(げき)をしかけようとして、足代わりの無数の根を蠢(うごめ)かせた。

			「姉様！」

			「わかってる！」

			　ローズが足止めしているうちに、リリィは準備を終えていた。

			　とっておきの攻撃魔法が、後方で待機していたリリィの掌(てのひら)で輝(かがや)いた。

			　属性は風。性質は弾丸。

			　込められた魔力は第三階(かい)梯(てい)。対物ライフルにも匹敵する大威力だ。

			　――きぃん、と。

			　鼓(こ)膜(まく)を引っ掻(か)くような音の終点に、トレントの体躯の一部が炸(さく)裂(れつ)した。

			「ぎぃぃ!?」

			　大人がふたりで手を伸ばしあっても届かないくらいに太い幹が、ごっそりと半分ほど持っていかれる。さすがのトレントもこの痛(つう)撃(げき)は堪(た)えたのか、怒(ど)涛(とう)のようだった攻撃の手がとまった。

			　その隙(すき)を見逃すことなく、ローズが戦斧を大きく振りかぶる。

			「シィィイイイ――ッ！」

			　とどめの一撃がリリィのあけた大穴に吸い込まれた。

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)代わりの軋(きし)みをあげて、トレントの巨体は見事にふたつにへし折れると、どうと地面に倒れたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「かなり戦闘も安定し始めたな」

			　顔のあたりにあった木の枝を押しのけつつ、おれはしみじみとつぶやいた。脳(のう)裏(り)には、危なげなくトレントを倒した眷(けん)族(ぞく)たちの雄姿がある。

			「初戦闘なんてひどかったものね。わたし、死を覚悟したもの」

			　おれの隣(となり)を歩いていたリリィが言う。やや遠い目をしているのは、おれと同じものを思い浮かべているものか。

			「ああ。おれもだ。ローズが現れたときには、それこそ心臓がとまりかけた」

			「驚かせてしまって申し訳ありません」

			「ああいや。別に責めているわけじゃない。お前のおかげであの場は生き延びられたわけだからな。さっきの戦闘もご苦労だった」

			「恐れ入ります」

			「もちろん、リリィもな」

			「あはは。わたしは楽しちゃってたからねえ」

			「なにを言っているんですか、姉様。後方でご主人様を守っているリリィ姉様がいればこそ、わたしは安心して前(ぜん)衛(えい)として戦うことができるのです。その役割はわたしなどより、よほどに大きなものでしょう」

			　トレントとの遭(そう)遇(ぐう)戦を終えたおれたちは、こんな会話をしながら森を進んでいた。

			　向かっているのは、太陽の出てくる方向だ。

			　いまは便(べん)宜(ぎ)的(てき)にそちらを『東』ということにしている。

			　具体的に言うと、コロニーのあった場所から離れる方向である。

			　……そのはずだ。たぶん。おれの方向感覚などあてにならないが、先(せん)導(どう)はローズに任せているので問題はないだろう。

			　ほとんど空が見えない森のなかだが、地形の高低差などでたまに遠くに山々を望むことができる。そのなかでも一際大きくて立派な、さながら富士山を思わせる山を目印に、第一次遠征隊は行軍しているらしい。

			　これは、探(たん)索(さく)隊の一員だった高(たか)屋(や)から話を聞いたという加(か)藤(とう)さんからの情報だった。

			　遠征隊の向かったのと同じ方向に進むということは、コロニーから遠ざかっているということだ。言い換えるのなら、凶悪なハイ・モンスターの存在が示(し)唆(さ)されたあの洞(どう)窟(くつ)付近の地域からも、遠ざかっているということになる。

			　あの洞(どう)窟(くつ)を出て、早くも５日が経過していた。

			　かなりの距離を進んだ実感があった。おれたち人間だけでは、こうもたやすくこの深い森のなかを進むことはできなかっただろう。体力・腕(わん)力(りよく)ともに人間とは比較にならないリリィやローズが道を作ってくれたからこそ、おれたち人間は楽ができた。

			　おれたちのなかでは一番体力のない加(か)藤(とう)さんも、よく頑張ってくれていた。むしろ少し無理をするきらいがあって、おれたちのほうで気を付けてやる必要があるくらいだった。

			　洞(どう)窟(くつ)を出て一番不安だったのは、森のなかでの野宿だった。

			　夜は睡(すい)眠(みん)の必要のないリリィとローズが見張りをしてくれている。おれはリリィに抱かれて眠り、加(か)藤(とう)さんは手や足のストックを黙(もく)々(もく)と作製するローズの近くで眠るのが常のことになっていた。幸いなことに、いまのところは就(しゆう)寝(しん)中にモンスターに襲(おそ)われたことはない。

			「今日はこれくらいにしようか」

			　森の夜は早い。夜目のきかないおれたち人間は、薄暗くなった時点で足元が覚(おぼ)束(つか)なくなり、事故の危険が飛(ひ)躍(やく)的に増してしまう。

			　ここ数日そうしていたように、おれたちはまだ明るいうちに野宿の準備を始めることにした。

			　適当な場所を見つけると、まずはリリィが元のスライム形態に戻って背の低い草木を溶かして食べてしまう。そうして鬱(うつ)蒼(そう)とした森のなかにある程(てい)度(ど)の空間が確保されると、すぐにローズが焚(た)き火の準備を始めた。

			　火を焚(た)くのには『目立つ』という大きなリスクがある。しかし、足(あし)手(で)纏(まと)いである人間の視界が完全に塞(ふさ)がれてしまうことのほうが、それよりも大きな危険だとおれは判断していた。

			　もちろん、なるべく明かりがもれないようにロケーションには気を配っている。森には遮(しや)蔽(へい)物が多く、どこに危険が潜(ひそ)んでいるかわからないものだが、こういうときばかりはそうした環境も役立ってくれるものだった。

			　手馴れたもので、それほど待たずにおれたちは食事にありつくことができた。

			　ぱちぱちと爆(は)ぜる焚(た)き火を真ん中にして、車座になって食事を始める。

			　ちなみに、ローズが伐(き)ってきた木はよく燃える。普通生木は燃えにくいはずなのだが、簡単に火がつく。これも魔法的な力なのだろう。便利なものだった。

			「……さて。幸いここまでは全員無事で来られた。これからも油(ゆ)断(だん)せずにいこう」

			「そうだね。むしろここからが本番かもしれないし」

			　おれはリリィに頷(うなず)いた。

			「ああ。そろそろ探(たん)索(さく)隊の行動範囲の外に出てもおかしくないからな。モンスターの生息数は徐々に増加していくだろう」

			　これまでおれたちは単体のモンスターとしか遭(そう)遇(ぐう)してこなかった。

			　だが、それはあくまで探(たん)索(さく)隊がモンスターを狩り、その生息数を激(げき)減(げん)させていたからだ。

			　おれたちが第一次遠征隊の向かったのと同じ方角に進んでいるのも、先行する彼らが道中モンスターを蹴(け)散(ち)らすことで少しでもおれたちの遭(そう)遇(ぐう)するモンスターの数が減っていれば……という、ささやかな期待が理由のひとつだったりするのだ。

			「あの洞(どう)窟(くつ)周辺に危険なモンスターがいるかもしれないっていうことで、こうして逃げてきたわけだけどさ。どこまで逃げればいいのかっていうのも考えないといけないよね」

			「そうだな。想定していたのより行程は順調だ。そろそろ腰(こし)を落ち着ける場所を見付けるのもひとつの手ではある」

			「このまま遠征隊のあとをついていって、森を抜けてしまうっていうのは？」

			「それが可能なら、それでもいいけどな。現実問題としてそれは難しいんじゃないか？」

			　こうして風景の変化の乏しい森のなかを何日も歩いていると、疲(ひ)労(ろう)感よりもむしろ徒(と)労(ろう)感のほうが重く肩にのしかかってくる。モンスターであるリリィやローズはどうだか知らないが、人間にとってこれは精神的にかなり辛(つら)いものがあった。

			　気持ちの部分でだれてしまえば、それだけ道中の危険性は増す。もちろん、疲(ひ)労(ろう)だって溜(た)まってくる。モンスターに襲(おそ)われなかったところで、斜面で足を踏(ふ)み外せば人間なんて簡単に死んでしまいかねないのだ。慎重になるに越したことはなかった。

			「洞(どう)窟(くつ)を出て、まだたったの５日だけど、そろそろ新しい拠(きよ)点(てん)を作るべきかもしれないな」

			「ご主人様がそう言うのなら、わたしはそれに従うよ」

			「少なくとも、これ以上進むのは少し休んでからにするべきだろうな。実のところ、おれは少し疲れを感じてる。おれにはお前たちの足を引っ張っている自覚があるからな。致(ち)命(めい)的(てき)なミスは犯したくない」

			　携帯していた保存食である、トカゲやモンスターなんかの燻(くん)製(せい)肉を焚(た)き火でもう一度焙(あぶ)ったものを、おれはひとつ手にとって齧(かじ)り付いた。

			　……そうだ。食料の問題もあった。

			　なるべくなら、食料の備(び)蓄(ちく)には余裕がほしい。しかし、移動中はどうしても食料を確保するのが難しい。やはり一度、腰(こし)を落ち着けて食料を集め、十分に休んで体力を回復させるべきだろう。以前にねぐらにしていた洞(どう)窟(くつ)のような場所が見つかれば、ベストなのだが。

			「そういえば、真(ま)島(じま)先輩。ちょっと気になったんですけど……」

			　カリカリになるまで焼いたトカゲを両手で掴(つか)んで齧(かじ)っていた加(か)藤(とう)さんが、口をひらいた。

			　彼女は基本的に無口だ。もともとからそうだったのか、そうなってしまったのかはわからないが、おれとリリィの会話を聞いているだけのことが多い。せっかく会話機能を手に入れたローズも自己主張をしない性格なので、おれとリリィがふたりで話をしていることが大抵だった。

			「なんだ？」

			「なに？」

			「あー、その……」

			　珍しいことだと、おれとリリィは同時に彼女に視線を向けた。それが居心地悪かったのか、山小屋から持ってきたシーツに包まれたいつもの加(か)藤(とう)さんは、体育座りをした膝(ひざ)をもじもじとこすり合わせていた。

			「これからの予定を聞いていて、ちょっと思ったんですけど」

			「なんだ？」

			「……先輩は元の世界に戻ろうとかって考えていないんですか？」

			　その質問は、ある種の爆弾だったのかもしれない。

			　おれに寄り添っていたリリィの体がぴくんと小さく震えた。

			　木材を削(けず)っていたローズが顔をあげて、こちらを見た。

			　わかりやすい反応だった。それだけ、この話題が重要だということだ。

			「特にそういったことは考えていないな」

			　だが、その重要さとは裏(うら)腹(はら)に、おれの返答には特に気負ったところはなかった。

			　これが意外だったのか、表情の薄い加(か)藤(とう)さんにしては珍しく、目を見開いて驚いていた。

			「そう、なんですか？」

			「ああ」

			　おれはトカゲの肢肉を食いちぎって咀(そ)嚼(しやく)した。呑(の)み込んでから改めて口をひらく。

			「それはまあ、この世界にやってきたばかりの頃は、いつ帰れるんだろうかって、そればっかり考えていたけどな」

			「だったら」

			「だけど、おれにはいま、こいつらがいるからな」

			　おれは隣(となり)にいるリリィの頭を撫(な)でた。

			「……ご主人様」

			　リリィが彼女にしては珍しく、遠(えん)慮(りよ)がちな声でおれを呼んだ。

			「わたしたちは、ご主人様が帰りたいのなら……」

			「ああ、いや。そうじゃない。これはおれの言い方が悪かったな」

			　眉(まゆ)根(ね)を寄せたリリィの上半身を、おれは引き寄せた。

			「おれがお前たちと一緒にいたいんだ」

			「ご主人様……」

			「そもそも、こうした仮定自体に意味がない。違うか？　帰るかどうかは、帰れることがわかってから考えるべき事柄だろう。現状、その手掛かりのひとつさえないし、それ以前に、今日一日を生き延びるだけでも精一杯って有り様だ。そうした手段を探(たん)索(さく)する余裕なんてない」

			　向こうに残した両親や兄弟たちのことを考えないわけではない。

			　自分が無事であることくらいは、どうにかして伝えたいと思う。

			　だが、だからといってこちらでできた大切なものを手放そうなんて思えない。

			　かなり深刻なジレンマではあるが、幸いなことに、現状は『たられば』の話でしかない。

			　あてもない帰(き)還(かん)の可能性を探るよりも、まずはこの世界で生きていく目(め)処(ど)を立てることのほうが優先度は高いだろう。

			　ただ、この世界で生きていくことについては受け入れるにしても、こうして危険な森のなかで暮らしていくのはまた別の問題がある。

			　いずれ限界がくることが懸(け)念(ねん)されるからだ。

			　モンスターの襲(しゆう)撃(げき)で命を落とす可能性もそうだが、食糧問題も深刻だ。いまは辛(かろ)うじて食いつないでいるものの、最近は栄養の偏(かたよ)りが気になっていた。コロニーにいた頃に食べられることが確認されている木の実などを食べたりしているものの、どうしてもビタミン類は欠(けつ)乏(ぼう)気味のはずだった。

			　あまり長期間このような生活を続けていれば、体調を崩(くず)すこともあるかもしれない……というのが、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の記憶を持つリリィの言い分だった。

			　おれはあまりそういったことに詳(くわ)しくなかったが、壊(かい)血(けつ)病がどーこうと極端な例をあげつつ説明をされれば、それが深刻であることくらいは理解できる。

			　一度は森を抜(ぬ)けて、人間のいる世界に足を踏(ふ)み入れる必要があるだろう。

			　そのあとどうなるのかは、そのときになってみないとわからない。

			　モンスターを従えるおれという存在が、この世界の人間たちにどのように受け止められるのかわかったものではないからだ。

			　たまに不安になる。果たしておれたちに、安住の地はあるのだろうか……。

			「……ご主人様。お気をつけください」

			　そのときだった。これまで押し黙(だま)っていたローズが、低く押し殺した声で言った。

			　ほとんど同時に、おれにしなだれかかっていたリリィがきりりと目(め)尻(じり)を吊(つ)り上げた。すんすん鼻を鳴らしている。ファイア・ファングの嗅(きゆう)覚(かく)を擬(ぎ)態(たい)して周辺の情報を得ているのだ。

			「複数のモンスターの気配があります。囲まれているようです」

			「わかった」

			　ローズの警告を聞いたおれは、即座に腰(こし)を浮かせて、近くに置いておいた大盾(たて)を手に取った。用心のために、鎧(よろい)などの身に着ける類の防具は寝ている間も装備したままだ。

			　リリィが片手で槍(やり)を引き寄せて魔法陣展開の準備を始め、加(か)藤(とう)さんはおれのもとへと駆(か)けてくる。ローズはすでに斧(おの)を片手に臨(りん)戦(せん)態勢だ。このあたりは慣れたものだった。

			　おれたちが戦闘準備を整えてから、数秒後。

			「……ぅぐるぅううう」

			　木々の向こうから現れたのは、２体のファイア・ファングだった。

			「お気をつけください。もう１体います」

			　油(ゆ)断(だん)なく身構えたローズが、２匹の狼が現れたのとは逆の方向へと目鼻のない顔を向けた。

			『囲まれている』とローズはさっき言っていた。その言葉通り、もう１体のファイア・ファングが、ひそんでいた灌(かん)木(ぼく)から姿を現していた。

			　奇(き)襲(しゆう)を狙(ねら)っていたのだろう。それについては失敗したものと判断したらしい。しかし、狼たちが退(しりぞ)く様子はなかった。自分たちが優勢であると判断している、ということだ。

			「全部で３体か。ちょっとマズいな」

			　複数のモンスターとの遭(そう)遇(ぐう)は、これが初めてだった。ファイア・ファングとはもう何度か戦っているが、いずれの場合も相手は１匹だけだった。それが３体。いつかくるとは思っていた事態ではあるが、実際に取り囲まれてしまうと平静を保つのは難しい。

			「どうにかして早々に１匹は片付けないとな……」

			　そうすれば、とりあえず数のうえでは互角になる。

			　しかし、言うは易(やす)し、行うは難しだ。それができれば苦労はしないという話である。

			　固(かた)唾(ず)を呑(の)んでおれが見詰める先で、ゆっくりと狼たちが時計回りに回り始めた。

			　隙(すき)をうかがっているのだ。狙(ねら)いは……畜(ちく)生(しよう)。明らかにおれと加(か)藤(とう)さんだ。

			　どうやら野生の勘(かん)で、おれたちふたりが弱者であることを嗅(か)ぎ取ったらしい。

			　だとすると、少しマズい。弱い部分を突くのは、戦いにおける常(じよう)套(とう)手段だ。

			　おれは、ごくりと喉(のど)を鳴らした。

			　リリィとローズのふたりだけで、この危機的状況を果たして切り抜けられるのか。おれたちという足(あし)手(で)纏(まと)いさえいなければともかくとして、３体のファイア・ファング相手はさすがに荷が重いのではないか――と、そんなおれの不安は伝わってしまっていたらしい。

			「大丈夫だよ、ご主人様」

			「ご安心ください、ご主人様」

			　口々にリリィとローズが声をかけてきた。

			「たとえ死んでも、わたしたちがご主人様を守るから」

			「我が身に代えても、ご主人様のお命はお守りいたします」

			　彼女たちにはパスによって、おれの抱いている不安が伝わってしまっている。声をかけてくれたのは、そのためだった。

			　そして、おれにも彼女たちの心が伝わってきていた。それはおれのことを絶対に守りぬくという決意であり、そのためにならなんだってするという強固な意志だった。

			　彼女たちのおれに向ける想いが、おれの心を支配しかけていた怯(きよう)懦(だ)を押し流していく。

			　その代わりに、困難に立ち向かうための勇気を吹き込んでくれる。

			「リリィ、ローズ……」

			　おれは拳(こぶし)をぎゅっと握(にぎ)り締めると、強(こわ)張(ば)る口元を無理矢理歪(ゆが)めてみせた。

			　不敵な笑顔というにはあまりにも不(ぶ)恰(かつ)好(こう)だが、これがおれのせめてもの強がりであり、彼女たちの気遣いに応えるたったひとつの方法だった。

			「馬鹿なことを言うな。生き残るなら全員でだ」

			「うんっ！」

			「承知しました！」

			　どんな相手であろうとおれたちは負けない。そう信じるのだ。

			　おれがそう信じることこそが、パスで繋(つな)がっている彼女たちに力を与えるはずなのだから。

			「リリィは１体を担当、なるべく早く倒してくれ。ローズはおれたちを守りながら、残りの２体を相手にどうにか持ちこたえてほしい。加(か)藤(とう)さんはおれの近くを離れるな！」

			　待ちに徹していては先がない。おれはそう判断して指示を出した。

			　実際、３体が同時におれか加(か)藤(とう)さんを狙(ねら)ったなら、守り切ることは難しいだろう。

			　そうなる前に、まずはこちらの最大火力を持つリリィをぶつけて早急に１体を倒す。

			　その間、戦闘技能に優れたローズには時間稼ぎに徹してもらう。

			　おれ自身は彼女たちを信じて、せいぜい足を引っ張らないように必死になろう。

			　おれにできるのは、それくらいのことしかないのだから。

			「よし、いけ！」

			　おれは命令を下した。

			　リリィが魔方陣の輝(かがや)きを掌(てのひら)にして突進する。

			　ローズがおれたちの盾(たて)として一歩も退(ひ)かぬと立ちふさがる。

			「ぐるぅうぅああっ！」

			　おれたちに合わせたわけでもないのだろうが、狼たちは１体がリリィを迎(げい)撃(げき)し、残りの２体がおれや加(か)藤(とう)さんを狙(ねら)って駆(か)けてきた。

			「やあぁああっ！」

			「シィィ――ッ！」

			「ぐるぅぅうあ！」

			　５体のモンスターが交(こう)錯(さく)する、その直前。

			　

			「……え？」

			　白い不吉な影が、おれの視界を横切った。

			　

			「ぎゃんっ!?」

			　おれが目撃したのは、信じられない光景だった。

			　おれたちのほうへと向かっていたファイア・ファングの１体が、口内に炎をたくわえて大きく跳(と)び上がった空中で、不自然に体勢を崩(くず)したのだ。

			　次の瞬間、２メートルを越す巨大な狼の体が、空中を真横にすっとんでいった。

			　当の狼は己(おのれ)の身に何が起こったのか、まったくわからなかったに違いない。

			　吹き飛んでいく先には、ひときわ大きな巨木がそびえたっていた。

			　狼は弾丸のような勢いで頭からそこに叩きつけられて――……ぐしゃり。

			　夜に不吉な赤い花が散り、衝撃に耐えかねた巨木が地(じ)響(ひび)きをたてて倒れゆく。

			　それは、あまりにも唐(とう)突(とつ)過ぎる出来事だった。

			　なにが起こっているのか、誰もが状況を掴(つか)めない。

			「ぐるる……？」

			　その場の全員が唖(あ)然(ぜん)として動きをとめる。

			　おれや加(か)藤(とう)さんのいるほうへと向かってきていた２体のファイア・ファングのうち、死なずに済んだほうの１体がなにかに気付いたように上空を振り仰(あお)いだ。

			　遅かった。

			「ぎゃぅん!?」

			　落ちてきた『なにか』に、狼が潰(つぶ)されて悲鳴をあげた。

			　そして、二度と動かない。

			「なに、が……？」

			　呻(うめ)き声をあげたおれの視界に、『落ちてきたなにか』の姿が映り込んだ。

			　それは、真っ白な蜘(く)蛛(も)だった。

			　ふさふさとした真っ白い毛に全身が覆(おお)われた、巨大な蜘(く)蛛(も)だ。

			　８本ある脚の先には鋭い鉤(かぎ)爪(つめ)がついており、そのうちの１本が押し潰(つぶ)されたファイア・ファングの頭部を串刺しにしていた。

			「こいつは……まさか」

			　脚を広げれば３メートル以上になるに違いない巨大な白い蜘(く)蛛(も)は、その頭胸部に、そこに在るべきではない異形を宿していた。

			　それは、年若い女の上半身。

			　蜘(く)蛛(も)の糸のような細く白い髪を長く垂(た)らした女が、嫣(えん)然(ぜん)とした笑みを浮かべて、おれたちのことを見詰めていた。

		

	
		
			12　白い蜘(く)蛛(も)の暴(ぼう)虐(ぎやく)

			　

			　空気が凍(こお)りついていた。

			　動いているのは焚(た)き火の炎の揺らめきと、それによって生み出される陰(いん)影(えい)だけだ。

			　おれたちの意識は、唐(とう)突(とつ)に乱入した闖(ちん)入(にゆう)者へと吸いつけられていた。

			「……『アラクネ』か？」

			　その名前は、おれの口から無意識のうちに零(こぼ)れ落ちた。

			　アラクネ。そう名付けられたモンスターについては、コロニーにいた頃に聞いていた。

			　いわく、それは『巨大な蜘(く)蛛(も)に女の化け物の上半身が生えたモンスター』なのだという。

			　ゲームなどでは半分だけ人間の姿をしたモンスターがよく出てくるが、この異世界のコロニー周辺で出てくるモンスターのなかでは、唯(ゆい)一(いつ)アラクネだけが人間に近い容(よう)姿(し)をしていることが知られていた。

			　ただ、だからといってアラクネを人間と見間違えることはありえないことだった。

			　それはなにも、醜(みにく)い蜘(く)蛛(も)の下半身ばかりが原因ではない。『巨大な蜘(く)蛛(も)に女の化け物の上半身が生えたモンスター』と表現されていることからもわかるように、むしろ蜘(く)蛛(も)の体の上についている女の容(よう)姿(し)が完全に化け物めいていることのほうが問題だった。

			　口は耳まで裂けて、唇の端からは大きなふたつの牙(きば)がのぞいている。まぶたのない目は丸く落ち窪(くぼ)んでいて、白目は赤く充血している。肌(はだ)は硬質でいて表面がけばだっており、ひどくやせた体には骨がごつごつと不自然に浮き上がっている。

			　たとえ下半身と切り離された状態でも、アラクネの死体を人間のそれと間違えることだけはないだろう。

			　もっと人間に酷(こく)似(じ)した姿をしていたのなら、探(たん)索(さく)隊のなかにはアラクネを狩ることを躊(ちゆう)躇(ちよ)する者もいたかもしれない。そのせいで被害が出ることもあったかもしれない。

			　実際、過去にはそうした事例があった。

			　探(たん)索(さく)隊はチート能力者となった学生たちで構成されていた。彼らは強大な力を持ってはいたものの、本格的な戦闘など経験したことがなかったため、当初は森を探(たん)索(さく)する際に起こるモンスターとの戦いで人的被害を出していた。

			　そうして亡くなった学生たちの死体がアンデッド・モンスターとなったことが一度あり、その際には人の……それも仲間の姿をしたアンデッド・モンスターを殺せなかった生徒たちから、さらに数人の被害が出るという惨(さん)事(じ)にもなったのだ。

			　だが、アラクネについてそういった事例を聞いたことはない。むしろ人を思わせる分だけ化け物らしさが際立って嫌(けん)悪(お)感(かん)が募(つの)った、とさえ探(たん)索(さく)隊のメンバーは語っていたくらいだった。

			　それが、おれの知っているアラクネというモンスターだった。

			　だが、目の前にいるコレは、聞いていたのとはまったくモノが違っていた。

			　真っ白な蜘(く)蛛(も)から生えた女の容(よう)貌(ぼう)は整っており、化け物どころか優しげでさえあった。

			　顔立ちにはまだ少女の面影が残っており、二十歳にも達していない若い女性にしか見えなかった。瞳(ひとみ)が赤いのだけが特(とく)異(い)だが、それだって化け物めいた印象はなかった。

			　蜘(く)蛛(も)糸で作られているのか、シフォン生地のようにうっすらと透(す)ける服を着ているものの、優美な体の線は隠し切れていない。華(きや)奢(しや)でいながらスタイルはよく、それはまるで男を誘(さそ)うために造形された芸術品のようだった。

			　異論の余(よ)地(ち)なく、彼女は美しい少女だった。

			　巨大な蜘(く)蛛(も)の化け物の上に生えていてさえ、その事実が霞(かす)むものではないくらいに。

			「ふふ」

			　真っ赤な唇から笑みがこぼれ、赤い瞳(ひとみ)がゆっくりと左右に動いておれたちの姿を確認した。

			　直感的におれは悟った。なにかを探して彼女はここにやってきたのだと。

			　しかし、なにを？

			　……あるいは、『誰』を、か？

			　それを考えた瞬間、さっきからずっと鳴りっぱなしだった脳内の警告音がさらに一段ボリュームをあげた。

			　気付けば、赤い瞳(ひとみ)がおれの姿を捉(とら)えていた。少女の目がきゅっと弓なりになった。

			「……見つけた」

			　それは少女の澄んだ声であったのに、聞いたおれの肌(はだ)をぞっと粟(あわ)立(だ)たせた。

			　理(り)窟(くつ)ではなく、おれは確信させられていた。あれこそが、おれたちが決して出会ってはいけなかった災(さい)厄(やく)そのものなのだと。

			　すなわち、ハイ・モンスター。

			　目の前にいる白い蜘(く)蛛(も)は、モンスターという枠さえ外れた真正の化け物だった。

			「逃げ……っ!?」

			　おれの言葉は、最後まで言い切られることなく虚(こ)空(くう)に消えた。

			「お、ぐっ……ぉおおお!?」

			　体の右側になにかがぶつかったと思った瞬間、すさまじい力で体が引き寄せられた。

			　反射的にその場に踏(ふ)みとどまろうとするが、引き寄せる力にはまったく敵(かな)わない。

			　17歳の男子として歳相(そう)応(おう)の体重があるはずのおれの体が、宙に浮く。それと同時に、大きな負荷がかかった体の右半分から身の毛のよだつような異音がした。

			「あ、が……っ!?」

			　視界が明(めい)滅(めつ)するほどの激痛。

			「……っ、……!?」

			　声もない。

			　何本か、折れた。

			　痛過ぎてどこが折れたのかさえわからない。飛びかけた意識が辛(かろ)うじて繋(つな)がったのは、恐怖と危機感が気絶を許さなかったためだ。それもいつまでもつかわかったものではなかったが。

			　おれは自分の体に目を落とした。

			　腕(うで)から胸のあたりにかけて、白い粘(ねん)着(ちやく)質(しつ)な物体がこびりついていた。

			　蜘(く)蛛(も)の糸だった。

			　それは長く長く伸びて……いま、おれのことを抱えているアラクネの手に繋(つな)がっている。

			　この蜘(く)蛛(も)の糸によって、おれはアラクネのもとへと引き寄せられてしまったらしい。

			　空中で捕らわれ、大木の幹に頭から叩きつけられたファイア・ファングも同じだろう。アラクネにその気があれば、おれもああして森を汚す真っ赤な染みになっていたということだ。

			　そして、その危機はまだ去っていない。

			　おれの身(み)柄(がら)は凶悪なモンスターの手のなかにあった。

			　もちろん、おれの仲間たちも黙(だま)って見ていたわけではない。

			「ご主人様！」

			　白いアラクネに捕まったおれのことを助けようとまず動き出したのは、一番近くにいたローズだった。アラクネに引き寄せられてしまったおれとの距離は５メートルほどあったが、その程(てい)度(ど)の距離はモンスターであるローズにとってはあってないようなものだ。

			　おれが見たときには、彼女は斧(おの)を振りかぶって走り出そうとしていた。

			「ご主人様を離――」

			　そんなローズの姿が、次の瞬間にはコマ送りのように目の前にあった。

			「――ぎぃッ!?」

			　苦鳴をあげて数メートルも吹き飛ばされたローズが、ばきばきと音を立てながら灌(かん)木(ぼく)のなかに叩き込まれる姿を、おれは呆(ぼう)然(ぜん)と見送ることになった。

			　なにが起こったのかはわかっていたが、それが現実だと認めたくなかった。

			　おれのことを抱えている白いアラクネは、ただ、ひょいっと前進して蜘(く)蛛(も)脚の１本を突き出しただけなのだ。

			　ただそれだけで、あのローズが撃(げき)破(は)された。

			　やられてしまった彼女のことを心配している余裕さえ、おれにはない。

			　おれのことを抱えた白いアラクネが猛(もう)然(ぜん)と駆(か)け出したからだ。

			　怪(け)我(が)で右半身が動かないため、おれはほとんど抵抗らしい抵抗もできなかった。いいや。たとえ体が動いたところで、ローズを一撃で下した相手になにができるだろうか。

			　焚(た)き火の灯りが遠ざかり、森の景色が一瞬で黒く沈(しず)みこんでいく。

			　それと同時に痛みの限界を越えたおれの意識は、暗(くら)闇(やみ)のなかに呑(の)みこまれていった。

			「ご主人様ぁ――っ！」

			　おれが最後に見たのは、こちらに手を伸ばすリリィの泣き出しそうな顔だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　意識の泡が、夢と現実をへだてる水面に弾ける。

			　覚(かく)醒(せい)は寒気とともにやってきた。おれは半分あげたまぶたを震わせた。

			　意識を失う直前のことを思い出したのは、その一瞬あとのことだった。

			「ここは……っ！」

			　おれは弾かれたように上半身を起こした。

			「ぎゃっ!?」

			　途(と)端(たん)に体の右側から襲(おそ)いかかってくる激痛に呻(うめ)き声をあげる。

			「うぐ……がぁ、はあ……ぐ、う、うぅう」

			　10秒以上かけて、どうにか呼吸を整えてから、おれは自分の体の状態を確かめた。

			　確認した途(と)端(たん)に気が遠くなった。

			　シャツの残(ざん)骸(がい)がこびりついた上半身。その右側は悲(ひ)惨(さん)なことになっていた。

			　まず手首の輪(りん)郭(かく)がおかしい。

			　向きが変になった指がある。

			　折れやすいと聞く肋(ろつ)骨(こつ)は、当たり前のように痛んでいる。

			　ついでに足首も捻(ひね)ったらしく、じくじくと鈍(どん)痛(つう)があった。

			　気を失っているうちに峠(とうげ)を過ぎたのか、半分痛みが麻(ま)痺(ひ)してしまっているのは幸いだったが、これではろくに動けない。

			　動けたところで、おれになにができるわけでもなかったが。

			　おれはひとりでは、なんら戦う力を持たないのだから。

			　いまのおれは、まったくの無力だった。それを認識して、おれの体はぶるりと震えた。

			　……寒い。寒い。凍(こご)えてしまいそうなくらいに寒かった。

			　――リリィ。

			　――ローズ。

			　彼女たちが近くにいない。パスを通じていつも感じていたふたりの心が近くにない。

			　それがこんなにも心細いことだなんて、おれは思ってもみなかったのだ。

			「……くそ。怖(おじ)気(け)づくな」

			　おれは怯(おび)えて縮こまりそうになる自分の心を叱(しつ)咤(た)した。

			　おれにはリリィやローズの主人としての責任がある。

			　きっと彼女たちも心配しているはずだ。早く帰って無事を伝えなければならなかった。

			　気絶している間に命を失っていた可能性もあった。

			　そう考えれば、こうして生きていただけでも僥(ぎよう)倖(こう)といえる。

			　気休めのような思考だったが、それでも恐(きよう)慌(こう)状態に陥(おちい)ることだけは避(さ)けられた。

			　ともすると縮こまりそうになる心を励(はげ)まして、おれは周囲を観察しようと体を起こした。

			「ここは……」

			「妾(わらわ)の巣のなかだよ」

			　艶(つや)やかな女の声が、おれの独(ひと)り言に答えた。

			　凍(こお)りついたおれは、ゆっくりと背後を振り返った。

			　糸のように真っ白く細い髪を垂(た)らした少女が、すぐ近くでおれのことを見下ろしていた。

			「お、前は……」

			　ふさふさした純白の毛に包まれた蜘(く)蛛(も)の下半身に頬(ほお)杖(づえ)をついて、真っ白な少女は弄(いら)うような視線でおれのことを眺(なが)めていた。

			　間違いない。

			　彼女はおれが意識を失う前に襲(おそ)いかかってきた、あのアラクネだった。

			「巣、だと……？」

			　言われてみて初めて気付いたのだが、おれは地面に直接寝転がっていたわけではなかった。

			　体の下には木の床があった。手ごろな太さの木々を集めてきて、広げた蜘(く)蛛(も)の糸の上に落としただけ、という感じの乱雑なものだったが、それは確かに床だった。

			　面積は小さな体育館くらいはあるだろうか。おれが寝かされていたのは、そのなかでも比較的平面を保っている一角だった。ひょっとすると、一応、この蜘(く)蛛(も)も怪(け)我(が)人に対する配(はい)慮(りよ)をしたのかもしれない。だとしたら、その心遣いは前提からして致(ち)命(めい)的(てき)に間違っているが。

			　アラクネの巣は柱として自然の木を利用していた。壁(かべ)はないが天井はあって、どうやらそれは張(は)り巡(めぐ)らされた蜘(く)蛛(も)糸によって支えられているらしかった。その天井からは糸が垂(た)らされていて、先には蜘(く)蛛(も)の糸で編まれた繭(まゆ)が吊(つ)るされていた。繭(まゆ)の内部では妖(あや)しい赤色の光が揺らめいていて、アラクネの巣の全容をぼんやりと薄(うす)闇(やみ)のなかに浮かび上がらせていた。

			　どうやらおれは、アラクネの巣まで連れてこられてしまったらしい。

			　それも、たったひとりきりで。

			　絶望的な状況だった。

			「お前はおれを……」

			　改めて白いアラクネに向き直り、おれは無意識に喉(のど)を鳴らした。恐怖が心を凍(こお)らせていた。それでも、固まりそうになる顎(あご)を無理矢理に動かして尋(たず)ねずにはいられなかった。

			「……いや、それより。リリィとローズはどうしたんだ？」

			「ほう。己(おのれ)の心配よりも前に、眷(けん)族(ぞく)のことをまず考えるか」

			　いかにも愉(たの)しげに、蜘(く)蛛(も)の上の少女は笑った。
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			「安心していい。あのような小物の命など興味ないわ。妾(わらわ)の欲するのは、ただひとりよ」

			「……おれのことか？」

			「いかにも」

			　頷(うなず)く白いアラクネ。どうやらすぐに殺されるということはないらしい。

			　よく考えてみれば、あの場でこいつがおれを殺すのは簡単なことだった。それなのにわざわざこんなところまで連れてきたということは、それなりの理由があるということだ。

			　……『おれという生(い)き餌(え)を自分の巣で落ち着いて食べたかった』という残(ざん)酷(こく)な理由ではないことを祈らずにはいられない。そうだとすれば、おれには抵抗の術(すべ)がなかった。

			「どうしておれのことを？」

			「わからぬか？」

			　なけなしの勇気を振り絞っておれが尋(たず)ねると、アラクネは逆に問い返してきた。

			「わからぬはずがあるまいよ。『妾(わらわ)がなんであるのか』を、お主は知っておるはずだ」

			　そんなことを言われても、アラクネに会ったのはこれが初めてだ。それが目の前の個体なら忘れようもない。見た目もそうだが、存在感からしてこいつは他を圧倒しているのだ。

			　断言できる。おれはこいつと出遭ったことはこれまでない。

			　なのに、こいつが何者かなんてわかるはずがない。

			　そう。わかるはずがないのだ。

			「……待てよ」

			　ある可能性に思い当たったおれは、ありえないとすぐにそれを否定した。

			　だが、自分自身の感覚は誤(ご)魔(ま)化(か)せない。

			　それはおれの本能に根ざした、おれだけの持つ特別な力であるからだ。

			「まさか、お前、おれのチート能力の……」

			「うむ？　チート能力とやらについては、妾(わらわ)はよく知らぬがな」

			　蜘(く)蛛(も)から生えた白い少女は、赤い目を片方だけ閉じてみせた。

			「妾(わらわ)に関して言えば、おそらく、お主の予想する通りだと思うぞ」

			　やはり愉(たの)しげに、この世のすべてが愉(たの)しくて愉(たの)しくてたまらないとでも言わんばかりの調子で、少女はおれの驚(きよう)愕(がく)に応えた。

			「なあ、『主(あるじ)殿(どの)』」

			　真っ赤な唇が、愛おしげにひとつの単語を紡(つむ)ぎ出した。

			「そんな馬鹿な……」

			　いくら否定しても、現実は変わらない。

			　目の前のモンスターは、おれのチート能力であるモンスター・テイムの対象。

			　

			　すなわち、眷(けん)族(ぞく)モンスターだった。

		

	
		
			13　手を取り合って　～リリィ視点～

			　

			「なんてこと……」

			　わたしは呆(ぼう)然(ぜん)と立ち尽(つ)くしていた。

			　目の前で起きてしまったことを受け止められずにいたのだ。

			　今夜、わたしたちを襲(おそ)った事件は、あまりにも目まぐるしいものだった。

			　現れた３体のファイア・ファング。

			　不利な戦いを前にして、それでも力を合わせて立ち向かおうとした、まさにその矢先に襲(おそ)いかかってきた、明らかに格の違うもう１体のモンスター。

			　わたしのなかの水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の知識によれば、大きな蜘(く)蛛(も)の上に女の化け物が生えた醜(しゆう)悪(あく)な造形をしたそのモンスターは、コロニーでアラクネと呼ばれているものだった。わたし自身もスライムとして森を彷徨(さまよ)っていたときに、一度ならず見たことがあるモンスターだった。

			　しかし、わたしたちの前に今夜現れた個体は、これまでわたしが見てきたものとは、まさに存在する次元が違っていた。

			　――美しくも妖(あや)しい、白い蜘(く)蛛(も)。

			　その容(よう)姿(し)を、その所(しよ)業(ぎよう)を思い出すだけでも、身の毛がよだつ思いがした。

			　現れた白いアラクネは、まず２体のファイア・ファングを一瞬のうちに殺してみせた。

			　そして、呆(ぼう)然(ぜん)としているわたしたちの隙(すき)をついて、ご主人様を糸で引き寄せて捕(ほ)縛(ばく)してしまった。

			　わたしはファイア・ファングを迎(げい)撃(げき)するためにご主人様からはやや離れたところにいたので、完全に出遅れてしまった。

			　その代わりにローズが即座に反応してくれた。

			　しかし、あの白いアラクネは一息に距離を詰めると、蜘(く)蛛(も)脚のひと突きで呆(あつ)気(け)なく彼女を吹き飛ばしてしまった。

			　アラクネは蜘(く)蛛(も)糸という特殊な攻撃手段を持つが、その反面、あまり単純な近接戦闘は得意ではないはずだ。なのに、あのローズがたったの一撃でやられてしまった。

			　本来のアラクネはあれほど強大なモンスターではない。あれが戦(せん)慄(りつ)すべき力を持つ、例外的なモンスターであることは、もはや疑(うたが)いようのないことだった。

			　あのまま戦っていれば、きっとわたしたちは全滅させられていたことだろう。

			　そうならなかったのは、単に白いアラクネがわたしたちのことなど眼中になかったからだ。

			　ローズを一撃で蹴(け)散(ち)らすと、目的は達したとばかりに白いアラクネはその場を離(り)脱(だつ)した。

			　……ご主人様を連れて。

			　もちろん、わたしもすぐにあとを追おうとした。

			　しかし、白いアラクネは、追(つい)跡(せき)するわたしに蜘(く)蛛(も)糸による妨害を仕掛けてきた。

			　蜘(く)蛛(も)という『待ち構えること』に特化した生き物の特性を持つアラクネ相手に追(つい)撃(げき)戦を挑(いど)むのは、あまりにも無(む)謀(ぼう)な試みだった。せめて魔法を使うことができれば、追いすがることも可能だったかもしれない。しかし、敵の手のうちにあるご主人様を巻き込む危険性を考えると、わたしは魔法の行使を躊(ちゆう)躇(ちよ)せざるを得なかった。

			　そうしてわたしが糸に捕まって、ほんの数秒の足止めをくらっているうちに、白い大蜘(く)蛛(も)の姿は森の闇(やみ)のなかに消えた。

			　ご主人様と一緒に。

			　そうだ。ご主人様だ。

			　ご主人様、ご主人様、ご主人様。

			　ご主人様、ご主人様、ご主人様、ご主人様、ご主人様――ッ！

			「……ぁあ」

			　ご主人様を取り返さなければっ！

			「ローズ！」

			　わたしはもっとも信頼できる妹分の名前を呼んだ。

			「無事なんでしょ！　応えて！　早く起きて、ご主人様を追いかけないと！」

			　蜘(く)蛛(も)脚の一撃を喰(く)らったローズだったが、あの程(てい)度(ど)ではやられはしない。

			　わたしはそう信じていた。

			　ローズがご主人様に捧(ささ)げる忠誠心は、わたしが彼に捧(ささ)げる愛情を上回りかねないものだ。

			　そんな彼女がご主人様を奪われたまま、おめおめと死ぬはずがない。

			「……申し訳ありません、リリィ姉様。不覚をとりました」

			　果たしてローズはわたしの呼びかけに応え、森の暗がりから姿を現した。

			　わたしは安(あん)堵(ど)のあまり力が抜(ぬ)けて、思わず溶けてしまいそうになった。

			　それでようやく、わたしは自分がずいぶんと不安を抱いていたことを自覚した。

			　――可愛(かわい)い妹分を失ったのではないか、という恐怖。

			　――自分ひとりであの強大なモンスターに立ち向かわなければならないのではないか、という不安。

			　強がって目を向けないようにしていたそれらの憂(うれ)いから解放され、涙(るい)腺(せん)が緩(ゆる)みそうになった。

			　だが、いまは泣いている場合ではなかった。

			「面目ありません。まさかご主人様を奪われるとは」

			「それはわたしも同じだよ。待ってて、すぐに治療するから」

			　わたしは緩(ゆる)んでしまいそうになる気持ちを引き締めて、ローズに回復魔法をかけた。

			「どう、戦える？」

			「ええ。ですが……この腕(うで)は、もう使いものにはならないようです」

			　盾(たて)を持っていたローズの左腕(うで)は、前腕部の半ばに大きな穴があいてしまっていて、辛(かろ)うじて一部で繋(つな)がっているだけの状態だった。細かいヒビや歪(ゆが)みならともかく、これはさすがにわたしの回復魔法で治せる範囲を越えていた。

			　正面から攻撃を受け止めた盾(たて)はふたつに割れて、ローズが攻撃を受けた場所に転がっていた。

			「たったひと突きでこの有様とは、不(ふ)甲(が)斐(い)ない限りです」

			「ううん。そんなことないよ」

			　むしろ、あの一瞬のうちに咄(とつ)嗟(さ)に防御してみせたのは、さすがといえる。無防備に喰(く)らっていたら、ローズの人形の体は今頃粉々になっていたはずだった。

			　しかし、本人にしてみれば、ご主人様を奪われた時点でそんな称(しよう)賛(さん)は慰(なぐさ)めにすらならないのだろう。パスを通じて彼女の心をじりじりと焦(こ)がす悔しさが伝わってきていた。

			「ご主人様の傍(そば)にいたのがリリィ姉様なら、こんなことには……」

			「それは無理だよ。わたしでも、結果は同じだった」

			　これはなにも慰(なぐさ)めだけの台詞(せりふ)というわけではなかった。

			　確かに現在のわたしとローズなら、わたしのほうが強いだろう。

			　わたしはミミック・スライムだ。その能力は他者の捕(ほ)食(しよく)とそれに伴(ともな)う擬(ぎ)態(たい)能力の獲得だ。

			　わたしがこれまで捕(ほ)食(しよく)してきたのは、マジカル・パペット、ファイア・ファング、トレント、そして、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)。いずれもオリジナルの劣(れつ)化(か)コピーでしかないが、わたしは同時にそれらの力を使うことができる。条件にもよるが、持ちうるすべてを出し尽くして戦えば、わたしはおそらく高確率でローズを下すことができるだろう。

			　しかし、それでもあの白いアラクネには敵(かな)わない。１００度戦えば１００度すべてで殺される。彼女とわたしとの間には、それだけの実力差があった。

			「ハイ・モンスター……」

			　あれはモンスターの枠の外側にいる存在だ。

			　この森のなかであれに敵(かな)う存在はそう多くあるまい。

			　戦闘向けではないユニーク・モンスターのわたしや、たかだかレア個体のローズでは、力を合わせたところであれに勝つ見込みはない。

			　だが、そんなことは関係なかった。

			「たとえ死んでも、ご主人様は取り返さないと」

			「当然です。我が身に代えてもご主人様はお救いいたします」

			　わたしたちの気持ちはひとつだった。

			　この身が滅びようともご主人様だけは守り抜く。

			　それが、わたしたち眷(けん)属(ぞく)の在り様なのだから。

			　……そう。そのはずなのだ。

			　だからこそ、わたしは疑(ぎ)問(もん)だった。

			「あの白い蜘(く)蛛(も)は……わたしたちと同じ眷(けん)属(ぞく)だった」

			　最初はなにかの間違いだと思ったが、確かにあれはご主人様の眷(けん)属(ぞく)モンスターだった。

			　わたしたち眷(けん)属(ぞく)はご主人様を介してパスで繋(つな)がっているため、お互いにお互いがそうだとわかる。パスを通じてわたしは、あの白いアラクネが抱いている強い欲望さえ感じ取っていた。

			　それをあえて言語化するのなら、こんなところになるだろうか。

			「『これはわたしのものだ』。……パスを介して、彼女がそう思っているのが伝わってきたわ」　その暴力的なまでの身勝手さに、わたしは寒気を覚えた。

			　あの白いアラクネがご主人様を攫(さら)った理由が、彼への危害に繋(つな)がるものでないことを、ただただわたしは祈らずにはいられなかった。

			「わたしも彼女の意図を同じように解(かい)釈(しやく)しました」

			　ローズが頷(うなず)き、わたしの意見に同意を示した。

			「その欲求の源泉がどこにあるのかはわかりませんが、それがなんであれ、彼女が自分の欲求を満たすためだけに、ご主人様を奪っていったことは疑(うたが)いようのないことです」

			「そうね。許せることじゃない」

			「しかし、ああしてご主人様を奪っていったということは、すぐにご主人様を殺害する可能性は低いものと考えられます。それだけは辛(かろ)うじて安心材料と言えるでしょう」

			「それは確かにそうかもしれない。……けど、あれがご主人様に十分な気遣いをするとも思えないわ」

			　ぎり、と耳の奥のほうで音がする。わたしは無意識のうちに奥歯を噛み締めていた。

			「ローズも見たでしょう。あいつに拐(かどわ)かされたときに、多分、ご主人様は酷(ひど)い怪(け)我(が)をしてる」

			　幸い生命に関わるような致(ち)命(めい)的(てき)な傷ではなかったようだが、それでもご主人様が重傷を負ったことに違いはない。

			　パスを伝わってきた、ご主人様の感じた苦痛。それを思い返すだけでもわたしは、いまは擬(ぎ)態(たい)することで存在する偽(にせ)物(もの)のハラワタが煮(に)えくり返りそうな気持ちになった。

			「落ち着いてください、リリィ姉様」

			「わかってる！」

			　反射的に言い返して、わたしは歯噛みした。

			　今頃、ご主人様は苦しんでいるはずだ。そう考えるとわたしは、もういてもたってもいられなくなって、すぐにでもこの場を飛び出してしまいそうになるのだ。

			「とにかく。いまは一刻も早く、ご主人様を追わないと――」

			　はやる気持ちそのままに、わたしはローズに言い募(つの)る。そのときだった。

			「リリィさん。ローズさん」

			　完全に忘れ去っていた存在から、声がかけられたのは。

			「真(ま)島(じま)先輩を追うのはいいですけど、そもそも先輩は生きてるんですか？」

			「……っ！　なにを！」

			　わたしは反射的に声のする方向を睨(にら)みつけてしまった。

			「生きてるに決まってる！　馬鹿なこと言わないで！」

			　そこには、ご主人様と同じ人間の少女がいた。

			　ご主人様が保護したひとつ年下の女の子。名前は加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)。

			　わたしが擬(ぎ)態(たい)している水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の、かつての親しい友人だった。

			「申し訳ありません、加(か)藤(とう)さん」

			　それ以上わたしがなにか言う前に、ローズが前に出た。あまり自己主張しない彼女にしては珍しいことだったが、これはわたしのささくれだった心を察してのことだろう。それがわかったから、わたしは妹分の顔を立てて、ここは引き下がることにした。

			　もちろん、内心は穏(おだ)やかではない。ご主人様が死んでしまう可能性なんて、頭に浮かべることすら許されることではなかった。

			「わたしたちはご主人様を追わなければなりません」

			「はい。それはわかります。ただ、さっきも言いましたけど、生きてるって確証はあるんですか？　それは単なる願望では？」

			「この……っ！」

			　先程と同じ疑(ぎ)問(もん)を繰り返す加(か)藤(とう)さんに、わたしのなかで怒りが再(さい)燃(ねん)しかける。

			　対応しているローズに動じた様子はなかった。

			「もちろん、ご主人様が生きていらっしゃることを、わたしは確信しています。なぜなら我ら眷(けん)族(ぞく)の意識があることこそが、ご主人様が無事であるなによりの証(しよう)拠(こ)なのですから」

			「どういうことですか？」

			「わたしたちはもともとただのモンスターであったときには、確固たる意思を持ちませんでした」

			　ローズは淡(たん)々(たん)とした声で、加(か)藤(とう)さんの疑(ぎ)問(もん)に答えた。

			　そこには焦(あせ)りや怒りといった感情は、もう残っていない。

			　彼女は冷静さを取り戻している。わたしとは違って。

			「ただのモンスターだったとき、ですか？」

			「はい。ご主人様に出逢い、眷(けん)族(ぞく)になる前のわたしには、自(じ)我(が)というものが希(き)薄(はく)だったのです」

			　落ち着いた声色でローズが語るのは、彼女の……いいや。わたしたち眷(けん)属(ぞく)モンスターに共通する体験談だった。

			「わたしにとって、ただのモンスターであった頃の記憶というものは、ほとんど記録映像を見ているように無(む)味(み)乾(かん)燥(そう)なものです。わたしが己(おのれ)というものを確立し、己(おのれ)が生きていることを自覚したのは、あの日、あのとき、あの場所で……導(みちび)かれるように森を彷徨(さまよ)い、ご主人様に出会ったその瞬間なのです」

			　ローズの言葉には歓びがあった。

			　それだけ、あの瞬間の記憶は、彼女にとって鮮(せん)烈(れつ)なものだったのだろう。

			　それはリリィという名を与えられたわたしにとっても同様のことだった。

			　――あの日、あのとき、あの洞(どう)窟(くつ)で。わたしはご主人様に出会った。

			　最初はうっかり腕(うで)を食べかけてしまったけれど、すぐに『違う』とわかった。

			　これはわたしが食べるものじゃない。

			　むしろ食べられてしまいたいとさえ思ったのは、ご主人様にも秘密のことだ。

			　ともあれ、わたしは彼に出会い、求められて、その結果として自(じ)我(が)を得た。

			　その瞬間、わたしの世界に初めて色彩というものが生まれた。

			　願われて、望まれて、初めてわたしという存在はこの世に誕生したのだ。

			　そういう意味では、ご主人様はわたしたちにとって人間でいうところの母に等しい。

			　わたしたち眷(けん)属(ぞく)はご主人様のことを心の底から愛し、そして幸運なことにご主人様もそんなわたしたちのことを愛してくれている。

			　そういう意味でも、その関係性は親子のそれに酷(こく)似(じ)していると言えるだろう。

			　……と、これはあくまでも人間に理解しやすいようにわたしたちの関係を言語化しただけのこと。実際のところ、わたしたちにとってご主人様はご主人様だ。

			　狂おしいほど愛おしい、わたしにとっての絶対だ。

			　わたしたちはご主人様の望みを叶(かな)えるために生まれてきた。だから、その彼が死んでしまえば、わたしのこのつまらない自(じ)我(が)なんてふっと消えてなくなってしまうことだろう。

			　そうなっていないということは、ご主人様は無事でいるということだ。

			　いまもご主人様は、きっとわたしたちの助けを待っている。だから……。

			「ローズ！　そんな話はいいから、早くいかないと！」

			　わたしの全身を焦(しよう)燥(そう)感(かん)が駆(か)り立てる。

			　ともすると、この心さえ燃え尽(つ)きてしまいそうにさえ思えるくらいに。

			「ですが、姉様」

			　そんなわたしとは対照的に、もう感情の制御を取り戻したらしいローズは、焦(あせ)るわたしのことを努めて冷静な口調で諭(さと)した。

			「加(か)藤(とう)さんのことはどうするつもりですか？」

			「……あ」

			　それは、わたしの思考からすっぽりと抜け落ちていた問題だった。

			　わたしはいまさら、加(か)藤(とう)さんがわたしたちのやりとりに口を挟(はさ)んだ理由に気付いた。

			　というより、彼女の立場ではそうして当然だった。なにしろ加(か)藤(とう)さんはわたしたちに置いていかれたら先がないのだ。

			「ご主人様は加(か)藤(とう)さんのことを保護されると決めておられました」

			　そう言いながらローズが自分の壊れた腕(うで)の肘(ひじ)のあたりを弄(いじ)ると、使えなくなった腕(うで)が外れて、どさりと地面に落ちた。

			「そんな彼女を、わたしたちの一存で放置するわけにはいかないでしょう」

			　ファイア・ファングの革でまとめた荷物のなかからスペアの腕(うで)を取り出しつつ、ローズはわたしにとうとうと語りかけた。

			「で、でも、ご主人様が攫(さら)われたっていうのに、そんなこと……」

			「だからといって、短絡的な判断をしていいということにはなりません。いいですか、リリィ姉様。こういうときこそ冷静にならなければなりません」

			「わ、わたしは！　冷静よ！」

			「いいえ。姉様は我を失っておいでです」

			「く……っ！」

			　ああ、そうだ。わたしは冷静ではない。

			　冷静でなど、いられるものか。

			　わたしの傍(そば)に彼がいない。たったそれだけのことでわたしは気が狂いそうになっている。

			　その点、やはりローズは冷静だった。

			　そして、加(か)藤(とう)さんもまた平静を保っていたのだ。

			「わたしは別に、置いていってもらってもかまいませんけど」

			　加(か)藤(とう)さんが突然そんなことを言い出したので、言い合っていたわたしたちは揃(そろ)って彼女へと顔を向けた。

			　どういうことだろうか？　わたしは彼女の発言に戸(と)惑(まど)った。

			　このときまでわたしは、こうして加(か)藤(とう)さんがわたしたちのやりとりに口を挟(はさ)んできたのは、彼女のことを放ってご主人様の救出に向かってしまいそうなわたしたちの姿に危機感を抱いたからだろう、と考えていた。

			　実際、この森のなかにひとりで置いていかれるということは、彼女にとってほとんど死刑宣告に等しい。見捨てられないように必死になろうというものだった。

			　だが、現実の彼女は『置いていってもかまわない』と言う。

			　正直、わけがわからなかった。

			「加(か)藤(とう)さん。いまの発言の意図をお訊(き)きしてもよろしいですか？」

			　いぶかしむわたしとは違い、ローズは直球の質問を投げつけた。

			「意図もなにも、そのままの意味です。わたしを置いていきたいのなら、置いていってもらっていっこうにかまいません。真(ま)島(じま)先輩の命の危機ですからね。ただ……」

			　加(か)藤(とう)さんは平静な、普(ふ)段(だん)通りの表情で淡(たん)々(たん)と言葉を重ねた。

			「可能なら、連れていってほしいとは思います。わたし、お役に立てると思いますから」

			　それは思いもよらない言葉だった。

			　彼女がわたしたちに同行しようとする理由は、命惜(お)しさではない。これからわたしたちが行おうとしているご主人様の救出の助けになるために、彼女は同行したいのだという。

			　わたしは怪(け)訝(げん)さを隠さずに問いかけた。

			「あなたが来て、なにがどうなるっていうの？」

			「少なくとも、あなたたちはご主人様の言いつけに背(そむ)いて、わたしを放置せずに済みます。それに、あなたのご主人様を助けるときの、弾よけ程(てい)度(ど)の役には……いいえ。それが無理でも餌(えさ)程(てい)度(ど)の役には立つかもしれませんよ？」

			「……」

			　確かに加(か)藤(とう)さんを連れていくことで、わたしたちはご主人様から下されている命令にそむかずに済む。ご主人様は律儀な人だから、たとえ自分自身が危険な目に遭(あ)っていたところで、加(か)藤(とう)さんを見捨てることをよしとはしないだろう。

			　また、仮に加(か)藤(とう)さんが死ぬようなことがあれば、ご主人様が加(か)賀(が)のときなどとは比べ物にならないくらいに大きな衝撃を受けるであろうことも、想像に難くなかった。

			　逆にデメリットは、わたしたちが彼女という足(あし)手(で)纏(まと)いを抱えることだ。

			　それだって加(か)藤(とう)さん本人が言うように、ご主人様の代わりになる餌(えさ)を持って行くと考えれば、そう悪いことではないように思える。しかし……。

			「……無理ね。許可はできない」

			　わたしが口にしたのは、明確な拒(きよ)絶(ぜつ)の言葉だった。

			「無理、ですか。理由を聞いてもいいですか？」

			「そんなの決まってる。あなたは信用できない。ただそれだけよ」

			　先程のメリット・デメリットの羅列は、あくまで加(か)藤(とう)さんがわたしたちを裏切らない前提で立てられたものだ。

			　彼女はわたしたちのような眷(けん)属(ぞく)ではない。人間だ。そして人間はご主人様を傷つけた。裏切った。わたしは傷つき倒れるご主人様の姿を知っている。

			　わたしたち眷(けん)族(ぞく)と違って人間は裏切る生き物なのだ。少なくとも、その可能性がゼロになることはない。

			　ことはご主人様の生命に関わる。万全を期してなお、細心の注意を払うくらいでちょうどいい。不確定要素である加(か)藤(とう)さんを連れていくなんて、とんでもないことだった。

			　そもそも、わたしは彼女をご主人様の旅路に連れていくこと自体に反対していた。あくまでわたしは、ご主人様がそれを強く望んだから、あの場はひきさがったに過ぎない。

			「この緊急事態に信用できない『人間』は連れていけない。なにが起こるかわからないもの」

			　これがわたしの下した結論だった。

			「そうですか。残念です」

			　わたしが告げた言葉を、それほど落(らく)胆(たん)した様子もなく加(か)藤(とう)さんは淡(たん)々(たん)と受け止めた。怪(け)訝(げん)や不(ふ)審(しん)を通り越して、それはいっそ不気味なくらいの落ち着きようだった。

			「あまりがっかりしないのね」

			「そうですね。リリィさんならそう言うだろうなって思っていましたから」

			「……どういうこと？」

			　わたしは眉(まゆ)を潜(ひそ)めた。

			「そう言うと思っていた？　どうして？」

			「だってリリィさん、わたしのこと、ずっと警(けい)戒(かい)していましたよね？」

			　加(か)藤(とう)さんは肩口に乗ったおさげに触れつつ、わたしの疑(ぎ)問(もん)に答えた。

			「リリィさんが真(ま)島(じま)先輩に四六時中くっついていたのって、先輩の護(ご)衛(えい)のためでしょう？」

			「……」

			　わたしは絶句した。

			　ローズ以外にはご主人様にさえ話していなかったわたしの意図に気付かれていたこともそうだが、彼女がここまで話せるということに、わたしは驚きを隠せなかった。

			　抜(ぬ)け殻(がら)のようだと思っていたが、思ったより頭も口も回るらしい。

			「まあ、半分くらいは役得って感じでしたけど」

			「うるさい」

			　ついでに、勘(かん)も鋭い。

			　わたしは自分でも刺(とげ)々(とげ)しいとわかる口調で詰(きつ)問(もん)した。

			「いつ気付いたの？　わたしがあなたを警(けい)戒(かい)しているって」

			「それはまあ、最初から。あれだけじろじろ見られていれば気付きますよ。それだけ警(けい)戒(かい)している相手を連れていけって言っても、それはまあ無理ですよね」

			　加(か)藤(とう)さんの指摘はどれもが正しいものだった。

			　ここに至って、わたしは認識を改めざるを得ない。

			　無感動で表情が薄いのでわかりづらいが、加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)は人の感情の機(き)微(び)に疎(うと)いわけでは決してない。むしろ非常に鋭い感性を持っているといえる。

			　だが、その割に迂(う)闊(かつ)なところもあった。

			「わたしの思惑に気がついていたことには、ホント、驚いた」

			　わたしは自分でも硬いと思える口調で告げた。

			「でも、それを指摘してどうしようっていうの？　あなたが鋭ければ鋭いだけ、わたしの警(けい)戒(かい)心を煽(あお)るだけじゃない」

			　切れ者であるのなら、裏切られたときのリスクはそれだけ増す。わたしたちの思いもよらない行動をとられてはたまらない。ますます、彼女を一緒に連れていくわけにはいかなかった。

			「提案は却下よ。行きましょ、ローズ」

			　結論は変わらない。わたしはローズのほうに振り返った。

			「し、しかし、姉様……」

			　ローズはいまだにどうしたものか迷っているようだった。

			　わたしに比べて彼女は、ご主人様に向ける感情が忠誠心に寄っている。そんな彼女だからこそ、一度下された命令を放(ほう)棄(き)することに大きな躊(ちゆう)躇(ちよ)を覚えてしまっているのかもしれない。

			　わたしはローズを説得する言葉を頭のなかで選び始めた。

			　しかし、わたしがそれを唇に乗せるよりも、加(か)藤(とう)さんが追いすがってくるほうが早かった。

			「本当にわたしのことは連れていってもらえないんですか？」

			「そのつもりよ」

			　わたしは振り返ることもなく、ぞんざいに答えた。

			「本当に？」

			「ええ」

			「どんなに頼んでも、ですか？」

			「あなた、危険過ぎるもの」

			「なるほど」

			　背後でわざとらしい溜(た)め息(いき)が聞こえた。

			「もっともらしい意見ですね」

			「……」

			　自然とわたしの眉(まゆ)が寄った。わざとやっているのかどうか、いまの加(か)藤(とう)さんの物言いには、ただでさえささくれだっているわたしの感情を逆(さか)撫(な)でするものがあったのだ。

			「なにが言いたいの？」

			「それは本当に理性的な判断なんですか、と言っています」

			「それって、どういう意味？」

			　さすがに無視できない暴言に、わたしはついに加(か)藤(とう)さんのほうに振り返った。

			　そうしてわたしたちの視線は交わって――

			「っ!?」

			　――わたしの紛(まが)い物の肌(はだ)に、鳥(とり)肌(はだ)が立った。

			　自分の身になにが起こったのか、咄(とつ)嗟(さ)にはわからなかった。

			　わたしはただ、加(か)藤(とう)さんと向かい合っただけだ。

			　目の前にいる加(か)藤(とう)さんだって、なにが変わったわけでもない。

			　平坦な口調。陰(いん)鬱(うつ)な表情。

			　それらは加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)という少女の、これまでとなにも変わらない姿だった。

			　だから彼女と対面したわたしが、狼(ろう)狽(ばい)するようなことなんてひとつもなくて……。

			　……いや。

			　そうではなかった。

			　加(か)藤(とう)さんにはひとつだけ、これまでの彼女とは決定的に違っている部分があったのだ。

			　……目だ。

			　彼女の目が違っている。

			　彼女の双(そう)眸(ぼう)はなにかを思い定めたかのように、爛(らん)々(らん)とぎらつくものを抱えていた。

			　それがわたしの背筋に悪寒を走らせた原因だった。

			　……あとから考えれば、このときのわたしは迂(う)闊(かつ)だったのだ。

			　頭に血(ち)が昇っていた。冷静な判断ができていなかった。

			　だから目の前にいる少女のことさえ見誤った。

			　本当に愚(おろ)かとしか言いようがなかった。

			　この非常事態に直面したことで、ついに加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)という名の少女の精神が蘇(よみがえ)っていたことに、わたしはまさにこの瞬間まで気付くことはなかったのだから。
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			「リリィさんはただ、わたしのことが気に入らないだけじゃないんですか？」

			　

			「……あ、ぇ？」

			　その侮(ぶ)辱(じよく)とも取れる加(か)藤(とう)さんの台詞(せりふ)に、わたしはなぜか返す言葉を持たなかった。

			　そんなわたしの様子を昏い瞳(ひとみ)で観察しつつ、加(か)藤(とう)さんは緩(かん)慢(まん)な動作で首を傾(かし)げた。

			「わたし、わかってるんです。リリィさん、わたしのこと嫌(きら)いですよね？」

			　それは、わたしの心にある一番やわらかい部分にナイフを突き立てる台詞(せりふ)だった。

			「な……なにを……い、言ってる、のか……」

			「だから、わかりますってば」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)しの台詞(せりふ)も通用しない。

			「リリィさんはスライムなんですよね。ミミック・スライム、でしたっけ。能力は他者への擬(ぎ)態(たい)です。その力を使って、あなたは水(みず)島(しま)先輩のことを模(も)している。話し方も、仕草だって、あなたは水(みず)島(しま)先輩そのものです。わたし、先輩とは仲が良かったですからね。リリィさんのことは知りませんけど、水(みず)島(しま)先輩のことなら細かいところまでよく知ってます。だから、わたしのことを嫌(きら)っていることだって、仕草なんかをよく見ていればわかるんですよ」

			　適当なことを言うな。

			　と、わたしがそう言い張るには、加(か)藤(とう)さんの声はあまりにも確信に満ちていた。

			　それになによりわたし自身の心が、彼女の言い分を認めてしまっていた。

			　これまでどうして気付かなかったのだろうか。

			　失敗した。わたしは加(か)藤(とう)さんのことを敵に回してはいけなかったのだ。

			　彼女には少女らしい繊(せん)細(さい)な感性があり、わたしの擬(ぎ)態(たい)する水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)のことをよく知っていた。そしてなにより普(ふ)段(だん)なにもすることのない彼女には、わたしという個体を解(かい)剖(ぼう)し尽(つ)くすために必要な観察と考察を行う時間が、あり余るほどに与えられていた。

			　あまりにも相性が悪過ぎた。水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の姿を模(も)したわたしにとって、彼女のことをよく知るこの少女の存在は、まさしく天敵だったのだ。

			「わ、わたしは……」

			　熱く燃え盛っていた怒りは一気に氷点下まで凍(こお)りついてしまっていた。

			　その気になれば簡単に殺せてしまうはずの目の前の少女の存在に、わたしは明確な恐怖さえ抱き始めていた。

			　そして……『わかっている』と、彼女はそう言ったのだ。

			　だから、胸に抱いてしまったこの恐れだって、彼女の掌(てのひら)の上だった。

			「リリィさんはわたしのことが羨(うらや)ましいんじゃないですか？」

			「そ、そんなことは……わ、わたしは別に。羨(うらや)ましい、なんて……」

			「それは嘘(うそ)です。あなたはわたしのことが嫌(きら)いで、それはわたしが羨(うらや)ましいからで……」

			「や、やだ。聞きたくない」

			　これは、駄目だ。この擬(ぎ)態(たい)した体を保てなくなりそうなくらいに嫌(いや)な真実を、わたしはいま聞かされようとしている。

			　咄(とつ)嗟(さ)にわたしは耳を塞(ふさ)いでしまおうとした。

			　だが、それより加(か)藤(とう)さんが言葉のナイフを突き刺すほうが早かった。

			「どうしてそんなに羨(うらや)ましいかっていうと……わたしがあなたの大事なご主人様と同じ人間だから、なんでしょう？」

			　これが、とどめの台詞(せりふ)となった。

			「あなたはモンスターで、真(ま)島(じま)先輩は人間で。だから、あなたはわたしが羨(うらや)ましくって妬ましくって仕方ない。違いますか？」

			　……違わない。

			　理性が理論武装を試みるより先に、感情の部分が彼女の言い分を認めてしまっていた。

			　加(か)藤(とう)さんの言う通りだ。わたしは人間である彼女のことが羨(うらや)ましくて仕方がない。

			　わたしはモンスターだ。

			　いまはこんな姿をしているが、わたしは本来醜(みにく)い怪物でしかない。

			　わたしはただ人間に擬(ぎ)態(たい)しているだけだ。

			　そして擬(ぎ)態(たい)しているということは、もうどうしようもなく偽(にせ)者(もの)だということなのだ。

			　どれだけご主人様のことを愛そうとも、わたしは決して人間にはなれない。

			　だからわたしには常に不安があった。

			　やはり人間には人間が一番いいのではないかという、そんな当たり前過ぎる不安だ。

			　少なくとも、それが自然であることは万人が認めるところだろう。

			　いまはいい。ご主人様は人間を嫌(きら)っていて、だから、わたしみたいな紛(まが)い物が一番近くにいられる。

			　勘(かん)違いしてもらっては困るのだが、別にわたしは彼の一番近くにいたいわけではない。

			　いられるのなら幸せだが、そこは他の人に譲ったってかまわない。

			　なぜなら、眷(けん)属(ぞく)であるわたしたちはご主人様のものだが、ご主人様はわたしたち眷(けん)属(ぞく)のものではないからだ。

			　一番近くがいいなんて贅(ぜい)沢(たく)は言わない。わたしは彼の近くにいられれば十分なのだ。

			　だけど。

			　だけど……。

			　もしもご主人様が人間と和解してしまったら……。

			　彼が負った深い心の傷が癒(い)えてしまったら……。

			　そのとき、わたしのような醜(しゆう)悪(あく)なモンスターは、彼の近くに置いてさえもらえなくなってしまうのではないだろうか？

			　それはなにも根(こん)拠(きよ)のない懸(け)念(ねん)ではなかった。

			　なぜなら、わたしは知っているのだ。

			　わたしはご主人様の最初の眷(けん)属(ぞく)だ。かつては『人のよい真(ま)面(じ)目(め)な学生』であったご主人様が、いまの『わたしたちのご主人様』になった、その最初の瞬間から一緒にいる。

			　だから、わたしは知っている。

			　この世界でわたしだけが知っている。

			　ご主人様の真実を。

			　ご主人様は心も体もぼろぼろに傷ついて、他の何者も信じられないと絶望し、逃れられない死を目前にして、わたしの前でこう願ったのだ。

			　

			　――誰か、おれを助けてくれ。

			　

			　これは明確に、大いなる矛(む)盾(じゆん)を孕(はら)んだ台詞(せりふ)だろう。『もう誰も信じられない』と絶望した人間が、死の寸前に『他の誰かに助けを求めた』というのだから。

			　ありえない。

			　理(り)屈(くつ)が通っていない。

			　矛(む)盾(じゆん)しているのだ。

			　しかし、考えてみればこれも、それほど不思議なことではない。

			　生と死の境を経験することで価値観が変わるというのは、よくある話だ。

			　ご主人様もこの類だろう。

			　しかし、果たしてそれまでの間に培(つちか)ってきた価値観がすべて残らずひっくり返ってしまうようなことがありえるだろうか。

			　たとえひっくり返ってしまったとして、そこになにひとつとして残(ざん)滓(し)が見られないなどということがあるだろうか。

			　少年の過ごしてきた17年間は、それほどに軽いものだとでもいうのだろうか。

			　それはいくらなんでも、少年の半生を馬鹿にし過ぎてはいないだろうか。

			　わたしが言いたいことというのは、つまりはそういうことだ。

			　――深い心の傷を抱えたご主人様は、どうしても人間を信じられない。

			　――その一方で、いまでもご主人様は、心のどこかで他人を信じたいと願っている。

			　それこそが真(ま)島(じま)孝(たか)弘(ひろ)という名の17歳の少年の抱えた、致(ち)命(めい)的(てき)な矛(む)盾(じゆん)だった。

			　大きな矛(む)盾(じゆん)に心は軋(きし)み、ひずんでしまって隙(すき)間(ま)ができて、いずれは崩(ほう)壊(かい)することが目に見えていた。わたしたち眷(けん)属(ぞく)は、彼のそうした心の隙(すき)にうまく滑り込んだに過ぎない。その自覚があるから、わたしは常に不安だった。

			　いつかわたしはご主人様に必要とされなくなるのではないか。

			　それはわたしのひそかな……しかし、他に比べようもなく大きな恐怖だった。

			　だから、わたしは加(か)藤(とう)さんの言い分をどうしても否定できなかった。

			　わたしは人間が羨(うらや)ましくて仕方がない。それはとても大きな想いで、ともすれば、わたしの理性を簡単に押し流してしまいかねないものだった。

			　それがいまのこの場面で、人間である加(か)藤(とう)さんの同行を拒(きよ)絶(ぜつ)する理由になっているとしたら……それは、あまりにも醜(みにく)い。

			　もしも、もしも、それが正しいとすれば。

			　そんなわたしには、それこそ、ご主人様の傍(そば)にいる資格なんて……。

			　

			「そのあたりにしておいていただけますか、加(か)藤(とう)さん」

			　

			　わたしが人としての輪(りん)郭(かく)を保つことさえできなくなって崩(くず)れ落ちる、その寸前のことだった。

			「リリィ姉様の頭が冷えるまでと思って見守っていましたが、いくらなんでもやり過ぎではありませんか？」

			　わたしたちの間の緊(きん)張(ちよう)の糸を、かすかな熱を帯(お)びた女性の声が切り裂いた。

			　わたしは知らず俯(うつむ)いていた顔をあげた。わたしのことを守る木製の背中があった。

			「ローズ……」

			　わたしの頼りになる妹分が、加(か)藤(とう)さんとわたしとの間に割り込んでいた。

			　ローズは破損した左腕(うで)にスペアの腕(うで)を接続した。がちりと硬い音が鳴った。その音はまるで獣(けもの)の威(い)嚇(かく)のように、森の空気を震わせた。

			「話のすり替えはやめてください、加(か)藤(とう)さん」

			「……なんのことですか」

			「誤(ご)魔(ま)化(か)さないでください。リリィ姉様があなたのことを嫌(きら)っているのは、ええ、事実なのかもしれません。しかし、それとあなたを連れていくかどうかは別問題ではありませんか」

			　ローズの声には、いつも冷静な彼女にしては珍しく怒りの色があった。

			「あなたは故意にふたつを結びつけて、不当に姉様を追い詰めています。同じ眷(けん)属(ぞく)として、姉様の妹として、わたしはそれを見逃すわけにはいきません」

			「……」

			　加(か)藤(とう)さんはしばらく無言でローズを見詰めていた。

			　数秒経ち、溜(た)め息(いき)がひとつ吐き出された。

			「まあ、さすがにローズさんにはバレますよね」

			　そう言うと、加(か)藤(とう)さんはバツが悪そうに眉(まゆ)尻(じり)を下げた。

			　たったそれだけのことで、ついさっきまでわたしを圧倒していた少女の面影は消えてなくなってしまった。

			「ごめんなさい、と謝っておきます。許してもらえるかは、わかりませんけど」

			　そこにいるのは、やや暗い印象のある、いつもの加(か)藤(とう)さんだった。

			「そこまでリリィ姉様のことを読み切っているのなら、姉様が自身の身勝手な感情であなたを排(はい)斥(せき)しようとしていたわけではないこともわかっているのではありませんか」

			「そうですね。ローズさんの言う通りです」

			　加(か)藤(とう)さんはあっさりと頷(うなず)いた。

			「リリィさんはただ疑(うたが)り深いだけです。慎重なのは、ただ真(ま)島(じま)先輩のことが大事だから。わたしを連れていくかどうかという一件と、リリィさんの抱いている嫉(しつ)妬(と)は無関係で、故意に因(いん)果(が)関係をこじつけたというのも否定はしません」

			　巧(たく)みに会話を誘(ゆう)導(どう)していたことさえ認めてしまう。

			　置いてきぼりのわたしは、事態の推移をただ見守るしかなかった。

			「……と、いうことです。リリィ姉様」

			　ローズがくるりと体の向きをこちらに変えた。

			「ロ、ローズ。わたしは……」

			「安心してください。姉様はご自分で思っているほど、身勝手な方ではありません。それは、わたしが保証いたしますから」

			　普(ふ)段(だん)は硬めの口調をやわらげてローズが言う。

			　親しみと労(いたわ)わりの込められたその台詞(せりふ)を聞いて、ようやくわたしは置いてきぼりだった展開に追いつくことができたのだった。

			　しかしその一方で、ローズの言葉をそのまま受け取ることは難しかった。

			「だ、だけど、ローズ……」

			　ローズのかけてくれた言葉は優しかった。

			　けれど、それだけではわたしが抱いてしまった恐れを晴らすには足りなかった。

			「わたしは加(か)藤(とう)さんのことを羨(うらや)ましいと確かに思っていて……」

			　加(か)藤(とう)さんの指摘は、これまで見ようとしなかったわたしの一面を鋭く抉(えぐ)っていった。

			「嫉(しつ)妬(と)、してるかもしれなくて……」

			　知らなかったフリは、もうできなかった。

			「こんな汚い感情を抱いているって知られたら……ご主人様に嫌(きら)われちゃう」

			　かつてご主人様は人間の汚さに絶望した。

			　目の前で絶望の泥(でい)濘(ねい)に沈(しず)む彼を見て、わたしは彼の心を癒(いや)してあげたいと思った。

			　そうあろうと決めたのだった。

			　だからわたしは誰よりも綺(き)麗(れい)でいなければいけなかった。

			　わたしが自分のなかにあった嫉(しつ)妬(と)心に目を瞑(つむ)り続けてきたのは、自分のなかのそうした感情を認めるわけにはいかなかったからだ。

			　わたしの汚れた部分を知れば、ご主人様はわたしのことを嫌(きら)ってしまうかもしれない。

			　わたしは、それが怖かった。それは他のなによりも堪(た)え難いことだった。もしも嫌(きら)われてしまったらと考えるだけで、怖くて、怖くて、仕方がなかった。だからわたしは小さく身をすくめて、震えて、怯(おび)えて、泣きそうになって――

			「それはありません」

			　――当たり前のように告げられた否定の言葉に、きょとんとしてしまったのだった。

			「え？」

			　ローズはわたしのことを、のっぺらぼうの顔でじっと見ていた。

			　なにを言ってるんですか、姉様。とでも言わんばかりに。

			「え、と。ローズ……？」

			「そんなことで、ご主人様が姉様のことを嫌(きら)うはずがありません」

			　そういってローズは、わたしの目に浮かびかけた涙をそっと拭(ぬぐ)ってくれた。

			「人形であるわたしには人間の心の機(き)微(び)が理解できません。リリィ姉様の嘆(なげ)きも理解できているとは言い難いでしょう。ですが、だからこそ、不安に惑(まど)うリリィ姉様はとても人間的だと思います」

			「人間、的……？」

			　幼(おさな)い思い込みの殻に閉じ込められていたわたしにとって、ローズの言い分はまさに天(てん)啓(けい)とさえ思えるものだった。

			「ご主人様はそんな姉様のことを好いていらっしゃるはずです。それくらいのことは、木製人形に過ぎないわたしにもわかります」

			「確かに」

			　これに同意したのは、驚いたことに先程わたしをあれだけ追い詰めた加(か)藤(とう)さんだった。

			「汚さというより、それは人間としての生臭さの範(はん)疇(ちゆう)ですよね。好きな人が自分との関係で不安を抱くこともなければ、嫉(しつ)妬(と)の一つもしてくれないとなれば、多分、男の子は自信なくしますよ。ちょっとくらいの悋(りん)気(き)はむしろ可愛(かわい)らしいものなんじゃないですか」

			「……あなたがそれを言う？」

			　見たくもないわたしのハラワタをさらけ出してくれたのは彼女だ。恨(うら)みがましい目でわたしがじっと見つめると、加(か)藤(とう)さんは視線を逸(そ)らした。

			　それは彼女にしては珍しく、日常のなかにいるごくごく普通の少女のような態度だった。

			「あー、その。そういう落ち込まれ方は予想外だったといいますか。わたしとしては、リリィさんには自分の判断に疑(ぎ)問(もん)を抱いてもらえれば、それで良かったんですけど。それが、まさかそんな基本的なところからわかっていないなんて想像もしていなかったといいますか……」

			　不意に加(か)藤(とう)さんの言い訳の台詞(せりふ)が途切れた。

			　とてもやわらかな表情が、陰(いん)鬱(うつ)なばかりだった少女の顔にふっと浮かんだ。

			　なにか大事なものを見つけた童女のような表情、とでも言えば伝わるだろうか。

			　わたしが加(か)藤(とう)さんに訪れた劇的な変化に気を取られているうちに、彼女はいつもより幾(いく)分(ぶん)か軽やかな口調で言った。

			「相変わらず男の子のことに関しては疎(うと)いんですね。まあ、いまはそればかりでもないようですけど」

			「うるさい」

			　……あれ？

			　反射的に言い返したわたしは、内心で首を傾(かし)げた。

			　さらりと言われたから聞き逃してしまったけれど、いま、加(か)藤(とう)さんはなにか変なことを言わなかっただろうか。

			　それに、なんだろうか。なにか……なにかいま、とても懐かしい感じがした。

			　なんだったのだろうか。わからない。確かめようにも、すでに加(か)藤(とう)さんは普(ふ)段(だん)の無表情に戻ってしまっていた。

			　わたしは彼女を見詰め、彼女もまたわたしのことを見詰めていた。

			　ほんの一瞬、起こった奇跡を惜(お)しむように、数秒の間わたしたちは視線を交わし合っていた。

			「……さて。姉様が立ち直ったところで、話を元に戻しますが」

			　呆けていたわたしを現実に戻したのは、相変わらず冷(れい)静(せい)沈(ちん)着(ちやく)なローズの声だった。

			「それで結局、加(か)藤(とう)さんの身(み)柄(がら)についてはどうするのですか、リリィ姉様」

			　わたしは、はっと我に返った。

			　そうだった。忘れてはいけない。いまは緊急事態の真っ最中なのだ。

			　こうしてわたし自身ようやく冷静さを取り戻すことができたのだから、これが意味のない時間だったとは口が裂けても言えない。

			　しかし、それでもいまが急を要する状況であることは違いない。

			　まずは仕切り直しが必要だった。

			　それは当然、この場を悪戯(いたずら)に混乱させてしまったわたしの仕事だった。

			「取り乱しちゃってごめんなさい、ローズ」

			　わたしはまず妹分に頭を下げた。感謝を込めて、言葉を紡(つむ)ぐ。

			「さっきまでのわたしは冷静じゃなかった。感情に振り回されてた」

			「リリィ姉様」

			「あなたには迷惑をかけちゃった。本当にごめんなさい」

			　ご主人様を拐(かどわ)かされてからのわたしは、ご主人様の身を案じての焦(しよう)燥(そう)に身を任せるばかりだった。その間にはずいぶんとローズに迷惑をかけてしまったように思う。

			「かまいません」

			　ローズは気にした様子もなく、わたしの謝罪を受け入れてくれた。

			「ここで取り乱されないリリィ姉様のことを、ご主人様は望んでおられないでしょうから」

			「うん。そうだね。だけど、今後はなるべく気をつけるから」

			　わたしには、ご主人様になにかあったときに動(どう)揺(よう)しないでいることはできそうにない。

			　それは、今回の一件でよくわかった。

			　わたしはローズのようにはなれない。

			　けれど、たとえ動(どう)揺(よう)していたって、なるべく理性的に振(ふ)る舞(ま)うことはできるはずだ。

			　そうあるように努めることはできるはずだった。

			　認めよう。わたしは未(み)熟(じゆく)だった。

			　それに気付いたからには、これからわたしは成長しなければいけない。

			「それと、加(か)藤(とう)さんに関する判断は全部ローズに任せたい。いいかな？」

			「わかりました」

			　わたしがこう言い出すことを予想していたのか、ローズはスムーズにわたしの要(よう)請(せい)を受け入れてくれた。

			　わたしたちは、ほとんど間をおかずにご主人様の力によって生まれた姉妹だ。互いの言いそうなことは、ある程(てい)度(ど)察することができる。こういうときには話が早くて助かった。

			「いいんですか？」

			　口を挟(はさ)んだ加(か)藤(とう)さんに、わたしは肩をすくめた。

			「いいの。というより……」

			「そうせざるを得ないというのが、こちらの実情です」

			　わたしが言い淀(よど)むと、ローズがその先を引き取ってくれた。

			「あなたはいま、リリィ姉様を潰してしまいました。あなたにとって一番の障害だった疑(うたが)り深い姉様は、もう自分の判断に確信が持てない。だから、わたしが対応する他ないのです」

			　現状、加(か)藤(とう)さんに対して抱いている嫉(しつ)妬(と)心それ自体については、わたしはどうにか受け入れることができている。これはローズと……ややマッチポンプめいているのであまり認めたくはないのだが、加(か)藤(とう)さんのおかげといえる。

			　しかし、その一方でわたしは、『自分の嫉(しつ)妬(と)心が身勝手な判断を生んでしまうのではないか』という疑(うたが)いまで払(ふつ)拭(しよく)できたわけではない。

			　たとえば、ここでわたしが『加(か)藤(とう)さんを連れていかない』と決めたとしよう。わたしは『その判断に自分の私情が挟(はさ)まっているのではないか』という疑(うたが)いを、どうしても捨てきれないことだろう。感情に引きずられてローズに迷惑をかけたばかりのわたしに、そこまで自分を信じられるはずがなかった。

			　だからここは、ローズに任せる。

			　……これもすべては加(か)藤(とう)さんの思惑通りなのだろう。そう考えると、疑(うたが)り深い性質を指摘されたわたしの胸のなかには、彼女に対する疑(うたが)いの種がどうしても芽吹いてしまいそうになるのだけれど。

			「勘違いしてほしくないんですが」

			　そうしたわたしの内面を見透(す)かしたわけでもないだろうが、加(か)藤(とう)さんは苦笑の気配が混じった口調で言った。

			「わたしは別に、ローズさんのほうが甘いと思って、そうしたわけじゃないですからね」

			　それはそうだろう。

			　わたしが交渉相手では可能性はゼロ。でもローズなら、まだ話が通じる。

			　そう言われるとローズのほうが甘そうに聞こえるかもしれないが、現実にはまったくそんなことはない。彼女は甘いのではなく公平なのだ。

			　彼女ならわたしと違って、感情に流されない判断をしてくれる。そう信じられるからこそ、わたしだって彼女にこの場を託(たく)そうと思えたのだ。

			「じゃあ、お願い」

			「了解しました」

			　わたしは頼りになる妹分にあとを任せ、一歩下がった。

			「さて、加(か)藤(とう)さん」

			　早速、ローズは口火を切った。

			「わたしと交渉すれば、一緒に連れていってもらえる可能性がある。あなたのその判断は誤りではありません。実際、わたしは最初からあなたを連れていく方針でいました。ですが……」

			　ローズは一度、言葉を切った。彼女が人間だったなら、ここで溜(た)め息(いき)のひとつもついていたのかもしれない。

			「これはやり方を間違えているのではありませんか？　リリィ姉様を退(しりぞ)けたにしても、その結果としてわたしがあなたの敵に回ってしまっては意味がないではありませんか」

			　いまは平静でいるようだが、ローズはわたしが加(か)藤(とう)さんにやりこめられるのを見て、怒りの感情を覚えているようだった。

			　木製人形であるローズは基本的に理性的であり、人間の感情の機(き)微(び)に親しくない。

			　たとえば、かつてのクラスメイトを手にかけたご主人様が苦しんでいることはわかっても、なにが彼をそこまで苦しめているのかがきちんと理解できない、といったように。

			　だが、かといって彼女自身に感情がないわけではない。

			　打ちのめされたご主人様の姿を直接見たわたしほどではないにせよ、過去に彼のことを傷つけた人間という存在にローズは悪い印象を抱いているし、仲間であるわたしがいじめられればそのことに関して怒りもする。

			　下手を打てば、加(か)藤(とう)さんはこうしてローズと交渉することさえできなくなっていたかもしれない。

			　だから、手段を選ばないその必死さをローズは咎(とが)めた。

			　ある意味で、いまは加(か)藤(とう)さんのためにローズは怒っていた。

			　ローズの美点である誠実さは、人間と眷(けん)属(ぞく)とを問わずに、あくまで平等に向けられているということだ。こうした怒りのかたちは、人間を敵視しているわたしにはないものだ。わたしとはまた違う視点でローズは加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)という人間を捉(とら)えているのかもしれなかった。

			「他にもっと穏(おん)当(とう)な手段があったはずです。加(か)藤(とう)さんになら、それを選択することもできたのではありませんか？」

			「たとえば、ローズさんを梃(て)子(こ)にして、リリィさんを説得する――とかですか？」

			　ローズは頷(うなず)いた。

			「ええ。姉様は頭に血が昇っていましたから、わたしの言うことなど聞き入れてくれなかったかもしれません。……いえ。ほぼ間違いなくわたしの言葉に耳を貸すことなく、最終的にはわたしとの問答に痺(しび)れを切らしてひとりで飛び出して行ってしまったことでしょう」

			　そこまでは酷(ひど)くない。

			　……とは言えないか。

			　さっきまでのわたしは完全に理性を失っていたし、あのまま５分と話を続けていたら、たとえひとりでもご主人様のもとへと向かっていたことだろう。

			「リリィさん、いまにも飛び出して行ってしまいそうな顔をしていましたからね」

			　加(か)藤(とう)さんも同意見らしい。そこまでわかりやすかったかと思うと、わたしは少しへこんだ。

			「あの白いアラクネのもとに、リリィ姉様をひとりだけで向かわせるわけにはいきません。わたしもすぐに姉様のあとを追ったことでしょう。ただ、そうなったとしても、わたしが加(か)藤(とう)さんを抱えて追えば済むだけのことでした。わたしは姉様ほどあなたを疑(うたが)っていませんし、ご主人様の命令を反(ほ)故(ご)にするつもりもありませんでしたから」

			「そうですね」

			　ローズの話に加(か)藤(とう)さんは頷(うなず)いた。

			「そうなる可能性は高かったでしょうね。あなたたちについて行きたいのなら、わたしはもっと穏(おん)当(とう)な手段をとるべきだったかもしれません」

			　加(か)藤(とう)さんはローズの言い分をすべて認めた。

			「でもそれじゃあ、先輩は救われません」

			　認めたうえで、その選択肢を否定したのだった。

			　それはつまり、ローズが言ったことは最初から全部わかっていて、それでも、あえてそうしなかったのだということだった。

			「わたしがついて行くだけでいいのなら、ローズさんの言う通り、穏(おん)便(びん)に頼むこともできました。わたしだって、なにも好き好んでリリィさんのことを傷つけたいわけじゃありません」

			　加(か)藤(とう)さんは首を横に振った。

			「だけど、それだけじゃ駄目じゃないですか。先輩を助けられなくちゃ意味がないんです。違いますか？」

			「それは確かに、その通りですが」

			　ローズの声からは困(こん)惑(わく)が感じられた。

			　ご主人様を助けられなければ意味がない。ああ、それはその通りだ。加(か)藤(とう)さんの言っていることは正しい。しかし、それがどうして数分前の彼女の攻撃的な行動に結びつくのか。それがローズにはわからないし、わたしも事情は同じだった。

			　そんなわたしたちに、加(か)藤(とう)さんは自分の胸に手を当てて告げた。

			「知っての通り、わたしには戦う力がありません。だから真(ま)島(じま)先輩を助けられません」

			　加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)はただの人間だ。唐(とう)突(とつ)にチート能力に目覚めるなんてご都合主義が起こるはずもなく、無力な彼女ではご主人様を救出する力になることはない。

			「でも、それって、いまのローズさんたちだって同じですよね？」

			　自分の弱さを認めたうえで、加(か)藤(とう)さんはひとつの事実を指摘した。

			「真(ま)島(じま)先輩を攫(さら)っていった白いアラクネ。あれは以前に言っていた、ハイ・モンスターでしょう？　戦ってはいけない。逃げられるかどうかも運次第。絶対に敵(かな)わない化け物。そう言ってましたよね。そんな相手に策もなく正面からぶつかって先輩を助けられるんですか？」

			「それは……」

			「玉(ぎよく)砕(さい)覚悟はいいですけど、そうすることで目的が果たせないのなら、それはただの犬死にです。違いますか？」

			　加(か)藤(とう)さんの言い分はまったく反論のしようもないものだった。

			　わたしたちがいくら意気込んだところで、実力が足りなければご主人様を奪(だつ)還(かん)することは叶(かな)わない。気持ちだけではどうしようもない部分が、この残(ざん)酷(こく)な世界には存在するのだ。

			「ローズさんたちに真(ま)島(じま)先輩は助けられない。だったら、戦う力のないわたしとなにも変わらないじゃないですか」

			　たとえば、ついさっきまでわたしが息巻いていたように白いアラクネに特攻していたなら、わたしたちは為す術(すべ)もなく蹂(じゆう)躙(りん)されてしまっていたことだろう。

			　ご主人様を助けることなど、もちろん、できずに。それは文字通りの犬死にだ。

			　そうしたわたしたちの無力さを指摘したうえで、加(か)藤(とう)さんは続けた。

			「だけど、わたしとローズさんたちでは違うところもあります。ローズさんたちには戦う術(すべ)があるということです。到底敵(かな)わないにしても、ローズさんたちは戦えます。戦えるのなら、やり方次第では真(ま)島(じま)先輩を助けられるかもしれません。……ただし、それはあくまで闇(やみ)雲(くも)に特攻しなければの話ですが」

			　これもまた、耳の痛い指摘だった。

			　実際、わたしたちは強大な力を持つことがわかっているあの白いアラクネを相手にして、無策で正面から挑(いど)もうとしていた。

			　冷静になって考えてみれば、それは、ちょっとありえない。

			　しっかりと助けられるだけの算段を立てるのが当たり前で、それが無理だとしても、少しでもその可能性をあげる努力をするのが当然だろう。

			　それができなかったのは……これはもう、完全にわたしの落ち度というほかない。

			　わたしは冷静ではなかった。頭に血(ち)が昇っていた。ほとんどパニックになっていた。

			　そんなわたしを見て、加(か)藤(とう)さんはどうするべきか迷った。

			　冷静になるように諭(さと)すべきか？　いいや。それは望み薄だ。すでにローズが何度も冷静になるように言っていたところに、加(か)藤(とう)さんが少しくらい口添えしたところで、大きな効果は望めない。そもそも、あと数分もすればわたしはひとり飛び出して行ってしまうのだ。説得するための時間さえ、彼女には与えられていなかった。

			　言ってしまえば、わたしたちは『川に落ちた子供を助けようとパニックになった母親』みたいなものだったのかもしれない。

			　泳げもしないのに荒れ狂う川に飛び込もうとしている。説得できないどころか、そもそも話が通じない。もたもたしていたらいまにも飛び込んでしまいかねない。かといって一緒に飛び込んであげたところで、死体がひとつ増えるだけ。

			　だったら、もううしろから頭でも殴りつけてとめるしかないではないか。

			　ひょっとすると、加(か)藤(とう)さんだけでなく、ローズもそうしたわたしの危(あや)うさに気が付いていたのかもしれない。だが、彼女には『わたしの頭を殴る』という選択肢が思いつかなかった。これは仕方のないことだ。人間らしい心の機(き)微(び)に疎(うと)い彼女には、どうしてわたしがそうなっているのかが理解できないし、どうすればいいのかもわからなかっただろうからだ。

			　その一方で、ただの人間でしかない加(か)藤(とう)さんには、わたしたちを殴るための腕(わん)力(りよく)がなかった。

			　だからわたしのことを煽(あお)って耳を傾けさせたうえで、弱点を突く言葉で叩き潰(つぶ)したのだ。

			　そう考えれば、理解はできるし納得もいく。……実際に叩き潰(つぶ)された身としては、もやもやとしたものを胸に感じないでもないけれど。

			「わたしがただついて行くだけではなにも変わりません。あなたたちに冷静さを取り戻してもらわなければ、先輩を助けることは絶対にできないと思いました。そこが最低限のラインでした。その結果、おふたりの機(き)嫌(げん)を損ねてここに置き去りにされることになっても、そこは譲れないところだったんです」

			　感情を排(はい)した公正な視点で判断するのなら、加(か)藤(とう)さんの取った行動はベストではなかったかもしれないが、ベターなものではあったのだろう。事実、わたしは理性を取り戻している。他にも方法はあったのかもしれないが、あの短い時間でベストな選択を求めるのも酷(こく)というものだ。むしろそこまで読みきったうえで、『咄(とつ)嗟(さ)に頭を殴りつけた』のだとしたら、加(か)藤(とう)さんはその聡明さについて賞賛を受けるべきだろう。

			　彼女のおかげでわたしたちは、ものを考えることができるだけの理性を取り戻すことができた。

			　確かに一番大事なのはご主人様を助けることで、それが為されなければ、わたしたちが命を擲(なげう)ったところでなんの意味もありはしない。闇(やみ)雲(くも)な特攻などもってのほかだった。

			　それは、加(か)藤(とう)さんの言う通りで……あれ？

			　だけど、それだと少しおかしくないだろうか。

			「ねえ、加(か)藤(とう)さん。ご主人様を救い出せなければ意味がないっていうのは、眷(けん)族(ぞく)であるわたしからしてみれば、確かにその通りなんだけど……」

			　気付けばわたしはローズにこの場を任せたことも忘れて、ふたりの会話に口を挟(はさ)んでいた。

			「どうして人間である加(か)藤(とう)さんが、ご主人様をそこまで心配しているの？」

			　さっきからずっと加(か)藤(とう)さんは、『ご主人様を助けられなければ意味がない』という前提で話をしていた。

			　眷(けん)属(ぞく)のわたしとしては異論がなかったので流していたが、あくまでそれは『わたしたち眷(けん)属(ぞく)の側の理(り)屈(くつ)』だ。

			　しかし、加(か)藤(とう)さんは人間だ。なのに、『わたしたち眷(けん)属(ぞく)の側の理(り)屈(くつ)』で喋(しやべ)っている。

			　それらがすべて口から出任せという可能性も考えられなくはないが、暴走するわたしをとめるためにあえてローズの心象を悪くするようなことをしたことからも、どうやらそれはなさそうだと判断できる。つまり、わたしたちと同じように、加(か)藤(とう)さんもご主人様のことを助けたいと願っていたということになるのだ。

			　それも、自分の身をかえりみないほどに強く。

			　そうして思い返してみると、納得のいくことは他にもある。たとえば、この緊急時にタイミングよく、ほとんど抜(ぬ)け殻(がら)状態だった加(か)藤(とう)さんが立ち直ったのも、ひょっとしてこのあたりが理由なのかもしれない。

			　彼女はアラクネに攫(さら)われたご主人様の身を案じた。助けたいと思った。だが、肝心のわたしたちは無策で突っ込もうとしていて、このままではご主人様を助けられそうにない。

			　このまま見ているだけでは駄目だ。そんな想いが彼女の精神をこの場で一気に賦(ふ)活(かつ)化したのだとしたら、このタイミングの良さにも頷(うなず)けるというものだった。

			　しかし、それが正しいとすると、それはそれで今度はまた別の疑(ぎ)問(もん)が生まれる。

			　わたしたちと同じ論理で彼女が動いているということは、それこそわたしたち眷(けん)属(ぞく)がご主人様に寄せるのにも匹敵するような思いを、人間である彼女が抱いているということになる。

			　しかし、そんなことがありえるのだろうか。あるとしたら、いったいどうして？

			　わたしの抱いた疑(ぎ)問(もん)は、少なくとも、わたしのなかではまっとうなものだった。

			　この場にご主人様がいれば、彼だって同じように考えるはずだと思う。

			　だが、どうやら加(か)藤(とう)さんにとっては違ったらしい。

			「どうしてと言いましたか」

			　加(か)藤(とう)さんの声には険(とげ)があった。

			　口にする一音一音に滴(したた)るような毒が込められていた。

			「わたしが先輩の身を案じていてはいけないんですか？」

			　それは怒りという名の猛毒だった。

			「う……」

			　どろどろとした感情を向けられて、わたしはたじろいだ。

			　これまで加(か)藤(とう)さんがそうした悪感情を見せることはなかった。

			　わたしを叩き潰(つぶ)すときでさえ、彼女は怒り狂ってなどいなかった。

			　言うなれば、彼女の敵意はこれまで常に透明だった。あくまで彼女は自分の目的を果たすためだけに……言い換えるのなら、ご主人様を助けるためだけに動いていたのだろう。

			　だが、この瞬間は違っていた。

			「眷(けん)属(ぞく)でないと駄目なんですか？」

			　ほんの一瞬ではあるが、彼女は極大の怒りをわたしに向けていた。

			　あくまで怒りは静かなものだ。加(か)藤(とう)さんは決して声を荒らげることはなかった。

			　しかし、それだけに、深い苦しみと悲しみが震える声の裏側に透(す)けて見えるようだった。

			　多分、わたしはとても不用意なことを言ってしまったのだろう。理性的な彼女が我を失って怒るほど、深いところに触れたのだ。

			「わたしは……わたしは……」

			　何度か口をひらき、閉じて、唇を噛み締めて。

			　最後に加(か)藤(とう)さんは目を伏せた。

			「……すみません。取り乱しました」

			　このほんのわずかな時間で、セルフ・コントロールに成功したらしい。

			　加(か)藤(とう)さんが口にした言葉には、もう怒りの色は残っていなかった。

			「……こちらこそ、ごめんなさい。不用意なことを言っちゃったみたいで」

			　わたしも頭を下げた。

			　いまの様子を見る限り、どうやら加(か)藤(とう)さんは本気でご主人様のことを心配しているらしい。

			　彼女がそうした感情を抱くに至った理由についてはわからなかったが、さすがにもう一度尋(たず)ねる勇気はわたしにはなかった。そもそもわたしは悪戯(いたずら)に加(か)藤(とう)さんを怒らせたいわけではないし、興味本位で他人の触れてはいけないところに無(む)遠(えん)慮(りよ)に触れるほど意地悪くないつもりだった。

			「話を元に戻してもかまいませんか？」

			　わたしたちの間に流れた微妙な空気を破ってくれたのは、やはりローズだった。

			　彼女はいつでも冷静だ。ご主人様に関わること以外で彼女が取り乱すことは、ほとんどない。

			　加(か)藤(とう)さんも気を取り直したようで、ローズに軽く頭を下げた。

			「加(か)藤(とう)さんが我々の頭を冷まそうとしてくれたことはわかりました。やや乱暴な手段ではありましたが、その妥(だ)当(とう)性についても理解しました」

			「ありがとうございます」

			「礼を言うのはこちらのほうでしょう。あなたのおかげで、わたしたちは無(む)謀(ぼう)な特攻に身を投じずに済んだのですから。しかし……」

			「はい。これではまだスタート地点に立っただけです」

			　加(か)藤(とう)さんの言葉に、ローズは重々しく頷(うなず)いた。

			「そうですね。正気を取り戻したところで、ご主人様を助け出すための現実的な手立てを発案できなければ意味がありません。残念ながら、わたしには有効な作戦を思いつくことはできそうにありません。リリィ姉様は――」

			　ローズが振り返ってこちらを向いたので、わたしは首を横に振ってみせた。

			「――こちらも思いつきそうにないそうです」

			　ローズがもう一度、加(か)藤(とう)さんに向き直った。

			「加(か)藤(とう)さんは我々と一緒にご主人様のところに行きたいと言っていましたね。あなたを連れていけば、この差し迫った状況がどうにかなるというのですか？」

			「いえ。そこまで単純なものではないことくらいは、わたしだってわかってます」

			　ローズの疑(ぎ)問(もん)に加(か)藤(とう)さんは否定の言葉を返した。

			「わたしひとりにできることなんて、たかが知れています。というより、ほとんどなにもないでしょうね。わたしは所(しよ)詮(せん)、自分ひとりと大事な友人の命さえ、ろくに守れなかった女です。わたしなんかがなにかできるような状況じゃないのは、わかっているんです」

			　加(か)藤(とう)さんは暗い印象の目をローズへと向けた。

			「これは確認なんですけど、実力で正面からあの蜘(く)蛛(も)を倒せる可能性ってあるんですか？」

			「……無理でしょうね。１００度戦えば１００回、１０００度戦えば１０００回殺されます。それだけの実力差がわたしたちの間にはありますから」

			　ローズは冷(れい)徹(てつ)に勝率を見積もった。

			「リリィさんとローズさんのどちらかが……いえ。どちらもが死ぬつもりでかかっても？」

			「それでも無理だと思います。怪(け)我(が)をさせられたら御の字というレベルですね」

			「……リリィさんはそれでよく突っ込んでいこうと思いましたね」

			「そ、それは、頭に血が昇ってたから」

			　呆(あき)れた顔になった加(か)藤(とう)さんだったが、すぐに表情を切り替えた。

			「では、真(ま)島(じま)先輩を助けるだけならどうですか？」

			「それも不可能ではないかと」

			　少しハードルを落としたこの質問にも、ローズの答えは『否』だった。

			「あまりに実力差がありすぎますから」

			「手も足も出ないレベルだと？」

			「そうですね。命を賭(か)けて、ご主人様の救出に集中して、それで奇跡が起きたのなら……一時的に出し抜くくらいのことはできるかもしれません。そうしたところで、最終的にはみんな殺されてしまうことに変わりありませんが」

			　それでは意味がない。わたしもだいたい、ローズと同じ見立てだった。

			「そうですか。ありがとうございます。状況がよくわかりました。……思った通り、状況は最悪みたいですね」

			　そうだ。わたしたちの置かれた状況は厳しい。こうして問答を続けることで、絶望が深まっていくようにさえ思えるほどに。

			　現状、あの白いアラクネと戦ってご主人様を取り返す手段はない。

			　なにも考えずに敵に突っ込んでいくのは、議論の余(よ)地(ち)なくもっとも愚(おろ)かな行いだ。しかし頭を悩ませたからといって、必ずしもよい案が出るかといえば、そんなことはないのだ。

			「とりあえず、ひとつだけ言えることがあります」

			　全員が状況の過(か)酷(こく)さを共有し、苦い思いを噛み締めたところで加(か)藤(とう)さんが言った。

			「このままリリィさんとローズさんがふたりで真(ま)島(じま)先輩を助けに行ったところで、あの蜘(く)蛛(も)に捕らわれた先輩を助け出すことはできないということです」

			「ええ。そのようですね」

			「だったらこの際、借りられるものは猫の手でも借りるべきじゃないですか？　わたしみたいなのでも、なにかの役に立つかもしれませんよ」

			「ご主人様を助けられないわたしたちの状況がこれ以上悪くなることはない。だから、加(か)藤(とう)さんを連れていこうがどうしようが、状況は好転しこそすれ悪くなることはない、と？」

			「はい。それにわたしには弾除けや餌(えさ)になること以外にもできることがあります」

			　加(か)藤(とう)さんは胸に手を当てた。

			「ローズさんたちと一緒に真(ま)島(じま)先輩を奪(だつ)還(かん)する策を練(ね)ることです。ふたりでは考え付かないようなことでも、３人なら思いつくかもしれません。少なくとも、まるで可能性のない玉(ぎよく)砕(さい)より、多少はマシな提案ができると思いますよ？」

			　加(か)藤(とう)さんは謙(けん)遜(そん)しているが、つい先程叩き潰された身としては、彼女がブレーンとなってくれるなら、かなり心強いものがある。

			　もちろん、彼女のことが信頼できるのかどうかという問題はある。

			　わたしは彼女のことをローズにそうするようには信頼していないし、いまでも、なるべくなら不確定要素は排(はい)除(じよ)したいと感じている。

			　加(か)藤(とう)さんが無(む)闇(やみ)に特攻をかけようとするわたしたちをとめてくれたのは事実だし、ご主人様を助け出したいとも言っているが、その発言自体の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)がどうなのかという疑(ぎ)問(もん)もあるし、疑(うたが)い出したらそれこそきりがない。わたしは疑(うたが)り深いのだ。

			　ただ、そうしたさまざまな考えはすべて、いまや意味を持たなかった。

			　信頼できるかできないかは、この際、問題ではないのだ。

			　確かなのは、わたしたちはこのままではご主人様を取り返すことができないということだ。

			　また、それを覆(くつがえ)すような作戦をわたしたちだけでは立てられないということだ。

			　加(か)藤(とう)さんに指摘された通り、現状わたしたちは行き詰まっている。

			　だったら、まだ検討していない要素に賭(か)けるしかない。

			　加(か)藤(とう)さんを頼るしかないのだ。

			　いつの間にかわたしたちが抱えている問題は、加(か)藤(とう)さんを信用するかどうかではなく、彼女の助力を受け入れるかどうかということへと変わってしまっていた。

			　あとは、ローズがどう判断を下すかということだが……。

			「リリィさんも、ローズさんだって、本当はわかっているんじゃないですか」

			　加(か)藤(とう)さんは駄目押しとばかりに言った。

			「自分たちだけじゃ、もう手詰まりだってことに。だからこうしてわたしという人間を見定めるために、ローズさんは貴重な時間を費やしているんじゃないですか？　だったら、もう四の五の言っている場合じゃないでしょう」

			　そういって加(か)藤(とう)さんは、ほんのささやかな笑みを口元に浮かべた。

			「わたしに真(ま)島(じま)先輩を助けるお手伝いをさせてください。きっと役に立ってみせますから」

			　加(か)藤(とう)さんが胸に抱いていた手を差し出す。

			　ローズはその掌(てのひら)にのっぺらぼうの顔を向けた。

			　わたしは可愛(かわい)い妹分の内心が手に取るようにわかった。パスが繋(つな)がっているかどうかなんて関係ない。わたしも彼女とまったく同じ気持ちだったからだ。
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			「姉様」

			「わかってる」

			　認めるほかなかった。戦う力を持たないこの人間の少女に、モンスターであるわたしたちが為す術(すべ)もなく敗北してしまったということを。

			　しかし、きっとここで負けることができたことは、わたしたちにとって幸運なことなのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから10分ほどの作戦会議のあと、わたしたちはアラクネの追(つい)跡(せき)に移ることにした。

			　ご主人様が奪われてから経過した時間は、およそ20分ほどだろうか。あのまま白いアラクネに勝(しよう)機(き)のない戦いを挑(いど)んでいたことを考えれば、作戦立案込みでこれだけの時間で済んだのは、加(か)藤(とう)さんのお手柄といったところだろう。

			　ご主人様とわたしたち眷(けん)属(ぞく)との間には、精神的な繋(つな)がりがある。その繋(つな)がりは少しくらいの距離で切れてしまうようなチャチなものではない。追(つい)跡(せき)自体は問題なく行うことができた。

			　わたしたちは全力で森を移動した。ただの人間でしかない加(か)藤(とう)さんはわたしたちについて来れないので、ローズが抱えて一緒に移動している。

			　これはかなり危険な移動手段だった。

			　ファイア・ファングの嗅(きゆう)覚(かく)を擬(ぎ)態(たい)したわたしの索(さく)敵(てき)能力があるとはいえ、それは絶対のものではない。森には障害物が多いので小走り程(てい)度(ど)のスピードだが、それでも周囲の確認はどうしても疎(おろそ)かになるし、なによりローズの手が埋まっているのが最悪だ。

			　普(ふ)段(だん)なら絶対に避(さ)けたい状況だが、いまは文句を言ってはいられなかった。

			　最後までモンスターと遭(そう)遇(ぐう)しないことを天に祈る。いいや。これから挑(いど)む無(む)謀(ぼう)な戦いを考えるのなら、それくらいの幸運は当然のように掴(つか)んでいるくらいでなければ、お話にならないのだ。なにせ、わたしたちはこれからあの白い暴(ぼう)虐(ぎやく)に挑(いど)むのだから。

			　結局、あれを打倒し得るような都合のいい戦術なんて思いつかなかった。わたしたちのような素人が何人頭を悩ませたところで、考え付くことなどたかが知れていたということだ。

			　それでも挑(いど)むのだ。

			　勝算はない――わけではない。

			　策はある。ほとんど博打(ばくち)のようなものだが、可能性だけは繋(つな)がっている。

			　作戦の立案者である加(か)藤(とう)さんは言った。

			「なにがあっても生き残る覚悟はありますか？」

			　それがご主人様のためになるのなら、わたしたちの返答は決まりきっていた。

			　細い糸のような勝算を手(た)繰(ぐ)り寄せるために、わたしたちは暗く沈(しず)みこんだ夜の森を、ただ一心に進んでいった。

		

	
		
			14　白い蜘(く)蛛(も)の束(そく)縛(ばく)

			　

			「眷属(けんぞく)だって……？」

			　白いアラクネによって明かされた事実に、おれは愕(がく)然(ぜん)として言葉もなかった。

			　今夜おれたちを襲(おそ)い、おれの身(み)柄(がら)を拐(かどわ)かして、ローズを蹴(け)散(ち)らし、追い縋(すが)るリリィからも見事に逃げおおせてみせた白いアラクネは、おれの眷(けん)属(ぞく)だった。

			「まさか、そんな……」

			　おれはまず自分の感覚を疑(うたが)ったが、どうしたっておれの本能的な部分はこいつがおれの眷(けん)族(ぞく)であることを否定してはくれなかった。

			　おれは次に自分の頭を疑(うたが)ったが、どうやら絶望のあまり幻(まぼろし)を見ているわけでもないらしい。

			「眷(けん)族(ぞく)モンスターが……どうして主であるおれのことを襲(おそ)うんだ？」

			　おれの眷(けん)族(ぞく)はみな、おれのことを慕(した)ってくれている。

			　おれもその想いに応えようと思っている。

			　お互いの間にあるのは、確かな信頼であり愛情だ。

			　そんなおれたちの関係は、ひょっとすると他人の目からは歪(いび)つなものに見えるかもしれない。しかし、おれたちにとってそれがなにより大事なものであるのは確かなことで、だから他人からどう思われたってかまわないと思っていた。

			　おれはリリィとローズを愛している。

			　主人として。あるいは、それこそ家族のように。

			　だから、これから新しく加わる眷(けん)族(ぞく)のことも、きっと大事にできるだろうと思っていた。

			　無条件に、あるいは無邪気に……そう思い込んでいたのだった。

			「どうして……」

			「意外と物わかりが悪いな、主(あるじ)殿(どの)」

			　弄(いら)うような口調で、白いアラクネが言った。

			「さっき言ったであろうに。『妾(わらわ)が欲しいのはひとりだ』とな。『それ以外の小物に興味はない』とも言ったはずだ。それ以外の理由など存在せぬよ」

			「おれのことが……欲しい、だって？」

			　なんだ、それは。おれにどんな価値があるというのだろう。

			　やはり、わからない。

			　だが、言っていることには信(しん)憑(ぴよう)性(せい)があった。さっきも考えたことではあるが、こいつはおれのことを殺すのではなく、わざわざ自分の巣まで連れて帰ってきた。それはつまり、目の前の白い蜘(く)蛛(も)の目的が、おれの命を奪うことではなく、その身(み)柄(がら)の確保にあったことを意味している。この分だとすぐに殺されることだけはなさそうだと、ひとまずおれは安心したものだったが……。

			「主(あるじ)殿(どの)は、己(おのれ)の価値をまったく理解しておらぬのだな」

			　くくく、と喉(のど)で笑う白い少女。

			　その表情を見て、おれはひとつの光景を想起した。

			　――籠(かご)のなかの虫を観察する無邪気な子供。

			　虫と人の配役が逆だが、これはまったくそれと同質の光景だった。

			　嫌(いや)な汗が頬(ほお)を伝った。

			　この分だと殺されることだけはない。それが安心材料だって……？

			　おれは馬鹿か。死ぬまで目の前の蜘(く)蛛(も)の糸に囚(とら)われて過ごす、そんな暗黒の未来が救いであるはずがなかった。

			　おれはどうにかして、この場から逃げ出さなければならない。

			　しかし、どうやって？

			　一番現実的な路線は、リリィたちの助けを待つことだろう。

			　しかし、それはもっとも非現実的な方策でもあった。

			　リリィたちはおそらく……いや。間違いなく、おれのことを助けに来るだろう。その結果はおれにとって、きっと残(ざん)酷(こく)なものになる。彼女たちでは白いアラクネには敵(かな)わないからだ。

			　無残に命を散らす仲間たちの姿を脳(のう)裏(り)に思い浮かべて、顔面から血の気がひいた。

			　それだけは駄目だ。リリィたちには頼れない。おれは彼女たちが来るより前に、独力でこの白いアラクネの手から逃れなければいけないのだ。

			　そうしなければ、終わりだ。すべてが終わってしまう。

			　だが、どうすればこの白いアラクネの蜘(く)蛛(も)の糸から逃れられるのか。

			　必死になって思考を巡(めぐ)らせるが、いい考えなどそうそう簡単に思い浮かぶものでもない。

			　焦(あせ)るおれをしり目に、アラクネは８本ある蜘(く)蛛(も)の脚を蠢(うごめ)かせて近づいてくる。整った顔に妖(よう)花(か)のほころぶような笑みが浮かんだ。

			「己(おのれ)の持つ価値というものについて、主(あるじ)殿(どの)には少しばかり教(きよう)導(どう)が必要なようだな」

			　少女が首をかすかに傾(かし)げると、細く白い髪がさらさらと肩口を滑り落ちた。

			　興(きよう)が乗ったように体を乗り出せば、シフォン生地のように透(す)けた薄布の下で、たっぷりとしたふたつのふくらみがやわらかく潰(つぶ)れるのが見えた。

			　魔性という言葉をおれは思い出した。

			　彼女の仕草のひとつひとつが、ぞっとするほど淫(いん)靡(び)なものに感じられてならなかった。

			　このように妖(あや)しくも美しい少女のすべてが蜘(く)蛛(も)という醜(しゆう)悪(あく)な怪物のうえに乗っていることは、本来なら目を背(そむ)けたくなるほど残(ざん)酷(こく)な事実のはずだ。だというのに、むしろ彼女に限っては、そうした奇(き)異(い)な造形でさえ、彼女の少女としての美しさ艶(つや)やかさを際立たせるためにあるように感じられた。

			　状況の異常さと少女の媚(び)態(たい)とに頭がくらくらする感覚を覚えながらも、おれは意識を正常に保つよう努めなければならなかった。

			　少しでも気を抜(ぬ)けば呑(の)まれてしまう。そんな確信があったのだ。

			「教(きよう)導(どう)だって？」

			　いまはとにかく彼女の機(き)嫌(げん)を損ねてはいけない。時間を稼いでわずかな隙(すき)を探るのだ。

			　……そんなものがあるのかどうかはわからないが、あると信じて待つしかない。

			　おれは冷や汗で背筋を濡らしながら、目の前の怪物へと問いを投げた。

			「お前がおれにいったいなにを教えてくれるっていうんだ？」

			「そうさの。まずは主(あるじ)殿(どの)がモンスターと呼んでいる妾(わらわ)たちの話をしようか」

			　対(たい)峙(じ)するおれとは対照的に、極めて機(き)嫌(げん)よくアラクネは答えた。

			「モンスターと呼ばれる生き物がどういったものなのか、主(あるじ)殿(どの)はきちんと知っておるかの」

			「それは……魔力を持つ生物のこと、だろう？」

			　この問答がどのような意図を持っているのか吟味しつつ、おれは口を開いた。

			「魔力を持つからこそ、モンスターは異常な力を発揮できる。ファイア・ファングが炎を吐けるのも、マジカル・パペットが人形の体を動かせるのも、スライムが半液体状の体を維(い)持(じ)できるのも、トレントが植物でありながらまるで動物のように動けるのも、全部が全部、モンスターの持つ魔力によるものだ」

			「その通り。ではどうしてモンスターが魔力を宿しておるのかについては知っておるかの？」

			「それは確か……世界に巡(めぐ)っている魔力を体のなかに蓄(ちく)積(せき)するから、だとか」

			　これは以前にリリィが語っていたことだ。重金属のたとえも同時に思い出したが、このアラクネには通用しないだろうから口にしない。

			　白いアラクネはほんの少しつまらなそうな顔をした。

			「よく知っておるの。……そういえば、主(あるじ)殿(どの)とともに木っ端がおったの。アレから聞いたか」

			　木っ端というのはローズのことだろうか。

			　そういえば、彼女は無事だろうか。手(て)酷(ひど)くやられていたようだから心配だった。

			「まあよい。では主(あるじ)殿(どの)は、妾(わらわ)たちモンスターが己(おのれ)の意思というものを持たぬことも知っておるのかの」

			「以前に、それも少しだけ聞いたことがあるが……」

			　リリィから寝物語に聞いた話だ。彼女たち眷(けん)属(ぞく)は、おれに会うまでは確たる意思を持たず、ただ森を彷徨(さまよ)うだけの存在だったという。

			「おれの仲間たちから聞いた話では、おれの眷(けん)属(ぞく)になったときに初めて自(じ)我(が)と呼べるものを手に入れたと聞いているが」

			「おお。おお。やはりそうか！」

			　興奮した様子で少女が歓声をあげた。

			　同調して下半身の蜘(く)蛛(も)が肢を踏(ふ)み鳴らすと、ぎしぎしと床が壊れそうな軋(きし)みをあげた。

			　蜘(く)蛛(も)の糸で繋(つな)がっている柱代わりの木々や天井までもが揃(そろ)って騒々しい音をたて始める。まるでそれは、この空間そのものが白い蜘(く)蛛(も)の歓喜を祝福しているようでさえあった。

			「では、わからぬか？　わからぬものかな。主(あるじ)殿(どの)の価値というものが！」

			　おれはいま、この蜘(く)蛛(も)に囚(とら)われている。それを強く実感させられて、おれは軽く唇を噛んだ。

			「おれの価値、だと……？　そんなものが……」

			「あるのだ。主(あるじ)殿(どの)にはいまだ自覚がないようではあるがの」

			　熱狂が去り、やがて白いアラクネは足踏みをやめた。

			　しかし、まだ興奮は残っているのか、少女の滑(なめ)らかな白い頬(ほお)は扇(せん)情(じよう)的に赤らんでいた。

			「わからぬのだろうな。その不理解ですら愛おしいよ」

			　さらに距離を詰めて、アラクネが脚を折った。それはすでにおれと肌(はだ)の触れ合う距離だった。蜘(く)蛛(も)に生えた白い毛が腕(うで)に触れている。意外となめらかな感触だった。

			　蜘(く)蛛(も)の上に乗っている少女が手を伸ばし、おれの肩のあたりを撫(な)であげた。

			　――びりびりと音がして、シャツの残(ざん)骸(がい)が取り払われた。

			　ほっそりとしたアラクネの指が、おれの上半身に触れた。ゆっくりと撫(な)でる。

			　ゆるやかに与えられる快感に鳥(とり)肌(はだ)をたてたおれのことを、少女の赤い目が見上げた。

			「先の言葉とは矛(む)盾(じゆん)するようだがの、主(あるじ)殿(どの)の眷(けん)属(ぞく)となる前から、実は妾(わらわ)には意思らしきものがあったよ」

			「……なに？」

			　アラクネの言葉に、おれは眉(まゆ)をひそめた。

			　それでは、聞いていた話と違う。

			「とはいえ、薄っすらとしたものだったがの。主(あるじ)殿(どの)からしてみれば、それは自(じ)我(が)とも呼べぬような儚(はかな)いものだろうと思うよ」

			　白いアラクネは自(じ)嘲(ちよう)めいた台詞(せりふ)を口にした。

			　もっとも、そうした台詞(せりふ)とは裏(うら)腹(はら)に、白い蜘(く)蛛(も)の上で少女は恍(こう)惚(こつ)とした吐(と)息(いき)をついている。彼女の機(き)嫌(げん)がよいことの証(しよう)拠(こ)だった。

			　それは、おれにとって都合がいいことのはずだった。

			　おれの胸に円を描くように触れるこの手が気まぐれに指を突き立てるだけで、おれは心臓を抜(ぬ)き出されてしまいかねないのだ。少女の機(き)嫌(げん)はおれの命の安全に直結している。

			　なのに、おれは素直に彼女の上(じよう)機(き)嫌(げん)を喜べなかった。

			　むしろうすら寒い気持ちさえしていた。彼女が喜べば喜ぶほど、自分という存在がどこか暗いところに沈(しず)み込んでいってしまうような錯(さつ)覚(かく)があった。

			「長い長い年月を経て、妾(わらわ)は妾(わらわ)としての自(じ)我(が)を獲得した。しかし、それはあまりにも薄く儚(はかな)いものだった。妾(わらわ)はのう、ずっと、ずぅっと長い時間を、まどろみの底で生きておったよ。そして今夜、初めて目が覚めた。主(あるじ)殿(どの)には、この歓喜が理解できぬやもしれぬがの」

			「……おれが、お前を目覚めさせたきっかけだってことか」

			　正確には『おれのチート能力が』というべきだろうが。

			　おれのチート能力であるモンスター・テイムは、眷(けん)族(ぞく)を量産する能力だ。

			　だが、それは決して、操り人形や道具としての戦力を揃(そろ)える力ではない。

			　おれの眷(けん)族(ぞく)になったモンスターは、リリィもローズも確固たる自(じ)我(が)を持っている。

			　そして感情も……一方は愛情や恋心、もう一方は忠誠心に寄っているものの、どちらもおれに強い想いを寄せてくれている。

			　自(じ)我(が)。

			　感情。

			　これらはきっと、この白い蜘(く)蛛(も)がずっと長い間、欲してやまなかったものなのだ。

			「おそらくだが、このあたりの事情は主(あるじ)殿(どの)の侍(はべ)らせておった木っ端も変わるまい。妾(わらわ)ほどではないにしてもうっすらと自(じ)我(が)を持っておったか、あるいは、そうした自(じ)我(が)が萌芽する余(よ)地(ち)を持っておった『特別なモンスター』だったのだろうよ」

			「特別な……」

			　言われてみて思い出したのは、リリィはユニーク・モンスターであり、ローズはレア個体であるという事実だった。

			　それを知ったときから、うすうすとそれが眷(けん)属(ぞく)の条件に関わっているのではないかと考えてはいた。しかし、サンプル数が少な過ぎるので判断がつけられなかった。

			　目の前にいる白いアラクネは、ハイ・モンスター。やはり特別なモンスターだった。

			　そうした『モンスターの特別さ』とは、この場合、『保有可能な魔力量』と言い換えられる。

			　その一方でアラクネは、おれの眷(けん)属(ぞく)であったモンスターにはもともと自(じ)我(が)が芽(め)生(ば)える土(ど)壌(じよう)があったのだと指摘した。

			　そうすると、ひょっとして保有する魔力の過多が、自(じ)我(が)の発生に影響しているのだろうか。

			　自分でも突飛な発想と思えたが、少し考えてみれば、そうでもないようにも思えてくる。

			　たとえば、マジカル・パペットのようなモンスターは、魔力なしでは動くことさえないただの人形だ。もう生物として終わってしまっている死体だって、魔力を帯(お)びればアンデッド・モンスターとして動き出す。彼らには人間のような明確な意思こそないものの、他の生物を見かければ襲(おそ)い掛かってくる程(てい)度(ど)のささやかな知能は持ち合わせている。そこに操り手の存在はなく、おれの目から彼らは自律して行動しているように見えた。

			　おれにとっては馴(な)染(じ)みのない、魔力というこの世界特有の不可思議な力には、元来そうした性質があるのかもしれない。

			　そうすると、おれたち転移してきた学生たちがモンスターと呼んでいる存在は、むしろ日本でいうところの妖怪に近い。

			　長い年月をかけて、意思を持つようになった化け狐や古い道具。

			　それは長い年月の間に魔力を蓄(ちく)積(せき)するモンスターによく似ている。

			　リリィ、ローズ、そして、目の前の白いアラクネに至るまで、おれの眷(けん)属(ぞく)が全員、雌(めす)に分類されることも、これで説明がつけられる。

			　モンスターが魔力を蓄(ちく)積(せき)させることで意思を持つとすると、例外なく眷(けん)族(ぞく)モンスターはある一定以上の魔力を持つことになる。そして、モンスターのなかで大きな魔力を持つ個体というのは、生(せい)殖(しよく)活動を行い子供を産む個体――すなわち、雌(めす)なのだ。

			「妾(わらわ)たちは主(あるじ)殿(どの)と繋(つな)がっているであろう？」

			　おれの胸に触れる手を少しずつ下げながら、アラクネが尋(たず)ねてくる。

			　おれは咄(とつ)嗟(さ)に彼女の手をとめようとした。しかし、できなかった。いつのまにか、怪(け)我(が)をしていないほうのおれの腕(うで)は、蜘(く)蛛(も)の糸でべっとりと床に接着されていたのだ。

			「……。パスのことを言ってるのか？」

			「ああ。それこそが、主(あるじ)殿(どの)の力の本質だ」

			　おれの儚(はかな)い抵抗を知ってか、少女は息のかかる距離で笑い――ぐしゃり、と異音。

			　ひしゃげて壊れたベルトのバックルを床に転がして、アラクネはぺろりと真っ赤な舌先で唇を舐めた。そして、改めて手を伸ばす……。

			「妾(わらわ)たちはパスを通じて主(あるじ)殿(どの)の心に触れる。そうすることで心の在り様を学ぶのだ。しかし、もとより心が育つだけの土(ど)壌(じよう)がなくば、たとえ主(あるじ)殿(どの)の心に触れたところで、それがなんなのかすら解すまい。それこそが眷(けん)属(ぞく)になる者とならぬ者の決定的な差(さ)異(い)なのだ」

			　主であるおれと眷(けん)属(ぞく)であるモンスターは心が繋(つな)がっている。おれはこれまでそれを単に便利な力だとしか捉(とら)えていなかった。

			　しかし、むしろそれこそがおれの力の源泉なのだとアラクネは指摘した。

			　たとえば、あの洞(どう)窟(くつ)でリリィはおれとパスで繋(つな)がり、おれの望みに触れた。言い換えるなら、おれの心に触れたのだ。それがリリィの人格を形成するきっかけとなった。

			　こうして生まれた眷(けん)属(ぞく)モンスターは、当然、一般的なイメージでのモンスター・テイムとは違って、『飼いならされている』わけではない。あくまで自(じ)我(が)を与えたおれのことを主として、子が親に対するように慕(した)い、善意から助けてくれているだけなのだ。

			　そうした能力の構造上、おれは彼女たち眷(けん)属(ぞく)を縛(しば)るどのような強権も持ち得ない。

			　そうしたおれの能力の特性が最悪のかたちで露(ろ)呈(てい)したのが、いまのこの状況なのだった。

			「ふふふ」

			　心の底から愛しげな――籠(かご)のなかの生き物を愛でる目をした蜘(く)蛛(も)が笑う。

			「つい先程、主(あるじ)殿(どの)のことを見付けた瞬間に妾(わらわ)の受けた衝撃は、主(あるじ)殿(どの)には決して理解できないものであろうな」

			　蜘(く)蛛(も)に生えた白い少女が、両手を大きく広げた。

			「世界が色鮮(あざ)やかに色づいた！　妾(わらわ)は妾(わらわ)として、確かにここに在る！」

			　彼女の声に表れているのは、向けられているこちらの気が遠くなるような、重く粘(ねば)つく蜘(く)蛛(も)の糸のような執(しゆう)着(ちやく)心だった。

			　それを向けられたことで初めておれは、リリィやローズに比べてかなり歪(ゆが)んだかたちであるにせよ、この白いアラクネもまたおれの存在に並々ならない想いを傾けていることを知った。

			　彼女もまた、おれの眷(けん)属(ぞく)なのだ。

			「妾(わらわ)には力がある。他の何者にも負けぬ力が。この力で妾(わらわ)は妾(わらわ)の思うがままを為すのだ！　手に入れた自(じ)我(が)が望むままに！」

			　おれの眷(けん)属(ぞく)には、どこか子供っぽく、純真だったり純(じゆん)朴(ぼく)だったりする部分がある。

			　それは、彼女たちが自(じ)我(が)を持ってまだ日が浅いために起きる、ある種の必然だった。

			　ただ、この白いアラクネの場合はそこに、長い年月をかけて積もり積もった執(しゆう)念(ねん)とでもいうべきものが加わってしまっている。それが『気に入ったものを捕らえておきたい、しばりつけてしまいたい、独占していたい』という蜘(く)蛛(も)の本能を後押ししているのだ。

			　その結果が、今回のこの暴(ぼう)挙(きよ)だった。

			「わかってくれたか、主(あるじ)殿(どの)」

			「う、ぐぅ……ッ!?」

			　おれの体を撫(な)でさすっていた手が、同じたおやかさでもって喉(のど)元を締め付けた。

			「妾(わらわ)にとっての主(あるじ)殿(どの)の価値というものが」

			　はあ、と悩ましげに吐き出される呼気が甘い。

			　捕らわれたおれが苦しむ様子を、少女は頬(ほお)を赤くしてとろんとした目で見つめていた。

			「妾(わらわ)に妾(わらわ)をくれたのは、主(あるじ)殿(どの)だ。ゆえに妾(わらわ)はお主が愛おしくて仕方がない」

			　視界がちかちかと明(めい)滅(めつ)する。

			　脳味噌に酸素が足りていない。意識が朦(もう)朧(ろう)とし始める。

			「妾(わらわ)は主(あるじ)殿(どの)のすべてがほしい」

			　そうして弱った意識に、パスを通じて、膨(ぼう)大(だい)な感情の濁(だく)流(りゆう)が流れ込んできた。

			　暴力的なまでの意思の奔流に、頭のなかが漂白されていく。

			　白く塗り潰(つぶ)されてしまって、もともとあった色をすべて失っていく。

			「妾(わらわ)のものとなれ、主(あるじ)殿(どの)。長く飼ってやろうぞ」

			　孤独を強く感じる。

			　心が折れてしまいそうになる。

			　堪(た)え切れない。

			　おれは弱い。

			　心が弱い。

			　仮におれがひとりだけだったなら、この白い暴力には到底堪(た)え切れなかったことだろう。

			「……来よったか」

			　つぶやいた白いアラクネが、おれの喉(のど)元を締め上げていた力を緩(ゆる)めた。

			　かすむおれの視界のなかに、眉(まゆ)を寄せた美貌があった。

			　おれがアラクネのその表情をいぶかしく思うのと、凛(りん)とした声が白い蜘(く)蛛(も)の向こう側から響(ひび)いてきたのは、ほとんど同時のことだった。

			「それが、あなたがご主人様を攫(さら)った理由？」

			　白い蜘(く)蛛(も)から押し付けられる濁流のような意思に晒(さら)されていたおれの心に、優しく温かな感情が流れ込んできた。

			「その手を離しなさい」

			　振り返るアラクネの向こうに、月明かりに照らされたふたつの影があった。

			「リリィ。それに、ローズ……」

			　おれの心強い仲間たちが、そこにいた。

		

	
		
			15　死闘

			　

			　槍(やり)を片手に厳しい表情でアラクネを見据えるリリィ。

			　そして、その後ろで斧(おの)を腰(こし)だめに構えて、すでに臨(りん)戦(せん)態勢のローズ。

			　おれはアラクネに喉(のど)元を鷲(わし)掴(づか)みにされたまま、現れたふたつの人影から目を離せずにいた。

			　……来てくれた。

			　彼女たちが助けに来てくれることを信じていなかったわけではない。むしろ彼女たちなら必ず追って来るだろうと確信していた。しかし、危険をかえりみずに助けに来てくれた彼女たちの献(けん)身(しん)を実際に目の当たりにすると、胸を熱くせずにはいられなかった。

			　たったそれだけで、折れかけていた心が立ち直ってしまうくらいに。

			　やはり、おれは彼女たちがいなければ駄目なのだ。

			　そう素直に思ったおれの耳(じ)朶(だ)を、艶(つや)のある少女の声が舐めた。

			「ほう。追って来たのか。命知らずとはこのことだな」

			　おれの首を掴(つか)んでいた手を離して、白いアラクネがリリィたちへと振り返った。

			「ごほっ、がほっ……」

			　首を締め上げられていたおれは、尻(しり)餅(もち)をついて噎(む)せ返った。

			　ぽろりとひとつ涙が零(こぼ)れた。

			　それで、おれは現実に立ち戻った。

			「妾(わらわ)と戦えば死ぬぞ。お主ら」

			　喜んでいる場合ではなかった。

			　おれを捕らえているのは白い蜘(く)蛛(も)。暴(ぼう)虐(ぎやく)の化身なのだ。

			　おれを助けに来たということは、この化け物に立ち向かうということ。つまり、死に飛び込むということに他ならない。リリィとローズはいま、死と背中合わせでいるのだ。

			　ああ、くそ。どうしておれは、この光景を防げなかったのだろうか。

			　こうなることはわかり切っていたことだったのに、とおれは後(こう)悔(かい)に身を震わせた。

			　おれが攫(さら)われてしまえば、リリィは確実に取り乱す。ローズがどれだけ彼女を落ち着かせてくれるかわからないが、高い確率で彼女たちは無(む)謀(ぼう)な戦いに身を投じることになるだろう。

			　勝てない相手に挑(いど)もうというのだ。幸い、おれの身の安全は保証されているのだし――この蜘(く)蛛(も)相手だと、そのあたりはやや怪しいにせよ――何日でも作戦を練(ね)って、対策を整えて、万全の態勢で臨(のぞ)めばいい。ひょっとしたら手遅れになるかもしれないが、絶対に失敗する救出作戦を敢(かん)行(こう)するよりは、そのほうが何万倍もいいだろう。

			　と、そんなふうに彼女たちが考えられないことはわかっていた。

			　こうなることは予想できたはずなのに、対策が打てていなかった。

			　これはおれのミスだった。事前に対策を打っておくべきだったのだ。

			　おれの不在を都合よくフォローしてくれる何者かなんて、存在するはずがないのだから。

			「死に急ぐとは哀(あわ)れなものだな」

			　アラクネはおれを背後に隠すようにして、現れたリリィたちに向き直った。

			「主(あるじ)殿(どの)に執(しゆう)着(ちやく)する貴(き)様(さま)らの気持ちは、妾(わらわ)にもわからぬではない」

			　きゅっと赤い目がすぼめられる。

			「わからぬではないが、悪いが、渡してはやれぬよ。これは妾(わらわ)のモノだ。奪わせぬ。失わせぬ。妾(わらわ)にはそのための力があるのだから」

			　粘(ねば)つく蜘(く)蛛(も)糸のような執(しゆう)着(ちやく)心が、少女の赤い唇からこぼれる。

			「消え失せろよ、つまらぬ小虫ども」

			「つまらないのは、あなたのほう」

			　目の前が真っ暗になるような絶望を感じていたおれは、しかしそのとき、予想もしていなかったものを見た。

			　体中の血液が凍(こお)ってしまいそうな殺意の塊(かたまり)と対(たい)峙(じ)して、それでもリリィは凛(りん)としていた。

			　その物腰には、遥(はる)か格上の怪物に挑(いど)む恐れは見てとれない。

			　そんな彼女の姿をみて、おれはふと自分の勘違いに気がついた。

			　リリィは取り乱していない。パスを通じて伝わってくる彼女の心は、怒りこそ覚えているようだが、それを抑(おさ)え込んで、予想していた以上に落ち着いている。

			　それは、ただ感情任せに彼女がこの場に飛び込んできたのではないということを意味している。いまの彼女の姿は、ある種の覚悟を固めてこの場にいるようにさえ見えた。

			　ひょっとして彼女はきちんと考えたうえで、こうしてここにいるのだろうか。

			　勝算があるとでも？

			　だが、どうやって？

			　おれは彼女たちをこの世の誰より信じている。しかし、それとこれとは話が別だった。おれの理性は、彼女たちがずたずたに引き裂かれる光景を予想してしまっていたのだ。

			「……妾(わらわ)がつまらぬか。よくぞ言ってのけた、小娘」

			　おれの不吉な確信を裏打ちするかのように、白いアラクネから膨(ぼう)大(だい)な殺意が膨(ふく)れ上がった。

			　魔力というものを感じ取れないおれであっても、これが桁(けた)外れの脅(きよう)威(い)であることは肌(はだ)で感じ取れてしまう。粘(ねば)つく殺意が体にまとわりついてくる。壁(かべ)のない開放的な造りをしたアラクネの巣にいるにもかかわらず、おれは息をすることさえ難しい圧迫感を覚えていた。

			　やっぱり駄目だ。

			　おれにとってなにより大事な彼女たちは、おれの目の前で無残に殺されてしまう。それが確信できてしまったから、無駄とはわかっていてもおれは声を張り上げずにいられなかった。

			「やめてくれ！　おれのことはかまわず逃げろ！　逃げてくれ！」

			「逃がさぬよ」

			　アラクネの声は殺意に満ちている。

			　いまさら、彼女がリリィたちを見逃すことなどありえなかった。

			「妾(わらわ)の悲願をつまらぬと言ってのけた、その度胸を評価して……」

			　白い蜘(く)蛛(も)の巨体が、ぐっと低く沈(しず)み込んだ。

			「……貴(き)様(さま)らは妾(わらわ)が喰(く)らってやろう！」

			　バネのように縮められた力が解放される。

			　もうとまらない。どうしたってとめられない。

			　虐(ぎやく)殺(さつ)が始まる、その寸前に。

			「大丈夫だよ、ご主人様」

			　喪(そう)失(しつ)の予感に震えるおれのことを見て、リリィは花開くように微(ほほ)笑(え)んだのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　蜘(く)蛛(も)が、跳(と)ぶ。

			　その反動によって、アラクネの巣はまるで嵐の日の船のように大きく上下に揺れた。

			「シャアアァア！」

			　６本の脚による跳(ちよう)躍(やく)は、ほとんど砲撃に等しい。コンマ数秒のうちに、リリィと白いアラクネとを隔てていた10メートルの距離が０に変わった。

			　すさまじいまでの跳(ちよう)躍(やく)力。見てからどう動くのか判断していたのでは到底間に合わない。

			　たとえば、一撃で沈(しず)んだ先刻のローズがそうだったように。

			　だからリリィたちは戦う前からどのように行動するか決めていたに違いなかった。

			「シィ――ッ!!」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合とともに、リリィの後ろにいたローズが腰(こし)だめにしていた戦斧を振り払った。

			　同時にリリィが後先考えない勢いで地面に身を投げた。

			　その結果として、一瞬前までリリィの胴体があった場所を、木製の斧(おの)がうなりをあげて通り過ぎる。

			「なにっ!?」

			　跳(ちよう)躍(やく)した白いアラクネはリリィをターゲットにしていた。生意気な口を叩いた小娘を、突進からの蜘(く)蛛(も)脚の一撃で突き殺すつもりだったのだろう。

			　リリィはアラクネの動きを読んで地面に身を投げた。

			　突然、目の前の攻撃対象がいなくなれば、ほんのわずかにしろ戸(と)惑(まど)いが生まれる。ましてや全力で突進していたのだから、どんな化け物であろうが咄(とつ)嗟(さ)の対応力は落ちている。

			　蜘(く)蛛(も)脚の一撃はリリィの亜(あ)麻(ま)色の髪を引き千切るだけに終わった。

			　それだけではない。リリィ目掛けて直進していた蜘(く)蛛(も)は、振り回されるローズの斧(おの)に、自らぶつかりにいく格好になったのだ。

			　リリィの挑発的な文句は、この状況を作り出すためのものに違いなかった。

			　そして、激突。

			　木製とは言え、ローズが持つ戦斧は魔力によって強化されている。鋼鉄をも上回る硬度を持つ刃がモンスターの膂(りよ)力(りよく)で振り回されるのだから、その一撃の破壊力は半(はん)端(ぱ)なものではない。

			　めしゃっと破(は)滅(めつ)的な音がして、ローズの斧(おの)はアラクネの下半身――蜘(く)蛛(も)の頭胸部やや右寄りにめり込んだ。シンプルながら重厚な造りのその刃は、びっしりと生えた蜘(く)蛛(も)の白い毛を千切り、丈夫な皮さえ破って強(きよう)靭(じん)な筋肉にめりこみ、わずかに血(ち)飛沫(しぶき)をあげさせた。

			　しかし、決定的な深さに至る前に、耐え切れずに斧(おの)そのものが炸(さく)裂(れつ)した。

			「ギッ!?」

			　速度と頑(がん)強(きよう)さ、そして、なにより一撃の重さでローズは負けていた。

			　突進してきた白い巨体が、ローズをかすめるようにして通り過ぎた。

			　ローズはきちんと蜘(く)蛛(も)の進路を外していた。かすっただけで済んだのが、その証(しよう)拠(こ)だった。

			　それなのに、ローズの体は独(こ)楽(ま)のように弾かれた。

			　斧(おの)を持っていた側の腕(うで)は折れるどころか根元から吹き飛んで、錐(きり)揉(も)み回転する人形の体は、丸太を組み合わせて造られた床に叩きつけられて大きくバウンドした。

			「シャアァア！」

			　８本の脚で着地した白い蜘(く)蛛(も)が、宙に浮いたローズにトドメを刺そうと飛びかかる。

			「させない――ッ！」

			　絶叫が響(ひび)いた。

			　四つん這いになって地に伏せていたリリィが、準備していた魔法を発動させた。

			　三階(かい)梯(てい)の風魔法。与えられた性質は37本の刃。

			　威力は多少落ちるが、その分だけ広い範囲を切り刻む、彼女のとっておきの一つだった。

			　荒れ狂う風が暴(ぼう)威(い)を振るう。蜘(く)蛛(も)の糸で吊り下がっていた照明がいくつか吹き飛び、床板代わりの細い丸太がばきばきと音を立てて舞い上がっていく。

			　これなら、いくらハイ・モンスターといえどもダメージなしとはいくまい。少し離れたところで見ているおれがそう考えずにはいられない、会心のタイミングだった。

			「この程(てい)度(ど)！」

			　だが、白いアラクネは普通ならありえない挙動によって、リリィが放った攻性魔法の効果範囲を離(り)脱(だつ)する。

			　リリィの魔法が発動する一瞬前に、白いアラクネはローズへの追(つい)撃(げき)を中止して、あたりに生えている木々へと蜘(く)蛛(も)糸を射出していたのだ。そこから先は、おれやファイア・ファングの体を引き寄せた例の手口の応用だった。生木を根元から引っこ抜くほどの怪力により、今度はアラクネ本人の体が宙を滑る。蜘(く)蛛(も)の巨体がおれの視界から掻(か)き消えた。

			「――そこぉ！」

			　さすがに見失うことはなかったのか、リリィの裂(れつ)帛(ぱく)の気合が響(ひび)き渡った。

			「痴(し)れ者が！」

			　ばきり、と異音が耳に届く。

			　遅れておれが視線を巡(めぐ)らせたときには、すでにアラクネは蜘(く)蛛(も)の脚を振り切っていた。

			　空中にいる彼女目掛けて突き出されたリリィの槍(やり)はまっぷたつになり、天井近くまで弾き飛ばされていた。

			「う、ぐ……」

			　呻(うめ)き声をあげるリリィの両(りよう)腕(うで)は半分引き千切れながら本来ありえない方向に折れ曲がり、武器と両(りよう)腕(うで)を失った彼女は無防備な姿を晒(さら)していた。

			　これを見逃す白いアラクネではない。着地した彼女が指を揃(そろ)えて放った貫(ぬき)手(て)が、リリィの顔面へと迫る。これは逃げられない。おれは一瞬あとの光景を予想して悲鳴をあげかけて――

			「まだ……ですっ！」

			　――次の瞬間、リリィに迫るアラクネの側面から、手負いのローズが襲(おそ)いかかった。

			「なっ!?」

			　リリィの風魔法はアラクネの巣に使われていた建材の多くを宙に巻きあげた。その陰に隠れて、さっきやられたはずのローズがアラクネの死角へと忍び込んでいた。

			　おれの眷(けん)属(ぞく)という固い絆(きずな)で結ばれた姉妹の波状攻撃は、ここに一瞬の隙(すき)を作り出した。

			「シイイィィィ――ッ！」

			　先の攻防で隻(せき)腕(わん)になったローズは、残った片(かた)腕(うで)で背負っていたスペアの斧(おの)を握(にぎ)り締めると、いまにもリリィに襲(おそ)いかからんとしていた白いアラクネに横合いから斧(おの)の刃を叩きつけた。

			「くぅ、おぉっ!?」

			　しかし、このローズの攻撃でさえ、アラクネに致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えるには至らない。

			　たおやかな首へと走った会心の一撃は、８本ある蜘(く)蛛(も)脚の１本を盾(たて)にすることで防がれた。

			　結果、蜘(く)蛛(も)脚が１本、切り飛ばされて宙を舞う。しかし、これでは致(ち)命(めい)傷(しよう)にはほど遠い。

			　それでも、傷は傷だった。むしろローズの一撃は、格下の相手に手傷を負わされた白いアラクネの矜持をこそ、深く傷つけたのかもしれなかった。

			「ぐ……このっ」

			　アラクネの顔が、憎(ぞう)悪(お)で歪(ゆが)んだ。

			「下(げ)郎(ろう)が！」

			「ギッ!?」

			　槍(やり)のように突き出された蜘(く)蛛(も)脚の一撃を、斧(おの)を振りぬいた体勢のローズは避(さ)け切れない。直撃を喰(く)らったローズの体が地面とは水平にすっとんでいって、アラクネの巣の柱代わりの木をふたつ折りにして停まった。木々に支えられた天井が、ぎぃぎぃと音を立てて傾く。

			　今度こそローズは動かない。

			　リリィは両(りよう)腕(うで)を壊されて、ローズは片(かた)腕(うで)を失ってダウン。

			　ここまでくれば、勝負は決まったようなものだった。

			　少なくとも、白いアラクネはそう思ったはずだ。

			　――そして、それこそがリリィたちが手に入れた唯(ゆい)一(いつ)の勝(しよう)機(き)でもあったのだ。

			　痛みに俯(うつむ)いていたリリィの目が、ぎらりと輝(かがや)いた。

			　至近距離にいるアラクネに向けて、少女はぱっかりと口をひらく。

			「があぁああ！」

			　喉(のど)の奥から赤い炎が噴(ふ)き出した。

			　ファイア・ファングを擬(ぎ)態(たい)したことによる火炎放射能力だった。これは完全な奇(き)襲(しゆう)となった。さしものアラクネも避(さ)け切れない。

			「うぬぅ、がぁあ!?」

			　白い少女の顔面に、真っ赤な炎が直撃した。

			「やった……、……あ？」

			　意気込みかけたおれは、次の瞬間、背筋を冷たく凍(こお)らせた。

			　リリィの体に絡みつく真っ白な蜘(く)蛛(も)の糸を、目撃してしまったからだ。

			　肩から胸近くまでを含んだ左腕(うで)と、足を含んだ右半身。

			　べっとりとこびりついた蜘(く)蛛(も)の糸が、おれの網(もう)膜(まく)に白く焼きつく。

			「な……にを」

			　のけぞった体勢で、アラクネが低い声でつぶやいた。

			「なにをしたつもりだ、雑(ざ)魚(こ)がぁ！」

			　リリィに絡みついた蜘(く)蛛(も)の糸の一方は、蜘(く)蛛(も)脚の１本に繋(つな)がっていた。

			　もう一方の糸は、白い少女の手に握(にぎ)られていた。

			　怒りの咆(ほう)哮(こう)とともにアラクネが、ハイ・モンスターの膂(りよ)力(りよく)を全開にして蜘(く)蛛(も)糸を引いた。

			　それがどのような結果をもたらすのか、小さな子供にだって理解のできることだった。

			　

			　イメージとしては、少女向けのビニール製玩具の人形だ。

			　片手で足を掴(つか)んで固定して、ぎゅっと掌(てのひら)に握(にぎ)りしめた腕(うで)を思いきり引っ張ればどうなるか。

			　

			　べりべりと音をたてて、リリィの着ていたブレザーの上着と、左腕(うで)を含む左上半身の一部が彼女の体から引き剥(は)がされた。

			「ぁ」

			　小さくつぶやいたリリィの体から、芯が失われた。

			　まるで糸の切れた操り人形のように、少女の体がうつ伏せに倒れた。

			　そして、もう動かない。あまりに不吉な沈(ちん)黙(もく)が場に満ちた。

			「さすがに……いまの攻撃はひやりとさせられた」

			　パスを通じて伝わってくるリリィの意思は、とても弱々しいものだった。

			　白いアラクネもリリィと同じ眷(けん)属(ぞく)だ。おれを介してパスで繋(つな)がり合っている。そんな彼女もおれと同じものをリリィから感じ取ったのか、艶(つや)やかな横顔に凄(せい)惨(さん)な笑みを浮かべた。

			「まさかここまで怪(け)我(が)を負わされるとは思わなんだ。しかし、まあ、これで仕舞いかの」

			　アラクネの少女の顔面には、わずかに火(ひ)膨(ぶく)れができていた。

			　しかし、それだけだった。彼女たちの戦力差は、残(ざん)酷(こく)なくらいに隔たっていたのだ。

			「く、くくっ、くくくくくくっ」

			　艶(つや)やかな女の笑い声は、まさに悪魔の哄(こう)笑(しよう)だった。

			「本当に愚(おろ)かな者たちだ。妾(わらわ)に敵(かな)わぬことは、はなから知れていただろうに」

			　彼女の言う通り、これはとても順当な結果なのだろう。

			　当たり前の結果が、当たり前のように出た。そうした世界の残(ざん)酷(こく)さを目の当たりにして、おれはただ事態を見守ることしかできなかった。

			「思えば哀(あわ)れよな。しかし、恨(うら)むのなら妾(わらわ)ではなく、貴(き)様(さま)ら自身の無力さを恨(うら)め。力さえあれば、貴(き)様(さま)らとて死なずに済んだのだから」

			　憐れむようでいて、それは明白に嘲(あざけ)りを含んだ台詞(せりふ)だった。

			「さらばだ」

			　倒れ伏すリリィの真上で、蜘(く)蛛(も)が脚を持ちあげた。白いアラクネをとめられるものは、この場にはもういなかった。１秒後には蜘(く)蛛(も)脚は落とされ、鉤(かぎ)爪(つめ)はリリィの体を貫いて、おれの大切にしていたものは永遠に失われてしまうだろう。

			　そんな未来を防げる者は、どこにもいない。そのはずだったのだ。

			　

			「ずいぶんと悲しい勘違いをするんですね」

			　

			　おれは自分の耳を疑(うたが)った。

			「か、加(か)藤(とう)さん……？」

			　自分の目で見ているものが信じられなかった。

			　だが、アラクネの巣へと足を踏(ふ)み入れてくるのは、確かに加(か)藤(とう)真(ま)菜(な)その人に違いなかった。

			　この場に彼女がいること自体は、それほどおかしなことではなかった。察するに彼女はリリィたちにここまで連れてきてもらって、いままでアラクネの巣の外で身を潜(ひそ)めていたのだろう。

			　しかし、その彼女がどうしてこの場に姿を現すのか。

			　ここは戦場だ。なんの力もない少女が足を踏(ふ)み入れていいような場所ではない。

			「なにかの、貴(き)様(さま)は？」

			　白いアラクネは怪(け)訝(げん)そうな顔で加(か)藤(とう)さんを眺(なが)めていた。

			「勘違い、だと？　貴(き)様(さま)、なにを言っておるのだ？」

			　多少の不快感と、大きな困(こん)惑(わく)。そして、ある種の好奇心。

			　白いアラクネの血のように赤い瞳(ひとみ)に、めまぐるしく感情が行き来した。

			「どうして貴(き)様(さま)のようなただの人間が、妾(わらわ)の前に立とうとする？　自殺志願の類か、小娘」

			　白いアラクネがそういうのは、むしろ自然なことだった。

			　彼女はいつだって加(か)藤(とう)さんを殺してしまえるし、そうすることに躊(ちゆう)躇(ちよ)などしないだろう。

			　加(か)藤(とう)さんの姿には、そうした一切に頓(とん)着(ちやく)した様子がなかった。これでは、白いアラクネに『自殺志願』だと言われても仕方ない。

			　しかし、加(か)藤(とう)さんは首を横に振った。

			「わざわざ屍(しかばね)がこうして動いたというのに、自殺もなにもないでしょう。わたしがこの場にのこのこ出てきたのは……そうですね、ひとつには文句を言ってやりたかったからです」

			　殺すのならば、殺すがいい。

			　そんな一種の潔(いさぎよ)ささえ感じさせる態度で、加(か)藤(とう)さんは白い怪物にひとり対(たい)峙(じ)していた。

			「あなたたち眷(けん)属(ぞく)には言いたいことがたくさんあります。思い返せば、リリィさんもそうでしたね。なんでわたしなんかを羨(うらや)ましがっているんですか。隣(となり)の芝生は青く見えるとはいえ、あんまりに残(ざん)酷(こく)過ぎるとは思いませんか。『羨(うらや)ましい』のはこちらのほうだっていうのに」

			　表情は乏しいながら、昏い視線は険しく白いアラクネを睨(にら)みつけ、口にする台詞(せりふ)には憤(いきどお)りが込められていた。
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			「あなただってそうです。わたしには絶対に手に入れられないものが手の届くところにあるのに、それに気付いていない。文句のひとつも言いたくなって当たり前じゃないですか」

			　おれには彼女がなにを言っているのかわからなかった。それは白いアラクネも同じだったのだろう。眉(まゆ)の間に浅い皺(しわ)を寄せて数秒押し黙(だま)った。

			　結局、考えてもわからなかったらしく、白いアラクネは首をゆるりと横に振った。

			「戯(たわ)言(ごと)はそれくらいにしておけ、小娘」

			　そういうと、彼女は手を横に払った。

			　人間には反応不可能なスピードで飛び出した糸が、加(か)藤(とう)さんの首にかかった。

			「べらべらとわけのわからぬことを言ってくれたものだ。どうも己(おのれ)の立場というものがわかっておらぬらしい」

			　あとはちょっとだけアラクネが手首をひねるだけで、少女の命は摘まれてしまう。

			　これには加(か)藤(とう)さんも口を噤(つぐ)まざるをえない……と思ったおれの予想は、裏切られた。

			「ああ。それと、あともうひとつ。わたしには目的があってですね」

			　命を握(にぎ)られている恐怖に屈することなく、加(か)藤(とう)さんは白いアラクネに語りかけたのだ。

			「ローズさんが言ったんですよ。『命を賭(か)けて戦ったとしても、奇跡が必要』なんだって。だけど、奇跡なんて簡単には起こらないじゃないですか。現実はいつだって残(ざん)酷(こく)です。だけど、わたしはその残(ざん)酷(こく)さに屈したくはない。そんなのは、もう二度とごめんです。だから、わたしはリリィさんとローズさんの他に、もうひとつ多く命をベッドすることにしたんです」

			「だからなにを……」

			「わかりませんか？」

			　加(か)藤(とう)さんは口の端をゆがめた。

			　

			「時間稼ぎはこれで十分だっていってるんですよ。……ねえ、リリィさん？」

			　

			　そのときには、状況はすでに決まっていた。

			「……いくらなんでも、危険な橋を渡り過ぎじゃないかな」

			　どろどろに溶けた透明な手が、アラクネの顔を正面から鷲(わし)掴(づか)みにしていた。

			「だけど……助けてくれて、ありがと。おかげずいぶんと助かった。わたしたちの唯(ゆい)一(いつ)の勝(しよう)機(き)は、白いアラクネがわたしのことをスライムだって知らないことだけだったから」

			「貴(き)、様(さま)……」

			　目を見開いて呻(うめ)く蜘(く)蛛(も)の体には、リリィのスライムの体組織がからみついていた。

			「死んだふりしてるのに気付かなかった？　これ、わたしの得意技なの」

			　リリィの言う通り、それは『擬(ぎ)態(たい)』という特殊能力を持つ彼女の切り札だった。

			　実際、『死んだふり』をするリリィのことを、おれは以前に見たことがあった。

			　だからこそ、これがそんなものではないこともすぐにわかったのだ。

			「……なーんて、あはは、ちょっと強がり過ぎ、かも。危うくホントに死んじゃうところだった。意識とんでたし、時間稼いでもらわなかったら本当に危ないところだったねえ」

			　リリィ本人が言う通り、たとえば加(か)賀(が)のときとは状況が違っていた。

			　べったりと蜘(く)蛛(も)の体の前部にへばりついたスライムから生えたリリィの上半身は、その半分近くが液体状に崩(くず)れてしまって輪(りん)郭(かく)さえ曖(あい)昧(まい)だった。わざとそうしているわけではなく、うまく人間の体を構築できていないのだ。

			　単純な構造ゆえに強(きよう)靭(じん)な生命力を持つスライムだが、体を引き千切られておいてダメージなしとはいかない。死んだフリをしていたのではなく、リリィは本気で死んでしまいかねない大きなダメージを負っていた。

			　しかし、そうでなければいけなかった。

			　たった一枚きりの切り札は決定的な場面でしか使えない。ただやられるのではなくて、ある程(てい)度(ど)喰(く)らいついてから、本当に死にかける必要があった。それでこそ白いアラクネにもある種の達成感が生まれるし、それが大きな隙(すき)を生むことにも繋(つな)がるからだ。

			　そしていま、命懸けで彼女たちが作り出した決定的な場面が訪れた。

			「これなら逃がさない」

			　アラクネの顔面を掴(つか)んだリリィが言う。

			　彼女が倒れている間にかき集めたなけなしの魔力を込められて、魔法陣が輝(かがや)き出した。

			「おのれ……っ！」

			　凍(こお)りついていたアラクネは、咄(とつ)嗟(さ)にリリィの腕(うで)を引き千切ろうとした。少女の２本の腕(うで)がリリィの腕(うで)を掴(つか)もうとする――その次の瞬間、飛来した斧(おの)がその腕(うで)をしたたかに殴りつけた。

			「姉様！　いまです！」

			　ローズの加勢だった。

			　加(か)藤(とう)さんの時間稼ぎは、リリィのためだけのものではなかった。ローズもまた、この短い時間を利用して姉のフォローができるだけの態勢を整えていたのだ。

			　ハイ・モンスターの強(きよう)靭(じん)な肉体は、斧(おの)の投(とう)擲(てき)を喰(く)らっても切断されなかったものの、リリィの腕(うで)を掴(つか)もうとしていた指先は照(しよう)準(じゆん)が狂って宙を掻(か)いた。

			　ほんの１秒にも満たない間(かん)隙(げき)。だが、それで十分だった。

			　弾丸の性質を与えられた風魔法が、白いアラクネの顔面で炸(さく)裂(れつ)した。

			「ぐっ、がぁあぁぁあ!?」

			　その反動で、蜘(く)蛛(も)の体に張り付いていたリリィが吹き飛ばされてべしゃりと床に叩きつけられ、一方で磐(ばん)石(じやく)のように思われていたアラクネの体がよろめいてたたらを踏(ふ)んだ。

			「お、お、お……」

			　いまは７本になった蜘(く)蛛(も)の脚がふらついた。

			　つうっと鼻血を垂(た)らした少女の上半身が、振り子のように揺れた。

			　しかし、そこまでだった。

			「こ、この……何度も、何度も……小虫どもが鬱(うつ)陶(とう)しい！」

			　驚いたことに、白いアラクネはゼロ距離で放たれたこの魔法攻撃にさえ耐えてみせたのだ。

			　魔力を練(ね)る余裕がなかったリリィの攻撃魔法が、全力ではなかったというのもあるのだろう。それでも至近距離で攻撃魔法を喰(く)らわされたのだ。首が折れてしまわない、顔が潰(つぶ)れてしまわないというのは、まさに常(じよう)軌(き)を逸(いつ)した頑(がん)強(きよう)さの表れだった。

			　結局、リリィが与えられたのは、ほんのわずかな時間の前後不覚だけだった。

			　だが、そのほんのわずかな隙(すき)に、リリィとローズは目的を果たしていた。

			「リリィ！　ローズ！」

			「ご主人様！」

			　彼女たちは見事、おれのもとへと生きて辿(たど)り着いていたのだった。

		

	
		
			16　眷(けん)属(ぞく)の幸せ

			　

			「リリィ！　ローズ！」

			「ご主人様！」

			　飛び込んでくる２体の眷(けん)族(ぞく)を、おれは正面から受け止めた。

			　正確には『押し倒された』と言うべきかもしれない。おれの手は蜘(く)蛛(も)の糸で床に接着されたままだったので、まともに身動きすることもできなかった。そのため、抱きつかれるままに尻(しり)餅(もち)をつくしかなかったのだ。

			「ご主人様、ご主人様ぁ！　無事で良かったぁ……っ！」

			「心配いたしました、ご主人様」

			　ふたりはおれの胸にすがりついて、再会を喜んでいた。

			　おれももちろん、嬉(うれ)しかった。ただ、それだけではすまなかったが。

			「いっ、痛い！　痛い！　ふ、ふたりとも、もうちょっと落ち着いてくれ！」

			「……あ、そだった。ご主人様、無事じゃなかったんだっけ」

			　おれが悲鳴をあげると、リリィはすぐに回復魔法をかけ始めた。ローズは腰(こし)に吊(つ)り下げた工作用のナイフで、おれの身を拘束していた蜘(く)蛛(も)の糸を切ってくれた。

			「ごめんね、ご主人様。わたしたち嬉(うれ)しくって」

			「いや。気にしなくていい」

			　こんなふうに喜んでくれるのは、それだけおれのことを心配してくれていた証(しよう)拠(こ)だった。それを思うだけで、おれは心が温かくなって、痛みなんてどうでもよくなってしまったのだ。

			　体もぽかぽかと暖かい。回復魔法によって傷ついた体が治りつつあるのだ。

			　とはいえ、動けるようになるまでに数分程(てい)度(ど)の時間は必要だろう。リリィの回復魔法だと、それくらいが限界なのだ。文句は言えない。

			　それに、おれが自分の怪(け)我(が)について泣き言を言えるような状況でもなかった。

			　リリィもローズも、見るからに凄(せい)惨(さん)な有り様だった。

			　大きなダメージを負ったせいでリリィは擬(ぎ)態(たい)が半ばとけていて、顔面の半分と体の大半がスライムに戻っていた。ずたずたに裂けたブレザーの下には透明な体が覗いている。

			　回復魔法をかけるため、おれの右腕(うで)にそっと添えられた手は完全に透明なスライム状になっていて、指の間が分かれていない。時折零(こぼ)れ落ちる彼女の体液が、おれの腕(うで)の上をとろとろ流れている。まだ辛(かろ)うじて人間らしい輪(りん)郭(かく)を保ってはいるが、限界が近いことは明らかだった。

			　一方のローズは片(かた)腕(うで)を失っている。床や柱に叩きつけられた際に膝(ひざ)のジョイントを痛めたらしく、こちらに駆(か)け寄ってくるときには片足を引きずるようにしていた。一番大きな負傷は胴体部分に走った亀裂で、これは最後に喰(く)らっていた蜘(く)蛛(も)脚のひと突きによるものだった。直撃だけは辛(かろ)うじて避(さ)けたようだが、脇(わき)腹(ばら)から放射状に肩まで届く深い亀裂が走っていた。

			　まさに満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)だった。なにかが間違っていたら、彼女たちの命はなかったに違いない。

			　そうまでしてもふたりは、おれのことを助けにきてくれたのだった。

			「ありがとう。ふたりとも。本当にありがとう……」

			　健(けな)気(げ)な眷(けん)属(ぞく)にかける言葉を、これ以外におれは持たなかった。

			　……話がこれで終わっていたのなら、それは理想的なハッピーエンドだったに違いない。

			　そうではないからこそ、現実は残(ざん)酷(こく)だった。

			「なにを喜んでいる？」

			　喜び合うおれたちのもとに、怨(えん)嗟(さ)の声が届いた。

			　顔を上げると、怒りに燃える赤い双(そう)眸(ぼう)と目が合った。

			　白いアラクネはまったくの健在で、おれたちのことを睨(にら)み付けていた。

			「この程(てい)度(ど)のかすり傷で妾(わらわ)に勝ったつもりでいるのか？」

			　低い声で恫喝する白いアラクネには、さっきリリィに喰(く)らった魔法によるダメージは見て取れない。さらに驚くべきことに、顔の火傷(やけど)にいたってはすでに跡形もなくなっていた。ハイ・モンスターは回復力まで化け物だということらしい。

			　対するこちらの戦力はといえば、リリィもローズも戦えるような状態ではなかった。

			　おれのもとに生きて辿(たど)り着くだけのことに、彼女たちは持ちうるすべてを使い果たしてしまっていた。もはや戦うための力など、ひとかけらだって残っていなかった。

			　つまりは、おれたちはここでおしまいだということだ。

			　おれは不思議と心穏(おだ)やかに、この絶望的な現実を受け止めていた。

			　ここでリリィやローズと一緒に死ねるのなら、それも悪くない。そう思えてしまうくらいに、ふたりと再び抱き合えたことは、おれに救いを与えてくれていた。

			　蜘(く)蛛(も)の糸に囚(とら)われて孤独に生きていくよりは、ここでリリィたちと一緒に死んだほうがよっぽどいい。白いアラクネの目的がおれである以上、おれだけは殺されることはないだろうが、そのときは、自分で舌でも噛めばいいだけだ。

			「待って、ご主人様」

			　そう思い定めていたおれの手を、リリィの液状化した手が包み込んだ。

			「リリィ？」

			「諦(あきら)めるのは、まだ早いよ」

			　リリィは囁(ささや)く。どういう意味だろうか。

			　この状況は明らかに『詰み』だった。逆転の手段なんてありえない。

			　そのはずなのに、リリィの半分だけ構築された少女の顔には、近づいてくる白いアラクネを見据えて確信に満ちた表情さえ浮かんでいたのだった。

			「すぐにその身を微(み)塵(じん)に引き裂いて、妾(わらわ)のモノを返してもらおう」

			　きちきちと蜘(く)蛛(も)脚を鳴らして、白いアラクネは歩を進めてきている。

			　跳(ちよう)躍(やく)力を全開にした突進攻撃をしてこないのは、単純におれを巻き込まないためだろう。彼女は確実にリリィとローズの息の根をとめるつもりでいるのだ。

			「貴(き)様(さま)らの奮戦に意味などない。勝つのは妾(わらわ)だ」

			「意味がないのはあなたの行為のほうじゃないですか」

			　言い返したのは、アラクネを挟(はさ)んでおれたちの向かい側にいる加(か)藤(とう)さんだった。

			　彼女もリリィと同じで、まだ諦(あきら)めてはいなかった。

			　驚くおれに視線をやると、ほんのわずかに口元をほころばせてみせる。

			　控え目ではあったが、それは自然な微(ほほ)笑(え)みだった。

			　まるでおれの無事を心の底から喜んでいるかのような表情だった。

			　それもほんの一瞬のこと。加(か)藤(とう)さんはすぐに笑みを引っ込めると、今度は鋭い視線を白いアラクネへ向けた。

			「大暴れして、癇(かん)癪(しやく)を起こして、それでほしいものは手に入りましたか、白いアラクネさん？」

			「いまから奪い返すところだ。黙(だま)ってみていろ、小娘」

			「奪い返す？　面白いことを言いますね。そんなことがあなたにできるとでも？」

			「なんだと？」

			　この暴言は聞き逃すことができなかったのか、白いアラクネは加(か)藤(とう)さんへと振り返った。

			「現実が見えておらぬのか。どう見ても、こやつらにはこれ以上戦い続ける余力などない。あとは蹂(じゆう)躙(りん)されるのみではないか」

			「それはそうかもしれませんね」

			　加(か)藤(とう)さんは白いアラクネの言い分を認めて、しかし、すぐに首を横に振った。

			「だけど、それとこれとは話が別です。リリィさんたちを殺したところで、あなたはもう二度とほしいものを手に入れられませんよ。……というより、あなたは一度だって、本当にほしいものを手に入れてなんていないんです」

			「戯(たわ)けたことを。なにを根(こん)拠(きよ)にそんなことを言っている？」

			「まだ気付かないの？」

			　加(か)藤(とう)さんに代わって、今度はリリィが口をひらいた。

			「あなた、勘違いをしてるのよ」

			「勘違い、だと？　なにをわけのわからぬことを……」

			　振り返ったアラクネが言いかけた言葉が、そこで不自然に途切れた。

			　対(たい)峙(じ)していたリリィがなにかしたわけではない。白いアラクネは自分で言葉を切って、真っ赤な目を大きく見開いたのだった。

			　彼女の赤い瞳(ひとみ)は、主人であるおれに寄り添う２体の眷(けん)属(ぞく)たちを映し出していた。

			　リリィは座り込んだおれの腕(うで)にそっと手を置いて、肩のあたりに亜(あ)麻(ま)色の髪を押し付けるように寄り添っていた。

			　そしてもう一方のおれの手は、ローズの人形の手に硬く握(にぎ)りしめられていた。

			　白いアラクネは凍(こお)りついた表情で、そんなふたりのことをじっと見詰めていた。

			「わかったみたいね。勘違いしているってわたしが言った、その意味が」

			　半分がスライム化したリリィの少女の顔には、気の毒そうな色さえ浮かんでいた。

			「意思を持った？　自(じ)我(が)を得た？　確かにそれは素晴らしいことね。ええ。わたしだって覚えてる。世界に色がついた、あの瞬間のことは」

			　これは白いアラクネ本人も言っていたことだった。

			　モンスターには生来、自(じ)我(が)と呼べるものがない。だからこそ、おれの眷(けん)属(ぞく)になって意思を得たその瞬間のことは、どんな出来事にも換え難い鮮(せん)烈(れつ)な体験となりえるのだ。

			「ご主人様はわたしたちに自(じ)我(が)をくれた。ご主人様は人間で言うところの、お母さんみたいなもの。……いいえ。それ以上の特別な存在。あなたが彼を独占したいと思ったことも、彼を攫(さら)っていってしまった気持ちも、わからないでもないわ」

			　おれの眷(けん)属(ぞく)は３体とも、主人であるおれに違ったスタンスをとっている。

			　しかし、共通している部分もある。

			　リリィが母の喩(たと)えを出したように、おれに対する特別な感情は全員が持っているものだし、それはおれのことを拉致したアラクネにしたところで変わらない。というより、そうした感情を持っていたからこそ、彼女は過激な行動に出たのだ。

			「だけど、ただご主人様を手に入れただけじゃ意味なんてないでしょう。そこのところを、あなたは勘違いしてるのよ」

			　治(ち)癒(ゆ)が済んだおれの手を、リリィがきゅっと握(にぎ)りしめた。

			「ご主人様のことを、わたしたちはなにより大事に思ってる。ご主人様も、わたしたちのことを大事にしてくれている。それこそが、他のどんなものにも代えられない掛け替えのない幸せなんだって、わたしは思う」

			　見る影もなく透明に崩(くず)れてしまった胸に手を当てて、しかし、リリィは満ち足りた様子でいた。そうして負った傷こそが誇(ほこ)りなのだと、彼女は無言のうちに語っていた。

			　いまリリィは幸せのなかにいる。

			　それはおれに寄り添っているローズも同じことで。

			　ふたりと一緒にいるおれだって、もちろん、そうだった。

			　そして、この状況こそがリリィたちが命を賭(か)けて作り出したものなのだ。

			「ねえ、わたしたちの幸せが、あなたにも伝わっているでしょう？」

			　おれと眷(けん)族(ぞく)との間には心と心を繋(つな)ぐパスがある。それはこの白いアラクネも例外ではない。

			　パスを介する情報伝達では、あまり複雑な情報をやり取りすることはできない。だが、それはおれたちの間を繋(つな)ぐパスが劣(おと)ったものだということを意味しない。なぜなら、パスは言葉を介するのではなかなか伝えられないものも伝えることができるからだ。

			　たとえば、万言を費やしても表しきれるものではない感情というものを、おれたちは直接伝え合うことができる。

			　すなわち、いまのリリィが、ローズが、そしておれが感じていることが、白いアラクネにもあまさずすべて伝わっているということだ。

			　それはたとえば、親しい人のために頑張る充実感であり。

			　それはたとえば、愛する喜びであり、愛される歓びであり。

			　たったひとりでは得ることはできない、本当の意味での無上の幸福だった。

			　そうしたすべてが、白いアラクネを打ちのめす槌(つち)となり、貫(つらぬ)き通す鉾(ほこ)となる。

			　なぜなら、彼女もおれの眷(けん)属(ぞく)だからだ。本来なら彼女も眷(けん)属(ぞく)として、愛すべき仲間として、家族のような存在として、おれたちとともにいるはずだった。そうして、おれがいま感じているような『独(ひと)りでは得られない幸福』を手に入れるはずだったのだ。

			　けれど、もはや彼女にそれは得られない。

			　これまでの彼女なら、それを問題とはしなかっただろう。

			　なぜなら彼女は幸せを知らなかったからだ。

			　しかし、おれたちの間にあるパスは、これまでの長い年月のうちに彼女が経験したことのない幸福というものの感触を、ダイレクトに彼女へと伝えることができた。

			　白いアラクネは幸せを知った。あくまで自分とはまるで関係のないモノとして。

			　それが無上の幸福であることをこれ以上ないくらいに明白なかたちで教えられたうえで、もはや二度と手が届かないという現実を知らしめられる。

			　これで心が折れなかったら、真実、白いアラクネは怪物だっただろう。

			「う、あ……」

			　だが、そんなはずがないのだ。

			　誰よりも真っ白な彼女は心を得たばかりの子供のようなもので、心折られた経験もなければ絶望に対する耐性だってない。なによりその心を与えたのは、凡人でしかないこのおれなのだ。結果、強大なはずのハイ・モンスターのなかで、その心だけが平凡な弱さを抱えることになってしまった。

			　心さえ持たなければ、彼女はいまでも完全無敵の存在で在り続けていたはずだ。そういう意味では、自(じ)我(が)を得たことで歓喜した彼女にとって、この結末はあまりに皮(ひ)肉(にく)なものだった。

			「わ、妾(わらわ)は……妾(わらわ)は……」

			　どれだけ外側が強固でも、内側のやわらかいところを突き刺されてはひとたまりもない。

			　比(ひ)類(るい)ない暴(ぼう)虐(ぎやく)を振るった白い蜘(く)蛛(も)は、こうして脆くも崩(くず)れ落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「無事で良かったです、先輩」

			　リリィの回復魔法でとりあえず歩けるようにまでは回復したおれが近づいていくと、加(か)藤(とう)さんは控えめな笑顔で迎えてくれた。

			「あの作戦は加(か)藤(とう)さんが？」

			　気になっていたことをおれは尋(たず)ねた。

			　なにか確証があったわけではないのだが、あのやり方はリリィやローズの発案ではないように感じられたのだった。助けてもらっておいてこの表現は自分でも少しどうかと思うのだが……やり口があまりにえげつなかった。この手の発想は、純(じゆん)朴(ぼく)なところのある眷(けん)属(ぞく)からは出てこないだろう。あれは人間の発想だった。

			　案の定、おれの確認に加(か)藤(とう)さんはこくりと頷(うなず)いた。

			「あの蜘(く)蛛(も)が真(ま)島(じま)先輩をどんな理由で攫(さら)っていったのか、その目的は不明でした。ただ、彼女が先輩のことを攫(さら)っていったという事実からだけでもわかることはありました」

			「……彼女がおれに執(しゆう)着(ちやく)していること、か？」

			「はい。白いアラクネはわたしたちに目もくれませんでした。だから、少なくとも真(ま)島(じま)先輩が彼女にとって特別な存在だということは明らかでした。それで、あんな滅(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)をしでかしたとしても、彼女はあくまで先輩の眷(けん)属(ぞく)なんだと思ったんです。先輩の眷(けん)属(ぞく)である以上、その成り立ちはリリィさんやローズさんと同じはずです。だったら、攻略法はあると思いました」

			「なにを望んでおれを攫(さら)ったにせよ、そんなことは関係ない方法を使えばいいと」

			「そういうことです。なにを彼女が望んでいるにせよ、それよりもっと大きな、それでいてもう手に入らない幸せを知らしめて、まだ幼(おさな)い心を折ってしまえばいい。そのための状況を作るのは、そう難しいことではありませんでした。主人である先輩に信頼されて、信頼して、尽(つ)くして、愛されて。それはとても幸福なことですから」

			「そんなものか？」

			「そんなものなんですよ」

			　加(か)藤(とう)さんは頷(うなず)いた。その無表情な顔立ちは、どことなく寂しげだった。

			「リリィさんとローズさんが真(ま)島(じま)先輩のもとに生きて辿(たど)り着くこと。それがわたしたちの勝利条件でした。ずいぶんと厳しい条件でしたけど、おふたりはそれを見事に成し遂げました」

			　作戦の都合上、リリィとローズは命を賭(か)けてアラクネに挑(いど)み、それでいながら、なにがあっても生き残っておれのもとまで辿(たど)り着かなければならなかった。

			　どんな手を使っても倒せない相手に勝利するための、それが唯(ゆい)一(いつ)の方法だったのだ。

			「あとは、あの白いアラクネに状況を教えてやるだけで良かった。ただ、そのためには彼女を会話に引き込む必要がありました。これはわたしが担当しました」

			「どうしてわざわざ戦う力もない加(か)藤(とう)さんが……」

			「逆ですよ。戦う力がなかったからです。彼女はとても強くて、わたしはとても弱い。そんな相手が目の前にのこのこ出てくれば、興味をひかれもするでしょう？　それに、いつでも殺せるなら、いま殺してもあとで殺しても変わらない。そういう意味で、この仕事に関してはわたしが一番可能性があったんです」

			「それでも命の危険がなかったわけではないだろうに」

			　というより、ほんの気まぐれで殺されてしまっていたわけだから、彼女は本当に危険な命の綱(つな)渡(わた)りをしている。

			「それに、その前にも１回出てきたよね。戦っている最中に」

			　リリィが口を挟(はさ)むと、加(か)藤(とう)さんは肩をすくめた。

			「隙(すき)を作るために動いたのは、まあ、アドリブです。あのままだと無理っぽかったので」

			「無茶しすぎだよ。わたし、心臓とまるかと思ったんだから」

			「いまのリリィさん、心臓ないじゃないですか」

			「……なんだ、ふたりとも。おれがいない間に少し仲良くなってないか」

			　おれの言葉に、加(か)藤(とう)さんはほんの小さな苦笑を見せて、リリィは渋面になった。やはりふたりの間には、なにかあったらしい。少し気になったが、詳(くわ)しい話はあとで聞けばいいだろう。

			「しかし、聞いていて冷や汗が出るような作戦だな」

			　おれがつぶやくと、加(か)藤(とう)さんが首を傾(かし)げた。

			「そうですか」

			「ああ。うまくハマったからいいものの、最悪のケースとして、白いアラクネがこれまでの眷(けん)属(ぞく)とはまったく違った論理で動いていた可能性だってあったわけだろ」

			「ああ。それは確かに」

			　加(か)藤(とう)さんもそうした可能性は考(こう)慮(りよ)していたのか、おれの意見に同意した。

			「博打(ばくち)めいたところはありましたね。まあ、たとえそうだとしても、それしかないなら、やるしかなかったんですけど。でも、そう分の悪い賭(か)けでもないとわたしは思ってたんですよ」

			「そうなのか？　それはまた、どうして」

			「だって、わたしはリリィさんとローズさんを知っていましたからね」

			　加(か)藤(とう)さんはちらりと、おれの体に文字通りにべったり張り付いているリリィを見た。

			「たとえばですけど、リリィさんって疑(うたが)り深いところがありますよね」

			「あ、ちょっと、加(か)藤(とう)さん!?」

			「そして、ローズさんは真(ま)面(じ)目(め)です」

			　さらりとリリィの抗議を無視する加(か)藤(とう)さん。力関係が垣(かい)間(ま)見えるやりとりに、おれのいなかった間の出来事がうかがえた。本当に、いったいなにがあったのだろうか。これはますます、あとでローズにでも話を聞く必要がありそうだと思いつつ、おれは話の続きを促(うなが)した。

			「ふたりの性格がどうかしたのか？」

			「わたし思うんですけど、先輩の眷(けん)属(ぞく)って、どこか先輩の性格に影響を受けている部分がありますよね」

			　加(か)藤(とう)さんの返答に、おれは虚を突かれた気持ちになった。

			「おれの？」

			「はい。さっき聞いた話ですけど、眷(けん)属(ぞく)モンスターは先輩に出会う前には心を持たなかったんですよね。先輩の眷(けん)属(ぞく)になることで初めて、自(じ)我(が)や意思、感情と呼べるものを手に入れたのだとか。だったら、そういう一面があってもおかしくないんじゃないですか」

			　加(か)藤(とう)さんの話を聞いておれが思い出していたのは、白いアラクネが語っていたおれのモンスター・テイムの本質についての話だった。

			　眷(けん)属(ぞく)モンスターはおれの心に触れたことで、自(じ)我(が)を芽(め)生(ば)えさせるのだという。

			　そうして生まれた心は、当然、おれの精神から大きな影響を受けていることだろう。それが性格の一部として表れたとしても、なんらおかしなことはない。

			「眷(けん)属(ぞく)が先輩の心に影響を受けているのなら、あの白い蜘(く)蛛(も)の心だって、そうそう破(は)綻(たん)しているはずはないと思いました。だって、彼女も先輩の眷(けん)族(ぞく)なんですから」

			　おれは思わず、あとはもう立ち去るばかりだったアラクネの巣を振り返ってしまった。

			　広い空間の中央では、蜘(く)蛛(も)が脚を畳(たた)んで座り込んでいた。

			　蜘(く)蛛(も)から生えた少女は俯(うつむ)いている。白く長い髪が顔を覆(おお)い、その表情はうかがえない。

			　彼女がおれたちに立ち向かう気力をなくしていることは、パスを介してわかっていた。

			　そこにいるのは、手に入れるはずだったすべてを取りこぼして、たったひとりでこのまま朽ちるときを待つだけの、哀(あわ)れな命でしかなかった。

			　これまでずっと彼女は独(ひと)りぼっちだった。

			　そして、おそらくはこれから先もずっと。

			「……」

			　ここは壁(かべ)のない開放的な空間なのに、なぜか洞(どう)窟(くつ)のなかにいるような閉(へい)塞(そく)感を覚えた。

			　おれはこの光景を別のどこかで見たことがあった。

			　あのときは、あの蜘(く)蛛(も)のいる場所に、おれ自身がいたのだ。

			「ご主人様？」

			　おれの様子がおかしいことに気がついたらしく、リリィがおれを呼んだ。

			「リリィ」

			　おれも彼女の名前を呼んだ。おれがしたのはそれだけだ。だが、ただそれだけでもリリィは気付いてしまった。半分崩(くず)れた顔のなかで、いまはひとつだけの目が見開かれた。

			「ご主人様は、本当にもう……」

			　リリィは言って、小さな溜(た)め息(いき)をついた。おれは眉(まゆ)を寄せて視線を落とす。

			「悪い。お前たちが傷ついたのは……」

			「謝らなくていいよ。だって、わたしはそういうご主人様が好きなんだもの」

			　仕方なさそうに、それでいてなぜか満足げに、リリィはおれに微(ほほ)笑(え)みかけた。

			　それは半分だけが崩(くず)れた怪物の笑顔だ。

			　おれにとっては、どんな女神のそれより美しく思える微(ほほ)笑(え)みだった。

			「完(かん)璧(ぺき)じゃないわたしをご主人様が好いてくれているように、わたしはご主人様のそうした甘さを愛してる。だから、いいよ。ご主人様はご主人様の好きなようにすればいい」

			　そう言って、リリィはおれからそっと離れた。

			　彼女の許しと後押しを得て、おれは崩(くず)れ落ちる蜘(く)蛛(も)へと近づいていった。

			「どうしたんですか、先輩？」

			「ご主人様？　いったいなにを……」

			　ローズと加(か)藤(とう)さんはまだわかっていないらしい。まあ、それが普通だ。こんな馬鹿なことをするなんて予想できるほうがおかしいのだ。

			「なあ」

			　近づいていったおれが声をかけると、蜘(く)蛛(も)の上に生えた少女がぴくりと動いた。

			　さらさらと髪が流れて、その下から赤い瞳(ひとみ)がおれのことを見上げた。外見だけなら、彼女のほうがおれよりも少し年上だろう。だが、その姿はまるで小さな子供のように見えた。

			「お前も一緒に来るか？」

			　アラクネの赤い目が見開かれた。

			　そして、うしろでもなにやら慌てた気配があった。

			「ご主人様!?　なにをおっしゃっているんですか！」

			「そ、そうですよ。先輩！」

			　ローズと加(か)藤(とう)さんはずいぶんと面(めん)喰(く)らっている様子だった。

			　しかし、一番驚いているのは目の前のアラクネ本人だろう。

			「本、気……かの、主(あるじ)殿(どの)」

			「お前だっておれとパスで繋(つな)がっているんだから、それくらいはわかるだろ」

			「……本気、のようだの。まさかとは、思ったのだが」

			　白い少女は信じられないものを見る目をしていた。

			「妾(わらわ)は主(あるじ)殿(どの)に敵対したのだぞ」

			「まあ、それはその通りだ」

			「そして、たくさん傷つけた」

			「それも、その通りだな」

			　おれの怪(け)我(が)はともかくとして、リリィやローズに重傷を負わせたことについては、率(そつ)直(ちよく)に言って腹が立つ。

			「だけど、考えてもみればお前も、おれの心に触れることで自(じ)我(が)を得たはずなんだよな」

			　眷(けん)属(ぞく)たちはパスを介しておれの心に触れることで自(じ)我(が)を芽(め)生(ば)えさせる。それがおれのモンスター・テイムの仕組みなのだと白いアラクネは語っていた。

			　そして、おれの心に触れたときに、眷(けん)族(ぞく)である彼女たちはおれの望みを受け取っている。

			　絶望に沈(しず)んだおれの心を救ってくれようとしたリリィ。

			　この異世界で生き抜いていこうと決心したおれの身を守ってくれようとしたローズ。

			　目の前の蜘(く)蛛(も)だけが、その例外であることはありえない。

			　こいつだっておれの心に触れることで、その望みを受け取っているはずなのだ。

			　そうして思い返してみると、思い当たる節がないでもなかった。

			　

			　――妾(わらわ)には力がある。他の何者にも負けぬ力が。この力で妾(わらわ)は妾(わらわ)の思うがままを為すのだ！　手に入れた自(じ)我(が)が望むままに！

			　

			　あまりにも傲(ごう)慢(まん)過ぎる言い分を思い出して、おれは苦い思いを噛み締めた。

			　おれはこの異世界にやってきてから、自分の意思を捻じ曲げられるような出来事を何度も経験している。

			　コロニー崩(ほう)壊(かい)の日、痛めつけられたおれは、これまでの価値観を砕かれる経験をした。

			　３日間も独(ひと)りで危険な森を彷徨(さまよ)い、孤独のままに死にそうにもなった。

			　最近では加(か)賀(が)に接触した際に、決して積極的には行いたくはない殺人行為に手を染めることもしている。

			　そのいずれもが、おれにこの過(か)酷(こく)な状況を軽々と打開できるだけの圧倒的な力があれば、避(さ)けられた事態だった。

			　力さえあれば。

			　おれだって人間だ。そう考えたことがないと言えば、嘘(うそ)になる。

			　しかし、こうした考え方は非常に危ういものだ。なぜなら、『力さえあればなにをしてもいい』という傲慢を生んでしまいかねないからだ。

			　たとえば、目の前のアラクネがそうであるように。

			　きっとおれのなかで、力を望むそうした心はずっと埋もれていたのだろう。そして今夜、ついに白い暴(ぼう)虐(ぎやく)のかたちを取って牙(きば)を剥(む)いた。これがことの顛(てん)末(まつ)だったのだ。

			「お前に心を与えたのは、このおれだ。だったら、お前の暴走の責任の一端はおれにある。おれがお前を責めるのは筋違いだ」

			「妾(わらわ)が暴走したのは、妾(わらわ)自身の意思だ。そうさせたのは妾(わらわ)の欲求であり、蜘(く)蛛(も)としての性質だ」

			「だとしても、それを後押ししたのはおれの願いだ。おれの責任がなくなるわけじゃない」

			「……とんでもないお人(ひと)好(よ)しだの、主(あるじ)殿(どの)は」

			　白いアラクネは唖(あ)然(ぜん)としていた。

			「わかっておるのか、主(あるじ)殿(どの)。それはとても危険な考え方だぞ。こんな妾(わらわ)にでも容(よう)易(い)に想像がつくことだ。そんなふうになにもかも背負い込んでいては……いずれ主(あるじ)殿(どの)は破(は)綻(たん)する」

			「破(は)綻(たん)なんてさせない」

			　これに答えたのは、リリィだった。

			「わたしたちがご主人様を支える。そのために、わたしたちはいるんだから」

			　彼女は液状化した下半身でずるずると這ってくると、おれの横に並んだ。

			「ねえ、あなたはどうなの？　わたしたちと一緒に、ご主人様を支えてはくれないの？」

			「それは……だが、妾(わらわ)にはその資格がなかろう」

			　白いアラクネは首を横に振った。

			「妾(わらわ)はお主らを傷つけてしまった。妾(わらわ)の勝手な振る舞いによって」

			　項垂(うなだ)れる彼女の姿を見れば、彼女がおれたちとともに来たくないわけではないことは明らかだった。

			　まだ幼(おさな)い彼女の心を、罪悪感が蜘(く)蛛(も)の糸のようにからめとっているのだ。

			　そんな彼女だからこそ、手を差し伸べる余(よ)地(ち)があると、おれは思う。

			　確かに彼女は過ちを犯した。しかし、取り返しのつかない被害が出たわけではない。誰も死んでいないし、誰も失われていない。むしろここで彼女を見捨てたら、それこそこの騒動は単なる悲劇で終わってしまう。

			　そんなことにはさせない。

			「お前はまだ心を手に入れたばかりなんだ。言ってしまえば、今回の件については、子供の癇癪みたいなものだ。いくらなんでも、子供の振る舞いに目くじら立てて二度と許さないなんてのはやり過ぎだ。許してやるのは、年長者として当然のことだろう」

			　白い少女は端(たん)整(せい)な顔立ちをくしゃりと歪(ゆが)めた。

			「主(あるじ)殿(どの)は妾(わらわ)がどれだけ長い時間を生きてきたと思っておるのだ。おそらく、主(あるじ)殿(どの)の10倍では済まんぞ？」

			「だったら、ごめんなさいの仕方くらいは知ってるよな？」

			「……そんなものは知らぬ。知るはずがない。妾(わらわ)の生がどれだけ空(くう)虚(きよ)なものだったか、主(あるじ)殿(どの)にはわかるまいよ」

			　ふうと細い吐(と)息(いき)が、少女の口から吐き出された。

			「だが、これからはそうしたことも知る必要があるのであろうな」

			　そういった白いアラクネの目から、透明な涙が零(こぼ)れた。

			　こうしてこの夜、おれの３体目の眷(けん)族(ぞく)が仲間に加わったのだった。
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			エピローグ　ご主人様の幸せ

			　

			　長い夜が明けたその翌日。おれは昼頃になってようやく目を覚ました。

			　途(と)端(たん)に低く呻(うめ)き声をあげた。

			　体中に鈍(どん)痛(つう)があった。昨晩のいざこざで負った傷は回復魔法で治っているはずだが、どうやら人間の弱い体が怪(け)我(が)のショックを引きずっているらしい。

			　おれはよろよろと立ち上がった。スライム姿に戻っておれのためにベッドになってくれていたリリィをひと撫(な)でしてから、昨晩の戦いのせいで床板が一部剥(は)がれた『アラクネの巣』を慎重に歩いていく。向かう先には、木材を手にした人形の姿があった。

			「おはようございます、ご主人様」

			　木材を削(けず)り、破損した自分の身体パーツを作製していたローズが頭を下げた。

			　胸部と腰部に走ったひび割れが痛々しい。それ以外にも細かい部分にガタがきているため、全身総とっかえが必要という話だった。これまでにせっかく揃(そろ)えた武具もほとんど駄目になってしまったし、しばらく彼女はその補充に追われることになるだろう。

			　作業をするローズの近くでは加(か)藤(とう)さんが眠っていた。もう日も高いが、目覚める気配はない。昨日は本当に大変だったから、彼女も疲れているのだろう。いつものシーツにくるまっていないのは、荷物を大部分置いてきてしまったからだ。それもあとで回収しなければいけない。

			　そんなふうに考えつつ座り込んだところで、後ろから抱きつかれた。

			　振り返らずとも、感触と振(ふる)舞(ま)いでわかる。リリィだった。

			「休んでいなくてもいいのか？」

			　リリィの怪(け)我(が)は回復魔法で完全に治せないほど深いものだったため、しばらくは擬(ぎ)態(たい)を解いて意識を落とし、療養に専念する必要があると聞いていた。

			「よくはないけど、ちょっとだけ」

			　定位置であるおれの隣(となり)に移動したリリィは、いつもより少し甘えた声で言った。

			　おれの腕(うで)を抱きしめて、ほっそりとした指を絡めてくる。どうやらそういう気分らしい。

			　もっとも、それも仕方がないことではある。昨日は大変だったから、『一緒にいたい、触れていたい』と思ってしまうのだろう。なによりおれ自身、同じ気持ちだった。

			「……」

			　昨日、おれたちが直面した苦境は本当に過(か)酷(こく)なものだった。乗り越えられたことが、奇跡と思えてしまうくらいに。

			　けれど、この異世界を生きている限り、これから先も何度だって困難は襲(おそ)いかかってくるに違いない。跋(ばつ)扈(こ)するモンスター、強大な力を持つ転移者たち。懸(け)念(ねん)はいくらでもあった。

			　だからこそ、いまは仲間たちの無事を実感したい。

			　大切な彼女たちと同じ空気を共有していたいと思うのだ。

			　おれはしばらくの間、リリィの体温とやわらかさを感じつつ、ローズの作業をぼんやりと見詰めていた。

			　不意に視線を感じた。そちらへ顔を向ける。

			　少し離れた場所で、赤い瞳(ひとみ)がおれたちのことを見ていた。思わず苦笑が漏(も)れた。

			「そんなところでなにをしているんだ？」

			　声をかけると、真っ白な少女はびくりと身を震えさせる。きちきちと蜘(く)蛛(も)脚が鳴いた。

			「こっちに来たらどうだ。話をしよう。そうだ。お前の名前も決めてやらないとな」

			　と言ったは良いものの、早くも花の名前はストックが尽(つ)きている。どうしたものだろうか。まさかチューリップなんて名付けるわけにもいかないし、これはちょっとした難問だ……。

			　おずおずと歩み寄ってくる白いアラクネをおれは待つ。大切な者と一緒にいて、他愛ない悩みを抱くことのできるいまを想って、おれの口元には自然と笑みが浮かんでいた。

			　

			〈『モンスターのご主人様』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　この胸に抱えたもの ～リリィ視点～

			　

			　高い枝に向かって跳(ちよう)躍(やく)し、手にした槍(やり)を鋭く突き出す。

			「やぁああっ！」

			　気合とともに繰り出した槍(やり)の穂(ほ)先(さき)が幹を抉(えぐ)る。タイミングは完(かん)璧(ぺき)。運も良かった。木の幹を這っていたトカゲが、ざっくりとふたつになって地面に落ちた。

			　遅れてわたしも地面に着地して、よしっと槍(やり)を持っていないほうの拳(こぶし)を握(にぎ)りしめる。

			　こうした小動物を狙(ねら)うときにうまくいくかどうかは半々くらいで、それこそ尻尾切りで逃げられることも少なくない。小さな的を狙(ねら)うのは苦手だった。

			　残念ながら、元来スライムであるわたしに槍(そう)術の心得はない。

			　つい数日前に擬(ぎ)態(たい)できるようになった水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の技術も頼りにならない。彼女が修得していた技術で使える道具といったらオーボエくらいのもので、こんなの戦闘にはなんの役にも立たないし、この世界で同じ楽器を手に入れられるのかどうかも疑(うたが)わしい。

			　幸いなことに、この槍(やり)のもともとの持ち主であるマジカル・パペットは、武術というレベルには達していなかったものの、槍(やり)の取り回しや振り回し方についてはそこそこ慣れていた。おかげでわたしはこうして槍(やり)を武器にして、戦闘に耐えるだけの取り扱(あつか)いができている。

			　わたしは地面に落ちたトカゲの死(し)骸(がい)を拾(ひろ)い上げると、革袋へと回収した。それとは別の革袋には食べられる木の実がたんまり集めてあって、わたしの頬(ほお)をゆるませた。

			　ご主人様は喜んでくれるだろうか？

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お帰り、リリィ」

			　洞(どう)窟(くつ)に帰ったわたしを、ご主人様とローズが迎えてくれた。加(か)藤(とう)さんはうとうとと眠っていて、わたしの帰(き)還(かん)に気付いていない。

			　わたしはローズに今日の収穫を渡したあとで、ご主人様の腕(うで)に抱きついた。

			「えへへ、ただいまー」

			　中肉中背のご主人様だが、意外と腕(うで)なんかはしっかりしている。

			　ご主人様はこの異世界に転移してきてから、残留組のひとりとしてコロニーの建造に携わっていた。真(ま)面(じ)目(め)なご主人様のことだから、他の誰より働いていたのは想像に難くないし、実際、水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)の記憶のなかで、彼は精力的に自分の仕事をこなしていた。

			　力仕事をしているうちに、自然と筋肉もついたのだろう。ご主人様の腕(うで)は抱き甲斐があって、いつまでも胸のなかに抱いていたくなる。というか、移動時でもない限り、ほとんどの時間そうしている。

			「悪いな、リリィ。苦労をかける」

			　わたしの頭をご主人様の手が撫(な)でる。

			　指先は武骨で、いかにも男の子といった感じ。少しかさついた指先が額にこすれて、擬(ぎ)態(たい)したわたしの少女の肌(はだ)とはまったく違う感触が愛おしくて仕方ない。

			「いいんだよ、ご主人様。わたしは、帰って来たときにこうしていられれば十分なんだから」

			　目を閉じて、紛(まが)い物のこの肌(はだ)に触れるものを、あますことなく感じ取る。

			　ご主人様がわたしの抱(ほう)擁(よう)を拒(きよ)絶(ぜつ)することはない。わたしが擬(ぎ)態(たい)している水(みず)島(しま)美(み)穂(ほ)が美人だとか、擬(ぎ)態(たい)の際にちょっとサイズをいじって大きくしたおっぱいの感触が気持ちいいだとか、そういった事情とは関係なく、彼はわたしという存在を受け入れてくれている。

			　そんな彼の傍(そば)にいると、とても落ち着く。ここがわたしの居場所なのだと強く思う。

			　わたしという存在にとって、ご主人様の傍(かたわ)らは本当に特別な場所だった。

			　なぜなら、わたしはミミック・スライム。

			　この世界でたった１匹だけの特別なモンスターだからだ。

			　生まれたそのときからわたしは、自分が孤独な存在であることを本能的に悟っていた。

			　だからこそ、生まれたばかりのわたしは、弾き出されるように母体から分離すると、ぽよんと地面に転がって、すぐさまその場を逃げ出すことができたのだ。

			　次の瞬間、母体であるクイーン・スライムの巨体が、わたしがいた場所に倒れ込んできた。

			　ぼやぼやしていたら、生まれたばかりのわたしはぺしゃんこにされていただろう。

			　当たり前のことだが、いくら意思のないモンスターといえど、親が生まれたばかりの子を殺すようなことは普通ない。

			　そんな生物は種として存続し得ない。

			　つまり、わたしの母体にとって、わたしという存在は同種ではなかったということだ。ひょっとすると、この世に生み出したという実感さえなかったかもしれない。ただ彼女は、体のなかにあった異物をまとめて排(はい)出(しゆつ)しただけだったのかもしれなかった。

			　誕生直後の危機を辛(から)くも逃れたわたしは、この森の弱者として生きることになった。

			　目的もなく森を徘(はい)徊(かい)する。

			　他のモンスターに遭(そう)遇(ぐう)すれば逃げ出す。

			　逃げ切れなければ魔法で迎(げい)撃(げき)して、隙(すき)を作ってやはり逃げ出す。

			　わたしに同種は存在しない。他者は常に、敵か餌(えさ)かの二択だった。

			　徘(はい)徊(かい)して、出遭って、逃げて、徘(はい)徊(かい)して、出遭って、食べて、徘(はい)徊(かい)して、出遭って、攻撃して、逃げて、徘(はい)徊(かい)して、徘(はい)徊(かい)して、徘(はい)徊(かい)して……。

			　そんな日々が、無(む)味(み)乾(かん)燥(そう)に流れていった。

			　あの運命の日、この洞(どう)窟(くつ)に向かったときも、そうだった。

			　いつものように森を徘(はい)徊(かい)していたわたしは、地面から血の味を感じ取った。傷ついた何者かの存在を感知して、機械的な反応でわたしはその行方を追い始めた。

			　点々と残されていた血液は微量で、地面に落ちてからあまり時間が経っていなかった。わたしは追(つい)跡(せき)を続けながら、丹念にその痕(こん)跡(せき)を消していった。獲(え)物(もの)を横取りされないようにするためだった。

			　そうして辿(たど)り着いた洞(どう)窟(くつ)で、わたしはついに獲(え)物(もの)を見付け出した。

			　獲(え)物(もの)はずいぶんと弱っていた。わたしがなにかしなくても、あとちょっとすれば死んでしまうくらいに衰(すい)弱(じやく)していた。この森の弱者でしかないわたしにしてみれば、こうした獲(え)物(もの)との遭(そう)遇(ぐう)は絶好の機会だ。わたしは早速、餌に齧(かじ)りついた。これだけ大きな生き物を食べるのは、生まれて初めてのことだった。生きたまま指先からゆっくりと溶かしていった。

			　そのときだった。獲(え)物(もの)がなにか呻(うめ)いた。

			　死にかけの生(い)き餌(え)が呻(うめ)くことなんて、よくあることだ。

			　なのに、わたしはぴたりと動きをとめてしまっていた。

			　なぜなら、獲(え)物(もの)がなにを嘆(なげ)いているのか理解できてしまったからだ。

			　

			　――……誰か、おれを助けてくれ。

			　

			　おかしな話だった。

			　獲(え)物(もの)は衰(すい)弱(じやく)していて、まともに呻(うめ)くことさえできていなかった。

			　それはつまり、その呻(うめ)き声は言葉にさえなっていなかったということだ。聴き取ることなどできようはずがない。いいや。そもそも、そのときのわたしは単なるスライムでしかなく、人間の言葉を理解することなどできはしなかったのだ。

			　

			　だから、そう。

			　それはパスを通じて届けられた、ご主人様の心の声だったのだと、いまならわかる。

			　

			　魂(たましい)が繋(つな)がる。心が繋(つな)がる。魔力で形作られた通路を介して、獲(え)物(もの)だった彼のすべてがわたしのなかに流れ込んでくる。

			　わたしはそれを呑(の)みこんだ。ぺろりと全部食べてしまった。わたしはスライムなのだから、お腹のなかに入り込んできたものは全部消化してしまうのが本能というものだ。

			　そうして自分のなかで他者の心を味わうことで、わたしは『他者』に対する『自己』という存在を自覚した。そうして生まれた『わたし』というものがどのようにあればいいのかは、わたしのなかの彼が全部教えてくれた。

			　そうしてわたしは急速にわたし自身を構築していく。

			　それまでほんのかすかにしかなかったモノが、確かな形を得て歓喜を叫んだ。

			　変わっていく。変えられていくのだ。なにもかもが。だとすると、むしろこれはわたしが彼のことを平らげてしまったのではなくて、流れ込んできた彼のほうに内側からわたしが食べられてしまっているのかもしれない。

			　食べられて、そして、こんなにも変えられてしまった。

			　だとしたら、その感触のなんて甘美なことだろうか。

			　もっと食べたい。いいや、食べられたい。食べられてしまいたい。

			　わたしはしばし陶(とう)然(ぜん)としていた。我に返ったのは、流れ込んできているものが急速に弱まっていることに気付いたからだ。何事かと思ったわたしは、餌(えさ)……ではなくて、彼が死にかけていることに気付いて、消化しかけていた腕(うで)を慌てて吐き出した。

			　わたしに同種は存在しない。他者は常に、敵か餌(えさ)かの二択だった。

			　そのはずなのに、わたしは彼に回復魔法をかけることを躊(ちゆう)躇(ちよ)しなかった。

			　助けてくれ、と彼は言ったのだ。

			　他者になにかを求められることなんて初めてだった。

			　求められてそれに応えたいと思うのだって、初めてだった。

			　そもそも、なにかを求められるだけの自分というものが、これまではなかった。

			　だから、ぼろぼろになった彼のことを助けたいと思ったことが、わたしの生まれて初めての願いとなった。そして、いまもそれは続いている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　わたしはご主人様の腕(うで)をこの胸に抱きしめる。

			　そこにある確かな他者の感触を噛み締める。

			　そうすることで、自分が独(ひと)りではないことを確かめる。

			　元来わたしは孤独な存在だった。心のないわたしは、それを辛(つら)いものだと思うことさえできずに独(ひと)りぼっちで彷徨(さまよ)っていた。

			　ご主人様に巡(めぐ)り合って、わたしは孤独ではなくなった。いまのわたしには愛しいご主人様がいる。可愛(かわい)くて頼りになる妹分がいる。そうして手に入れた確かな絆(きずな)を、大事なものだと思える心がある。

			　こんな日々がずっと続くことを、わたしは強く願わずにはいられない。

			「ご主人様」

			「なんだ？」

			　わたしが呼ぶと、ご主人様は応えてくれる。

			　そんな彼のことを見上げて、わたしはにっこりと笑みを浮かべた。

			「大好き」

		

	
		
			日暮眠都（ひぐれ　みんと）

			大阪在住。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの６作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一四年九月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ（なぽ）

			１９９４年２月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一四年九月現在）
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			(C)Minto Higure 2014
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